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魅力ある大学 
目的をもって活き活きと
学び行動する学生中心
の大学づくりを進めます 検証と改善 

不断の検証と改善に努
め、佐賀の大学としての
責務を果たします 

国際貢献 
アジアの知的拠点を目
指し、国際社会に貢献
します 

社会貢献 
教育と研究の両面から、
地域や社会の諸問題の
解決に取り組みます 

研究の推進 
学術研究の水準を向上
させ、佐賀地域独自の研
究を世界に発信します 

教育先導大学 
高等教育の未来を展
望し、社会の発展に尽
くします 

創造と継承 
自然と共生するための
人類の「知」の創造と
継承に努めます 

佐 賀 大学  
憲 章  

　佐賀大学は、これまでに培った文、教、経、理、

医、工、農等の諸分野にわたる教育研究を礎

にし、豊かな自然溢れる風土や諸国との交流

を通して育んできた独自の文化や伝統を背景に、

地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を

目指して、ここに佐賀大学憲章を宣言します。 

地域と共に未来へ成長し続ける、 
教育先導大学として社会の発展に貢献します。 

大学の理念 

　「可能性」、それは、みなさんに最もふさわしい言葉でしょう。 

豊かな創造性と躍動する若さをもつみなさんには、急速に変化し多様化する現代を

支え、未来を切り拓く多くの可能性が秘められています。 

　佐賀大学は旧佐賀大学と旧佐賀医科大学の長い歴史に培われた高度な教育・

研究の成果を基盤に、一人ひとりの可能性の扉を開いてきました。 

 　また、大学の精神を受け継いだ卒業生の温かなネットワークも厳しい時代を生きて

いくうえで力強い励みとなっています。 

　「歴史と伝統」というこの聞き慣れた言葉を、佐賀大学はそれぞれの可能性を大

きく広げるための新たなキーワードに変えて一人ひとりの学生に贈ります。 

『それぞれの可能性を広げたい。』 

佐賀大学長 
ほとけ ぶち      たか    お 

佛淵  孝夫 

■学長メッセージ 
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　佐賀大学は、平成21年度に大学評価・学位授与機構による大
学機関別認証評価を受審し、教育研究活動などに関する11の基準
全てを満たしていると認定されました。また、“教育先導大学”という
目標を掲げて大学の方向性を鮮明に示していることなど、14項目が
優れているという高い評価を受けました。これからも、教育や研究の
クオリティのさらなる向上をはかり、学生に選ばれる大学を目指します。 

佐賀大学は 
大学機関別認証評価の 
全基準を満たしています 

佐賀大学ホームページ  http://www.saga-u.ac.jp/

大学案内 注目情報〈特色ある教育と研究〉 

中期目標・計画、評価〈大学評価について〉 

機関別認証評価〈評価結果について〉 

認証評価について 特色ある教育研究内容について 

入学者受入れの方針 
◎佐賀大学の求める入学者 
　佐賀大学は、学生と緊密にコミュニケーションできる総合大
学として、人格形成、専門知識・技術の修得、そして基礎か
ら実用開発にいたるまで、能力を最大限に伸ばすことを目標
に人材育成と研究活動を展開します。 
　佐賀大学の教育目標は、高度情報化社会で活躍できる
情報基礎と専門知識を修得させること、地域文化を理解し
地域に根ざした活動を行うための素養を持たせること、国際
化時代にふさわしい異文化理解とコミュニケーション能力を
修得させることです。 
　佐賀大学は、チャレンジ精神を持ち、問題を自発的に探求・
解明し、社会に貢献できることを人生目標とする学生を求め
ています。 

■認証評価と教育研究に関するホームページはコチラ 

国立大学法人佐賀大学 

教育学研究科 

経済学研究科 

医学系研究科 

工学系研究科 

農学研究科  

鹿児島大学大学院 
連合農学研究科 

海洋エネルギー 
研究センター 

大学院  

総合分析実験 
センター 

総合情報基盤 
センター 

低平地沿岸海域 
研究センター 

海浜台地生物環境 
研究センター 

シンクロトロン光応用 
研究センター 

地域学歴史文化 
研究センター 

産学・地域連携機構 

アドミッションセンター 

キャリアセンター 

国際交流推進センター 

附属図書館 

保健管理センター 

附属・センター等 

理工学部 

数理科学科 
物理科学科 
知能情報システム学科 
機能物質化学科 
機械システム工学科 
電気電子工学科 
都市工学科 

文化教育学部 

学校教育課程 
国際文化課程 
人間環境課程 
美術・工芸課程 
附属幼稚園 
附属小学校 
附属中学校 
附属特別支援学校 
附属教育実践総合センター 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

■ 
■ 
■ 
■ 
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全学教育機構 

教養教育運営機構 

医学部 

医学科 
看護学科 
附属病院 
附属地域医療科学 
教育研究センター 
附属先端医学研究 
推進支援センター 

農学部 

■ 
■ 
■ 
■ 

■ 
■ 
■ 

応用生物科学科 
生物環境科学科 
生命機能科学科 
附属資源循環フィールド 
科学教育研究センター 

経済学部 

経済システム課程 
経営・法律課程 
地域経済研究センター 

学部等  

大
学
の
理
念

003











日
本
か
ら
世
界
の
 

健
康
を
は
か
り
、
守
る
。
 

　日本から世界の健康をはかるという理念のタニタの社長に就任して、もうすぐ５年

目になります。タニタは、病気にならないように少しでも皆さんの健康増進に寄与で

きるような商品やサービスを開発しています。また就任後は、特に「体脂肪計タニタ

の社員食堂」という書籍や、「丸の内タニタ食堂」というレストラン事業を展開し、ブ

ランド価値を高めることができました。ハードとソフトということに境界を引くことなく、

新しい試みを日々行っております。お客様の健康を守る、病気にならないようにする、

そのお手伝いをしたいという理念がある限り、これからも様々な新商品やサービスを

出し続けることができるでしょう。これらの商品やサービスを通じて、皆様にお役にた

てればと願っております。また、あえて日本からということを強調しているのは、日本の

企業として日本国内の雇用の維持や税務での協力をしていきたいという考えからで

す。現在の市場では、「高価格」と「低価格」の二極化が進んでおり、安いものは

大半が輸入品です。製造業で言えば、国産ではありません。多少の価格差はあるに

せよ国産品を買うということは、その会社の収益の一助となり、日本国内の雇用を

維持することにつながることになります。多くの中小企業でも日本国内で頑張って

いるところがたくさんあります。ぜひ、皆様には、そういう目線で、日頃からご購入され

る商品を選んでいただきたいです。社会への貢献や環境への配慮だけではなく、雇

用を守るという視点での購買判断は、長い目で見れば、日本国内の企業の成長に

結びつき、結果として学生の皆様の雇用の確保にもつながるからです。

　さて、タニタでの新しい試みということでは、初のインターンを昨年度行わせていた

だきました。初めてということで拙い部分もあったと思いますが、佐賀大学の学生に

ご協力いただきました。我 も々良い刺激となり、こういうお互いの刺激になり有益な

ことは、継続して続けていきたいと考えております。

　ご存知の方もいらっしゃるかもしれませんが、私と佐賀大学との出会いは、理工学

部化学科への編入で始まりました。編入先から単位の読み換えがない語学などの

講義を受けると同時に、研究を行うという変則的な生活を送りました。

　佐賀での生活は、編入前を含めて丸４年間となり、その間、念願だったアルバイト

も経験できましたし、学食や大学周辺の学生向けの食堂など食生活にも恵まれ、健

康的で有意義な生活を送ることができました。佐賀にいた時間が長かったためか、

佐賀は私の第二の故郷になっています。佐賀出身、九州出身ということを生かし、

活躍していきます。ソフトバンクの孫さんも佐賀にお住まいだったということですし、

将来は佐賀・九州出身者が世界を動かす時代が来るかもしれません。アジアの展

開でも良い立地条件に恵まれておりますので、色々なところに出かけられ経験を増

やすことには適した土地であると思います。このような場所とご縁ができたことは、今

後に生きていくと感じています。そのような強みのある佐賀大学の出身者がご活躍

されることを期待しています。 

　私は学生時代、あまり勉強をする方ではありませんでした。勉強することの意義が

見出せなかったのです。月並みな「将来に役に立つ」という言葉では私の心には遠

い未来の事であり響かなかったようです。勉強であれ、遊びであれ、やっておいて損

をすることは一つもありません。安定した日々の生活を繰り返すことも重要ですが、

ぜひとも冒険心をもって、色々なことに挑戦し、多くの失敗も経験されることをお勧め

します。失敗をどのようにリカバリーするかというスキルが社会では大変重要であり、

そういうときに生きてくる貴重な経験となります。もちろん、社会人になってからも失

敗はできますが、若ければ若い方が社会は寛容ですので、その利点を生かすべきです。

最後になりましたが、東日本大震災の被災地の一日も早い復興を願いつつ、タニタ

としても精いっぱいお手伝いしていきます。

本社社屋タニタの社員食堂にて昼食

株式会社タニタ 
谷田  千里  社長
理工学部化学科 1997年3月卒

　佐賀大学での学びを活かし、様々な分野
で活躍する卒業生たち。そんな先輩方の現
在の思いや大学生活の過ごし方など、皆さん
へのアドバイスを熱く語って頂きました。 

卒業生 からの 
Message



卒業生メッセージ 

卒業生メッセージ 

　佐賀大学職員として医学部学生サービス課を３年間経験した後、入

試課に１年間勤めました。その間に「国全体の教育制度や他大学の

取組はどうなんだろう」と興味が湧き、文部科学省の行政実務研修生

を希望しました。１年間研修を受けた後、転任試験に合格し現職に至

ります。文部科学省では、大学の医学部・歯学部の教育に関するとり

まとめや医師・歯科医師の養成に関する業務を行っています。また、仕

事として国会の質問対応や議員の方へ説明する際に使う資料作成業

務もあります。

　大学の３年・４年生のときは卒業研究と公務員試験を同時進行で進

めなければならず大変でしたが、そのときに培った忍耐力や諦めない姿

勢が今の仕事を行う上で役に立っていると感じます。

　大学生活の自由な時間をどう使うかによって今後の人生が大きく変

わってくると思います。早い段階で目指すべき方向性を決めることも選

択肢の１つですし、多くのことを経験することも大切です。このときの経

験は人生の栄養になりますよ。

佐賀大学からスタートし、 
国レベルの教育制度に携わっています。 

人と人とをつなぐ仕事。荷物一つひとつに 
多くの人の想いがつまっています。 
　ヤマト運輸に勤めて３年、現在は新サービスの開拓・提案などを行っ

ています。その一つが、買い物に困難を感じる方々に対して、弊社の宅

配ネットワークを活かした買い物支援を行うこと。単なる配送だけでなく、

高齢者の安否確認などを含めた取り組みで、県内の役場や商工会・

社会福祉協議会などに提案を行っています。職場は、年齢の近い同

僚や女性の先輩社員も多く、とても働きやすい環境です。企画提案が

あれば、どんどんチャレンジさせてくれるので、やりがいを持てるしスキル

アップにもつながります。また、有給休暇がとりやすく、毎年海外旅行

へ行くなどプライベートも充実しています。入学当時は世界史の教師を

目指していましたが、学生時代に接客業のアルバイトを経験し、お客様

の一番近くで喜ばれる仕事がしたいと、この会社を選びました。佐賀大

学は色んな経験が出来る場所です。やりたいと思ったことはぜひチャレ

ンジして、大学ライフを楽しんでください。

文部科学省 
高等教育局医学教育課 勤務 
林田  智史  さん
農学部応用生物科学科 2007年3月卒

ヤマト運輸株式会社 
佐賀主管支店 勤務 
大石  麻美  さん
文化教育学部国際文化課程 2009年3月卒

卒
業
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多種多様なお客様のニーズに対応するため 
色々な物事にアンテナを立てています。 

大切な命の場面に立ち会い、 
お手伝いできるありがたい仕事です。 

独立行政法人国立病院機構 
佐賀病院 勤務 
中村  美佳  さん 
医学部看護学科 2010年3月卒 

株式会社福岡銀行 
那珂川支店 勤務 
水間  雄基  さん 
経済学部経済システム課程 2010年3月卒 

　現在、福岡銀行の那珂川支店に勤務し、主に外回りを担当。個人

のお客様に対するローンや資産運用などの営業、個人事業主や法人

会社に対する営業を行っています。福岡銀行は、ブランドスローガンに「あ

なたのいちばんに。」を掲げ、お客さまにとって、いちばん身近な、いちば

ん頼れる、いちばん先を行く金融機関を目指しています。自分自身もお

客様に信頼され、選ばれる行員になれるよう常に自己研鑽に努めてい

ます。職場は風通しのよい環境で、自分の意見や考えを尊重してくれる

ので、仕事において多くのチャンスと挑戦を与えられています。私にとっ

て大学生活は、勉強だけでなく、さまざまな経験を積み重ねて人間とし

て成長できた４年間でした。たくさんの学友と繋がりを持つことができ、

多くの挑戦と勉学を学べた環境は、佐賀大学の卒業生として感謝と誇

りを持っています。受験生の皆さんにも、佐賀大学の魅力を感じていた

だきたいと思います。 

　社会人を経て、助産師になりたいという強い意志を持って佐賀大学

へ入学しました。実は８歳になる子どもがいて、子育てをしながらの大学

生活でした。女性にとって出産は、人生最大の苦しみと喜びを一度に

体験する貴重な場面で、自分自身がその経験をしたからこそ助産師に

なりたいと思いました。現在、産婦人科を中心としたレディース病棟に

勤務し、外来では助産師外来や母親学級を通して妊娠中の皆さんを

サポートしています。総合周産期母子医療センターとしての機能上、緊

急の母体搬送が多く職場全体が緊張に包まれる場面も多々あります。

だからこそ一番不安に思うお母さんに寄り添い、安心して治療にのぞ

んでいただける雰囲気作りを心がけています。大学時代に出会った人

たちとのご縁は私の宝物であり、今の私の支えになっています。看護は

健康で豊かに生きるためのヒントを得られる学問であり、佐賀大学は自

分の意思でさまざまなことにチャレンジできる学びの場です。 

卒業生メッセージ 

卒業生メッセージ 

卒業生 からの Message
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　昔からものづくりに興味があり、大学でさまざまなことを学んでいくうちに

治水への関心が高まり、水門・ポンプメーカーである現職場を選びました。

担当は水門設備の設計業務です。水門の強度検討や施工方法の検討

を経て作図を行なっています。大学時代は材料力学を得意としていました

ので、それが今、材料の強度検討を行う上で役立っていることを実感します。 

　また、設計はものづくりの出発点であり、工事終了までが仕事。ただ図

面を描けばいいというものではなく、製造や施工との連携を図りながら進

めていかなければなりません。なので上司への報告、連絡、相談の徹底や、

現場との意見交換はいつも心がけています。一番の喜びは、ものが出来

上がったときに尽きますね。 

　大学生と社会人では責任感が違ってきますが、大学時代にしかできな

い経験、そして出会いがたくさんあります。専門知識だけでなく、そういった

経験値が自分の人生に大きく影響すると思うんです。チャレンジ精神を持っ

て学生生活を謳歌してほしいですね。 

水門設備の設計業務を通じて、 
ものづくりの責任と喜びを実感しています。 

農産物の新しい付加価値を見出し 
新たな技術開発で地域貢献を目指す。 
　長崎県農林技術開発センターに勤務して６年になります。私の職場は、

地元の農産物を材料とした消費者および生産者ニーズに対応する優

良品種の開発や高度な栽培技術の開発に携わっています。農学部卒

業後は果樹研究部門で主にビワをテーマに開発業務にあたっていまし

たが、今年から食品加工研究室に属して、馬鈴薯など地元特産農産物

や未利用資源の持つ生体調節の機能性に着目した加工品の開発を

目指して、食品産業分野および大学と一緒に共同研究しています。 

　農学部の研究室で得た知識や経験は、今の仕事にも十分応用でき

ていると実感しています。研究の難しさ、幾度となく失敗した実験が成

功したときの喜びを学んだからこそ、現在の仕事を楽しく続けているのだ

と思います。 

　大学生活は自由であるがゆえ、一人ひとりの自主性が重んじられます。

限られた大学生活の中で多くの人と出会い、今しかできないことを体験

し、その経験を大切にしながら大学生活を楽しんで欲しいですね。 

長崎県農林技術 
開発センター 勤務 
中山  久之  さん 
農学部応用生物科学科 2007年3月卒 

卒業生メッセージ 

卒業生メッセージ 

株式会社ミゾタ 勤務 

理工学部機械システム工学科 2010年3月卒 
　地 秀作  さん 
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大学の授業がスタート。 
 ４月は決めることがたくさん！ 
授業には必修と選択の科目がいっぱい。シラバスを

見ながら履修登録を行います。

体育や語学等の授業が含まれる教養教育の授業が中心。

他学部学生と一緒の授業も多く、交流できるのも魅力。

４月はサークルや部活の勧誘活動が活発。課外活動は

充実した大学生活を送るための１つのきっかけです。

　大学生活の４年間（医学科は６年間）。この期間を「長い」
と感じるのか「短い」と感じるのか。それは皆さんがどのような

学生生活を送るかによって変わってきます。大学を卒業すると

大半の人が社会に出て働くことになります。その意味で、「学生」

という立場は、社会に出る前に許された最後の時間とも言える

でしょう。大学は高校までと異なり、授業時間以外はほぼ自分

の時間です。この時間をどのように使うかは自分で考えなけれ

ばいけません。自分が勇気を持って動けば、それだけ視野も人

間関係も広がります。この期間に得られた経験や人脈こそ、あ

なたの将来の糧になるものです。「大学生活は４年間しかない」。

この想いを胸に、挑戦に満ちた大学生活を過ごしてみませんか。 

有意義な４年間を 
過ごせるかは自分次第！ 高校と大学の違い 

大学の先生は、教授、准教授、講師、助教に
分かれます。
大学の授業では、教科書があるとは限りません。
先生が教材を決めます。
佐賀大学の授業時間は1校時90分です。実験
や演習などは2校時を続けて使うこともあります。
授業の選び方や授業への出席も自分次第。
怠けていると留年して卒業できない場合もあ
ります。すべて自己責任です。
大学の休みは長いので何もせずに過ごすに
はもったいない期間です。大学時代にしかで
きない新しいことに挑戦しましょう。

1年生 
大学生活にも慣れる頃。 
将来を見据えて実力をつけよう。 
大学生活の中でも最も時間的に恵まれるとき。大学生

だからこそできる新しいことにチャレンジしましょう。

授業も専門的な内容が入ってきます。学部によって

はコース選択もあります。

経済学部では、２年生の後半からゼミが始まります。

卒業後のことについてもそろそろ考え始めましょう。

2年生 
● 

 

● 

 

●

● 

 

● 

 

● 

●

● 
 
● 
 
● 
 
● 
 
 
●

４年間の学生生活 
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さらに専門性を深め、 
未来を担うスペシャリストへ！ 
大学院では「研究」が重視されます。学部で
学んだことをさらに発展させて、自分の専門性
を深めよう。将来、専門性を活かした職業に就
くために必要です。

学生時代に様々なことにチャレンジし、悔いの
ない4年間を送ることが、希望に満ちた社会人
生活につながります。

新社会人として新たにスタート！ 
大学で学んだことを活かそう。 

大学院・修士課程（2年間） 

 ４年間の総仕上げ。 
卒業論文や卒業研究で大忙し！ 
就職活動と卒業研究の両立は大変ですが、ここが

がんばりどきです。

大学院進学を希望する人は、大学院入試に向けて、

猛勉強して合格を勝ち取りましょう。

看護学科では、国家試験に向けて最後の仕上げ。これ

までの勉強の成果が発揮できるよう頑張りましょう。

4年生 
卒業後の進路を決める。 
就職活動の準備開始！ 
就職活動を開始するのか？　公務員試験の勉強を

始めるのか？　大学院に進学するのか？

卒業後の進路を夏までに決めましょう。

より専門的な授業や演習が多くなってきます。

学部によってはゼミナールが始まり、合宿などが

行われる場合もあります。

3年生 
● 

 

● 

●

● 

● 

 

●

医師国家試験に向けて、 
最終段階へ！ 
医師国家試験に向けて猛勉強が必要です。●

5 6～ 年生 
医学部 医学科 進　学 

就　職 

卒
 業
 

4
年
間
の
学
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活
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学校教育課程 

国際文化課程 

人間環境課程 

美術・工芸課程 

経済システム課程 

経営・法律課程 

主として小学校教員の養成を行います。同時に幼稚園、中学校、高等学校、特別支援（養護）学校教諭の免許も取得できま
す。また「教育学」「教育心理学」「障害児教育」「教科教育」「理科」「数学」「音楽」の各選修にて教育学一般や各教科
指導法に関するきめ細やかな教育を行います。なお、本課程は小学校教諭一種免許状の取得を卒業要件としています。

医学科 

看護学科 

数理科学科 

応用生物科学科 

物理科学科 

生物環境科学科 

知能情報システム学科 

機能物質化学科 

機械システム工学科 

電気電子工学科 

都市工学科 

生命機能科学科 

文
化
教
育
学
部 

経
済
学
部 

医
学
部 
理
工
学
部 

農
学
部 

グローバル化を深める国際社会および現代経済社会の構造について、幅広い視野と専門的知識を修得します。この課程は、豊
富な国際的知識とシャープな感性を身につけ、的確な判断力や行動力を養う国際経済社会コースと、地域政策、福祉政策、産業
政策を３本の柱として、国際社会における地域社会の暮らしと個性を高める政策を学ぶ総合政策コースにより構成されています。

企業の経営・会計および経済社会の規範である法律を学び、企業経営と法政策について幅広い視野と専門的知識を修得し
ます。この課程は、企業や公益法人、地方自治体など、「ミクロの経済システム」に関する経営、会計、情報処理を学ぶ企業経
営コースと、経済問題を立体的に理解するのに欠かせない法律の専門知識を学ぶ法務管理コースにより構成されています。

６年間の一貫教育です。実践的な学習を重視し、臨床医学教育を低学年から導入するとともに、ＰＢＬ（問題解決型学習：
Problem Based Learning）による教育を実施しています。５年次からの臨床実習は、附属病院の他に学外臨床実習病院でも
実施しています。「自己学習と自己評価」をモットーとしており、チューター（指導教員）制度による学修・生活指導を行っています。

看護師教育を基盤に保健師教育や助産師教育を選択し学習する教育（学修）が行われています。病院などで実施する臨床
看護実習と地域における看護を一つにした「臨地実習」を実施しています。「自己学習と自己評価」をモットーとしており、チュ
ーター（指導教員）制度による学修・生活指導を行っています。

科学技術の基礎となる数学を、論理の積み重ねのほか計算機の力を借りながら学べる学科です。主な教育研究分野は、数や式
の持つ魅力を追及する代数学、形や空間の性質を探る幾何学、微分・積分を用いて現象の解明を目指す解析学です。数学及び
数理科学の領域において、広く社会で活躍できる高度な専門的知識・能力を持つ教育者、技術者、研究者を養成しています。

宇宙から素粒子まで、あらゆる物質の現象について教育・研究する学科です。幅広く物理学の基礎を学び、興味ある物理現象
を体験する実験授業や自ら問題を解く演習などによって、科学的な考え方や実証的な見方を身につけます。本学科は、素粒子
論・素粒子実験から、固体などの凝縮系を扱うものまで、多様な研究グループで構成されています。

高度情報社会を支える情報技術、情報基礎理論から応用技術までを学べる学科です。現在と将来のＩＴ（情報技術）の発展
に貢献できるようになるため、コンピュータ最適化、インターネット、情報認識などの情報基礎、計算システム、高次元情報処理
を身につけれます。

科学技術の先端を担う、幅広い知識を備えた科学・技術者の育成をめざす学科です。化学の基礎から応用まで広範囲な教育
研究を行っています。本学科のコースでは日本技術者教育認定機構により認定された教育プログラムを行っています。新しい
機能を持つ生体材料、高分子材料、セラミックスなどの合成と性質の解明、リサイクルや環境浄化などの研究を行っています。

新製品や先端技術の開発を支えている機械工学について基礎から応用までの幅広い内容が学べる学科であり、教育課程は、
日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定教育プログラムです。主な内容は、流体工学、熱エネルギー変換、先端材料、潤
滑、機械設計、生産工学、ロボティクスなどです。

今日のＩＣＴ（情報通信技術）などの高度科学技術の発展に不可欠な電気・電子回路、電磁気学などの基礎科目から、計測、
制御、情報、通信などの応用技術まで幅広く学べます。主な内容は、電子システム工学、知能計測制御工学、電子情報工学、
情報通信工学などです。

数理的能力、コミュニケーション能力、美的感性といった基礎学力を学び、社会基盤、都市環境、土木、建築などのあり方につ
いて考えることができる都市工学分野の専門家の育成を目的としています。主な内容は、水環境、地盤工学、建設材料学、構
造工学、建築や都市の計画とデザインなどです。

植物、動物及び微生物についての生命現象及び生物の諸特性の解明と、その成果を応用した有用動植物資源の開発・利
用ならびに環境に配慮した保護について教育と研究を行う学科です。
本学科は、生物資源開発学講座と生物資源制御学講座の２つの講座で構成されています。

環境の保全と再生、環境に優しい持続的な食料生産システム、環境を維持するための資源循環型社会の構築及び生活環
境の向上に関わる教育と研究を行う学科です。
本学科は、生物環境保全学講座、資源循環生産学講座と地域社会開発学講座の３つの講座で構成されています。

生化学や分子生物学を基礎として、微生物からヒトにわたる幅広い生物の生命現象のしくみや機能の解明を行うとともに、そ
れらを応用した食品機能の追究と開発、食品の安全性、バイオマスの利用について教育と研究を行う学科です。
本学科は、生命化学講座と食糧科学講座の２つの講座で構成されています。

「日本・アジア文化」と「欧米文化」の２選修で構成されています。英語の他に独仏中韓のうちから専門外国語を選択し、高度
の外国語運用能力の涵養に努めます。また、世界各国の思想、文化、歴史等に関する多種多様な講義を通じて、グローバル
な視点を有する教養人の育成を行います。

「生活・環境・技術」と「健康福祉・スポーツ」の２選修で構成されています。高齢化、少子化、情報化といった急激な社会の変
化に即応できる介護福祉、スポーツ指導、地域貢献等を通じた専門職能人を養成し、また、地球温暖化等の環境問題に関し
ても深い知識を有する人材を育てます。

絵画（日本画、西洋画）、彫刻、デザイン、工芸（窯芸、木工工芸、染織工芸、金工工芸）といった実技科目もさることながら、高
度の美術理論に裏付けられた総合的な芸術学を学ぶことにより、真・善・美の探求を行えるトータルな芸術専門家の養成を目
指します。

学  部 学科・課程 学科・課程等の紹介 

学科・課程 
　インデックス 
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小学校英語活動、国語科教育学、身近な現象のサイエンス、身のまわり
の数学、声楽、カウンセリング、算数科教育法、初等国語科教育法、初
等社会科教育法、教育学研究法、心理学実験、障害児教育総論　など

小学校教諭一種、中学校教諭一種（各教科）、高
等学校教諭一種（各教科）、特別支援学校教諭一
種、幼稚園教諭一種　等（小学校教諭免許は必須）

国公私立学校教員（小学校・中学校・高等学校・養護学校・幼稚
園）、佐賀県他官公庁、国家公務員（法務教官）、ＪＡ佐賀、ジェイ
アール九州ハウステンボスホテル、警視庁、日本生命保険　など

専門外国語（独語、仏語、中国語、韓国語）、英語オーラルコミュニケーション、日本・アジア
の社会と文化、現代欧米の法と政治、欧米文化論演習、日本文学史、日本史上の市と都市、
地域古典籍分析論、スピーチ・コミュニケーション論、日英異文化コミュニケーション　など

中学校教諭一種（国語、社会、英語）、高等
学校教諭一種（国語、地理歴史、公民、英語、
書道）、学芸員・社会教育主事　など

国公私立学校教員（中学校・高等学校）、佐賀県他官公庁、佐賀県
立病院好生館、明治安田生命保険、アリコジャパン、第一生命保険、
毎日コミュニケーションズ、ＡＮＡエアサービス東京、ＪＲ九州　など

日本の地理と風土、自然環境論、健康教育概論、ヘルスプロモーション実習、被服
衛生学、地球環境科学、人体の構造と機能及び疾病、トレーニング科学、地理学
フィールドワーク実習、住宅デザイン論、相談援助の理論と方法、フィットネス　など

中学校教諭一種（保健体育、技術、家
庭）、高等学校教諭一種（保健体育、工
業、家庭）、社会福祉士受験資格　など

佐賀県他官公庁、佐賀共栄銀行、熊本赤十字病院、
サガンドリームス、佐賀県警察、日本放送協会、佐
賀銀行、ＪＲ西日本、鹿児島銀行、大塚製薬　など

世界の美術、素描、日本画、西洋画、彫刻、デザイン、窯芸、
木工工芸、染織工芸、基礎木工工芸、総合芸術学習　など

中学校教諭一種（美術）、高等学校教
諭一種（美術、工芸）、学芸員　など

国公私立学校教員（中学校・高等学校）、法務省、
熊本県庁、横浜市役所、レナウン、ゼンリン、鍋島緞
通吉島家、如水庵、平田ナーセリー、造形作家　など

国際経済社会入門、経済学原論、国際交流実習、財政学総論、ビジネ
ス基礎英語、ビジネス・コミュニケーション英語、マクロ経済学概論、国際
金融論、現代政治論、社会政策、社会保障論、サービス産業論　など

中学校教諭一種（社会）、
高等学校教諭一種
（地理歴史、公民、商業）

会計学原理、流通経済論、経営史、戦略経営論、企業論、経
営分析、国際会計論、実践会計、人権論、民法総則、物権法、
商法総則、環境法、社会保障法、法学概論、経済法　など

中学校教諭一種（社会）、
高等学校教諭一種
（公民、商業）

専門基礎科目（医療人間学、医療心理学など）、基礎医学科目（細胞生物学、感染学・
免疫学、人体発生学、組織学、肉眼解剖学など）、機能・系統別ＰＢＬ科目（地域医療、
呼吸器、循環器、消化器など）、臨床実習（臨床実習、地域医療実習など）　など

医師国家試験受験資格 大学医学部附属病院（佐賀大、九州大、長崎大、
熊本大）、県立病院好生館、九州医療センター、
高木病院　など

専門基礎科目（プレゼンテーション技法、解剖学・生理学など）、看護の機能と方法（基
礎的看護技術など）、ライフサイクルと看護（発達看護論など）、地域における看護（地域
看護学総論など）、臨地実習（基礎看護実習、成人看護実習など）、助産コース　など

看護師国家試験受験資格、保健師国家試験受験資
格（保健師免許取得後養護教諭二種免許及び第一
種衛生管理者免許）、助産師国家試験受験資格

看護師：大学医学部附属病院（佐賀大、九州大、
福岡大、熊本大、長崎大）。保健師：県庁、市役所。
助産師：大学附属病院、個人病院　など

微分積分学基礎、数理科学英語、線形代数学、微分積分学、
集合・位相、代数学、幾何学、解析学、複素関数論、プログ
ラミング、確率解析学　など

中学校教諭一種（数学）、
高等学校教諭一種（数学）

公務員、日本ビジネスエンジニアリング、ダイハツ長
崎販売所、マルハン、ソフトジャパン、　州コーポレ
ーション、英進館、島原市役所、大学院進学　など

物理数学、力学、熱力学、電磁気学、物理学実験、波動、電
磁気学、量子力学、統計力学、科学英語、宇宙物理学、計
算機物理学、物性物理学、放射線物理学　など

中学校教諭一種（理科）、
高等学校教諭一種（理科）

公務員、東京エレクトロン九州、イサハヤ電子、ア
イム電機工業、九州電力、アズマソーラー、佐世
保通信システム、大学院進学　など

情報数理、プログラミング概論、プログラミング演習、線形数学、基礎解析学、計算機
アーキテクチャ、情報理論、データ構造とアルゴリズム、ソフトウェア工学、ハードウェア
実験、コンピュータグラフィックス、情報ネットワーク、人工知能、画像情報処理　など

中学校教諭一種（数学）、
高等学校教諭一種（数学、情報）、
技術士補

ＮＥＣ、アルプス技研、日立システムアンドサービス、コンピ
ュータシステムエンジニアリング、システムサービス、三菱
ＵＦＪインフォメーションテクノロジー、大学院進学　など

基礎化学、錯体物性化学、量子化学、有機化学、分離分析化学、科
学英語、セラミックス工学、高分子物性化学、構造化学、無機材料工
学、応用物理化学、反応工学、環境化学、知的財産権法　など

中学校教諭一種（理科）、
高等学校教諭一種（理科、工業）、
技術士補（機能材料化学コースのみ）　など

九州ＩＮＡＸ、日本磁力選鉱、佐世保重工業、ダイワボウレ
ーヨン、ゼオライト、理工協産、九州テクニカルメンテナン
ス、ＮＴＴデータカスタマーサービス、大学院進学　など

微分積分学、工業力学、線形代数学、材料力学、流体力学、
熱力学、機械工作実習、機械要素設計製図、創造工学演習、
伝熱工学、ロボット工学、自動車工学　など

高等学校教諭一種（工業）、
技術士補、
第一種ボイラー・タービン主任技術者受験資格

日立造船、きんでん、豊田合成、ＪＲ西日本、第一
精工、ＮＥＣエンジニアリング、唐津鉄工所、佐賀
鉄工所、九州積水工業、大学院進学　など

ベクトル解析学、信号解析論、エネルギーシステム工学、技術英語、放電工学、
電気機器学、システム制御学、プログラミング論及び演習、ＬＳＩ回路設計、オ
プトエレクトロニクス、プラズマエレクトロニクス、パワーエレクトロニクス　など

高等学校教諭一種（工業）、
電気主任技術者受験資格、
電気通信主任技術者受験資格

九州電力、三菱電機、富士通、マツダ、スズキ、ダイキ
ン、豊田合成、戸上電機製作所、ＮＥＣマイクロシステ
ム、ドコモエンジニアリング九州、大学院進学　など

測量学、構造力学基礎、都市工学概論、基礎設計製図演習、都市交通システム学、
水環境システム工学、建築空間史、建築環境工学、都市防災工学、地震工学、基礎
地盤設計演習、建築都市デザイン演習、アーバンデザイン、建築デザイン手法　など

高等学校教諭一種（工業）、測量士補、
測量士（１年以上の実務経験が必要）、
建築士や技術士補の受験資格など

北川ヒューテック、東急建設、戸田建設、松尾建設、日本上下水
道設計、三井共同建設コンサルタント、セキスイハイム九州、佐
世保重工業、佐電工、ＪＲ九州、ＪＲ西日本、大学院進学　など

植物生理学、遺伝学、熱帯農業論、植物病理学、線虫学、動物行動生
態学、システム生態学、蔬菜園芸学、植物病原学、昆虫学、動物繁殖
生理学、植物工学、動物遺伝育種学、食用作物学、飼料資源学　など

中学校教諭一種（理科）、高等学校教諭
一種（理科、農業）、農業改良普及指導
員受験資格、家畜人工授精師受験資格

作物生産学、生物化学、土壌学、環境汚染化学、食料流通経済学、水環境学、
栽培環境制御学、観光人類学、環境植物学、農業資源物質工学、土壌微生物学、
アジア比較農業論、食料市場論、アジアフィールドワーク、遺伝子工学　など

中学校教諭一種（理科）、高等学校教諭一種（理科、農業）、農業改
良普及指導員受験資格、家畜人工授精師受験資格、測量士補・測量
士・１級・２級、土木施工管理技士受験資格（生物環境保全学コース）

有機化学、分析化学、植物生理学、生物統計学、生化学、微生物学、
食品衛生学、食品化学、食糧安全学、食品工学、食品機能化学、応
用微生物学、分子細胞生物学、生物資源化学、遺伝子工学　など

中学校教諭一種（理科）、高等学校教諭一
種（理科、農業）、農業改良普及指導員受験
資格、食品衛生監視員、食品衛生管理者

26詳しくは P.

32詳しくは P.

36詳しくは P.

40詳しくは P.

46詳しくは P.

50詳しくは P.

60詳しくは P.

66詳しくは P.

72詳しくは P.

76詳しくは P.

80詳しくは P.

84詳しくは P.

88詳しくは P.

92詳しくは P.

96詳しくは P.

102詳しくは P.

106詳しくは P.

110詳しくは P.

主な就職先等 取得できる主な資格 主な授業科目 

このインデックスからそれぞれの特性を調べ、 
学科・課程選びの参考にしてください。

国家公務員（国土交通省、法務省、国税専門官）、佐賀県庁、高等学校教
諭、佐賀銀行、福岡銀行、日興コーディアル証券、かんぽ生命保険、日本年
金機構、ＮＴＴ西日本、大分キヤノンマテリアル、明治安田生命保険　など

国家公務員（国土交通省、法務省、国税専門官）、佐賀県庁、高等学校
教諭、三菱東京ＵＦＪ銀行、佐賀銀行、佐賀共栄銀行、十八銀行、帝国デ
ータバンク、日本たばこ産業、日本通運、タマホーム、ミスターマックス　など

国家公務員、県庁、教諭、中原種苗、佐賀農業組合、ヨコオ、
久留米農業共同組合、サンライフ、ＪＡビバレッジ、大分県
農業組合、鳥栖キユーピー、やずや、大学院進学　など

国家公務員、県庁、教諭、ＪＡ佐賀、ＪＡ福岡中央会、ＪＡ熊本、有明
スカイパークふれあい郷、森永乳業、コカ・コーラウェストプロダクト、日
本配合飼料、久光製薬、アース環境サービス、大学院進学　など

国家公務員、県庁、教諭、キユーピー、ＪＡ総合食品佐賀、明治チ
ューインガム、九星飲料工業、佐々木食品工業、宇都宮化成工業、
藤本製薬、ＪＡ福岡市、三愛オブリガス九州、大学院進学　など

学
科
・
課
程
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
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文化教育学部 
Facu l t y  o f  C u l t u r e  a n d  E d u c a t i o n

P.026

学校教育 
課程 

P.032

国際文化 
課程 

P.036

人間環境 
課程 

P.040

美術・工芸 
課程 

　バランスを欠いた物質文明の肥大化や価値観の多様化の中

で、現在われわれは社会的、精神的混迷の中に置かれています。

今や、人間、社会、自然の全体的理解に基づく「総合知」による

新しい文化価値理念の樹立と創造的人材の育成という問題が

緊急の課題となってきています。 

　新しい文化価値理念の樹立とは、国際化、情報化、高齢化の

進む社会状況の中で、人間、社会、自然が調和した社会と文化

を探求・創造することであり、その実現に向けた創造的な人間を

どのように育成するかという教育と表裏一体のものです。 

　文化教育学部は、新しい社会と文化の創造、そしてそれを担

う人材の育成、教育を総合的に取り上げ、21世紀における人間

と社会と文化の総合知を目指し、意欲的な研究、教育、地域貢

献を展開する学部です。 

人間・社会・文化の総合知による 
新たな文化価値を創造する人材を育成。 
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教育と文化を融合した4課程 
◎文化教育学部の特徴 

　文化教育学部は、教員養成系の課程と文系を主とし

た3課程を併設し、教育分野に文化的要素を取り入れ、

文系の分野に教育的視点を取り込むことによって両者

を融合させ、教育と文化の両面を基盤とした教育・研究

体制を確立し、新しい時代の求める教育者や、行政、民

間企業等において創造的能力を発揮し、建設的な活躍

のできる有為な人材を育成します。 

◎学年別男女比率（平成24年度） 

1年生 
（計254人） 

2年生 
（計255人） 

3年生 
（計278人） 

4年生 
（計304人） 

0 50 100 150 200 250 300 350

36.6％（93人） 63.4％（161人） 

32.9％（84人） 67.1％（171人） 

29.1％（81人） 70.9％（197人） 

36.5％（111人） 63.5％（193人） 

■ 男　■ 女 
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教育のさまざまな現代的課題に対する 
理解と対応能力を備え 
社会的・国際的に広い視野と教養をもち 
判断力・行動力・心の豊かさ・ 
市民的資質を備えた教員の養成 

1

2

3

学校教育課程は、卒業にあたって小学校教諭一種免許

状取得の要件を完全に満たす必要があります。

したがって、すべての選修において小学校の全教科に

関する学習、教職に関連する基礎的教養に関する学習、実

習・演習が共通科目として設定されており、これらの履修

を通して教育的な素養を身につけます。

また、こうした基礎的・共通的な素養に加えて、各専門

分野（教育学、教育心理学、障害児教育、教科教育、理科、

数学、音楽）に関する科目を選択・履修することで、目指す

能力を高めてゆくことができます。

４年次には、学修の集大成にあたる卒業研究（論文、制

作、演奏など）を行います。３年次の後半にテーマと指導

教員を決め、教員の指導の下、計画的に進めてゆきます。

学校教育課程には７つの選修（教育学選修、教育心理
学選修、障害児教育選修、教科教育選修、理科選修、数学
選修、音楽選修）があります。学生はいずれかの選修に所
属します。教科教育選修は教科ごとにさらに１０の分野（国
語教育、社会科教育、数学教育、理科教育、音楽教育、造形
教育、体育教育、家政教育、情報技術教育、英語教育）に分
かれています。最近の理数離れや情操教育の問題に対応
できるように、理科選修、数学選修、音楽選修を設けたこ
とに本課程の大きな特徴があります。以下の教育目標を
定めています。

基礎的な知識・技能
�現代社会の諸問題を文化・自然・人間生活と関連付

けて理解できる能力、�日本語と英語を用いたコミュニ
ケーション・スキルを持ち、情報通信技術（ICT）などをモ
ラルに則って効果的・適正に活用する能力、�学校教育の
しくみ、児童・生徒のこころと発達、障害のある児童等への
支援、教科内容、教育方法等についての幅広く体系的な知
識と技能を身につけさせる。

課題発見・解決能力
実践演習型学習や問題解決型学習、教育実習等の実践

経験を通じて、�現代の学校教育の諸問題に関心を持ち、
多面的な理解と考察を通じて解決に必要な情報を収集し
分析する能力、�学校・教室において課題を発見し、専門
分野の知識と技法を応用して課題の解決に取り組める能
力、�他の教員と協調して子どもたちに対応できる指導
力や実践力を身につけさせる。

学校教育を担う社会人
�学校教育の様々な問題に積極的に関心を持ち、目標

を持って主体的に学習する習慣や、学校教育の諸問題に
的確に対応できるよう、継続的に自己研鑽に励む意欲と
態度、�学校教員としての責務を自覚して自己の能力を
社会に還元する強い志や、社会人としての規範に従って行
動できる高い倫理観と豊かな人間性を身につけさせる。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

文化教育学部学校教育課程は多くの選修に分かれており、様々な

専門分野から教育にアプローチしています。

私は教育学選修に所属しており、いじめ問題の解決、教育法の在り

方、海外の教育など、様々な教育事象を幅広く学んでいます。私の目

標は、そんな教育学を専門とした小学校の先生になることです。

先生は教科を教えることはもちろんですが、それだけでは先生の

仕事は務まりません。教科を教える以外の仕事が教育現場ではとて

も重要になります。

それができる立派な先生になるためには、学生時代に勉強を頑

張ったり、勉強以外に様々な体験をして、教養を深めていくことが私

は大切だと考えています。

学校教育課程は教育ボランティアも盛んであったり、多くの学生

がサークル活動に参加し、それぞれ課外活動を行っています。私も、

サークル活動を行ったり、海外で教育実習を体験したりなど、積極的

に様々な活動を行っています。

こうして学んだことが、将来先生になったとき、きっと役に立つは

ずです。

大学には私たちが様々な事に挑戦できるチャンスがたくさん転

がっています。

みなさんもそのチャンスをつかんでいきましょう。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■小学校教諭一種免許状（※卒業要件）
■中学校教諭一種免許状（各教科）
■高等学校教諭一種免許状（各教科）

■特別支援学校教諭一種免許状
■幼稚園教諭一種免許状

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■学芸員 ■社会教育主事

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�小学校教諭
�中学校教諭
�幼稚園教諭
�特別支援学校教諭
�高校教諭
�学習支援員
�生活支援員
�国家公務員（法務教官）
�財団法人 三潴銀行記念館

�（株）トーハン
�医療法人 親仁会
�JA佐賀
�ジェイアール九州ハウ
ステンボスホテル
�マックスバリュ
�ヤマト運輸
�（株）英進館
�NPO（福祉関係）

�（株）ブライセン
�佐賀県黒髪少年自然の家
�警視庁
�（株）学映システム
�（株）佐賀玉屋
�（株）肥後銀行
�日本生命保険
�（株）キシヤ

主な進学先
�佐賀大学大学院教育学研究科 �九州大学大学院人間環境学府 �皇學館大学大学院

文化教育学部
学校教育課程 ３年

龍 伸剛
福岡県 柳川高等学校出身

学生からのメッセージ

将来の目標のために今できること
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豊かな人間性と高度な実践力を備えた教員の養成を

目指して体系的な教育実習を重視している点に本課程の

大きな特色があります。

【教育実践フィールド演習�、�、�および小学校
教育実習】
１年次に実施される教育実践フィールド演習�は、学校

の様子や子どもの理解、教職への意欲を高めることを目

的にして、佐賀市内の小学校で参観実習（８回程度の体

験活動）を行うとともに、附属幼稚園、附属中学校、佐賀市

立城西中学校、附属特別支援学校において参観実習を行

います。

２年次に実施される「教育実践フィールド演習�」は、学
習指導案の作成及び教材等の開発、模擬授業とその振り

返り活動等の授業開発の基本的方法を理解するとともに、

教職への意欲を一層高めることを目的にして、大学での

演習と実習校での授業実習（１回）を行います。

３年次に実施される「教育実践フィールド演習�」は、小
学校における教科の単元授業及び学習評価の開発を

テーマとして、学習指導案及び学習評価実施案、教材等を

作成し、模擬授業を行うことを通して、小学校教育実習の

準備を行います。

以上の教育実践フィールド演習�、�、�を履修した後、
４週間の「小学校教育実習」（３年次）を附属小学校ある

いは佐賀市立本庄小学校のいずれかにおいて行います。

【臨床教育実習】（３年生以上）
「臨床教育実習」は、発達障害や不登校の児童生徒への

支援力を養うための実習です。１人の対象児に大学院生、

学部学生、大学教員で１つの実習チームを編成し、実際に

支援することを通して、特別な支援が必要な子どもたち

への深い理解力と対応・指導力を身につけることを目的

に行います。

以上のような体系的な教育実習を行っています。

文化教育学部

学校教育課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 研 究

１３４ 必修

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

一
般
教
養
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

各
選
修
共
通

専門基礎科目

●現代教育論 ●教育心理学 ●カウンセリング ●卒業研究
●生活文化論 ●国際文化論 ●算数科教育法
●実践英語 ●教育臨床心理学 ●初等理科教育法

課程共通科目 ●教職概説 ●授業実践論 ●小学図画・小学工作

学校教育科目

●小学国語・小学書写 ●教育原論 ●生活科概説・生活科教育法
●数学概説 ●小学社会 ●初等国語科教育法（２－３年次）
●小学声楽・小学ピアノ ●理科講義及び実験 ●初等社会科教育法（２－３年次）
●小学体育 ●小学家庭 ●図工科教育法（２－３年次）
●小学校英語活動 ●道徳教育の研究 ●体育科教育法（２－３年次）

●特別活動の研究 ●初等家庭科教育法（２－３年次）
●初等音楽科教育法 ●教育実践フィールド演習� ●臨床教育実習�・�（３－４年次）

実習・演習 ●教育実践フィールド演習� ●教育実践フィールド演習� ●小学校教育実習 ●教職実践演習

教育学選修

●教育学研究法 ●教育学講読演習 ●社会教育実習
●教育方法学概説 ●教育学課題研究
●学校・学級経営論 ●教育制度論
●社会教育概論 ●人権意識論

教育心理学選修

●発達心理学ゼミナール ●心理学実験� ●心理学実験�
●基礎心理学ゼミナール ●教育統計� ●教育評価
●心理学研究法 ●乳幼児心理学 ●教育相談
●心の健康 ●教育心理学演習

障害児教育選修

●障害児心理学 ●障害児教育総論 ●障害児学習指導法 ●障害児心理学実験
●知的障害者の生理・病理 ●知的障害児心理学 ●障害者心理治療法 ●障害児教育実習
●病弱者・情緒障害者の生理・病理 ●知的障害教育 ●LD等教育指導論
●視覚障害者の生理・病理 ●障害児心理検査法 ●障害児教育基礎実習

教科教育選修
（国語教育分野選択の場合）

●国語科教育学 ●日本語表現論 ●国語科教育課題研究�
●国語教育学演習 ●日本文学史� ●国語科教育課題研究�
●国語科書写教育学 ●教科教育情報論 ●教科発達心理論

●教科教育授業設計論

理科教育選修

●身近な現象のサイエンス ●物理学通論� ●力学
●化学通論� ●物理学基礎実験� ●無機化学
●生物学通論� ●化学基礎実験� ●動物生理学
●地学通論� ●地学基礎実験� ●岩石鉱物学

数学選修

●解析学基礎� ●解析学� ●解析学研究基礎 ●解析学領域研究�
●代数学基礎� ●代数学� ●代数学研究基礎 ●代数学領域研究�
●幾何学基礎� ●幾何学� ●幾何学研究基礎 ●幾何学領域研究�
●身のまわりの数学 ●コンピュータ� ●コンピュータ研究基礎 ●コンピュータ領域研究�

音楽選修

●ソルフェージュ ●ソルフェージュ ●指揮法 ●作曲法
●音楽基礎理論 ●音楽史 ●合奏
●声楽（４年次まで開講） ●音楽理論演習 ●伴奏法
●ピアノ（４年次まで開講） ●合唱 ●編曲法

体系的な教育実習の仕組み
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学校教育課程 注目の授業・講義

…………………………………………

…………………………………………
●初等国語科教育法

小学校における国語の授業方法について考える授業です。

どうすれば学習者主体の言語活動が充実するのか、どうすれ

ばおもしろい国語の授業になるのかを考えるため、色んな作

品を読んだり、色んな文章を書いたり、指導案を考えたり、模

擬授業をしたりします。

…………………………………………

…………………………………………
●理科教育学実験

児童・生徒実験の指導法や演示実験の方法の工夫等に関

して、学生自ら検討することを目的として、小・中・高等学校理

科の観察・実験からいくつかを選び、実際に行います。それら

を通して、実験機器の操作技能や物理・化学・生物・地学教材

の取り扱い、身近な素材の活用、安全教育等についても学び

ます。

…………………………………………

…………………………………………
●初等社会科教育法�
この授業科目は、小学校教員を志望する者を対象とし、初

等社会科教育の理論と実践、特に目標・内容・方法について

詳しく解説します。この解説を通して、実践的知識・態度・能力

を習得し、優れた小学校社会科の授業を構成し、展開してい

くことができるようになることをめざします。

…………………………………………

…………………………………………
●初等音楽科教育法�・�
小学校学習指導要領に示された音楽科の目標・内容・指導

計画の作成と対応させながら、従来の音楽科授業とは発想や

視点を変えた授業を実際にやってみます。そこから、子ども

たちにとって楽しく実りある授業づくりをどうするかについて

探求していきます。

…………………………………………

…………………………………………
●算数科教育法

小学校において算数を教えるための知識や、数学的な考

え方を学ぶ授業です。算数科の４つの領域『数と計算』『量と

測定』『図形』『数量関係』の学習内容と、その指導法について

学びます。子どもたちに興味を持って取り組んでもらえるよ

うな教材の研究や、学習指導案の書き方の演習も行います。

…………………………………………

…………………………………………
●美術教育学演習

屋外の自然物へいろいろと造形的なはたらきかけを試み

る活動、デジタルカメラでユニークな写真表現を展開する活

動、紙粘土を主材料として本物そっくりな造形物を制作する

活動などを通して、造形学習において表現することの意味や

可能性を多面的に探っていきます。

…………………………………………

…………………………………………
●体育科教育法�
小学校の先生になるために『楽しい体育の授業づくり』を学

ぶ講義です。高学年を対象とした体育授業の『計画』『実践』

『振り返り』『改善』（PDCAサイクル）を体験してもらいます。

講義中は、学生達同士で先生役・子ども役・観察者役に分か

れて模擬授業を行ったあとに、熱いディスカッションを行って

います。

…………………………………………

…………………………………………
●技術教育学

この授業では技術の授業を対象として、授業を設計するた

めの基本的な理解を深めます。まず授業設計の手順をつか

み、授業における目標行動の明確化と妥当性を検討します。

つぎに形成関係図とコースアウトラインを用いた目標行動の

論理分析を行います。

…………………………………………

…………………………………………
●家庭科教育学課題研究Ａ

佐賀市内の小学校で「出張！家庭科教室」を実施し、企画の

立案、小学校の先生との打合せ、実施に至るすべてを受講生

が自主的に行います。当日は、小学生たちと楽しく活動をしま

す。過去の企画内容は「寿司ケーキをつくろう」「手打ちうど

ん教室」「手作り豆腐に挑戦」「手織コースター作り」などです。

…………………………………………

…………………………………………
●小学校英語活動

小学校に新設された「外国語活動」は、中学校の英語科の

授業とは異なる位置づけを持っています。英語活動をどのよ

うに指導するか、どうしたら小学校にふさわしい授業になるか

など、理論と実践と演習の３つの視点から学習します。外国

語コミュニケーションとは何かを考えるいい機会です。

…………………………………………

…………………………………………
●理科講義及び実験概要

将来、小学校教員になった場合の一助になるよう、物理・化

学・生物・地学の４分野の典型的な実験等を４人の教員に

よって概説及び実験を行う。実験では、台所などにある身近

な道具を使うことで、理科に興味関心がたかまるように配慮

している。

…………………………………………

…………………………………………
●身のまわりの数学

数学教育、代数、幾何、解析、確率、統計という数学の多様

な領域に亘って、それぞれの分野における身近な話題を素材

にして解説する。具体的な体験を通して、小学校や中学校で

算数や数学の授業を行なう際に必要となる基礎を修得させ

る。

…………………………………………

…………………………………………
●声楽

歌＝大声の思込みを排し「響く声」を基礎から目指す。発声

を技術の基盤に呼吸、母音子音の発音、フレージングなども

習得し、歌全体を作る。演奏に生かせる楽曲への感性も養う。

表現することを通した実世界の諸事象への感性や思考力を

高め、音楽教育における歌のあり方についての実践的教育力

を養う。

…………………………………………

…………………………………………
●心理学実験�、�
実験�の授業では、小グループに分かれて心理学の基礎
的実験を行い、結果を分析・考察し、レポートにまとめます。

テーマとしては、学習（記憶）、性格、知能、態度などに関する

実験・検査・調査です。実験�では、アンケート調査データに
ついて、因子分析や分散分析を用いた分析・考察の方法を学

びます。

…………………………………………

…………………………………………
●教育学研究法

「教育学研究法」は少人数班に分かれて教育に関する研究

テーマを追求していきます。その後、全教員も臨席の上、卒論

発表会のような、真剣な雰囲気でプレゼンします。ここでは、

教育学を研究する方法論や発表の仕方、及び共通目標に向

かう達成感等を学ぶこととなります。是非、受講してみて下さ

い。

…………………………………………

…………………………………………
●障害児教育総論

障害児教育の基礎を学ぶ授業です。日本の障害児の教育

制度（特別支援教育）や障害児を取り巻く社会の動向、各種障

害（視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱、自閉症

等）、障害児を取り巻く家庭や地域社会における課題等を学

びます。分かり易く満足のできる授業作りを心がけています。
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学校教育課程 研究室・ゼミナールでの取り組み
教育学選修
上野 景三 教授、園田 貴章 教授、倉本 哲男 准教授、松下 一世 准教授、川上 泰彦 准教授

教育学選修では、子どもたちの教育をより良くするた

めの学びを追求します。現代的・実践的な課題（たとえば

不登校、いじめ、非行、学力問題、教室におけるさまざま

な子どもへの対応、子育て支援など）について、学校教

育や社会教育の側面から考えます。そのために、学級集

団づくりや生徒指導、地域との連携といった課題や、これ

らの基礎となる教育の歴史、教育に関する思想や哲学、

教育と社会の問題、教育の制度などについて学びます。

教育心理学選修
撫尾 知信 教授、池田 行伸 教授、大元 誠 教授、藤田 一郎 教授、
網谷 綾香 准教授、中島 範子 講師、山口 玲子 講師

教育心理学選修が目指すのは、子どもの内面の問題
について心理学的観点からアプローチし、支援すること
のできる教員の養成です。心理学実験や調査法など小
グループでの演習を通して心理学的な分析法や考え方
を学んだのち、４年次からは個人の興味関心に応じて各
ゼミで研究を行います。子どもや青年の発達・性格に関
すること、友人・家族関係、不登校やいじめ・非行などの
教育問題、発達障害への支援など、テーマは多岐に及び
ます。

障害児教育選修
眞田 英進 教授、久野 建夫 教授、芳野 正昭 教授

障害児教育選修は、知的障害や肢体不自由、病弱、自
閉症、重複障害のある子どもの教育支援に関して理論と
実践の両面から学ぶ「障害児教育研究室」（芳野ゼミ）、
障害児（者）の心理・行動を理解し、心理的支援や教育的
支援の方法などに関して理論と実践の両面から学ぶ「障
害児心理研究室」（眞田ゼミ）、感覚情報処理と行動制御
の観点に立ち、実践につながるテーマを重視して研究を
進める「障害児病理研究室」（久野ゼミ）から構成されて
います。

教科教育選修・国語教育分野
羽田 潤 准教授

国語分野では、多様化する社会に生きる子ども達に、

どのような国語の力を、どのような方法で教えることが

効果的なのか、また、小学校・中学校における書写指導に

ついても考えていきます。卒業生の多くは、小学校教諭

になりますが、中学校国語教諭免許、高等学校国語教諭

免許、高等学校書道免許を取得した学生も多くいます。

教科教育選修・社会科教育分野
佐長 健司 教授、宇都宮 明子 講師

今日、私たちの社会は、多様な社会的問題に直面して

います。社会科分野では、どうすれば社会問題を克服し、

よりよい民主主義社会を形成しようとする子どもたちを

育成することができるのか、そうした子どもたちを育成

するためにはどのような授業を実践すればよいかを考

えます。なお、教員免許状は、小学校教員免許状に加え

て、中学校社会科、高等学校地理歴史科、高等学校公民

科、及び幼稚園教諭等の免許の取得ができます。

教科教育選修・数学教育分野
瀧川 真也 教授

数学教育分野では、まず、代数学、幾何学、解析学、統

計学、コンピュータといった数学の内容に関する学習を

行い、数学の理解を深めるとともに、数学的な思考力を

身につけます。また、算数科や中学・高校の数学科の目

的、教育内容、教材分析、授業方法、授業評価の研究など、

数学教育に関する学習もあわせて行います。更に、各種

の教育実習を行うことにより、算数・数学の実践的な授業

力を養います。

教科教育選修・理科教育分野
世波 敏嗣 教授、佐藤 寛之 准教授

理科教育分野では物理学・化学・生物学・地学の内容
を学びながら、自然の事物や現象を取り扱う際の、授業
計画、教材・教具の使用法、実験・観察の指導法、コン
ピュータの活用、児童・生徒の自然認識、科学史、評価方
法など、理科をよりよく教えるための基本を身につける
ことに重点を置き、小学校、中学校や高等学校での理科
教育について学びます。さらに、理科教育史や諸外国で
の理科教育などについても学び、幅広い視野と深い知識、
高い能力に支えられて授業ができるようになることをめ
ざします。

教科教育選修・音楽教育分野
山田 潤次 教授、荒巻 治美 准教授

音楽は人間に固有の文化です。したがって、音楽を聴

くこと、演奏すること、学ぶことは、人間とは何かを問う根

源的な思索に結びついているのです。それゆえ、時代や

地域を問わず、音楽は教育の対象となってきました。音

楽教育分野では、社会文化と関連させながら音楽を考え、

感じ、子どもたちに「学校で伝え教える」意味を具体的な

かたちで学び、幅広い視野、知識、能力を自分のものに

することを目的としています。

教科教育選修・体育教育分野
福本 敏雄 教授、堤 公一 講師

「印象に残っている体育の授業は？」と質問された時、

あなたがイメージする体育授業は、ポジティブ、それと

もネガティブな印象ですか？

私たち、通称「教科教育体育科」では、一人でも多くの

学生が小学校の先生になることを願いながら、特に、子

どもたちにとって『楽しい体育の授業』を提供できる先生

をしっかり育てていきたいと思っています。

教科教育選修・家政教育分野
中西 雪夫 教授

「出張！家庭科教室」「教育ボランティア」など小・中学
生と触れ合う活動を用意しています。卒業論文は調理や
被服製作といった家庭科らしい内容の他にも、家族関係、
保育といった心理学や社会学などの文系学問と関わる
内容、繊維、栄養素といった化学や物理学などの理系学
問と関わる内容もあります。また、インテリアやファッショ
ンなど、美的センスが発揮される内容もあります。卒業
生の進路は小・中学校教員や幼稚園・保育園。教員以外
では、公務員、警察官、アパレル関連企業など。

教科教育選修・情報技術教育分野
角 和博 教授、中村 隆敏 准教授

情報技術教育分野は、ものづくりをイメージ制作と実

物製作の２つから捉えて、この両方の基礎となる情報教

育や技術教育について学ぶ分野です。中学校の技術の

教員免許、高校の工業や情報の教員免許も取得できま

す。また情報デザインやデジタル表現を用いて ICTを

授業や教材開発に生かす力と情報モラルなど情報との

正しい接し方を実践的に指導できる力が学べます。

教科教育選修・英語教育分野
田中 彰一 教授

英語教育分野は、小学校「外国語活動」の指導に強い

小学校教員を目指す分野です。きちんとした英語力（特

に発音能力）を身につけながら、小学校の全科の基礎知

識と実践を学んでいきます。同時に中・高の英語教員免

許取得を目指す人も多く、他選修の英語科目を履修し、

中学校での英語教育実習にも取り組んでいます。留学や

海外での英語研修を経験し、さらに英語力をつける人も

います。

教科教育選集・造形教育分野
前村 晃 教授、栗山 裕至 准教授

造形教育分野では、造形表現学習や鑑賞学習につい
て実践を通して学ぶことで、教材開発力や授業実践力を
備えた教師の育成に取り組んでいます。様々な材料・道
具や表し方を楽しく試しながら、自分の思いや願いなど
を造形的に表現する学習活動や、作品の良さを互いに見
つけたり、日本や世界の様々な造形美術の美しさや素晴
らしさを味わったりする学習活動について学びます。ま
た、美術・工芸課程の授業を受講することにより、専門性
の高い力量を身につけることも可能です。

数学選修
河合 茂生 教授、寺井 直樹 教授、藤田 景子 准教授、庄田 敏宏 准教授

数学選修のゼミは、大きく分けて解析学・代数学・幾何

学・統計学の分野があり、ゼミごとに専門書を輪講形式

で読み進めていく方式をとっております。教員としてもつ

べき教科の理解力や説明能力を育成するような指導を

心がけております。

理科選修
石原 秀太 教授、宮脇 博巳 教授、角縁 進 教授、嬉 正勝 准教授

理科選修ゼミは、化学、生物、地学の３分野あります。

物理学は環境・技術選修の先生のゼミを取ることも出来

ます。物性の特徴、植物の分類生態、動物生理学、火山岩

石等の学習を通して理科に強い教員の養成を目指して

います。

音楽選修
古賀 雅子 教授、高野 茂 教授、橋本 正昭 教授、板橋 江利也 准教授、今井 治人 准教授

音楽選修では、児童に音楽の楽しさや、深遠さを感じ

させる為に必要な発声・歌唱法（板橋ゼミ）、ソルフェー

ジュ（今井ゼミ）、楽典や音楽史（高野ゼミ）、和声法・対位

法（橋本ゼミ）、ピアノ奏法（古賀ゼミ）などで音楽の基礎

的技術・知識を身につけます。さらに、合唱、合奏、指揮、

伴奏、編曲、作曲など学校音楽科指導で不可欠な技術、

また専門の楽器演奏の研究を深めることにより、説得力

のある音楽教員養成を目指します。
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【附属教育実践総合センター～教育実習のサポート～】
附属教育実践総合センターは、昭和５９年４月に開設さ

れた附属教育実践研究指導センター（平成８年１０月、学

部改組に伴い文化教育学部附属となる）を前身とし、平成

１４年４月に改組拡充された施設です。当センターは、「教

育実践部門」（学習開発分野・教育情報分野）と「教育臨床

部門」（学校臨床分野・発達臨床分野・学校教育相談分野）

の２部門（５分野）から構成されています。

従来の「研究指導センター」では、教員の教育指導能力

の開発、授業分析法の開発等を主な目的としていました

が、「総合センター」では、新たに教育臨床部門を加え、従

来からの教員養成の重要性を認識しつつ、さらに地域と

の連携を図り、教育現場のいじめ、不登校をはじめさまざ

まな教育問題に積極的に取り組んでいます。

従来以上に開かれた大学を目指し、大学の蓄積した知

識や地域の隠された知的財産を地域の人々とともに発掘

し、次世代に継承する文化教育的な窓口、地域センターの

役割を担っています。地域の教育のネットワークづくりへ

の貢献や学生ボランティア支援など明日の教育やそれを

担う教員養成を支援するセンターを目指しています。

■ひとり親家庭の支援に関する一考察

■子どもたちの「生き生き感」をはぐくむ放課後児童クラブについて

■セルフ・エスティームを高める学級集団

■兄弟姉妹間コンプレックスに関する心理学的研究

■発達障害の子どもの支援 ―アスペルガー症候群を中心として―

■動物の感情を幼児はどう理解しているのか

■学習困難児に対する心理教育的支援研究

■映像作品に描かれた自閉症の特性に関する研究

■交流教育に関する研究

■「国語科教材の研究 ―マンガにおけるオノマトペ表現を中心に―」

■「書作品における墨色の研究」

■社会科における法教育の研究

■社会科における言語文化教育の授業開発

■「分数のつまづき」に関する考察

■パソコンを用いた数学教材に関する研究

■「義務教育段階の化学教育における溶解の取り扱いに関する研究」

■「理科学習場面におけるコンピテンシーの熟達の要因に関する一考察」

■「郷土の音楽」の教材化に関する研究 ―福岡県民謡『炭坑節』を中心に―

■障害のある子どものための音楽教育に関する研究

■子どもの描画と心理

■子どもと木製玩具について

■体育科教育における技能向上についての一考察

■学校体育からみた校庭の芝生化について

■キャラクター弁当による食生活教材の開発

■現職教員と教育実習生の言語・非言語的行動分析

■学校現場におけるICTを利活用した協働学習の研究

■学内コミュニティ支援のためのキャンパス放送局の実践と研究

■英語コミュニケーション能力の育成と小中連携

■小学校英語活動と中学校英語科の接続 ―小中連携における課題―

■非ユークリッド幾何学の研究

■初等整数論の研究

■位相幾何学の研究

■イソジウム臭化物錯塩の核四極共鳴

■身近な植物を使った環境調査

■耶馬溪玄武岩類の岩石学的研究

■小学校音楽科における合唱指導

■モーツァルトのウィーン時代の音楽活動

■ピアノ作品のオーケストラ編曲について

上野 景三 教授
社会教育学、生涯学習論

園田 貴章 教授
学習支援論（読み書き等支援、授業構成論）

撫尾 知信 教授
教育心理学（教育測定、統計、評価）

池田 行伸 教授
神経心理学（神経系の発達、生物学的人間像）

大元 誠 教授
発達心理学（アニミズム、日本語の表現の心理学）

藤田 一郎 教授
小児科学（心身症、不登校、子育て支援）

眞田 英進 教授
障害児心理学

久野 建夫 教授
障害児教育、慢性疾患の教育ニーズ

芳野 正昭 教授
障害児教育

倉本 哲男 准教授
学校／学級経営（レッスン・スタディー）

松下 一世 准教授
人権教育、教育方法（特別活動等）、学級づくり

川上 泰彦 准教授
教育制度、教育法規、教育行財政

網谷 綾香 准教授
臨床心理学（教育相談、スクールカウンセリング）

中島 範子 講師
発達障害心理学（LD，ADHD，ASD）

山口 玲子 講師
臨床心理学、発達臨床心理学（発達相談、児童福祉）

羽田 潤 准教授
国語教育学（比較国語教育（イギリス）、メディア・リテラシー教育）

佐長 健司 教授
社会科教育学

宇都宮明子 講師
社会科教育学（日本及びドイツ歴史教育）

瀧川 真也 教授
数学教育学（数学教育におけるコンピュータの活用）

世波 敏嗣 教授
理科教育学（比較理科教育（イギリス））、科学教育

佐藤 寛之 准教授
理科教育学（理科の教授・学習論）、科学教育

山田 潤次 教授
音楽教育学

荒巻 治美 准教授
音楽教育学

前村 晃 教授
美術教育学

栗山 裕至 准教授
美術教育学

福本 敏雄 教授
保健体育教育学（器械運動）

堤 公一 講師
保健体育教育学（楽しい体育授業づくりの研究）

中西 雪夫 教授
家庭科教育学、保育学

角 和博 教授
技術教育学、情報教育学

中村 隆敏 准教授
情報教育学（ICT活用教育）、技術教育学

田中 彰一 教授
英語教育学、英語学（第二言語教育、英文法）

河合 茂生 教授
幾何学 数学教育

寺井 直樹 教授
代数学 数学教育

藤田 景子 准教授
解析学 数学教育

庄田 敏宏 准教授
幾何学 数学教育

石原 秀太 教授
物理化学、化学教育

宮脇 博巳 教授
植物分類学、生物教育

角縁 進 教授
岩石学、地質学、火山学、地学教育

嬉 正勝 准教授
動物生理学、神経行動学、電気生理学、生物教育

古賀 雅子 教授
ピアノ

高野 茂 教授
音楽史、音楽理論

橋本 正昭 教授
作曲

板橋江利也 准教授
声楽、発声、合唱、オペラ

今井 治人 准教授
指揮、ソルフェージュ、器楽、合奏

【附属学校（園）～教育実習の場～】
文化教育学部には、附属小学校、附属中学校、附属特別

支援学校、附属幼稚園の四つの附属学校（園）が置かれて

います。これらの学校（園）では、所属の教員と大学の教員

とが協力して、幼児・初等・中等教育及び障害児教育の理

論と実践の研究に取り組んでいます。学校教育課程を始

めとして、教員を目指す学生が教育実習を行なうのもこ

れらの施設です。各学校（園）では、一人ひとりの個性と能

力を生かす教育が進められており、文化教育学部の学生

も、実習を通じて、児童や生徒、園児たちと、ともに学び、

触れ合うことができます。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

■附属学校（園）と学級数

附属学校（園） 学級数

附属小学校 １８

附属中学校 １２

小学校 ３

附属特別支援学校 中学校 ３

高等部 ３

附属幼稚園 ３
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広い国際的視野に立って 

日本・アジアの文化と 

欧米の文化を学際的な 

システムの中で学ぶ 
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国際文化課程では、日本・アジアと欧米の文化を学際

的なシステムの中で学ぶことができる多様な科目を用意

しています。狭い意味での文化だけでなく、各国の思想・

歴史・法体系に関する科目や、国際社会を支える政治・経

済的基盤に関する科目も学ぶことができます。

国際文化課程のカリキュラムの特徴は、外国語とコミュ

ニケーション能力の養成を重視している点にあります。専

門科目として、欧米やアジアの言語の授業を設けており、

教養教育科目の外国語の授業とあわせて二ヶ国語以上を

徹底的に学びます。選修の選択は２年次に希望によって

おこなわれます。４年次にはそれまでの学びの成果を卒

業研究にまとめます。

なお、必要な科目を履修することで、中学校、高等学校

の各教科の教員免許状取得も可能です。

国際文化課程では、広い国際的視野に立って文化の価

値を産み出していく力を身につけ、国内外で活躍できる

人材を育成するため、 1 ～ 3 の目標を定める。

教育目標

1 国際社会の理解能力を養成するための科目を設

定し、国際人としての資質を形成する。

2
英語だけではなく、ドイツ語・フランス語・中国語・

朝鮮語を選択履修させ、外国語運用能力を高め

る。

3 様々な場におけるコミュニケーション的指導能力、

深い洞察と分析に基づいた企画力・実践力を養成

する。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

国際文化課程は主に文化、言語、文学、政治、思想、経済を学びます。
２年次からは欧米文化選修、日本・アジア文化選修コースに分かれ
専門的になります。私は日本・アジア文化選修に所属し、今学期はア
ジア国際経済の演習を取りました。留学生と共に学ぶため刺激的で
す！また、この課程は外国語修得に熱心で、私自身、中国語の音の
美しさに魅了され中国留学を決意しました。国内での国際交流
と異なり自分が留学生として異国に飛び込む、楽しみです。
私は大学入学後、視野が一気に広がりました。理由は高校

時代と比べ時間に余裕ができ行動範囲が拡大し、なにより
活動しやすい環境に恵まれたからです。佐賀大学には「頑
張りたい」という人に協力してくれる人が大勢いるのです。
大学生活の４年間は、日々夢中になれる事を見つ

けても、ただ漠然と過ごしても、同様にあっという間
に過ぎていきます。
感謝の心を忘れず今後も有意義な毎日にした

いと思います。

■バリをめぐる歴史的考察 ～失われた楽園とオランダ人～

■荘子の研究

■韓国の経済発展過程におけるキリスト教の与えた影響

■肥後藩の成立と加藤清正

■満州移民と農村社会

■在原業平研究

■吉本ばなな論

■佐賀方言の研究

■三国志演義について ―孫呉の描写―

■ The African American's History to get an Educational Equality

■ The History and Development of English Plurals

■エリザベス１世の外交政策

■ロートレックに見られる浮世絵の影響

■『カラー・パープル』におけるアメリカの歴史・文化とフェミニズム

■聖書における女性観

■競馬場に行ってみよう！―苦境に立たされた公営ギャンブル復活への提案―

■メディアは世界を平和に出来るか

■フランスの移民問題について

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（国語）
■中学校教諭一種免許状（社会）
■中学校教諭一種免許状（英語）
■高等学校教諭一種免許状（国語）

■高等学校教諭一種免許状（書道）
■高等学校教諭一種免許状（地理歴史）
■高等学校教諭一種免許状（公民）
■高等学校教諭一種免許状（英語）

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■学芸員 ■社会教育主事

卒業生の主な就職・進学先
主な就職先
�福岡市役所
�筑後市役所
�大村市役所
�さつま町役場
�福岡県立福島高等学校
�沖縄県立糸満市潮平中学校
�佐賀県学校事務（２名）
�郵便局
�JA佐賀（３名）
�佐賀県立病院好生館
�地方独立行政法人 大牟田市立病院
�明治安田生命保険
�アリコジャパン
�第一生命保険

�三洋ホームズ
�毎日コミュニケーションズ
�富士通エフ・アイ・ピー九州株式会社
�ANAエアサービス東京
�JR九州
�リビングハウス
�イービーエム（２名）
�佐賀新聞文化センター
�英進館
�コトブキ製紙株式会社
�コスモス薬品
�エバーライフ（２名）
�パソナ

主な進学先
�九州大学大学院人文科学府（１名）
�山口大学大学院人文科学研究科（１名）

�佐賀大学大学院教育学研究科（１名）

文化教育学部
国際文化課程 ３年

酒谷 佳絵
佐賀県立佐賀西高等学校出身

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

学生からのメッセージ

興味、実行、新しい視野
文
化
教
育
学
部
／
国
際
文
化
課
程
 

 

033



●日本・アジア文化選修
佐々木 揚 教授
東アジア近代史、外交史

宮島 敦子 教授
日本中世流通・経済史、商業史

浦田 義和 教授
日本近代現代文学、沖縄文学、近代文学とアジア

近藤 則之 教授
中国思想、儒教、老荘思想

古川 末喜 教授
中国語、中国文学、杜甫

今野 厚子 教授
日本の中古文学、平安時代の和歌文学、勅撰和歌集

藤田 勝良 教授
現代日本語学、意味論、文法論、方言学

白石 良夫 教授
近世文学、古典学の歴史、考証随筆

森 善宣 准教授
北東アジア国際政治、朝鮮半島をめぐる国際関係、朝鮮現代政治史、南北朝鮮現状分析

張 韓模 准教授
アジア経済、貨幣、為替レート

山� 功 准教授
東南アジア国際関係、日本＝東南アジア関係史、インドネシア現代史

永島 広紀 准教授
韓国・朝鮮史、日韓関係史、近代の日本とアジア

土屋 育子 准教授
中国文学、中国演劇・小説、中国語

鬼嶋 淳 准教授
日本近現代史、地域史、社会運動史

中尾友香梨 准教授
日中比較文化、日中文化交流史、中国語

山本志帆子 講師
日本語学、日本語史、社会言語学

文化教育学部

国際文化課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２４ 必修

文化教育学部

国際文化課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●日本文学史Ⅱ

日本近現代における災害と文学の関わりについて、災害を

単なる天災のみでなく、人災という観点から、近代現代の戦

争と文学、関東大震災と文学、原爆と文学、沖縄戦と文学、公

害と文学、そして今回の東日本大震災と文学について、歴史

的視点で学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●欧米文化論演習

我々多くの日本人にとって、日本の次によく知っている国
といえば、おそらくアメリカであろう。実際、ニュース、新聞、雑
誌、テレビ、映画等を通じて、我々は日本にいながらにして、
日々アメリカと接している。にも拘わらず、我々の知るアメリ
カは多くの場合、公式的あるいは建前としてのアメリカでしか
なく、我々は実はアメリカを知らない。そこで、この授業では、
虚像としてのアメリカを突き抜けて、その特徴的な文化的側
面を掘り下げることで、少しでも真のアメリカの姿に迫ってみ
たい。

…………………………………………

…………………………………………
●日本史上の市と都市

日本史上著名な都市。京都や博多・鎌倉などの他に、室町

時代に各地に市場・中小都市が成立・発展した。その根底には、

流通・商業・金融などあらゆる分野での経済成長が不可欠で

あり、そうした視点をもって地域の発展と都市の成立を探っ

ていきたい。

…………………………………………

…………………………………………
●スピーチ・コミュニケーション論

コミュニケーションにおける話し手の意図、聞き手の解釈

を様々な角度から考察する。なぜ、われわれは伝えたいこと

を言わないのか、それなのになぜ、お互いに理解できるのか。

実際の言語使用における「意味」を問題にする言語学の一分

野「語用論」の入門であり、基本的な諸概念の理解と修得を

目標とする。

…………………………………………

…………………………………………
●地域古典籍分析論

古典籍とは、近代以前に作られた書物をいう。古くは書写さ

れて読まれ伝わり、江戸時代には印刷出版されても伝播した。

和紙に書かれ刷られたそれらは、俗に「和本」といわれて、日

本全土の図書館や旧家や寺院・神社に伝存している。それら

を手にとって分析して、モノとしての書物とそれを取り巻く文

化を知る。

…………………………………………

…………………………………………
●現代欧米の法と政治

（以下は平成２３年度の事例です）〈いのち〉（生死）をめぐる

法・倫理・政治について、日本と欧米を比較しながら検討しま

す。学期全体のテーマを「いのちをめぐる法と政治」と定めま

す。妊娠中絶や代理出産、出生前診断などリプロダクティブ・

ライツをめぐる諸問題、安楽死・尊厳死など「死の自己決定

権」にまつわる問題、さらに死刑制度や食肉生産（屠畜）と

いった具体例をいくつか取り上げて検討します。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
選
修

●日本・アジアの社会と文化

●中国文学講義

●アジア経済論

●日本近世文学論

●日本語要説

●朝鮮史

●東洋史要説

●欧米の社会と文化

●現代欧米の法と政治

●芸術文化論

●近代西洋思想

●国際文化学概論

●美学外書講読

●英語オーラルコミュニケーション

●現代ドイツ事情

●文化とジェンダー

●社会とジェンダー

●西洋史要説

●欧米文化論演習

●日本語文法論 ●中国語文章論

●日本古典文学論 ●韓国・朝鮮社会文化史論

●日本文学史�・� ●東南アジアの国家と社会

●日本語史 ●地域古典籍分析論

●日本史要説 ●英語

●日本史上の市と都市 ●中国語

●日本近現代史 ●朝鮮語

●日中交渉史 ●ドイツ語

●国際文化論 ●フランス語

●国際経済論 ●専門教育外国語

●中国思想史

●日本語学演習 ●国際政治学演習

●日本語史演習 ●韓国・朝鮮学演習

●日本古典文学演習 ●東南アジア学演習

●日本近代文学演習 ●国際経済論演習

●日本前近代史演習 ●世界地誌

●日本近現代史演習 ●日本語教育実習

●中国思想史演習 ●英語

●中国文学演習 ●中国語

●中国語学演習 ●朝鮮語

●日中比較文化演習 ●ドイツ語

●東洋史演習 ●フランス語

●卒業研究

欧
米
文
化
選
修

●英米文学講読 ●哲学要論

●イギリス文学 ●英語音声学演習

●アメリカ文学 ●英作文演習

●ドイツ文学 ●資格英語

●フランス文学史 ●スピーチ・コミュニケーション論

●国際社会の正義

と秩序

●英語

●中国語

●法学要論 ●朝鮮語

●経済学要論 ●ドイツ語

●国際文化論 ●フランス語

●倫理学要論 ●専門教育外国語

●英文学演習 ●フランス文学理論演習

●西洋中世史演習 ●日英異文化コミュニ

ケーション●倫理学演習

●美学演習 ●英語論文構成

●法学演習 ●英語

●国際関係論演習 ●中国語

●欧米社会経済思

想史演習

●朝鮮語

●ドイツ語

●西洋古代哲学演習 ●フランス語

●英語学演習

●フランス文学

●卒業研究

●英語パブリックスピーキング

教 員 紹 介
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●欧米文化選修
吉中 幸平 教授
ドイツ語の文法構造と意味構造、（日・独）異文化間コミュニケーション
における諸問題、独和辞典の研究と編纂

山本 千洋 教授
西洋古代哲学、ギリシア哲学、プラトン

相澤 照明 教授
１８世紀イギリス美学・芸術論、風景美（崇高とピクチャレスク）、共感論

都築 彰 教授
中世イングランド王国史、王国年代記、修道院カーチュラリ

早瀬 博範 教授
アメリカ文学、アメリカ文化論、英語教育

相野 毅 教授
フランス文学、比較文学、幻想文学

熊本 千明 教授
意味論、語用論、対照言語学

Jember, Gregory kirk 教授
Old English Literature, History of the English Language, English Poetry

小野 浩司 教授
英語学・日英比較音韻論・形態音韻論

木原 誠 教授
ケルト・アイルランド文化学、妖精学、イギリス文学

鈴木 繁 教授
アメリカ文学、ナサニエル・ホーソーン、比較文学

古賀 豊 准教授
二十世紀フランス文学、ベルナノス、キリスト教文化

山中 利夫 准教授
中世英文学、チョーサー、物語論

Oebel, Guido 准教授
Deutsch als Fremdsprache, Fremdsprachendidaktik, Komparatistik

名本 達也 准教授
１９世紀アメリカ小説、ヘンリー・ジェイムズ、芸術家と文学作品

吉岡 剛彦 准教授
法哲学、マイノリティーの人権、関係的自己

高橋 良輔 准教授
国際関係論・政治社会学・現代政治理論

後藤 正英 准教授
倫理学、宗教学、近代ドイツ哲学

Houghton, Stephanie Ann 准教授
Intercultural Communication, Foreign Language Education, Intercultural Dialogue

上田 政夫 准教授
プロデュース、コーディネート、商業演出

相原 征代 講師
社会学、ジェンダー学、現代ヨーロッパ事情（フランス・イタリア）

中国語・文学・思想ゼミ
古川 末喜（代表）教授

古川ゼミは、中国の古典詩を訓読し、さらに中国音で
読んで解読し、世界文学の一つとして鑑賞し、土屋ゼミは、
１４世紀以降の中国の演劇を、中国語で台本を読みなが
ら、演劇の性格などを研究し、中尾ゼミは、中国の音楽・
文化が日本の江戸時代にもたらした影響を中心に、広く
日中文化交流を、近藤ゼミは、春秋戦国から漢代の儒教
を中心に、中国思想の日本への影響、さらに老荘思想な
どを研究しています。以上の専門以外でも中国の言葉、
文学、文化、思想などを幅広く研究しています。

日本近代文学ゼミ
浦田 義和 教授

明治時代の夏目漱石や森鴎外から大正時代の芥川龍

之介、昭和の太宰治や中島敦、戦後の島尾敏雄や現代作

家まで、幅広い時代と作家を取り扱って、作品を観賞し研

究のいろはを学ぶとともに、日本近代作家のアジア・沖

縄との関わりについても学ぶ。

韓国・朝鮮学ゼミ
永島 広紀 准教授

今、ちまたには「韓流ドラマ」や「K-pop」が氾濫してい

ます。本ゼミではこれらのことは特に学びません。その代

わり、韓国・朝鮮半島の言語・歴史・伝統文化を研究する

ことによって、結果的に「韓流」を皆さんたちなりに深く楽

しめる方法をお教えいたします。また本ゼミの伝統は、先

輩たちの多くが韓国の大学に交換留学していることです。

ぜひ一緒に「韓」を体感してみませんか？

日本近現代史ゼミ
鬼嶋 淳 准教授

本演習では、近現代日本社会の歴史を考えるため、手
がかりとなる重要な研究文献や史料を講読しています。
希望者がいれば戦争遺跡などへフィールドワークを行い、
理解を深めています。近年はとくに、地域に暮らす人びと
にとって、日本の近現代とはどのような時代であったか
という点に注目しています。２０１１年度は、１９４５年の『佐賀
新聞』と３人の戦時日記をとりあげて、人びとの戦争や
敗戦の受け止め方などを検討しました。

文化教育学部

国際文化課程 研究室・ゼミナールでの取り組み

鍋島ルネサンス構想『文化創成コーディネート・プログラム』
木原 誠 教授（プロジェクト・リーダー） 文化創成、現場力、地域貢献

平成２３年度から新教育研究プロジェクト『鍋島ルネサンス構想』を開始しました。本プロジェクトの
『文化創成コーディネート・プログラム』では、教養と専門知識に裏打ちされた柔軟かつ豊かな発想で
自主的に目的を設定し、それを達成する力＝《現場力》で、地域社会をリードし、文化を創成・発信してい
く人材の育成を目指しています。１～２年次には文化創成に関する基礎科目や関連科目を受講します。
２～３年次には、【文化とコミュニティ】【ジェンダーとマイノリティ】【市民社会と国際協力】の中から一
分野を選択し、各分野でチームに分かれ、学外のエキストラキャンパスの企画・運営や学内外での実地
調査等を通じて、自分で知識を発見・編集・発信する能力を付けます。コース修了に際して、これまでに
培った知識と《現場力》の集大成として、修了研究を行います。規定単位を取得した者には『文化創成
コーディネート・プログラム』修了証が授与され、その中でも成績優秀者には、外部審査を経て『文化創
成コーディネーター資格』が認定されます。

日本語史ゼミ
山本 志帆子 講師

『源氏物語』や『枕草子』のことばと私たちが話すこと

ばは、異なるところが多くあります。私たちが現在話して

いることばは、歴史のなかでどのように移り変わってき

たのでしょうか。日本語史ゼミでは、さまざまな文献にみ

られることばを丁寧に読み解きながら、日本語の歴史を

明らかにしていきます。そして、ことばの歴史とともに、日

本の社会や文化の移り変わりについても考えていきます。

美学ゼミ
相澤 照明 教授

西洋の伝統的な価値として真・善・美があげられます

が、それは時代がどのように変わろうとも人間が人間の

心を失わない限り持ち続ける理想への憧憬の念とも言

えるでしょう。人は、いつの時代にも美しい風景や芸術作

品を見て歓喜し、恐怖し、切なく思い、そうした体験を通

じて、人間的な心を成長させてきたのです。美学とは、そ

うした芸術体験や自然美の体験を分析することを通して、

人間の精神を探る営みです。

英語学ゼミ
小野 浩司 教授

あの有名な漫画のタイトルはTom& Jerry であって
Jerry & Tomでなかったのはなぜでしょう。使役の
makeは後ろに原形不定詞を取るはずなのに、なぜ受け
身にするとmadeの後は to不定詞になるのでしょう。
古畑任三郎の三郎は「ざぶろう」なのに、なぜ坂東妻三郎
の三郎は「さぶろう」なのでしょう。このような音声にかか
わる日常の「なぜ」に答えるのが音韻論という学問です。
音韻論を学習することで、これまで何気なく使っていた
日本語や英語の新たな扉を開くことがこの研究室の目
的です。

ドイツ語学ゼミ
吉中 幸平 教授

ドイツ語とドイツ文化に関する研究を実践的に活かす

べく、日本の学生にとって理想的な独和辞典はどうある

べきかを研究、実際に編纂・出版に携わっている。学生た

ちにもドイツ語を使う機会を提供すべく「ドイツ語とドイ

ツ文化研修旅行」（一ヶ月間、春休みにドイツの大学での

語学講習、ホームステイ、自主研修）を企画している。卒

論ゼミではドイツ語に限らず、サッカーの日独比較など、

広くドイツと日本に関わるテーマを扱っている。

東南アジア学ゼミ
山� 功 准教授

一般には余り知られていない日本と東南アジアの関係
を歴史的視点、現代国際関係の視点、また映画やマンガ
を含む多様な文化交流の視点を踏まえて考えます。さら
に「エスニック」という言葉で一括りにされる東南アジア
の多様な文化・社会のありようを「政治文化」をキーワー
ドに考えます。希望者には初級インドネシア語サブゼミ
実施。成果をインドネシアの大学（本学協定校）のゼミ
ナールで発表します。（希望者のみ 旅費自己負担）

フランス文学ゼミ
相野 毅 教授

フランスの社会と文化を中心に「比較文化論演習」で
は文化の歴史的な比較研究、「フランス文学理論演習」
では記号論を用いた文化の分析について学びます。私の
専門はフランス文学ですが、国境にこだわらず、ジャンル
にこだわらず、広く文化現象を研究しています。たとえば、
人造人間を中心に人間のあり方をフランス文学からアメ
リカのSF、日本のアニメまでを扱っています。学生の卒
論もフランスの社会現象から文学まで多岐にわたってい
ます。

国際関係論・政治社会学ゼミ
高橋 良輔 准教授

ヒト、モノ、カネ、情報が国境を越えて行き交うグロー

バリゼーションの時代には、世界で生じるさまざまな出

来事が、私たちの未来に大きな影響を及ぼします。そこ

で、この研究室では、各国の外交政策や国際機関の活動、

国際協力を行う非政府組織（NGO）とメディア報道のあ

り方、さらには人権と民主主義の理念や多文化主義、移

民問題などを取り上げ、幅広い視野から国際社会の歴史

的－思想的課題や現代の諸問題に取り組んでいます。

倫理学ゼミ
後藤 正英 准教授

西洋の倫理思想を幅広い観点から教育・研究していま
す。ゼミでは、道徳哲学、応用倫理、世界の宗教文化に関
わる内容を取り上げています。私の研究対象の一つに１８
世紀ドイツのユダヤ人の哲学者モーゼス・メンデルス
ゾーン（音楽家のメンデルスゾーンの祖父にあたりま
す）の思想があります。平成２３年にメンデルスゾーンの
生誕地デッサウのメンデルスゾーン協会と学部の国際
交流委員会の間で交流協定を結びました。佐賀大学の
学生が現地を訪問した場合、短期で文化体験プログラム
を受けることができます。滞在費の援助もあります。

文
化
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育
学
部
／
国
際
文
化
課
程
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現代社会の具体的な諸問題に取り組むことの 

できる教養と基礎学力を有し、 

自然環境、地域社会と文化、健康と福祉、 

またはスポーツに強い関心をもって、 

これらの分野に関する高度な知識と 

先見性、実践力を身につけます 

H
u
m
a
n
 L
ife
 a
n
d
 E
n
v
iro
n
m
e
n
t C
o
u
rse

カリキュラムの特色

教育目標

1 人間生活の質的向上に資する企画立案能力や情

報処理能力の強化を図ること

2 自然環境、地域社会、健康福祉やスポーツなど人

間の文化に対する学問的素養を高めること

3 地域の発展に寄与できるリーダーシップ、指導力、

コミュニケーション能力などのスキルアップをす

ること

地域・生活文化分野では、文化の基盤としての生活を科

学的に見直し、新しい地域文化や生活文化の創造をめざ

しています。生活文化としての統合をはかりながら、生活

経営学、被服学、食物学、住居学、保育学を学ぶことになり

ます。また、風土に根ざした地域のさまざまな事象に対し

て、考古学、地理学、社会学といったフィールド科学からの

追求を同時に行い、地域社会の諸問題に対して幅広い視

野に裏打ちされた的確な行動をとれる人材の育成をめざ

しています。特に地域社会の中核として活躍できる人材の

育成に力を注いでいます。

環境・技術分野では、環境・技術分野では環境問題に関

わる様々な授業が用意されています。授業科目は必修科

目よりも選択科目が多く設定されて、環境に関する自分

の興味を主体的に選んで学べるようになっています。授業

内容は文系から理系に亘って幅広く設定されていますが、

理系の基礎知識を学ぶ授業に比重があります。しかし、文

系出身者であまり予備知識がなくても環境科学が理解で

きるように、基礎的な事柄から順に学べるように授業が進

められます。

健康福祉分野では、高齢社会における社会保障・社会

福祉や障害者福祉などの発展に向けて、健康生活と福祉

の諸課題に重点的に取り組みます。従って、社会福祉に関

する広範囲な専門知識と技能を持つ人材を養成します。

スポーツ分野では、専門的なスポーツ技能や科学的

コーチ能力の向上を目指すと共に、高齢社会における生

涯ポーツの視点から教育界や地域社会、産業界への健

康・スポーツ文化の普及・発展に貢献できる専門的指導

者を育成します。
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私は文化教育学部人間環境課程健康福祉・スポーツ選修に所属し

ています。そこでは、健康や運動に関する専門的な勉強をします。ス

ポーツ分野は、沖縄に海洋実習でシュノーケリングや、北海道でス

キー実習を行うなど、多種多様なスポーツを経験できます。また、授

業の一つとして高齢者の方々と一緒に行う健康教室があるなど、

フィールド演習が多い点が特徴です。さらに、心理学やトレーニング、

コーチングなどに関する学術的な知識も深めることができます。

この課程では、教員免許の取得が可能で、海外への語学留学とい

う制度も設けられています。私は、大学で学んだ知識や技術、経験を

ジムのインストラクターと水泳のコーチのアルバイトに活かし

ています。学部内の先生は個性的で接しやすく、授業はとても

楽しいです。学生同士は、横の繋がりだけでなく、縦の繋が

りも多く、とても居心地のいい学部です。勉強やサークル、

旅行などをして、毎日がとても充実しています。

将来、立派な指導者になれるよう、大学の４年間で自分

をもっと成長させていきたいです。

みなさんもぜひ、この学部に来てください！

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（技術）
■中学校教諭一種免許状（保健体育）
■中学校教諭一種免許状（家庭）
■高等学校教諭一種免許状（保健体育）
■高等学校教諭一種免許状（工業）
■高等学校教諭一種免許状（家庭）
■競技力向上指導者（コーチ）

■地域スポーツ指導者（スポーツ指導員）
■スポーツコーチ資格の共通科目修了
■スポーツ指導員資格の共通科目修了
■レクリエーションインストラクター
■社会福祉士国家試験受験資格
■健康運動指導士認定試験受験資格
■社会福祉主事（任用資格）

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■公害防止管理者
■エネルギー管理士
■環境計量士

■社会教育主事
■学芸員

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先

�佐賀県教育委員会 �大阪府教育委員会 �福岡市役所
�久留米市役所 �嬉野市役所 �小城市役所
�小学校教員（２名） �中学校教員（４名） �高等学校教員（４名）
�山口県警察 �佐賀県警察 �佐賀広域消防局
�佐賀共栄銀行 �豊和銀行 �鹿児島銀行
�株式会社はなまる �武蔵野フーズ �大塚製薬
�ジャパンウェイブ �ホンダカーズ福岡 �ルネサンス
�太平 �日本放送協会（NHK） �株式会社永池
�熊本赤十字病院 �宮崎福祉会 �長崎県庁
�福岡市消防局 �佐賀銀行 �鹿児島県出水郡永島町役場
�佐世保市役所教育委員会青少年教育センター �国家特別職仙台空港航空管制官
�西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本） �熊本フォレストリーブス（バレーボール選手）
�株式会社サガンドリームス（サッカー選手） �桜十字病院（医療ソーシャルワーカー）

主な進学先
�佐賀大学大学院教育学研究科（１０名） �九州大学大学院人間環境学府（２名）

学生からのメッセージ

自分の未来を切り開く
文化教育学部

人間環境課程 ２年

黒木 麻弥子
福岡県立久留米高等学校出身
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文化教育学部

人間環境課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２４ 必修

文化教育学部

人間環境課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●住宅デザイン論

住まいは人間が生きていく上で必要不可欠なものです。こ

れからの生活をより豊かなものにするために、私たちの生活

の場である住居や住環境について考えてみましょう。本科目

では講義によって住まいや住まい方に関する基礎知識を習

得した上で、学外へ出掛けて住宅展示場などを見学し、実際

の住空間を体験します。科学的な知識と実体験に基づき、現

在の住まいの問題点やこれからの住まいや住生活のあり方

を考察する力を身に付けることをめざします。

…………………………………………

…………………………………………
●放射線科学

（１）放射線の世界、（２）原子と原子核、（３）放射線の基礎

知識、（４）放射線の利用、（５）身の回りの放射線（測定を含

む）などについて学ぶ。また福島原子力発電所の事故による

放射線汚染について、身の回りにある自然放射線の理解を基

礎にどのように考えて対処したらよいかについての話題も取

り上げる。

…………………………………………

…………………………………………
●ヘルスプロモーション実習

健康スポーツ科学講座が開催する「中高齢者のための健

康教室」に参加し、指導力、企画運営力、コミュニケーション力

等の能力を培うことを目的とする事業参加型の実習です。本

授業では実際に地域の方々にさまざまな運動プログラムの

指導をおこなったり、事業の運営を担当することで、通常の

講義では得ることのできない実践的能力を身につけること

ができます。

…………………………………………

…………………………………………
●地理学フィールドワーク実習

地理学の主たる対象は地域であり、フィールドそのものが
実験室です。地域で営まれている人間活動と自然環境との
関係を探りながら地理的事象の一般化を行い、また、当該地
域の文化の保存をめざしています。地理学フィールドワーク
実習では、自らフィールドに出て観察し、聞き取りを行いなが
ら調査データを集め、時には計測を行い、役場・企業を訪ねて
データの収集も行います。そしてこのようなフィールド調査と
ともに実験室での収集データの分析、地図化、考察とプレゼ
ンテーションも重要な学習活動となっています。

…………………………………………

…………………………………………
●有機環境化学

本科目では環境因子の健康影響を講義している。例えば、

様々な物理的・化学的因子の生体影響、身近な化学物質によ

る健康影響、労働衛生一般など、職場で応用できる知識を教

授している。

…………………………………………

…………………………………………
●環境法要論Ⅰ、Ⅱ

環境法の内容を理解するための前提として、まず環境・公

害問題はわれわれにとってどういう現象であるのかを解説す

る。次は戦前から現在に至って、わが国ではどのような環境・

公害問題が発生し、それに司法、行政、立法機関がどのように

対応してきたかを考察する。公害問題のみならず自然保護、

地球環境問題への国際協力などの視点も含め、わが国の環

境法の法体系、内容と課題を議論する。

…………………………………………

…………………………………………
●健康教育各論（性教育）

性教育は、健康教育の重要な領域で「生・いのちの教育」で

す。その内容は、性についての科学的知識を得ることだけで

はなく、ヒューマンセクシュアリティー（人間性）の概念に基づ

き、性や性役割の意味、自己の性認識（セクシャル・アイデン

ティティ）の形成など“生と性”のあり方について学びます。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

地
域
・
生
活
文
化
分
野

●生活環境概説

●日本の地理と風土

●食文化論

●調理文化論

●被服学

●アジア社会論

●人文地理学

●考古学実習

●現代社会の家族

●被服衛生学

●被服製作基礎実習

●地理学フィールドワーク実習

●都市システム論

●古墳文化研究演習

●生活経済学

●住宅デザイン論

●調理学実験

●卒業研究

環
境
・
技
術
分
野

●自然環境論

●環境問題と対策

●地学巡検

●物質環境科学

●生命科学

●環境熱学

●地球環境科学

●水環境論

●エネルギー環境論

●無機環境化学

●植物分類学

●住環境材料工学

●卒業研究

健
康
福
祉
分
野

●健康教育概論

●現代社会と福祉

●人体の構造と機能及び疾病

●社会保障

●救急処置

●相談援助の理論と方法

●卒業研究

●就労支援

ス
ポ
ー
ツ
分
野

●ヘルスプロモーション実習 ●運動生理学

●トレーニング科学

●スポーツ経営学

●コーチング理論・実習

●運動処方

●フィットネス

●卒業研究

●バイオメカニクス
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■高齢者の生きがいと社会参加活動

～佐賀県における参加率低迷の原因と対策～

■フードチョイス（食べもの選び）

■性別役割分業観を払拭した男女共同参画社会へ

■住宅地開発にともなう大都市近郊地域の変容 ―大阪府熊取町を事例に―

■機能性靴下に関する研究 ―着用実験による効果の検証―

■単身者の生活に適したキッチンに関する研究

■グスク及び関連遺産群から見た琉球王国の歴史と文化

■筑後川下流域における漁業活動の特徴と変容

■大学生の食べものに対する健康認識の検討

■資源問題、エネルギー問題に関する研究

■建物軒下の局所的砂漠化現象

■自然放射線に関連する研究

■微生物代謝による温泉水の水質変化

■土壌汚染対策に関する研究

■職場環境及び作業環境に関する研究

■バイオ燃料から精製した潤滑油の性能評価

■ジャイロセンサーを用いたスイング動作の解析

■ DV被害者の自立に向けた支援～２つの法律に挟まれた婦人保護施設をめぐる問題～

■女子新体操選手における減量行動と食生活に関する－考察

■競技スポーツ選手の得意ポジションと誕生月に関する研究

■高齢者の運動能力と記憶力の関係

■発達障害のある幼児・児童に対する絵本による関わり方

田中 豊治 教授
まちづくり組織社会学

水沼 俊美 教授
栄養学

赤星 礼子 教授
生活経営学

甲斐今日子 教授
被服衛生学

山下 宗利 教授
人文地理学（都市地理学）

澤島 智明 准教授
住居学、住環境学

藤永 豪 准教授
人文地理学（村落地理学）

重藤 輝行 准教授
考古学（古墳時代）

萱島 知子 講師
食生活学

張本 燦 教授
環境法、環境政策

大隅 秀晃 教授
素粒子原子核実験

中村 聡 准教授
理論物理学、環境科学

中島 道夫 教授
環境無機化学、錯体化学

岡島 俊哉 教授
有機化学、環境科学

�島 千鶴 講師
地球生命科学、堆積学

小野 文慈 准教授
機械工学、トライボロジー

北川 慶子 教授
社会保障

栗原 淳 教授
学校保健学、健康教育学

池上 寿伸 教授
バレーボールの科学、からだの機能とストレッチング

松山 郁夫 教授
児童福祉、障害者福祉

坂元 康成 教授
コーチ学、サッカー

井上 伸一 教授
スポーツバイオメカニクス、高齢者健康科学

山津 幸司 准教授
健康行動学、スポーツ心理学

食生活学研究室
萱島 知子 講師

私たちが毎日、口にしている食べものは、意識せずと

も体に影響を与えています。食べものは体を維持・成長

させるための栄養素を供給し、香りや味といった嗜好性

を与えています。さらに健康を増進させ病気の予防に役

立つ効果も示しています。このような食べものの機能性

について、特に地域の食材の新しい機能性を見出すこと

をめざして実験を行っています。

考古学研究室
重藤 輝行 准教授

考古学は物質文化から歴史を解明する学問です。佐

賀県には吉野ヶ里遺跡、名護屋城跡を初めとして、朝鮮

半島・中国大陸との交流史を物語る遺跡が多く、考古学

を研究する上で魅力的なフィールドです。考古学を通じ

て、日本や東アジアの歴史を考えてみませんか。また、考

古学の講義では遺跡等の文化財を保護する取り組みも

取り上げ、現代社会における新たな文化創造の資源とし

ての文化財の意義についても考えてみます。

環境材料工学研究室
小野 文慈 准教授

機械摺動材料にとって摩擦特性が優れるということは

環境負荷を減らす１つの因子である。本研究室では摩擦

低減を実現するために、DLC（ダイヤモンドライクカー

ボン）の生成手法による薄膜評価、水素環境下の摩擦摺

動特性、バイオ燃料から精製した潤滑油の評価などを

行っています。

地球科学系
�島 千鶴 講師

現世の熱水環境を３０億年－６億年前の地球環境のア

ナログととらえ、古環境の復元を目指しています。主に温

泉に焦点を当て、測定やサンプル採集などのフィールド

ワークを行い、研究室で温泉水の分析や温泉堆積物、微

生物の観察など多様な手法を用いて研究を行っていま

す、多角的に研究することで、温泉環境における水－大

気－生命の相互作用を明らかにし、太古の地球環境に応

用する試みを進めています。

社会福祉学研究室
北川 慶子 教授

誕生から死までのライフスパン上のイベントのなかか

ら生活課題を取り上げ、（児童虐待、DV、高齢者虐待、社

会的排除、など）人生の危機対応研究を行っています。高

齢者、障害者、外国人など災害時要援護者の防災教育か

ら被災者ケア、被災のまちの復興支援とまちづくりプラ

ンニングなど災害研究を医学、工学等との学際的共同

研究を、アジア各国の研究者と共に行い、国内外に災害

時要援護者の危機管理の在り方を提言しています。

運動学研究室
池上 寿伸 教授

スポーツを習慣化するには？スポーツ情報や運動に役

立つしくみ、トレーニングや健康科学等の中から必要と

なる方法や知識を知り、実際の行動や生活に取り入れて

活かす実践をしてみよう！

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

文化教育学部

人間環境課程 研究室・ゼミナールでの取り組み
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●『九州に佐大美工あり』『佐大に美工あり』 

●伝統と実績に裏付けられた九州の美術・工芸教育の要 

●総合大学、教員養成系学部から育つ全国レベルの教員、作家 

●幅広い経験と視野、理論と実践が生む想像力と表現力 

　実績と個性豊かな教授陣が担う専門教育とチームワークが 

　1学年30人に行き渡り、美大ではできない経験、 

　教員養成のみでもできない経験を提供 

A
rts a

n
d
 C
ra
fts C

o
u
rse

1

2

3

4

5

１年次に８分野の専門科目を一通り履修したうえで、１年次末に専攻分

野を選択・決定し、２年次からそれぞれについて深く学びます。加えて、専攻

以外の科目も自由に選択して履修することができます。

また、中学校・高等学校の教員免許を取得する場合は、それに必要な専門

科目・単位を履修する必要があります。

３年次では、学外での実践活動なども評価の対象にしながら、４年次に卒

業研究（制作または論文）に着手し、卒業制作展で発表します。

総合大学及び教員養成系学部としての理念を土台に、
美術・工芸の専門知識と技術修得にとどまらず、芸術・教
育・歴史・思想・自然科学などの幅広い教養と合わせて、
以下に掲げる力量をバランスよく身につけた人材を養成
します。

活 力
美術・工芸が文明社会に果たしてきた役割を理解し、社

会に貢献する意欲や態度、柔軟な思考力と実践能力を持
つ専門家として創作活動や教育活動に携わることができる。

技 術
技法や材料を経験的・科学的に理解・推測・発見し、そ

れらを自己の制作活動へ応用したり、第三者へ伝授できる。

理 知
コミュニケーション能力を伸ばし、情報メディアなども
用いて、多様な情報を収集・分析して適性に判断し、モラ
ルに則って効果的に活用することができる。

伝 統
美術・工芸の歩みに理解を深め、その経緯から創作の

原動力としてのさまざまな問題意識や発想につなげる。

発 信
自己の企画や作品について、論理的・客観的・積極的に

説明・分析・発表できる。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

現在私は美術・工芸課程で木工工芸を専攻しており、漆の技法や

知識を学びながら箸や器、オブジェなどを制作しています。苦労もあ

りますが、それ以上に技術が向上する喜びや新たな発見、制作の楽し

さがありとても充実しています。また、美術・工芸課程では教員免許

取得のための勉強もできるので、私も美術教師を目指して講義を取

りつつ勉強しています。

大学生になって良かったと思えることは、夢中になって打ちこめる

ことに出会えたことです。美術・工芸課程の場合はそれが制作にあた

ると思います。自由な時間が多い大学生活で、何か目標を持って生

活するということはとても大切なことです。また、自由なぶん今まで

に無い経験をしたり様々な人との出会いがあったり、大学生活に

は自分を成長させてくれる沢山の魅力が詰まっています。そんな

環境にいられることの感謝を胸に、これからもより一層ステップ

アップしていきたいですね。

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（美術）
■高等学校教諭一種免許状（美術）

■高等学校教諭一種免許状（工芸）

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■学芸員 ■社会教育主事

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�法務省
�熊本県庁
�横浜市役所
�東京都中学校教員
�佐賀大学附属学校教員（非常勤）
�福岡県高等学校教員（非常勤）

�（株）鍋島緞通吉島家
�（株）ユニバーサルホーム
�（株）如水庵
�（株）平田ナーセリー
�造形作家
ほか

【参考】Ｈ．１９～２１年度
�総務省
�八女市役所
�佐賀県中学校・高等学校教員（非常勤）
�福岡県中学校教員（非常勤）
�鹿児島県中学校教員（非常勤）
�日本電気（株）
�（株）レナウン
�（株）ゼンリン

�（株）イズミ
�（株）河合楽器製作所
�（株）ケイ・ウノ
�東芝エレベータ（株）
�（株）ジャンヌマリー
�（株）デニーズジャパン
�JA佐賀
�（株）佐賀新聞社 ほか

主な進学先
�佐賀大学大学院教育学研究科
�バンタンデザイン研究所

【参考】Ｈ．１９～２１年度
�九州大学大学院芸術工学府
�筑波大学大学院芸術研究科

�東京藝術大学大学院

学生からのメッセージ

一日一日を大切に

文化教育学部
美術・工芸課程 ３年

古川 美咲
熊本県立玉名高等学校出身
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文化教育学部

美術・工芸課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 研 究

１２４ 必修

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

●現代教育論 ●博物館学�
●生活文化論 ●博物館学�
●実践英語 ●博物館学�
●世界の美術

●心の健康

●素描�
●素描�
●図法�
●日本画

●西洋画

●彫刻

●デザイン

●窯芸

●木工工芸

●染織工芸

●基礎美術理論演習

●基礎日本画

●基礎西洋画

●基礎彫刻

●基礎デザイン

●基礎窯芸

●基礎染織工芸

●基礎木工工芸

●金工工芸

●教育心理学

●国際文化論

●工芸理論

●デザイン理論

●教育方法学概説

●社会教育概論�
●人権教育論

●専門教育外国語�
●専門教育外国語�
●中等美術科教育法�
●工芸科教育法�
●応用日本画

●応用西洋画

●応用彫刻

●応用デザイン

●応用窯芸

●応用木工工芸

●応用染織工芸

●応用美術理論

●応用美術理論演習

●基礎金工工芸

●総合芸術学習

●製図

●図法�
●日本画概論

●グラフィックス

●彫刻概論

●窯芸概論

●木工工芸概論

●染織工芸概論

●金工工芸概論

●応用金工工芸

●総合デザイン

●総合美術理論

●総合美術理論演習

●日本画特別実習

●西洋画特別実習

●彫刻特別実習

●デザイン特別実習

●窯芸特別実習

●木工工芸特別実習

●染織工芸特別実習

●美術理論特別講義

●博物館実習

●美術工芸学外実践活動

●卒業研究

文化教育学部

美術・工芸課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●素描Ⅰ【１年次】

ものをみるとはどういうことですか？ものがあるとはどうい

うことですか？とても難しい問題です。この授業では木炭や

鉛筆、ペン等様々な素材を使い、様々なアプローチの「素描」

を行います。美術・工芸１年生全員で制作し、切磋琢磨するこ

とで個々の同級生の個性を認識し、初年次に集団で制作する

ことは、この後の学生生活に大きな財産となることでしょう。

…………………………………………

…………………………………………
●デザイン【１年次】

「デザインする」とは何でしょうか。デザインは美術に留まら
ず、また有形無形を問わず、日常のあらゆるところに介在して
います。学校教育の中で大多数の人が受け止めるデザイン
への先入観をまずはリセットし、デザインの広義を理解して、
何を基礎として会得すべきかに気付き、理論的かつ客観的に
ものごとを生み出す気持ちを育みます。優れたデザインを生
むデザイナーたちの心を読み解き、自らも日常や不自由な
場面からデザインを実践しながら、デザインする側・受ける側
の両面からどう向き合うべきかを考えます。

…………………………………………

…………………………………………
●染織工芸【１年次】

型糊防染技法による染色小作品の制作を行います。染料と

布の関係で「かたち」を創って行くには防染技法が必要となり

ます。ここでは代表的な防染技法の一つ、型糊防染技法によ

る染色を展開します。下絵の創り方からはじまり、型彫り、糊置

き、引き染めと工程をすすめて行き、染色小作品を創り出し

ます。

また、染料、繊維等の基本的なことも学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●日本画【１年次】

この授業では石を描きます。普段何気ない気持ちで見て
いる石をよく観察することで新たな見え方を獲得します。膠
を展色剤として和紙に墨や泥絵具、岩絵具などの日本画の伝
統的な素材を使って、日本画の基本的な描写を体験します。
チューブに入ったものではなく絵具を溶くことから始まる描
写から感じることや、銀箔を貼って削るなど、自然の力をうま
く使う表現を体験します。日本の伝統と風土によって培われ
てきた表現の背景を実感として学びながら、じっくりと落ち着
いた気持ちでモチーフを見つめる時間を大切にした授業です。

…………………………………………

…………………………………………
●窯芸特別実習【３，４年次】

窯芸特別実習では、やきものの最も特徴的な制作プロセ

スである“焼成”について、伝統と科学の両面から実践的に学

習します。自分で制作したやきものを、本学に新設した伝統

的な登り窯の薪による焼成で、一昼夜焚き上げます。昔から

窯焚きの職人のみが知る焼成の知恵を、科学的に実践研究

します。

…………………………………………

…………………………………………
●世界の美術【１年次】

古今東西の美術作品に触れることで、人間と美術、社会と

美術の関係について学びます。また、美術史の基礎的な方法

論（様式論、図像学など）についても学びます。扱う資料（作

品）は、絵画彫刻のみならず、装飾美術、建築、デザイン、庭園

など多岐にわたります。また、美術の制度（学校・博物館など）

や美術とジェンダー、美術におけるオリジナルと複製といっ

たトピックも取り上げます。

…………………………………………

…………………………………………
●彫刻【１年次】

この授業では、自分の顔を題材に粘土でマスクを制作しま
す。正確に自分の顔の形を粘土に写す練習ではなく、その粘
土の塊を自分の顔の形をした彫刻として成立させるために
はどうしたらよいか、その切り口の一つを学びます。これが理
解できれば、題材がマスクから頭像になっても、全身像になっ
ても、他の形態になっても、ただ題材の形を作っているという
状態からは脱出できると思っています。

…………………………………………

…………………………………………
●基礎木工工芸【１年次～】

「用途を想定しない造形を木で切削加工し、その後カ
シューによって黒く塗装→磨き仕上げする」という課題です。
この前段階の授業では木工道具の使い方を中心に学ぶため、
作品の自由度としては高くありません。その次の段階として、
課題の意図することは次の３点です。①木の切削加工からカ
シューによる塗装及び研磨作業までの行程を習得すること。
②黒く磨き上げると形の良し悪しが際立つことを体験するこ
と。③黒く塗装することを前提とするという制約の中で、独創
性のあるアイディアを出すこと。

…………………………………………

…………………………………………
●総合芸術学習【３年次～】

美術・工芸課程の学生は、佐賀美術協会展や佐賀県展で多

くの賞を例年受賞しております。また、近年は全国規模の展

覧会等で入選入賞を果たすようになってまいりました。また、

各専攻室や仲間と多くの展覧会や個展等を多く企画し、運営

を行っております。「美術と社会の在り方」を考え、実践・実行

する事を授業の一部の中に取り入れ、企画をプレゼンテー

ションする事を皆で考え最後にポートフォリオにまとめるイン

ターフェイス授業です。
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田中 嘉生 教授
染色工芸

荒木 博申 教授
視覚伝達デザイン（タイポグラフィ／エディトリアル／インフォグラフィックスなど）

吉住 磨子 教授
美術理論・美術史

田中 右紀 准教授
窯芸／やきもの／オブジェ／うつわ／素材技術

�安 和博 准教授
彫刻（主に塑造）

小木曽 誠 准教授
西洋画（油画）

石崎 誠和 講師
日本画

井川 健 講師
木工工芸・漆工芸

窯芸研究室 専攻／やきもの、オブジェ、うつわ、素材技術
田中 右紀 准教授

窯芸研究室では、“やきもの”を産業・文化・表現・科学などさまざまな角度からとら

え、現代に強くアピールできる伝統的であると同時に革新を伴うもの作りを研究してい

ます。唐津で行っている「ひと・もの作り唐津」プロジェクトは、伝統工芸である唐津焼が

地域社会と結び付いてどのような形で地域に貢献しながら良い作品を生み出していく

かを実践しています。また、学生は自分に出来る表現の手段として、やきものが持つ厚

い文化と技法を日々吸収し利用することで、他にはないやきものが持つ独自の表現を

探求しています。オブジェや立体表現など自由で楽しい作品が作られています。更に、

器作りでは、食文化の研究と共に、使い手に喜ばれる器のかたちを探求しています。さ

まざまなやきものにかかわる探求は、冒険者のそれと同じく広い広いフィールドの中で

どこに隠れているか分からない未知を探すような楽しさがあります。

日本画
石崎 誠和 講師

専攻生１４名程度が在籍し、靴を脱ぐ教室でアットホー

ムな雰囲気です。日本画という国の名前を持った絵画に

ついて幅広い視野を持って学ぶことを目指します。和紙

や絹や岩絵具や泥絵具と膠といった伝統的な素材の表

現と、その表現を生み出す背景をともに考えます。画面

を寝かせて描くことや和紙にしっとりと絵具を沈殿させ

るたらし込みなど自然の力に助けてもらいながら、現代

にふさわしい実感を伴った新たな表現を目指しています。

西洋画
小木曽 誠 准教授

西洋画は自由と思われがちですが、その「自由」に描く

のがとても難しいものです。高校時代にはある程度モ

チーフなどセットされて描く事も多いでしょう。では「自

由に描いてみてください」と言われると、大概の学生は

困惑し迷ってしまいます。まず基本から。デッサンから着

彩、支地体に至るまで考え選択し、「自分らしい」とは何な

のかを考え「表現」することを目標に日々制作していま

す。

彫刻
�安 和博 准教授

彫刻の中でも、塑造による制作を主に行っています。

彫塑専攻生は大学院生まで含めて１０名前後の学生が在

籍しています。それぞれが授業で学んだ人体彫刻の基

礎を生かし、触覚感にこだわりながら、それを深めていま

す。また、並行して人体以外の題材で独自の創作活動も

行っています。材料は石膏、FRP、木、テラコッタ、乾漆、

セメント他、各自が自分の表現に必要なものを選び、又

は組み合わせて使用しています。

デザイン
荒木 博申 教授

ここでは視覚伝達デザインが前提です。これを職業と

結びつけるには、まず柔軟な頭と広い視野を持つ積極的

なアイデアマンであることが求められます。そもそもデ

ザインとは何かということを学び取り、豊富なアイデアを

吟味し、優れたコンテンツとして社会に広く役立つもの

ごとに仕立てねばなりません。アナログもデジタルも有

効に使い分けながら説得力のある成果を目指します。特

に言葉・文字・記号の扱いにはこだわります。

木工工芸
井川 健 講師

専攻名は木工工芸ですが、専攻生になると漆工芸につ

いても専門的に学びます。器や家具から漆の造形作品ま

で、幅広い作品を生み出せる専攻を目指しています。２

年次より専攻生になると、まず木工・漆工に関する基礎実

技の習得を広く浅く行います。今までに扱ったことのな

い素材との出会いは様々な発見をもたらすと思います。

３年次以降では素材・技法との関わりの中で自分なりの

表現を見つけていきます。

Pick Up!! 美術・工芸課程の卒業研究では、卒業制作または卒業論文を課しています。

文化教育学部

美術・工芸課程 研究室・ゼミナールでの取り組み

教 員 紹 介

染織工芸
田中 嘉生 教授

「染色による平面表現の可能性」が染色教室のテーマ

です。染色表現で必須の代表的な防染技法、�防染技法、
型糊防染技法、絞り技法の三技法を中心に、技法と染色

意匠の関係を見て行きます。結果、他の平面表現との

「かたち」の創り方の違いを学び染色表現の一つのあり

様を提示して行きます。従って、染料、繊維、防染材等の

深い知識も求められます。

美術理論・美術史
吉住 磨子 教授

作品や作品が生み出された背景について調べ、それら

を論文にまとめる行為は、学生時代にしかできないこと

かもわかりません。また、作品を制作したり、鑑賞したりす

る上でも、美術史や美術理論を知ることは重要です。作

品制作の現場と隣接した環境で、アクチュアルな美術史

が学べることが文学部などの美術史研究室にはない本

研究室の特徴です。



経済学部 
Facu l t y  o f  E c o n o m i c s

P.046

経済システム 

課程 

P.050

経営・法律課程 
企業経営コース 

P.054

経営・法律課程 
法務管理コース 

　日本経済は戦後最長となる緩やかな景気拡大を続けていまし

たが、米国での金融混乱から世界的な金融危機が発生しました。

世界経済の大幅な需要縮小や円高が日本経済を直撃し、輸出

産業での大幅な生産低下、雇用調整、設備投資の抑制が生じ、

足下の景気の悪化が進行しています。このような状況の中でも、

経済の国際化や情報化は急速に進んでいます。日本経済はま

すます厳しい国際競争にさらされています。日本は天然資源に

恵まれていません。人的資源の確保が不可欠です。十分な経

済学の知識を持った人材が社会で求められています。 

　経済学部は、国際市民にふさわしい幅広い教養と経済社会

に関する専門知識を備えた人材の育成をめざしています。知識

資本主義化する社会において実践的な問題解決能力を発揮し

てもらうためです。日本の21世紀を支える若き知性が求められる

のです。 

経済の動きを多面的・実践的に学び、 
21世紀の経済社会をリードするエキスパートを育成。 

044



経済学部の改組予定のお知らせ 

　現在、佐賀大学では、平成25年4月に経済学部を現

行の2課程（経済システム課程、経営・法律課程）から3

学科（経済学科、経営学科、経済法学科）に再編成する

改組計画を文部科学省に申請する予定です。この改組

による大学入試センター試験、個別学力検査の受験科

目や経済学部全体の入学定員は変更されません。 

　詳細は、平成24年8月下旬に発表する予定です。不

明な点は佐賀大学経済学部総務までお問い合わせ下

さい。 

◎学年別男女比率（平成24年度） ■ 男　■ 女 

1年生 
（計302人） 

2年生 
（計288人） 

3年生 
（計285人） 

4年生 
（計385人） 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

61.9％（187人） 38.1％（115人） 

58.7％（169人） 41.3％（119人） 

53.7％（153人） 46.3％（132人） 

62.6％（241人） 37.4％（144人） 

経
済
学
部
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経済システム課程では、グローバル化を深める国際経済社

会の仕組み、地域社会の抱える課題や経済・産業・労働・福

祉などの政策と制度のあり方について、総合的に学びます。

グローバル化の観点からは国際経済社会コース、そして地域

社会あるいは政策のあり方の観点からは総合政策コースのい

ずれかを、２年次から選択して集中的に学修しますが、ともに

経済学の理論の修得をその基礎に置いています。

経済システム課程の国際経済社会コースでは、理論的な経済学の知識を基礎として、経済

分析と国際社会から地域社会までの社会事象の理解に必要な知識を身につけます。金融・証

券業界や地方自治体職員・団体職員、商社や一般の企業で活躍する人材を育成します。

激動するボーダレス社会のなかで的確に判断し将来の指針を打ち出させる能力を身に付

けるために、２年次で経済学の理論を学んだ後、３年次で発展途上国経済論など国際社会に

おける経済を学びます。また、２年次の国際交流実習ではタイ（２０１２年）やスリランカ（２０１１

年）の現地の国際交流提携大学で合同セミナーを行うのが大きな特色です。

経済システム課程の総合政策コースでは、財政と社会保障の知識を基礎として、雇用と福

祉の知識を身につけます。財政部門や労働行政部門の公務員、福祉専門職、一般の企業で活

躍する人材を育成します。

経済社会の現状を分析し、それを支える経済政策を的確に提案できる能力を養うために、

２年次で財政と公共政策を学んだ後、３年次で産業や雇用、福祉を学びます。また、２年次の

実践経済学では金融・証券の実務家を講師にむかえ、ダイナミックな経済の実務を学べるこ

とが大きな特色です。

経済学部

経済システム
課程
Department of Economic Systems

◎国際経済社会コース
◎総合政策コース

グローバルに考えローカルに行動する。
佐賀で経済を学び
世界へ飛躍する。

国際経済社会コースの目的と特色

総合政策コースの目的と特色

経済学部

経済システム課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位

１２５

１年次 ２年次 ３・４年次 ２・３・４年次
教養
教育
科目 全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

国
際
経
済
社
会
コ
ー
ス

経
済
学
系
科
目

●経済学基礎
●日本経済論
●国際経済社会入門
●総合政策入門
●経済数学�

●演習（２年）
●理論経済学�
●理論経済学�
●経済学原論�
●経済学原論�
●地域と政策
●国際経済論�
●国際協力論
●国際経済社会論

●発展途上国経済論
●基本統計学�
●基本統計学�
●経済数学�
●経済学史�
●国際交流実習

●演習（３年）
●演習（４年）
●計量経済学�
●計量経済学�
●マクロ経済学概論
●マクロ経済分析
●国際経済論�
●国際金融論
●国際政治学

●現代政治論
●経済学史�
●日本経済史�
●日本経済史�
●西洋経済史�
●西洋経済史�
●日本社会史�
●日本社会史�

●総合政策コース専門科目から
１３科目まで選択可

経
営
学
系
科
目

●基礎簿記 ●経営学 ●企業経営コース専門科目から
１０科目まで選択可

法
学
系
科
目

●人権論 ●契約法�
●会社法

●法務管理コース専門科目から
１０科目まで選択可

共
通
科
目

●ビジネス基礎英語
●ビジネス・コミュニケーション英語

総
合
政
策
コ
ー
ス

経
済
学
系
科
目

●経済学基礎
●日本経済論
●国際経済社会入門
●総合政策入門
●経済数学�

●演習（２年）
●理論経済学�
●経済学原論�
●地域と政策
●経済政策
●財政学総論�
●財政学総論�
●地方財政論�

●地方財政論�
●公共政策学
●金融論�
●金融論�
●地域モデル論
●地域経済論

●演習（３年）
●演習（４年）
●社会政策
●福祉社会論
●社会保障論
●労使関係システム
●労働経済論
●NPO論

●サービス産業論
●日本農業論
●農政経済論
●地域調査論
●地域農業論
●地域システム論
●経済地理学

●国際経済社会コース専門科目から
１３科目まで選択可

経
営
学
系
科
目

●基礎簿記 ●経営学 ●企業経営コース専門科目から
１０科目まで選択可

法
学
系
科
目

●人権論 ●契約法�
●会社法

●法務管理コース専門科目から
１０科目まで選択可

共
通
科
目

●ビジネス基礎英語
●ビジネスコミュニケーション英語



経
済
学
部
／
経
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シ
ス
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課
程
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経済学部

経済システム課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●経済学原論（ミクロ経済学）

時代がどのように変遷しようとも、消費者や生産者にとっ
て、さらに経済全体にとって望ましい資源配分はどのようなも
のなのか、という問いは永遠のものです。また、資源配分のあ
り方を決定する機構としての市場経済の分析は重要です。こ
れを分析するのがミクロ経済学という学問です。資源配分を
決定するのは、神様が誘うからでも、自然科学の法則が働く
からでもなく、市場参加者の満足度を高めたいという強い欲
求なのです。

…………………………………………

…………………………………………
●特殊講義（グローバル時代の資本市場と証券）

この講義は経済学の理論と経済の現実を結び付けて考え
てもらうための科目です。企業や公共機関などで日々変動す
る経済と取り組み活動する人たちに授業をしてもらいます。
現在は野村證券提供の講座として行っています。現場の知識
だけではなく、知識の使い方や仕事に対する態度などが学べ
ます。
また、他の科目で教えられる基本的な知識や考え方の重
要性とそれらを関係付けて総合的に考え行動する大切さを
知ることもできる科目です。

…………………………………………

…………………………………………
●財政学

私たちが買っていると意識するものの多くは、市場で貨幣

（お金）と交換して手に入れる経済学でいわゆる「市場の財・

サービス」です。他方で、学校教育や道路や山・河の自然環境

などは交換して獲得するのではなく、共有して利用する「公共

的な財・サービス」です。これは税の徴収によります。財政学

の対象は、公共財と税の世界ということになります。先進国で

は、そのような世界が経済のうち５０％を超える国もあります。

…………………………………………

…………………………………………
●社会政策

社会政策という学問は、当初は、労働者が抱える諸問題（劣
悪な労働環境、労働災害、失業など）への対策を考える学問
でしたが、現在では、それらに加えて社会保障（医療、介護、年
金、生活保護）、社会福祉、教育、住宅など、広く国民（市民）の
生活に関わる諸分野を対象とし、現状と課題を分析して解決
策を見出す学問へと進化しています。社会・経済状況の変化
の中でも人々が安心して暮らしていけるような政策・制度を
考えていきます。

…………………………………………

…………………………………………
●アジア経済論

アジアは過去半世紀で世界一高い経済成長率を実現させ、
世界最大の市場として発展しています。このアジアの発展過
程を理論的かつ実証的に学ぶのが本講義の主な目的です。
日本経済とアジア経済がさらに発展するためには相互理解
を基にした様々な経済的・社会的活動を充実させ、発展させ
なければなりません。その実現に向けて、佐賀大学でアジア
のことを一緒に学び、より良い経済発展、社会発展について
考えていきたいと思います。

…………………………………………

…………………………………………
●国際金融論

サブプライムローン問題、リーマン・ショック、そして目下の

ユーロ信用危機。国際金融市場における不安は、いっこうにや

みません。はたして日本の財政や円は大丈夫なのか？ その

ような疑問を、世界のお金の流れから、一つ一つ、わかりやす

く、かつユーモアを交え、解き明かします。

品川ゼミ
品川 優 准教授

産業のなかでも人々の生存に必要不可欠な食料・農

業について学びます。例えば、世界で食料は足りている

のか？、日本農業の現状と今後は？、地域の農業と経済と

の関係は？、などです。卒業研究は、各学生が興味を抱い

たテーマに取り組みます。例えば、農産物直売所が地域

の農業や農家、経済にどのような影響を与えているのか

を、直売所やそこに納入している農家、関係する自治体

や農協などからの聞き取り調査を通じて考察します。

納富ゼミ
納富 一郎 教授

２年生ゼミでは、「君たちの生きる社会」を知ることが
経済学であることを学び、調べ方、発表の仕方を経験し
ながら身につけます。３年生からは、少しずつ専門的なテ
キストを読んで経済学の用語や考え方に慣れていきま
す。４年生では、現代の日本経済について学び、そのな
かで関心のあるテーマを選んで、卒業レポート（２０，０００
字以上）を書きます。「日本の失われた２０年」「TPPとは
何？」「インターネットの経済」など学生の関心は多様で
すね。

谷ゼミ
谷 晶紅 准教授

産業革命以降、世界経済は急速に発展を続けてきまし

た。同時に、経済成長により大量の資源が消費され、環境

汚染が深刻化しています。谷ゼミは、経済成長がどのよ

うに起こるのか、環境問題がなぜ生じるのか、環境保護と

経済成長を両立させるためにどうすればいいのかにつ

いて、幅広く学んでいきます。ゼミでは発表を多く行い、

社会で必要なリーディング・ライティング・プレゼン・ディ

ベートの能力、さらにはチームワークの精神も養います。

畑山ゼミ
畑山 敏夫 教授

畑山ゼミは政治を勉強するゼミです。今年の３年生は

「環境と政治」を考えることを年間の課題として関連の

本を読んでいます。また課外活動として、６月９日に飯

田哲也さんやミスチル・プロデューサー小林武史さんな

どを迎えて「みんなのエネルギー・環境会議」を佐賀大

学で開催し、１２月には５大学（鹿児島・西南学院・九州・

熊本・佐賀）から１００人以上の学生が鹿児島に集まって

「日本の農」について学びます。

経済学部

経済システム課程 研究室・ゼミナールでの取り組み

ラタナーヤカ・ゼミ ラタナーヤカ・ピヤダーサ 教授

ゼミでは、次の三つの目標を中心にしています。�学術的にアジア経済について学ぶこと、�グロー
バル化に対応できる学生を育成すること、�就職を達成させるために必要な知識を与えること。これら
の目標達成とゼミの共通課題に関する基本的なことを理解するため、文献調査をしながら、上記の研

究課題に関する理論的なことについて講義を実施しています。希望者がいれば、佐賀大学と協定を結

ぶアジア諸国の大学へ交換学生として派遣することも考えています。また、ゼミ生と一緒にアジア諸国

の協定大学を訪問することや、海外の大学で行う短期研修なども計画しています。最後に、ゼミで学ん

だことを中心にして卒業論文を作成するようになっています。

…………………………………………

…………………………………………
●国際交流実習

本学部では国際社会で活躍できるグローバル人材の育成
が課題になっています。「日本経済が安定した強い経済」とし
て存続するためにグローバル人材が必要だからです。本科目
は学生達が講義で学んだことを、実体験を通じて理解を深め
るために設置した科目です。具体的には、海外協定大学を訪
問し、経済・社会・文化を体験しながら現地の状況を学びます。
また同科目は「長期海外留学」の動機付けにもなっており、協
定校であれば留学手続きサポートや授業料免除、奨学金な
どの制度を用いて長期海外留学を実現することもできます。

…………………………………………

…………………………………………
●ビジネスコミュニケーション英語ビジネス基礎英語

経済学部独自の英語プログラムで、リスニング・リーディン

グ・ライティング・スピーキングの各能力に重点を置いた４

つのクラスが互いに関連して実践的で全般的な英語力を身

につけることができます。

ビジネス基礎英語とビジネスコミュニケーション英語の科

目名で２年生から受講できます。

…………………………………………

…………………………………………
●マクロ経済学概論

一国の国民全体の所得水準はどのように決まるのでしょう

か。アメリカでどのぐらいの割合の人が失業しているのでしょ

うか。なぜ１９９０年代末以降、日本では物価が下落しているの

でしょうか。そして、政府はどのようにすれば所得の減少、失

業の増加、物価の不安定などの問題を改善することができる

のでしょうか。マクロ経済学は、こうした経済全体にかかわる

問題を分析し、その答えを考えていく学問です。

富田ゼミ
富田 義典 教授

私のゼミは労働経済を主なテーマとしている。労働経
済とは、雇用や労働時間、賃金などをあつかい、私たち
の生活にじかに関わる大切な分野である。ゼミは、２年
生後期から始まり４年生の卒業時までつづく。２年生で
は初歩的文献を、３年生では専門書を解読する。４年に
なると２～３年で学んだ内容をもとに各自テーマを定
めて、卒論を書く。卒論は、外国の雇用、非正規雇用問題、
女性の雇用問題、年金問題などが多い。最近は経営者の
人間観を取り上げたものなどがある。

中村ゼミ
中村 博和 教授

統計学や経済学の理論のテキストを輪読します。良い
テキストに取り組み他人に説明することを通して、ことば
の論理、数学の使い方、データ処理、理論と現実、伝え方、
問いの見つけ方など多くを得ることができ、それらが一
生の財産となると考えるからです。卒業研究は学生と相
談して決めます。最近では経済状況と結婚の統計分析が
印象に残っています。
きちんと内容を消化した上で適切な形式にまとめるこ

とを第一に指導しています。



活きた問題に触れ、
分析と解決する力を
身に付ける。

■マクロ的にとらえる学問
森先生：総合政策コースでは、社会の舵取りとな

る経済政策を学び、現状を分析する能力を養

います。ここでは、社会問題とか、国や地域の動

きなど、マクロ的なとらえ方をするのがひとつの

大きな特徴です。実社会で起きている問題に触

れ、分析し、さらに解決策を考え、政策に結びつ

けるところまで学べるのがこのコースの魅力だと

思います。みなさんは、どんな理由でこのコースを

選んだのでしょうか？

新田：もともと銀行員を目指していて、「金融論」

の授業をとりたくてこのコースに来ました。でも今

は銀行員ではなく、税理士になるために勉強し

ています。

森先生：なぜ、進路が変わったのですか？

新田：銀行員だった祖父を見ていて、安定した

職業というイメージがあったのですが、就活を目

の前にしたとき、自分は本当にこの職業でいい

のかと疑問を持つようになりました。それで、将来

を見直したとき、やってみたいと思ったのが税理

士だったのです。税理士は、主に中小企業を顧

客にする仕事なのですが、日本は９９％が中小

企業といわれるほど多い。これからは中小企業を

盛り上げていくことが、経済を良

くするためにも必要じゃないか

と。自分もその仕事を通して

力になりたいと思ようになっ

たのです。

彌永：私が大学に入ったのは、国際的な金融危

機のきっかけとなった、いわゆるリーマン・ショック

で世間が騒いでいた頃です。その影響もあって、

経済学部はどちらかというと金融とか理論のイ

メージが強かったのです。でも入学してみると、

意外にも金融のことだけでなく社会保障とかい

ろいろ広い範囲で学べることがわかった。最初

は金融を目指していた私も、社会保障の方が面

白いなあと思うようになりました。

廣橋：私は、社会の問題や制度、政策のことを

学ぶなか、将来像としては、県庁職員になりたい

と思うようになりました。

■大学の授業やゼミの面白さ
彌永：ある授業のフィールドワーク（実地研究）

で、シャッター街になりはじめたところを訪れ、街

並を見ながら良い点、悪い点を探り、どうやった

らもう一度、再生できるかを考えました。実際に

足を運んで自分の目で見て学ぶことは、座学に

はない面白さがあり、印象に残っていますね。

三浦：当たり前のことながら、大学の講義はすご

くマニアックというか、内容が濃いものが多いな

という実感があります。このコースは時事問題に

密接した内容も多いので、勉強したばかりの

ワードがニュースにもよく出てきます。より主体的

にニュースを見るようになりましたね。

森先生：最近ヒットしたニュースのワードは？

三浦：それこそ、ゼミでやっている「税と社会保障

の一体改革」です！（笑）

森先生：私のゼミのテーマは、社会政策、社会

保障、社会福祉です。身近な出来事と結びつ

けながら、理論や制度について考えられるように

なることを目指しています。時事的な社会問題を

考えるとき、まず分析して、何がどう悪いのか、そ

れを、どうやって解決していくのかを学んでいくの

ですが、ただ、制度だけ学んでも解決の方向は

見えてきません。糸口は、制度の裏にある歴史、

つまり、どういう経緯でその制度がつくられたかを、

まず知ることが大切です。それから現状を知り、

課題を見極め、理解する。そして、理論とか思想

も組み込みながら、将来に向けての具体的な解

決策を考えて行きます。

有馬：私の場合、ゼミで学ぶテーマ以前に、ゼミ

自体がどんなものかわからなくて、ちょっと不安

でした。そんなとき入門科目といって、いろいろな

専門分野の授業を受ける機会がありました。２

年生になってゼミを選ぶときの参考になるので

すが、実はその授業で、いちばん印象に残った

のが森先生でした。もちろん、そのとき話された

「社会保障」というテーマにも興味がありました

が、森先生の授業がたいへんわかりやすかった

のです。もらったレジュメにも、「この先生いいか

も！」みたいなメモを残すほど（笑）。実際に入って

みたら、思った通り自分に合ったゼミだったので、

本当に良かったなと思ってます。

森先生：有馬さんには、そんな経緯があったので

すね。何だか照れますね。

■討論大会での貴重な体験
森先生：私たちは１２月に行われる「日本学生討

論ゼミナール大会」に毎年参加していますが、

昨年は２チームに分かれて、「若年者雇用政

策」と、「東日本大震災における被災者の雇用」

をテーマに討論をしました。この大会は、論文を

書くなど１年ほどの準備期間を経て他大学との

討論に挑むわけですが、参加した学生の感想を

聞かせて下さい。

彌永：論文を書くにあたって、いろいろなグラフを

見たのですが、本当にこの数値は合っているの

かな、といった疑いを持って見るようになりました

ね。

森先生：なるほど。疑うって大事です。社会科学

経済学部
経済システム課程

森 周子 准教授

Chikako Mori
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は事象を疑うことからはじまりますからね。

廣橋：大会で私たちは、法政大学の学生と討論

しました。自分たちの意見をしっかり伝え、相手の

意見もちゃんと理解し、反論をして、だんだんと

意見を集約していく。そして、お互いが納得でき

るひとつのモノをつくり上げていきました。私は、

これこそが本当の意味でのコミュニケーションだ

と思いました。とても貴重な体験をしたと思いま

す。

川居：私は食品を扱う総合商社に就職が決まり

ました。食の分野を選んだ理由は、授業で「食品

流通」について学び、興味を持ったこと、また、こ

の討論大会で震災について勉強して、あらため

て衣食住の大切さを知ったからです。「腹が減っ

ては戦ができぬ」ということわざがありますが、や

はり食は生きる根源じゃないかと思ったのです。

■すぐに役立つ知識とそうでない知識
川居：授業やゼミを通して、これから生きて行く上

で必要になる年金や医療、介護などの制度を

学んでいますが、社会人になってから知りはじめ

た人よりは有利だと思っています。実社会でいち

ばん役立つ知識を得られるのは、やはり総合政

策コースではないでしょうか。

村山：いろいろな制度を学ぶようになって、知らな

いってことは怖いなって思うようになりましたね。

知らないことで、損をしたりすることもあるので。

森先生：制度の内容は時代に応じて変化します。

それを「知っている」ということは確かに重要で、

すぐに役立つ知識は必要ですが、すぐに役立つ

ものは、すぐに役立たなくなるものだと私は思っ

ています。だからこそ、いまある制度の下にある

理念とか、思想、理論などの、一見、難しそうです

ぐには役立ちそうにないものも、大学時代にちゃ

んと学んでおく。すると、将来どんなに制度の表

面が変わっても、確固たる価値観、判断基準を

持って物事を考えていけると思います。

■積極的に自己アピールしよう
黒岩：大学に入ってまず不安に思うのは、友達

ができるかということですが、黙っていては、友達

はできません。何事も自分から動かないといけな

い。

三浦：やはりコミュニケーション能力って大事だと

思う。友達をつくるとき、サークルに入るとき、そし

て就活でもその力が試される。いろんなところで

自己アピールする力が問われると思うので、ゼ

ミなどでそういう力を身に付けてほしいですね。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（社会）
■高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民・商業）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀県庁
�佐賀市役所
�佐賀県警
�佐賀県公安委員会
�唐津市役所
�福岡市役所
�佐世保市役所
�国税専門官
�財務省門司税関
�（株）三菱東京UFJ銀行
�（株）佐賀銀行
�（株）佐賀共栄銀行
�（株）熊本ファミリー銀行
�（株）十八銀行
�（株）親和銀行
�（株）大分銀行
�（株）福岡中央銀行
�佐賀信用金庫
�諸井会計
�（学）久留米大学
�（株）帝国データバンク

�日本たばこ産業（株）
�（株）ANAグランドサービス福岡
�日本通運（株）
�郵便局（株）
�社会保険診療報酬支払基金
�日本赤十字社佐賀県支部
�（株）ミゾタ
�（株）佐賀広告センター
�（株）佐賀新聞文化センター
�（財）福岡県社会保険医療協会
�株式会社ナフコ
�佐賀県経営者協会・佐賀経済同友会
�佐賀県農業協同組合（JA佐賀）
�タマホーム（株）
�英進館（株）
�（株）あわしま堂
�（株）ドン・キホーテ
�（株）ミスターマックス
�嘉穂無線（ホームセンター・グッデイ）（株）
�（株）アプライド

主な進学先
�佐賀大学大学院教育学研究科
�九州大学大学院経済学府

■少子化時代のブライダル産業 ～なぜ、新しい結婚式場が次々にオープンしているのか～

■なぜ人材派遣業界は急成長しているのか ～人材派遣業の変遷を中心に～

■ゲーム産業におけるビジネスモデルの変遷

■芸術によるまちづくりの現状と課題 ～呉福万博によって呉服町アーケードに再び人は集まるか～

■地域ブランドによる地域活性化方法 ～唐津市呼子のイカ産業に焦点を当てて～

■博多駅におけるまちづくり

■沖縄県における宿泊施設の変化 ～ゲストハウスが人気を集める理由～

■日本プロ野球と自治体 ～NPBとMLBを比較して～

■化粧品販売チャネルにおける通信販売の優位性

■製菓産業の生産工場の立地と活動の関係性

■ジェネリック医薬品から考える今後の日本医療

■なり手不足解消に向けた今後の民生委員制度のあり方

■アジア諸国の貧困削減に対する教育の役割 ～ノンフォーマル教育に注目して～

■台湾の貿易・投資 ～日本との関係をめぐって～

■経済発展に伴う農業部門の役割について ～日本とスリランカ茶産業の経験を通して～

●国際経済社会コース
ラタナーヤカ・ピヤダーサ 教授
発展途上国経済論・開発経済論

畑山 敏夫 教授
政治学

ジョン・ダグラス・マッカーサー 教授
英語学

中村 博和 教授
経済数学

上山 和俊 准教授
計量経済学

都築 治彦 教授
ミクロ経済学

谷 晶紅 准教授
マクロ経済学・環境経済学

●総合政策コース
米倉 茂 教授
金融論

富田 義典 教授
労働経済学・雇用問題

中西 一 教授
予算論・公会計

戸田順一郎 准教授
経済地理学・地域経済論

納富 一郎 教授
財政学

常盤 洋一 教授
社会工学

品川 優 准教授
農業経済学

森 周子 准教授
社会保障論

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ
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経営・法律課程では、企業や地方自治体、公益法人など

に関する経営・会計・法律の専門知識を学びます。一年生の

間は経営・法律課程に所属し、２年生から企業経営コースと

法務管理コースにわかれます。

経営・法律課程の企業経営コースでは、会計学と経営学の

知識を基礎として、経営分析や企業経営の組織・市場・財務・

労務に関する知識を身につけます。企業の経理部門や管理部

門、営業部門、銀行・証券などで活躍する人材を育成します。

このコースでは、株式会社などの営利企業、病院や学校な

どの非営利企業、地方自治体を経営・会計・情報処理の三つ

の分野から分析・研究します。

１年生から経営学・基礎簿記・マーケティング論を学び、積

極的な学生の意欲に対応します。２年生後学期からゼミ（演

習）が始まり、２年半にわたって演習担当の教員の指導のもと

専門知識を学びます。３年生の実践会計では税理士を講師

にむかえ、会計の実務を学べることが大きな特徴です。

経済学部

経営・法律
課程
Department of Business and Law

◎企業経営コース

グローバルに考えローカルに行動する。
ヒト・モノ・カネのイノベーション
経営は、いま、進化する。

企業経営コースの目的

企業経営コースの特色

経済学部

経営・法律課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位

１２５

１年次 ２年次 ３・４年次 ２・３・４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

経
済
学
系
科
目

●経済学基礎

●日本経済論

●理論経済学�
●経済学原論�
●地域と政策

●経済システム課程専門科目から

１０科目まで選択可

経
営
学
系
科
目

●基礎簿記

●企業経営入門

●マーケティング論�

●演習（２年）

●経営学

●会計学原理

●簿記・会計

●マーケティング論�
●経営社会学

●原価計算論

●情報処理概論�

●演習（３年）

●演習（４年）

●財務管理論

●経営組織論

●経営労務論

●流通経済論

●経営史

●戦略経営論

●流通産業論

●証券論

●企業論

●経営管理論

●管理会計論

●経営分析

●監査論

●国際会計論

●実践会計

●財務会計論

●情報処理概論�
●経営情報システム�
●経営情報システム�

法
学
系
科
目

●人権論

●法務管理入門

●刑法�

●契約法�
●会社法

●法務管理コース専門科目から

１３科目まで選択可

共
通
科
目

●ビジネス基礎英語

●ビジネスコミュニケーション英語
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経済学部

経営・法律課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●経営分析

企業の経営の状況を把握するために、経営分析が用いら

れます。オーソドックスな分析手法は、貸借対照表と損益計算

書の数値を用いた分析です。本講義では、特定の企業の分析

をグラフでビジュアルにパワーポイントで表示し、また企業

間の比較をとおして、経営分析の手法を修得します。なお、近

年、キャッシュフローが注目をあびていますが、この分析につ

いても取り上げます。

…………………………………………

…………………………………………
●企業論

本講義の目的は、企業論だけに留まらず、広く経営学ある

いは経済学、法学に関心を持つ学生を対象にし、企業の概念

の検討をした上で、企業形態の現代的展開を比較検討する

ことです。また、情報とインセンティブの問題がいかに大切で

あるか、そして法律の存在意義、その根拠が社会経済に本当

に大切な意味合いを持ってくることを理解することに主眼を

置きます。

…………………………………………

…………………………………………
●会計学原理

企業が資金を調達するためには目的と現状説明が必要で

す。また、資金を集めた後もその資金が適切に運用されてい

るかを説明する責任が伴います。このような説明に会計情報

は利用されます。この講義では、企業の経営活動とリンクさ

せてどのように会計情報が作成されるか、また何故そのよう

に作成されるかを考察することによって、会計情報の見方と

会計の考え方を学んでいきます。

…………………………………………

…………………………………………
●戦略経営論

企業の目的は事業を展開して利益を上げることです。しか
し、それは「短期的に儲けること」を意味するのではなく、長期
的に維持、存続、成長しながら利益を確保していくことなので
す。経営戦略は、企業が長期的に利益と成長を達成する為に、
人・物・金・情報といった経営資源をどのように展開していく
かに関わる問題です。例えば“ヒートテック”。これは、ユニクロ
と東レが互いの強みと弱みを補完し合って実現したものです。
こうして見れば、経営戦略もちょっとは身近なものでしょう？

…………………………………………

…………………………………………
●実践会計

講義で学んだ会計理論や会計基準がどのように実践され

ているか、とくに税法について、税理士法人諸井会計で税理

士業務に従事している職業会計人に実務を学びます。また、

本学部出身の税理士による、税理士になるための勉強方法、

税理士業務についての体験談の講話を行います。さらに、日

本公認会計士協会・北部九州会から公認会計士業務につい

ての講習会も実施しています。

…………………………………………

…………………………………………
●国際会計論

今、我が国では、国際会計基準の導入をめぐって、積極派、

慎重派さらには反対派が論戦を展開しています。講義では、

国際会計基準導入に対する世界各国の動向を検証し、わが

国がこれに対し、どのように対応をすべきか、導入への影響

は何かについて考えます。

さらに、国際会計基準の導入によって、わが国の会計基準

がどのようにかわるかについて検討します。

…………………………………………

…………………………………………
●経営史

時代の転換点にあり、混迷をきわめる今日、経営について
も長期的な視点を持って、国内外の歴史から本質や時代の
流れを学び、今後に生かしていくことの意義は大きいと思わ
れます。この講義では、特に経営者に注目して、彼らの経営哲
学、意思決定、経営計画の遂行等をみるとともに、歴史的評
価もしていきます。さらに、取り上げた企業の今日について、
関係者の方々にご登壇いただいて、お話いただくことも試み
ております。

…………………………………………

…………………………………………
●ビジネスコミュニケーション英語ビジネス基礎英語

経済学部独自の英語プログラムで、リスニング・リーディン

グ・ライティング・スピーキングの各能力に重点を置いた４

つのクラスが互いに関連して実践的で全般的な英語力を身

につけることができます。

ビジネス基礎英語とビジネスコミュニケーション英語の科

目名で２年生から受講できます。

山本ゼミ 山本 長次 准教授

「実学重視」、「現地現場主義」、「他流試合」の経営学ゼミ
少人数の授業の中で、学生自身が関心のあることを研究し、発表し、論文を作成していきます。私た

ちのゼミの専門は経営学で、主に企業を対象として、その起こし方や営み方、商品やサービスの開発、
生産、流通、販売、そして企業と社会との関係のあり方などを考察してきております。
私たちは経営理論もしっかり学ぶ一方、学問が実学的で、社会にも通用し、研究成果が世の中の役に

立たなければならないと思っております。そこで、企業やその施設におもむいたり、企業の方々のお話
をうかがうために大学に招いたり、学外の専門家や社会人の方々、さらに他大学のゼミと討論をしたり
と、「実学重視」、「現地現場主義」、「他流試合」を実践してきております。

木戸田ゼミ
木戸田 力 教授

木戸田のゼミナールにおいては、企業会計の基本的
なテキストを用いて、国際的調和化・統一化時代の会計
理論や会計基準を学んでいます。その際には、公認会計
士試験委員や税理士試験委員の書いた著書をテキスト
に取り上げて、学生がこれらの試験にチャレンジする際に、
役立つよう配慮しています。私のゼミからは、もう何人も
税理士や公認会計士が育ち、社会で活躍しています。
大学時代の専門の学問が直接にいかせる、会計学を

学んでみませんか？

山下ゼミ
山下 寿文 教授

山下ゼミでは、４年次に卒業論文を提出させます。そ

のための準備として２年次にはデータ分析のためのエ

クセルの修得、３年次には日経のSTOCKリーグに参加

し、グループごとに株の売買をバーチャルで行い、その

成果をレポートします。また、九州商経ゼミナールに参加

し、ゼミでの学習の成果を発表します。このように経済、

金融、会計および企業経営を総合的主体的に学習し、４

年次に卒業論文を仕上げます。

宮崎ゼミ
宮崎 卓郎 教授

宮崎ゼミではマーケティングや流通について勉強して

います。マーケティングとは企業が顧客ニーズを把握し

て顧客を獲得するためのさまざまな方法のことで、その

中には自社製品をどのように販売していくかということ

も含まれます。一方で流通は幅の広い概念ですが、宮崎

ゼミでは主に小売業について勉強しています。つまり製

品の販売について勉強をしているゼミなのです。

松尾ゼミ
松尾 陽好 准教授

企業は現代社会で中心的な役割を果たす組織の一つ
であり、企業を理解することは、我々の社会を理解する
為のキーの一つです。松尾ゼミでは「経営」を切り口に企
業について研究します。２年生で経営の基本的知識を習
得した後、３年生からは業界、企業、経営者、そして働く
人々などに焦点をあてながら、各自の興味、問題意識に
基づいたテーマを掲げ、個人研究あるいはプロジェクト
型のグループ研究を展開します。４年生の卒業研究（卒
業論文）はその集大成です。

羽石ゼミ
羽石 寛志 准教授

ゼミのテーマは経営情報論です。情報化社会の中で

いかにみんながHappyに学び・働き・過ごせるかを考

えています。簡単にまとめると「情報通信技術（ICT）の利

用による人・組織の変化」を学んでいます。

実際に自らツイッターやフェイスブックといったソー

シャルメディアなど ICTを利活用し学生生活を送り、そ

こから卒業論文のテーマを考え二年半研究し最後に卒

業論文を製本し発表会を行います。

経済学部

経営・法律課程 研究室・ゼミナールでの取り組み

…………………………………………

…………………………………………
●流通経済論

生産者が作った商品は消費者に向かって流れて行きます。

この流れが流通です。流通は商品の種類によって異なった形

になり、また同じ商品でも時代により、あるいは国により形が

違うものです。流通経済学とはこうした流通の相違がなぜ生

まれるのかを考える学問分野です。流通の担い手は主に卸

売業や小売業です。そのため卸小売のことを勉強する分野

でもあります。

安田ゼミ
安田 伸一 准教授

ゼミでは、答えの見つかっていない問題や説明のでき
ていない課題に取り組みます。
例えば、歩行者向けのナビゲーションは、どのように作
ればいいでしょうか。毎日歩く道に道案内はいりません。
旅先で役に立ちそうですが、日常的な道具になりません。
１９９７年に歩行者ナビをテーマにした学生は「歩行者は
公共交通を使う人」を発見し、人と公共交通の連携によっ
て歩行者ナビを日常的に使える道具に仕上げました。ゼ
ミでは、このように問題に取り組んでいきます。
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さまざまな事業体の
経営や会計を究め、
未来への扉を開く。

■経営、会計を学ぶ理由
小川先生：企業経営コースでは企業や地方自

治体などの「ミクロの経済システム」を、経営、会

計、情報処理の三つの分野から分析、研究して

いきます。それは、さまざまな事業体を円滑に管

理・運営していく、つまりマネージメントを学ぶと

いうことです。将来、いろいろな分野で役に立ち、

また企業では即戦力となれる力も養えます。

阿部：高校生の頃から、数学と政治・経済が得

意だったので経済学部に入りました。大学生に

なってから、税理士と公認会計士を目指そうと

思いはじめて、必要な知識を得るために企業経

営コースを選びました。

藤岡：商業高校出身で、会計を専門に学んだこ

ともあって、このコースに入りました。将来は、商

業高校の教師になりたいですね。

�：私は大学に入る前から、公務員を目指してい

ました。大学では法律の勉強を専門にするつも

りでしたが、それは公務員になってからでも遅くな

い、いまのうちに企業経営のことをきちんと学ん

でおきたいと思って。

林：滋賀県出身ですが、親戚が佐賀県にいたこ

ともあり、大学は地元の滋賀大学か、もしくは佐

賀大学に進むかで、とても悩ん

だ時期がありました。最終

的に佐賀大学を選んだの

は、やはり、経営も、法律

も学べることが決め手と

なりました。将来は、金融機関に入りたいという

思いが強かったので、両方の知識を身に付けら

れることは大きな魅力でしたね。

徐：私は中国からの留学生です。将来は自分の

故郷で、家電販売の会社を経営したいという夢

があります。家電といえば日本の製品が有名で

す。それで、日本への留学を決めました。将来、

会社をつくるためには、経営のことだけを学んで

も足りないし、会社法とか契約法など法律のこと

も知らないといけません。それで、経営と法律が

学べる佐賀大学を選びました。

�：将来、企業への就職を目指している人にとっ

ては、法律、会計、経営を学ぶことは大前提だと

思いますが、公務員になるにしても、法律はもち

ろん必要ですし、会計の知識は、財務課などに

配属されたときなどに使えます。経営の知識は、

自治体を運営するにあたってその考え方を取り

入れられます。つまり、どこに行ってもここで学ぶ

ことは使えるということです。

■会計数値から見えてくるもの
森山：はじめ、会計については家計簿のようなイ

メージを持っていて、会社でも単にお金の出入

りを記録しているだけだろうと誤解していました。

会計の数値の見方や分析の仕方を学ぶうちに、

その数値から、会社の状況だけでなく、将来伸

びて行きそうかどうかも予測できることを知りまし

た。今では会計って、すごいなって、イメージはガ

ラリと変わりましたね。

渡辺：商業高校で簿記をやっていて、計算の仕

方や利益、回転率とかいったことを習ってきまし

たが、大学では、それをより深く具体的に学ぶよ

うになりました。ニュースなどでも、「あっ、これ習っ

た！」ていうものがよく出てくるのですが、そういう

ことに気付くようになった自分がうれしいですね。

小川先生：単に、計算の結果が出て、満足する

のは高校レベルです。大学、あるいは社会では、

その数値をどう活用するのか、自分はどう判断し

ていくのかという、意思決定のところまでやります

から、難しい反面、面白くもなってきます。渡辺さ

んは、大学でさらに学ぶことによって、経営という

感覚が身に付いてきたのでしょう。

阿部：管理会計で学んだ、原価計算が興味深

かったですね。商品の値段が決まるその根底に

は原価計算があるわけですが、それを知ってから、

モノを買うときに、なぜ、この価格になったのかが

気になるようになりました。日々の自分の消費行

動に影響を与えています。

■時代が注目する環境会計を学ぶ
小川先生：私のゼミでは２年次に会計学の基

礎、そして３年次以降では現在、環境会計につ

いて学んでいますが、感想を聞かせてください。

松崎：ゼミで報告するために、自分で資料を調

べて準備をしていくわけですが、その作業を通し

ていろいろな知識を吸収しましたね。また、ある会

社の財務諸表を見て、どういう職種かを当てて

いくという学習は、ゲームのようで楽しかったです。

江上：環境会計って、新しいな、どういうものなの

かなと思って、小川ゼミを選びました。今は会計

学の基礎を学んだところですが、以前は漠然と

読んでいた新聞も、企業の財務諸表を見比べ

たりするなど、専門的な知識がある程度付いて

きたことを実感しています。

柿村：３年次で学ぶ環境会計とは、企業などが

環境保全活動に使った費用と効果を把握する

ための会計のことです。社会の環境問題への

関心の高さを背景にしたもので、もっと広い意味

では、CSR（Corporate Social Responsibil-

ity）、つまり「企業の社会的責任」というところも

含めて、ゼミで議論しています。

小川先生：CSRの考え方に基づいて行われた

経済学部
経営・法律課程
企業経営コース

小川 哲彦 准教授

Tetsuhiko Ogawa
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活動をとりまとめて公表したものを、CSR報告

書といいます。そこには、会社の売上高の推移

や社会貢献活動のほか、たとえば、女性の管理

職の割合や育児休暇のことなど、外部からは見

えにくいデータなども記載されています。さらには

事故や、それにどう対応したかという、その会社

にとっては負の情報も入っています。CSR報告

書は、企業が自主的に行うもので、企業のホー

ムページなどで自由に閲覧できるものです。ゼミ

では、学生が気になる企業のCSR報告書を持

ち寄って議論をし、いろんな角度から企業を見る

力を養っているわけです。

鶴：企業は、イメージアップのためにCSR報告

書を公表していると思っていましたが、ある通信

会社の報告書をちゃんと見てみると、紙の削減

だけでなく、電気の使用量を減らすためにいろい

ろな設備投資をするなど、真剣に環境保全に取

り組んでいることがわかりました。CSR報告書を

通して、会社の考えや将来の方向性をうかがう

ことができるので、今後も気になる企業はチェッ

クしていきたい。

■仲間と親睦を深める恒例行事
小川先生：このゼミでは、企業の工場見学を目

的に、毎年、一泊二日で合宿を行っています。こ

れを経験しておくと、座学で工場のラインとか、

廃棄物などの話が出たとき、イメージをしやすく

なるのです。これまで、キユーピーやヤクルト、そ

して昨年は大塚製薬を訪問しました。現場では、

製造ラインの様子はもちろん、企業の環境活動

の一端を目にすることもできるなど、たいへん有

意義です。また、ゼミの一貫として、OB交流会

も行っています。金融機関をはじめいろいろな分

野で活躍する先輩方に来ていただき、就職や

働く意義などについて貴重な話をしていただい

ています。

徐：いちばん良かったなと思うのは、そうした交流

会で卒業した先輩たちとつながりを持ち、いろい

ろな経験を聞かせてもらえることです

小川先生：学生がお互い自由に議論を交わし

合える、そういう雰囲気づくりに役立てようと、毎

年夏に親睦会も開いています。３年生が料理

を作り、テーブルセッティングをして２年生、４

年生をもてなすのが決まりです。

�：小川ゼミでは、催しや活動を通じていろいろ

な体験ができ、先輩、後輩のつながりで礼儀な

どの人間関係も学べます。そうしたことは、社会

に出て人と接するうえで、とても大切になってくる

と思います。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（社会）
■高等学校教諭一種免許状（公民・商業）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�下野秀晴税理士事務所
�佐賀銀行
�山陰合同銀行
�福岡銀行
�宮崎太陽銀行
�大牟田柳川信用金庫
�日興コーディアル証券
�かんぽ生命保険
�佐賀鉄工所
�ミゾタ
�日精（株）

�日本コンピューター・システム
�ノバルティスファーマ
�バイエル薬品
�佐賀県立佐賀商業高等学校
�宮崎県立宮崎高等学校
�富士ソフト
�宮崎中央農業協同組合
�くまもとテクノ産業財団
�佐賀県警
�長崎県警
�福岡県警

主な進学先
�佐賀大学大学院経済学研究科
�佐賀大学大学院医学系研究科

�兵庫県立大学大学院会計研究科

その他の進路
�起業準備

■貸し傘事業を展開するに当たってのビジネスプラン

■九州新幹線開業による経済効果 ～開業による現在の状況とこれからの期待について～

■小売業界の経営分析 ～セブン＆アイ・ホールディングスとイオンの経営比較～

■バンダイナムコゲームスとコナミの経営分析

■CD不況の実態と音楽ソフト販売業者及びレンタル業者の経営戦略

～新星堂とTSUTAYAの実績と IRを参考に～

■アパレル業界ファーストリテイリングとしまむら

■地方百貨店が生き残るためには ～熊本の鶴屋百貨店の一考察～

■日本マクドナルドの経営 ～実力主義と定年廃止～

■新規上場企業の中で大きく成長する企業とは

■ファストファッション人気とかぶり

■企業による地域づくり ～企業誘致の今後の展開～

■TPP参加が日本社会に与える影響

■再生可能エネルギーについての考察 ～化石燃料からのシフト～

■乾燥地の再生・利用 ～砂漠化への対応～

■高齢化による医療費増加の対策

山下 寿文 教授
財務会計

平地 一郎 教授
労務管理

大坪 稔 教授
財務論

山本 長次 准教授
経営史

羽石 寛志 准教授
経営情報論・社会情報論

三好 祐輔 准教授
企業論・証券論

木戸田 力 教授
財務会計

宮崎 卓朗 教授
流通経済学

松尾 陽好 准教授
経営学

安田 伸一 准教授
情報工学

小川 哲彦 准教授
環境会計

山形 武裕 准教授
財務会計

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介
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経営・法律課程では、企業や地方自治体、公益法人など

に関する経営・会計・法律の専門知識を学びます。一年生の

間は経営・法律課程に所属し、２年生から法務管理コースと

企業経営コースにわかれます。

経営・法律課程の法務管理コースでは、企業法と公共政策

法の知識を基礎として、企業活動に関する法制度、環境に関

する法制度などの知識を身につけます。公務員やNPO職員、

一般の企業で活躍する人材を育成します。

このコースでは、法律の基礎から応用まで自分の興味に応

じて体系的に学べ、地方自治体の行政実務や政策形成と、国

内外の取引や経営管理の制度の知識を身につけられます。

２年生から学ぶ法学概論�では弁護士を講師にむかえ法
律の実務を学び、３年生から学ぶ法学概論�では実地研修
により裁判制度や司法制度、環境などの法制度を実践的に学

べることが大きな特徴です。

法務管理コースの目的

法務管理コースの特色

経済学部

経営・法律課程 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位

１２５

経済学部

経営・法律
課程
Department of Business and Law

◎法務管理コース

法律を味方に、
あなたとわたしを守る。
グローバルに考えローカルに行動する。

１年次 ２年次 ３・４年次 ２・３・４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

経
済
学
系
科
目

●経済学基礎
●日本経済論

●理論経済学�
●経済学原論�
●地域と政策

●経済システム課程専門科目から１０科目ま
で選択可

経
営
学
系
科
目

●基礎簿記
●企業経営入門
●マーケティング論�

●経営学 ●企業経営コース専門科目から１３科目まで
選択可

法
学
系
科
目

●人権論
●法務管理入門
●刑法�

●演習（２年）
●契約法�
●契約法�
●会社法
●法学概論�
●統治機構論
●行政法総論
●民法総則

●物権法�
●商法総則
●環境法
●労働法�
●刑法�
●社会保障法�
●社会保障法�

●演習（３年）
●演習（４年）
●法学概論�
●行政救済法
●地方自治法
●物権法�
●債権法総論
●不法行為法

●民事手続法
●商行為法
●経済法�
●経済法�
●国際経済法
●国際環境法
●労働法�

共
通
科
目

●ビジネス基礎英語
●ビジネスコミュニケーション英語
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経済学部

経営・法律課程 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●民法

私が平成２４年度に担当する物権法�と民法総則は、いず
れも民法という法律の財産法の領域に属するものです。物権
法�は、物に関するルール、たとえば、物を所有するとき、物
を誰かに貸すとき、物を誰かに譲るときなどの基本的なルー
ルを定めています。
民法総則は、たとえば、成人年齢や、人の行為能力や意思

能力、意思表示などの民法全体に通じる基本的なルールを
定めています。こうしたルールについて、学習し、実際に身近
なところで紛争が生じたときに、紛争解決のために、自分で
考える力を身につけることを目標としています。

…………………………………………

…………………………………………
●人権論

人権論の講義では、日本国憲法が保障する権利について
学びます。選挙権、表現の自由、職業選択の自由等、聞き慣れ
た権利を扱いますが、これらの諸権利は性質が大きく異なり、
問題となる場面もさまざまです。講義のなかでは、権利の理
念、本質、範囲、政府の規制の性質、態様、そしてそれに対す
る裁判所の違憲審査のあり方まで、詳しく説明します。法的な
視点からの講義ですが、政治、社会、経済等の領域の最新
ニュースをたくさん取り上げ、人権の具体的な問題局面を解
説します。

…………………………………………

…………………………………………
●特殊講義佐賀県弁護士会の協力による講義科目

経済学部では、法学の理論的な教育にとどまらず、社会の
動向や実務を踏まえた「生きた」法学教育を目指しています。
このために、佐賀県弁護士会の協力をえて、第一線で活躍中
の弁護士による講義を毎年複数開設しています。講義内容と
しては、裁判実務と密接に関連する「民事手続法」や「刑事手
続法」、市民生活と密接に関連する「消費者法」などです。い
ずれも講師の実務経験に裏打ちされた興味深い内容の講義
となっています。

…………………………………………

…………………………………………
●商法

みなさんはこれまで“株”ということばを聞いたことがある

と思います。商法では、まず、この“株”（正式には“株式”とい

います）とはどういう仕組みなのか、株を持った人（株主）には

どんなメリットがあるのかということを学びます。また、株式

会社のつくり方、会社は誰がどのようにして経営するのか、会

社を経営する人（取締役）が暴走しないように監視する人（監

査役）の職務について学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●環境法

環境に関する法律は、今日、めまぐるしく改正されています。
しかし、私の授業では、そのような法律の頻繁な改正を貫く
原理的問題に学生が気づけるように心がけています。
講義は、前半部分で、公害対策の法について解説し、後半部
分で環境保全の法について解説します。今日、環境法では、環
境破壊が不確実な場合でも事前に規制することが重要だと
いう考えが強くなっています。そうすると、自然科学の専門家
でも確実には分からないリスクを法的にどう扱うか、裁判はど
う扱うかということが問題となります。環境法にとっては、
「待ったなし」の難問が続きます。

…………………………………………

…………………………………………
●ビジネスコミュニケーション英語ビジネス基礎英語

経済学部独自の英語プログラムで、リスニング・リーディン

グ・ライティング・スピーキングの各能力に重点を置いた４

つのクラスが互いに関連して実践的で全般的な英語力を身

につけることができます。

ビジネス基礎英語とビジネスコミュニケーション英語の科

目名で２年生から受講できます。

…………………………………………

…………………………………………
●経済法

「経済法」は一般消費者の利益を確保するための法律です。
授業は一方的な講義ではなく、受講者との双方向形式で行っ
ています。当ゼミでは、学んだ経済法・消費者法の知識を活
かして、消費生活専門相談員、消費生活アドバイザーや行政
書士などの国家資格取得にチャレンジします。また、これまで
弁護士、司法書士等とゼミ学生が共同して「消費者教育テキ
スト」を作成し、市民向け講義を行う等、“学生主役”のゼミを
実践しています。

…………………………………………

…………………………………………
●社会保障法

格差社会、派遣切り、貧困、孤独死、餓死…。私たちには生

きる権利が保障されているはずなのに、現実はそうではあり

ません。これを解決するためには、誰にどのような権利があり、

誰がどのような義務を負うのかを解明することが必要です。

確かに社会保障は多額の財源を必要としますが、個人の権利

義務の視点から財政を誘導するような譲れない何かがある

はずです。社会保障法はそれを考える学問体系です。

…………………………………………

…………………………………………
●法学概論Ⅱ

この授業は、法が執行される現場に学生を連れ出し、その
ことによって学生が自ら現場で見聞し、さまざまなことを感じ
てもらうことを目的とします。例えば、「刑務所」（麓刑務所、佐
賀少年刑務所）や「裁判所の法廷」「諌早湾干拓地」「水俣病発
生地」「ゴミ処分場」など、法の執行場所や法的争いの現場に
行きます。もちろん理論的な事前学習を重ねた上で現場に
行きますので、理論と現実のズレ、あるいは理論の現実的展
開に、学生が気づけるようにサポートします。なお、授業の性
格上、受講者は少人数に制限されます。

丸谷ゼミ 丸谷 浩介 教授

「やりたいことは大学生活で見つけます」「センター試験の成績でここを選びました」「将来は公務員
になりたいので法律を学びます」。学生達の入学動機は様々です。勉強しなければならないのはわかっ
ているけれど、何をどうやっていいかわからない、ひとりで勉強しても続かない。学生からはそんな声も
聞こえてきます。ゼミというものは、学生自身がやるべきことを見つける場であると同時に、切磋琢磨し
会える仲間を見つける場です。少し高い目標を設定して、数人でわいわいと共同作業をする。それを繰
り返すことで高い能力を身につけることができるようになればいいな、と思っています。そうしているう
ちに目標や仲間という、大学生活でかけがえのないものを得ていけばいいと思います。丸谷ゼミでは
多くの裁判や行政の資料をじっくり検討すると同時に、見学やヒアリングなどを通して私たちが生きて
いる社会の構造を学んでいます。一緒にやってみませんか。

栗林ゼミ
栗林 佳代 准教授

演習の講義は２年生後期から始まり、３年次、４年次
と続きますが、私の担当する演習では、２年生では民法
に関する基本的な文献の講読、３年生では民法判例の
検討、４年生では卒業論文の作成を行っています。とり
わけ、４年生の卒業論文作成では、各自が民法の領域か
ら選んだテーマに沿って、１年かけて論文を執筆します。
テーマの選択は、幅が広く、財産法の領域から家族法の
領域までバラエティーに富んでいます。たとえば、平成
２３年度では、学士論集に掲載された論文で、売買契約に
よって手に入れた物に当初は気づかなかった欠陥が後
から見つかった場合を規律する瑕疵担保責任の制度に
ついて検討したものがあります。演習の講義は、学生の
報告を中心に進めていくので、各自が自主性を持って取
り組んでいます。

小西ゼミ
小西 みも恵 准教授

ゼミでは、２、３年以内に出された裁判例を学びます。

たとえば、会社の経営者である代表取締役（社長）がした

行為により会社に損害を与えた場合、�社長は自分のし
た行為について責任を負うのか、�責任を負う場合にど
れくらいの金額を会社に支払わなければならないのかと

いう点について、実際の事案で裁判所がどのように判断

したかを検討し、裁判所の判断に納得できるかどうか、み

んなで考えます。

樫澤ゼミ
樫澤 秀木 教授

私の環境法ゼミでは、学生の関心を参考にして、研究
内容を決定しています。今の四年生は「環境権」とりわけ
「豊前環境権裁判」について研究しています。三年生は、
「原発訴訟」について研究しています。そこでは、判例や
学術論文だけでなく、当時の新聞記事やルポルタージュ
なども読んで、法律論を社会的背景との関係で理解す
るよう心がけています。
これまでの学生の卒業研究テーマは、「日照権」や「筑
後川の水利権」「湿地保護」「有明海訴訟」「産業廃棄物」
「自然エネルギー」「捕鯨問題」など多岐にわたります。

奈須ゼミ
奈須 祐治 准教授

奈須ゼミでは、憲法、行政法、地方自治について広く学
びます。ゼミ全体のテーマは国・地方を含めた国家統治
のあり方を検討することです。２年次には、現在激しく論
争されている、道州制、裁判員制度、記者クラブ問題等の
トピックを扱う新聞、ネット上の記事、新書等を素材にし
て、日本の統治の問題点を概観します。３年次には、それ
らのトピックを憲法、行政法の視点からより学問的な視点
から掘り下げます。４年次は最高裁判例を深く読み込む
作業を行うとともに、卒業論文の執筆を行います。

中山ゼミ
中山 泰道 准教授

商品購入（契約）に際してのトラブルや交通事故（不法

行為）などに直面した場合、いかなるルールにより紛争が

解決されるのか、個別の事件において解決基準はどうあ

るべきかを判例を素材として考えようというのが「演習」

の内容です。なぜ「もめている」のか、何が法的に問題な

のか、妥当な解決はどうあるべきかにつき、参加者で議

論をします。議論をとおして、物事をバランスよくみる目

を持つ必要があること実感してもらうことが目標です。

経済学部

経営・法律課程 研究室・ゼミナールでの取り組み
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民法を通して、
バランスをとりながら
物事を考える力を養う。

■複眼的なモノの見方を学ぶ
中山先生：法律系のゼミは、法的な素材をベー

スにして、みんなで物事を考えていこうというの

がねらいです。複雑化している世の中で、ひとつ

の原理・原則だけで、物事が解決できるわけで

はありません。複眼的なモノの見方によって、利

害関係を整理し、バランスのとれた解決を目指

していくのが、法律の学問としての特徴です。私

のゼミでは民法を中心に学びますが、民法はビ

ジネスに関するいろいろな法律のもっとも基本

的なルールです。みんなで一緒に考え、議論を

し、バランスをとりながら物事を考える力を養って

ほしいと思っています。

水俣：私がこの分野を選んだ理由は、大学に入

る前から漠然とではあるけれど、法律を学ぶこと

で、社会のルールやしくみが見えて来るのでは

ないか、大人になったときに役に立つのではない

かという思いがあったからです。

吉岡：私の場合は、もともと数字を使う科目が得

意でしたが、一方で国語も好きでした。そんな中、

進路も最初は理系を目指していましたが、途中

から文系に進みたいという気持ちに変わりました。

それで、文系でも経済学部という数字を使う方

向に進みたいと思ったのです。さらに、何となく法

律も学べたらいいなという思いもあって、両方を

学べるところに入ったわけです。

木本：商業高校の出身で、将来は商業の教師

になりたいと思っています。

このゼミを選んだのは、

１年生のとき法律の授業を受けて、興味を持っ

たのがきっかけです。

唐島：私は高校のときに、検察官という仕事に興

味を持ったのがきっかけで、法律を学びたいと

思いました。その後、将来は自分で「キャット・カ

フェ」を経営したいとも思うようになったのです。

そんな２つの夢があり、どちらにするかを決めか

ねて、まずはそれぞれの職業に就くために必要

な法律と経営関係の両方を学ぼうと、この大学

を選びました。

中山先生：将来、自分のお店を持つとなったら、

経営だけでなく、法律の知識も必要ですよね。

ひと口に経済活動といっても実に多様なわけで

すが、それらは一定の制度のもとで行われるとい

うのが前提になっています。つまり、自由主義的

な経済といっても、一定の法制度で枠付けされ

た意味での「自由」なんです。その枠付けされた

部分、つまり法律を学ばないと、経済的な理論

だけを学んでも、現実に即したモノの見方がで

きません。経済のシステムと、法律のシステムは

相互補完的なもので、社会を円滑にするための

枠組みでもあるのですね。

■受験に備えての選択もあり
中島：公認会計士を目指していている私は、最

初、会計や監査を専門にされている先生のゼミ

に入ろうと考えていました。しかし、大学１年のと

き「法務管理入門」という講義を受けて、法律っ

て面白いなと思ったんです。また、公認会計士

の二次試験では、民法の論文式の試験がある

のですが、このゼミでの学びが受験勉強にも

なっています。

持丸：私はもともと法律に興味があったというこ

ともありますが、高校時代から公務員になると決

めていたので。というのも、公務員になるための

勉強は、法律系の科目のウエートが大きいので

す。やはり、大学を選ぶときから法律系のほうが

有利だと思いましたし、当然、ゼミを選ぶときも公

務員試験にばっちり出る民法を学べる方がい

いと思ったのです。

荒木：ここは法律系ですが、経済学と法学の両

方を学べるところがいいですよね。私は、ニュー

スを見るときは自然に経済の知識と、法律の知

識それぞれの視点から見るようになりました。そ

んなふうに複数の視点から物事を見て考えるこ

とって、社会に出てからすごく役に立つと思って

います。

中山先生：確かに、いろんな分野を学ぶというの

は、複眼的に視点を移動させながら、バランス良

く物事を見ることができる力につながりますよね。

持丸：高校生の頃と比べて自分が大きく変わっ

たのと思うのは、やはり物事をよく考えるように

なったという点ですね。高校までの試験の問題

は、答えがひとつバシッとあるだけですが、法律

は解答に至るまでにいくつもルートがある。人に

よって説が違い、どちらの説がより合理的なのか、

正しいのかなど、いろいろ見比べながら自分自

身はどうなんだろうと考える。なかなか定まらない

こともあるけれど、そういうときの考えの着地の仕

方も自分なりに身に付きましたね。とにかく、考え

る力はかなり付いたと思います。

中山先生：考えたり、悩んだりすることに意味が

あります。そうしながら成長していくのです。

■ゼミでプレゼンの力を磨く
中山先生：ゼミでは毎回、一人があるテーマに

ついて調べたことをみんなの前で報告し、それに

ついて議論しています。そのときの論点について

いうと、法律の問題というのは、解釈の分かれる

ところ、あるいはその解釈の分かれるところを裁

判所がどういうふうに判断をしたのかということ

が重要になります。裁判所の判断あるいは理論

経済学部 経営・法律課程
法務管理コース

中山 泰道 准教授

Yasumichi Nakayama
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に対して、どう評価できるのか、また合理性とか

妥当性について考えていくのが基本的なところ

です。ゼミで報告された内容に対して、そのよう

な視点で議論しながら、それぞれが自分自身の

知識として定着させてもらいたいというのが、こ

のゼミのねらいでもあります。

木本：民法は範囲が広く、奥深いので、難しいの

ですが、ゼミの報告ではみんな上手くまとめてく

るので、とてもわかりやすい。聞いてて、楽しいで

すね。

吉岡：社会に出たときに、プレゼンテーションをす

る機会もあると思いますが、ゼミでは毎週とか隔

週で報告をするために、テーマについて１週間

くらいかけて準備をします。そういう経験を積む中

で、プレゼンテーションをする力が付いて来たと

思います。

中山先生：ゼミで扱うテーマの設定についてい

うと、広く民法全般を学ぶというのが、いまのとこ

ろのスタンスです。しかし、たとえば、高齢化問題

と民法、あるいは消費者問題と民法など、ゼミ生

が関心のある問題があれば、それを取り入れた

テーマもどんどんやっていきたいですね。

■将来の選択肢が広がる学部
水俣：民法を学習するにつれ思うのは、現実の

社会では、これという決まった答えがないことの

方が多いのではないかということです。このゼミ

は、そのような社会に目を向け、どのように考えて

いけばいいのかを勉強する場だと思っています。

梅�：私は法律を学ぶようになって、ニュース番

組が好きになりました。やはり知っている単語が

出てきて、その内容が理解できるようになったか

らだと思います。自分でもうれしい変化です。

荒木：高校生で将来のことを明確に思い描けて

いる人って意外に少なくて、大学に入ってから目

標を見つけようと思っている人の方がきっと多い

と思います。そういう人にとっては幅広く勉強でき

る佐賀大学の経済学部は、将来の選択肢も広

がっていいのではないかと思いますね。

中島：高校生へのアドバイスとして、何事も全力

で学んでほしいと思います。また、民法はどの分

野においてもベースになるので、学ぶことのメ

リットはたいへん大きいと思います。

木本：大学は、学んだり、関わる人が増えること

で、考え方が深まり、世界が広がっていきますね。

中山先生：いろいろなことを学ぶことによって、い

ろいろな目でモノを見ることができるようになると

いうのが、大きな魅力だと思います。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（社会）
■高等学校教諭一種免許状（公民・商業）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀県庁
�大分県庁
�唐津市役所
�五島市役所
�豊前市役所
�都城市役所
�横浜市役所
�川棚町役場
�熊本国税局
�防衛省地方防衛局
�長崎家庭裁判所
�佐賀県警

�高齢・障害・求職者雇用支援機構
�日本年金機構
�佐賀銀行
�佐賀共栄銀行
�筑邦銀行
�福岡銀行
�九州労働金庫
�NTT西日本
�大分キヤノンマテリアル�
�明治安田生命保険
�久留米大学病院
�駿河台学園

主な進学先
�佐賀大学大学院農学研究科
�九州大学法科大学院
�熊本大学法科大学院
�明治大学大学院法学研究科

■救急車有料化の是非

■育児と仕事の両立支援制度

■野宿生活から脱するための居宅支援

■保育の現状と今後の課題

■シングルファーザーの“今”を考える

■介護保険における買い物弱者救済の限界

■今後の年金教育の在り方

■年金支給開始年齢の引き上げにともなう高齢者雇用の有効性

■ケースワーカーから見た漏給問題

■労働紛争を有効に解決するために

■原発作業員の労働環境改善

■歴史から見る中国の失業保険

■外国人研修制度のあり方

■日本の医療制度を悪用した医療ビジネス

■相殺と差押について

■取得時効 ～第三者との対抗問題について～

■共同相続と登記について

■建物賃貸借契約において生じる紛争の回避・対処について

■消費者教育の意義と展開の課題

岩本 諭 教授
経済法

樫澤 秀木 教授
環境法

丸谷 浩介 教授
社会保障法

中山 泰道 准教授
民法

井上 亜紀 准教授
憲法

小西みも恵 准教授
商法

奈須 祐治 准教授
行政法

栗林 佳代 准教授
民法

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

経
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医学部 
Facu l t y  o f  M e d i c i n e

P.060 P.066

　医学部は四半世紀におよんだ旧佐賀医科大学の建学の精

神と伝統を受け継ぎ、「医学部に課せられた教育・研究・診療の

三つの使命一体として推進することによって、社会の要請に応

え得る良い医療人を育成し、もって医学・看護学の発展並びに

地域包括医療の向上に寄与する」ことを基本理念としています。

そして、時代にマッチした斬新な教育方法を取り入れ、豊かな感

性と高度な専門知識・技術を兼ね備えた良き医療職者を育成す

ることを目標として教育を行っています。また、医療に関する単な

る知識や技術を学ぶのみでなく、医療職者に求められる広い視

野からの問題解決能力と病める人の悩みや苦しみを共感できる

心を育てます。 

高度な専門知識・技術とともに 
あたたかな心を養う。 

医学科 看護学科 
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自己を尊重した教育システム 
◎医学部の特徴 

　医学部では、自己学習・自己評価をモットーとして学生

一人一人の自主性を尊重した学習法や教養教育・基礎

医学・臨床医学が融合した総合カリキュラム、医療の現

場から学ぶことを重視した臨床・臨地実習による6年（医

学科）あるいは4年（看護学科）の一貫教育を推進して

います。 

◎学年別男女比率（平成24年度） ■ 男　■ 女 

1年生 
（計170人） 

2年生 
（計189人） 

3年生 
（計158人） 

4年生 
（計172人） 

5年生 
（計87人） 

6年生 
（計100人） 

0 50 100 150 200

31.8％（54人） 68.2％（116人） 

39.7％（75人） 60.3％（114人） 

38.0％（60人） 62.0％（98人） 

57.0％（57人） 43.0％（43人） 

58.6％（51人） 41.4％（36人） 

40.1％（69人） 59.9％（103人） 
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学
部
 

自学・自習に基づく問題解決 

　　能力を有する医療者の育成 

地域医療への貢献 

高度先進医療の開発及び実践 

In
stitu

te
 o
f M

e
d
ic
in
e

●６年間の一貫教育です。
●臨床医学教育を早期から導入しています。
●PBL（問題基盤型学習）を実施しています。
●臨床実習は、附属病院の他に関連教育病院及び学外臨
床実習病院でも実施しています。

●自己学習と自己評価することを習慣づけています。
●チューター（指導教員）制度を採用しています。

医学科では１年次から医療入門や早期体験学習を導
入して早くから医師としての心構えをしっかりと身につけ
るためのカリキュラムを組み、さらに学習要項の活用に
よって自己学習・自己評価が実践できるような仕組みを

設けています。
医師の勉強は生涯のものであり、学生時代の勉強は単

にそのスタートに過ぎません。大学で医学を学び、患者に
信頼される心と力量を備えた医師になるためには、高校
の段階から理数系にかたよった学習をすることなく、幅広
い教科について充分な基礎学力を身につけておくことが
必要でしょう。また、自ら適性の有無を見極め、早い時期か
ら将来に向けて問題意識を持ち、適切な判断と処理ので
きる能力を養っておくことが望まれます。
医学科においては、より良い医学教育をめざし、常にカ

リキュラムの見直しを行っています。

教育目的
医学・医療の実践において、強い生命倫理観と広い社

会学的視野により問題を総合的にとらえ、その解決を科

学的・創造的に行う医師・研究者を育成する。

教育目標

1 高い倫理観と豊かな人間性を育み、他者と共感し

て良い人間関係を作ることができる。

2 医学の知識・技術を修得するとともに、自己学習

の習慣を身につける。

3 つねに科学的論理的に思考し、問題の本質に迫っ

た解決に努める。

4 国内外に対し幅広い視野を持ち、地域社会におけ

る医療の意義を理解し、かつ実践する。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

高校生の時、生物を学んだり科学雑誌を読んだりし
たことから生物学に興味を持ち、大学でもっと学びた
いと思いました。将来はただ基礎のための基礎研究を
するのではなく、実際に人をみて、自分で手を動かし、
世の中の役に立つようなことをしたいと思うようにな
り、医学部に進学したいと考えました。
佐賀大学医学部医学科の大きな魅力の一つに６年

一貫カリキュラムがあり、早期から臨床医学に触れる
ことができます。PBL・TBLでは実践的に臨床医学を
学習できるだけではなく、医師に必要なコミュニケー
ション能力やチームワークも身につけることができま
す。また、先生と学生の距離が近く、疑問があればすぐ
に質問できます。更に、医学部医学科では自分が興味
を持つ分野を徹底的に追究することもできます。私も
組織・神経解剖学分野の研究室で膵臓のランゲルハ
ンス島に関する研究を行っています。
このようにとても恵まれた環境がここにはあります。
それを活かして患者さんの気持ちがわかる常にリ
サーチマインドを持った医師になれるように一層研鑽
を積んでいきたいと思います。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■医師国家試験受験資格

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀大学医学部附属病院（２１名）
�九州大学病院（８名）
�高木病院（５名）
�東京医科歯科大学医学部附属病院（４名）
�長崎大学病院（３名）
�熊本大学医学部附属病院（２名）
�広島大学病院（２名）
�佐賀県立病院好生館（２名）
�唐津赤十字病院（２名）
�長崎医療センター（２名）
�沖縄協同病院（２名）
�鹿児島大学病院
�愛媛大学医学部附属病院
�大阪大学医学部附属病院
�九州中央病院
�福岡大学附属病院
�福岡市民病院
�九州厚生年金病院
�済生会二日市病院
�新古賀病院
�健和会大手町病院

�米の山病院
�福岡記念病院
�久留米大学病院
�熊本医療センター
�大分県立病院
�中頭病院
�沖縄県立中部病院
�大阪医療センター
�蓑面市立病院
�京都桂病院
�洛和会音羽病院
�西神戸医療センター
�岐阜県多治見病院
�昭和大学横浜市北部病院
�横浜市立大学
�菊名記念病院
�東名厚木病院
�日本赤十字社医療センター
�自治医科大学附属病院
�自治医科大学さいたま医療センター
�市立千歳市民病院

学生からのメッセージ

良き医師となるための
恵まれた環境がここにはある

医学部
医学科 ４年

鈴木 源晟
北海道 函館ラ・サール高等学校出身

医
学
部
／
医
学
科
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4年次 3年次 6年次 5年次 2年次 1年次 

前　期 

「大学入門科目（医療入門Ⅰ）」・医療入門Ⅱ・医療入門Ⅲ 

「主題科目」 

臨床実習 

基礎系・ 
臨床系選択科目 

臨床実習 
地域医療実習 
関連教育病院実習 

「外国語科目」 

「情報処理科目」 

細胞生物学Ⅰ・Ⅱ 

細胞生物学 
Ⅲ・Ⅳ 

後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 

医療人間学 
医療心理学 
生活医療福祉学 
基礎生命科学 

医療統計学 
生活と支援技術 

人体発生学 
組織学 
生化学 
生理学Ⅰ・Ⅱ 
薬理学 

感染学・免疫学 
肉眼解剖学Ⅰ・Ⅱ 
微生物学 
病理学 

ユニット1 
（地域医療） 
ユニット2 
（消化器） 
ユニット3 
（呼吸器） 
ユニット4 
（循環器） 
ユニット5 
（代謝・内分泌・腎・泌尿器） 

ユニット8 
（運動・感覚器） 
ユニット9 
（精神・神経） 
ユニット10 
（小児・女性） 
ユニット11 
（救急・麻酔） 
ユニット12 
（社会医学・医療社会法制） 

ユニット6 
（血液・腫瘍・感染症） 
ユニット7 
（皮膚・膠原） 

ユニット8 
（運動・感覚器） 

Phase Ⅰ Phase Ⅱ Phase Ⅲ Phase Ⅳ Phase Ⅴ 

ユニット13（臨床入門） 

医学英語 

基礎系選択科目 

総括講義 

医学科では教養教育、基礎医学、臨床医学の実施時期

を明確に区別せず、Phase（フェイズ）Ⅰ～Ⅴに分けて６

年一貫教育を実施しています。

教養教育科目及び専門基礎科目は１年次から２年次

後期まで行われます。専門科目では、基礎医学が１年次

前期から始まり、遺伝子、発生、細胞、組織、器官、個体、集

団といった順序に、かつ構造と機能を並行して勉強できる

ように構成されています。３・４年次には、内科、外科、小

児科などの臨床医学を統合し、臓器別に再構成したリキュ

ラムで学び、医師として患者さんの問題を解決する能力

を養います。

Phase Ⅰは大学入門科目（医療入門Ⅰ）、主題科目、情

報処理科目、外国語科目からなる教養教育科目と、医療

人間学や基礎生命科学などの専門基礎科目から構成さ

れています。医学を志す者が学習すべき基礎的な知識と

方法論を修得し、かつ人間に対する理解を幅広い視点か

ら深めるために教育が行われます。講義に加えて実習も

取り入れられ、たとえば医療入門Ⅰ～Ⅲは１年次から２

年次まで開講され、早期体験学習が行われています。

Phase Ⅱからは医学専門科目である基礎医学の学習

が始まり、まず、生物の基本的構成単位である細胞の構造

と機能を遺伝子レベルから分子レベルまで講義・実習を

通して学びます。そこで得た知識を、さらに細胞から組織、

組織から個体へと構築することにより、人体の正常な構造

と機能を個体発生、系統発生的背景とともに学習します。

さらに、どのような内的・外的要因が係わり、どのような病

態を呈するか学び、３年次（Phase Ⅲ）から本格的に始ま

る、臨床医学へとつなげます。

Phase Ⅲの特徴は、PBL（問題基盤型学習；Problem-

based Learning）や TBL（チーム基盤型学習；Team-

based Learning）を大幅に導入していることです。これ

は症例シナリオを用いたグループ討論を通して、学習課

題を自ら見出し、学習する能力や、知識を活用して病気の

診断や治療方針を立案する訓練を行うものです。同時に、

医療面接や身体診察などの基本的臨床技能を訓練し、臨

床実習に備えます。

Phase Ⅳは全面的に臨床実習に当てられます。臨床実

習では医療チームの一員として診療に参加するため、４

年次の学年末に共用試験に合格し、Student Doctorと

して適格認定を受けた者のみが実習を許可されます。

PhaseⅤは６年間の最後の仕上げの時期で、自らの

弱点を補い、あるいは興味を持つ分野をさらに深めるた

めの選択コースが開設されます。これは、基礎及び臨床系

講座から提供されたテーマの中から希望するコースを選

択して学習するもので、ハワイ大学をはじめ海外での短

期臨床実習に参加するコースも含まれています。

最後に卒業試験に相当する総括講義が行われます。

以上のカリキュラムの特徴として、一つの授業科目の履

修が次の授業科目につながるところが大きく、したがって、

前段の履修なしに次段階の学習に進むことは容易ではあ

りません。また、学習が試験のためだけに行われることを

避け、試験も学習の一部という観点から、通常、試験は各

科目の終了ごと、あるいは途中にも行われ、特に試験期間

というものは設定していません。

医学部

医学科 ６年間の学びの流れ（平成２４年度入学生）
卒 業 単 位

１９１
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【医療入門】
医師には、患者との良好なコミュニケーションを保ち、

患者の心を理解しようと努める豊かな人間性と寛容な精

神、時には職業人としての倫理性と責任感に基づき困難

な決断を患者と共有する厳しさが求められます。

医療入門は、臨床医学の修得前に、講義に加え、早期体

験学習、医療面接のロールプレイ、身体診察技法及び

ファーストエイド等の実習、地域の療養型・介護型医療機

関での施設実習を行うことにより、医療人としての自覚を

高め、少子高齢化を特徴とする現代日本社会における医

療の実際を理解し、医療の技術的進歩と社会の急速な変

貌が人々の心にもたらす問題に関心を持ち続ける態度を

身につけることを目標としています。

【PBL・TBL】
PBLとは、問題基盤型学習（Problem-based Learn-

ing）といわれるもので、従来の講義形式と違い、学生を１

グループ６人程度の少人数に分け、提示された課題に対

し、グループでのディスカッションを通じて、自らが問題点

を見つけ解決法を探る、つまり自ら学習する方法のことで

す。各グループにはPBLチューターといわれる教員がつ

き学習を進めるためのアドバイスを行います。

TBL（チーム基盤型学習：Team-based Learning）は、

指定された事前学習によって基礎知識を確保したうえで、

応用的な症例課題にグループで取り組むことによって、基

礎知識を深め、応用能力を高める演習です。幅広い知識

と応用能力を効率的に習得するのに適しています。

医学科３年次、４年次の臨床系科目はPBLまたは

TBLで行います。PBL・TBLと平行した系統講義や臨床

技能訓練によって、学んだ知識を医療実践に応用できる

アタマ・技・ココロづくりを行っています。

【臨床実習】
医学教育において、よき医師となるための基礎を磨く

最も重要な部分といえます。この臨床実習（クラークシッ

プ）は先輩の教員、医員および看護師等と共にチームの一

員として患者に接し、PBLで培った「課題発見・問題解決」

能力を有効に応用することが求められます。

この臨床実習において、学生はチームの一員として患

者の診療に参加し、患者の診察、カルテへの記載、診断・治

療計画の策定、基本的臨床手技を含む患者マネージメン

トを行う事が求められます。こうした経験を通して、良き医

師となるための基本的技能、問題解決能力を身につける

ことが最も重要な目標です。

医学部

医学科 カリキュラム紹介
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分子生命科学講座
出原 賢治 教授、木本 雅夫 教授、副島 英伸 教授、
池田 義孝 教授、吉田 裕樹 教授

生命現象の基本的仕組を明らかにするとともに、その

異常により引き起こされるさまざまな疾患の病態解明を

目指して「分子遺伝学・エピジェネティクス」「分子医化

学」「免疫学」「細胞生物学」「生体機能制御学」の５分野

により、教育・研究に取り組んでいます。

生体構造機能学講座
熊本 栄一 教授、倉岡 晃夫 教授、寺本 憲功 教授、
増子 貞彦 教授

生命体の構造（形態）とその働き（機能）の解明を目指

して「組織・神経解剖学」「解剖学・人類学」「器官・細胞生

理学」「神経生理学」および「薬理学」の５分野に分かれ、

それぞれの分野で教育・研究を進めています。

社会医学講座
市場 正良 教授、田中 恵太郎 教授

環境と健康との相互作用を解析し、良好な健康状態を

保持するための「環境医学」、癌や生活習慣病の危険因

子・防御因子を明らかにして疾病予防に役立てる「予防

医学」、核やミトコンドリアのDNAを用いた個人識別を

主なテーマとする「法医学」および英語を中心とした外

国語教育を担当する「国際医療コミュニケーション科学」

の４分野に分かれており、それぞれの分野で教育・研究

を進めています。

内科学講座
安西 慶三 教授、木村 晋也 教授、成澤 寛 教授、
野出 孝一 教授、原 英夫 教授、藤本 一眞 教授

わが国では珍しい大講座制で、内科の専門８部門「膠

原病・リウマチ内科学」「呼吸器内科学」「神経内科学」「血

液内科学」「循環器・腎臓内科学」「消化器内科学・光学医

療診療部」「肝臓・糖尿病・内分泌内科学」と「皮膚科学」

から成っています。互いの競争と協力を合言葉に、日夜、

教育・研究・診療に励んでいます。

精神医学講座
“患者と共に在れ”という言葉をモットーに医師患者関

係を大切にし、今後増加が予想されるうつ病を始めとす

るストレス関連疾患、老年精神疾患など変貌する精神科

医療に柔軟に対応すべく、他の診療科と協力しながら更

に研鑽を重ねています。

医学部

医学科 研究室・診療科紹介

医学部

医学科 講座紹介

一般・消化器外科学講座
能城 浩和 教授

おもに消化器および乳線悪性腫瘍の患者さんを対象

とし診療しています。「体に優しい」低侵襲の鏡視下手術

を積極的に行っており、全国でもトップクラスの鏡視下手

術率を誇っています。また腫瘍制御に関する基礎研究も

行っており、腫瘍の悪性度診断、浸潤転移機構の解明お

よび抗癌剤感受性（個別化治療）などについて研究を

行っています。

胸部・心臓血管外科学講座
森田 茂樹 教授

心臓血管外科と呼吸器外科から成り、患者さんの目線

で最高の医療を実践し、地域医療に貢献し続けるために、

２４時間体制で診療に励んでいます。研究分野では、わが

国でも有数の心臓の再生医療に取り組んでおり、佐賀か

ら世界に情報を発信すべく日夜研鑽を重ねています。

整形外科学講座
馬渡 正明 教授

佐賀大学整形外科は全国区の診療科です。なかでも

股関節外科は全国最多の手術症例を扱っています。患者

さんは東京、北海道など県外からが半数を超えています。

整形外科分野におけるオピニオンリーダーとしての役割

を果たすべく、積極的に臨床・基礎研究に取り組んでい

ます。特に抗菌性生体材料の研究や和式生活に対応する

新しい人工関節の開発に力を入れています。

脳神経外科学講座
松島 俊夫 教授

対象とする疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、機能外科、外

傷、脊椎脊髄、小児脳神経疾患など広い範囲に及びます。

特に詳細な外科解剖の研究に基づいた手術（マイクロ

サージェリー）と新規治療開発に関する研究に立脚した

悪性脳腫瘍の治療に精力を注いでいます。

泌尿器科学講座
魚住 二郎 教授

副腎、腎臓、尿管、膀胱、前立腺、精巣などの後腹膜臓

器および泌尿生殖器の疾患を担当しています。高齢化社

会で需要が急増していると同時に、プライバシーを重要

視するべき疾患が多いことから、男女を問わず幅広い人

材を必要とする科のひとつです。当講座では常に患者の

Quality of Life を尊重した医療をモットーとし、内視鏡・

体腔鏡手術など最新の医療技術を提供しています。

病因病態科学講座
�永 藏 教授、戸田 修二 教授、宮本 比呂志 教授

疾病の機序の解明を意図して、細菌や微生物感染に

対する生体防御機序、動脈硬化症や癌の病理学、癌や肥

満症などの生活習慣病の分子生物学など種々の研究を

「微生物学・寄生虫学」「診断病理学」「臨床病態病理学」

の３分野の研究グループで進めています。

小児科学講座
�� 雄平 教授

佐賀県内唯一の特定機能病院小児科部門として、最

先端の医療技術をもって診療にあたるとともに、卒前や

卒後の教育を重視し、医学研究の分野でも臨床に立脚し

た研究を推進しています。また、アレルギー学会認定研

修施設でもあります。

内科学（消化器内科学）
藤本 一眞 教授、岩切 龍一 准教授（附属病院光学医療診療部）、坂田 祐之 講師（附属病院消化器内科）、
下田 良 助教（附属病院光学医療診療部）、藤瀬 剛弘 助教

消化器内科研究室では、臨床研究と基礎研究の両者を行っています。臨床研究に関しては、国内外の多くの医療機関と共同研究をしており、その一番の意義

は佐賀大学消化器内科で実施している医療水準を評価することです。最新の医療技術だけでなく、日常診療の医療技術水準を確認することで、今後の医療を

より高い水準で実践することが可能になります。基礎研究の意義は、診療で疑問に思う点を再確認することです。研究結果が臨床に直結することは多くないので

すが、常に疑問をもち解決するという研究思考が臨床にも重要となります。研究室には医師以外の研究員も多く受け入れて、楽しく研究生活をすごしています。

分子生命科学（分子遺伝学・エピジェネティクス分野）
副島 英伸 教授、城 圭一郎 准教授、西岡 憲一 講師（特定）、東元 健 助教

当研究室は、DNAメチル化、ヒストン化学修飾、クロマチン・リモデリング等のエピジェネティクス研

究を行っています。エピジェネティクスとは、DNA配列の変化を伴わないで遺伝子の転写を調節する

機構のことで、エピジェネティクスが異常になると様々なヒトの病気が発症します。私たちは、ヒトを含

む哺乳動物の発生・発育に重要な働きをしているゲノムインプリンティングを中心に、先天性疾患、癌、

クロマチンと転写制御の研究を行っています。患者検体のゲノム・エピゲノム解析、培養細胞（ES細胞

や iPS細胞など）・モデルマウスを使った研究を通じて、エピジェネティックな変化が起こるメカニズ

ムと疾患発症機構の解明を目指しています。
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皆さんは「地域医療」という言葉を聞いて

どのような医療を想像されますか。私達は

「地域の人々が安心して暮らせるための医

療」を創り、支援していくことを仕事として

います。

地域で活躍できる医師とは、「どんな病

気でも診察し、患者さんや家族の思いまで

考慮に入れて、最善の治療ができる医師」

ということになります。まさに理想の医師像ですが、私達はその理想をあきらめずに追い続けていきたいと思っています。そのための具体的な教育プログラムの

開発にも着手しました。昨年始めた地域医療体験実習では、佐賀大学と自治医科大学の学生に合同で山間や離島医療の現場を体験してもらい、とても充実した

ものになりました。医師になってからも、幅広く対応できる内科医になるための「総合内科医育成プログラム」、軽症から重症まで対応できる小児科医になるた

めの「小児救急プログラム」、また麻酔科や産婦人科、救急科などの地域で不足している診療科の支援も行っています。これらのプログラムが日本全国の地域医

療支援のモデルとなるよう、教員一丸となって日々頑張っています。

産科婦人科学講座
子宮頚癌の発癌機構の解明とともにその治療法の開

発の研究を行っています。また、細胞診断学の精度向上

のため、各種の分析法を試みています。一方、周産期の

分野では当科で開発した２４時間胎児心拍モニターを用

いて胎児心拍の日内変動の研究を行っています。

眼科学講座
沖波 聡 教授

メインテーマはぶどう膜炎と緑内障であり九州一円か

ら来院する患者さんの治療にあたっています。また網膜

硝子体疾患に対する高度な治療を、基幹病院として地域

病院と連携して行っています。

耳鼻咽喉科学講座
井之口 昭 教授

佐賀県内唯一の特定機能病院耳鼻咽喉科部門として、

最先端の医療技術をもって進展した頭頚部癌の治療に

あたっています。形成外科、胸部外科、脳神経外科、放射

線科とも協力し、チーム医療を行っています。

放射線医学講座
附属病院放射線科と放射線部のスタッフをあわせて

放射線科を形成しています。佐賀県随一の最先端放射線

機器類を駆使して、画像診断、インターベンショナル・ラ

ジオロジー、核医学、放射線治療の各分野で、一致団結

して日夜、教育・研究・診療に励んでいます。

麻酔・蘇生学講座
坂口 嘉郎 教授

「手術室での麻酔」「集中治療」「ペインクリニック」「緩

和ケア」の分野で診療と研究を行っています。また、有明

海と地域住民の健康に関する研究やアジア諸国への医

療援助にも積極的に取り組んでいます。

歯科口腔外科学講座
後藤 昌昭 教授

「インプラント義歯」や「顎顔面捕綴」の高度先進医療

を行うとともに、JICAやNPOのメンバーとして、口唇

裂、口蓋裂治療の技術移転を目的としたアジア諸国への

国際医療ボランティア活動を行っています。

医学部

医学科 講座紹介

臨床検査医学講座
さまざまな疾患の発生機序やその疾患の治療に対す

る反応性などを総合的に解明することにより、臨床業務

に役立つ新規の臨床検査の構築と、そのための技術開

発を目指しています。

救急医学講座
阪本 雄一郎 教授

どのような急性期の病態についても全員で取り組み、

１次から３次救急の全ての救急患者を診療することに

より、地域救急医療のセンターとしての役割を果たして

います。急性疾患を扱う救急医療に加えて非常災害医療

学講座が併設されており、より広い救急医学分野で充実

した貢献が行えるようになっています。また、敗血症や外

傷に関する基礎研究も行っています。

国際医療学講座
青木 洋介 教授

Globalization や高齢化により疾患疫学に大きく影響

を受ける感染症の診断と治療を行います。また、一般感

染症、免疫不全感染症、医療関連感染症の臨床的疑問点

を明らかにし、医療の質保全と向上に資する臨床研究を

遂行できる人材を育成します。学部教育では、医学部３・

４年次の医療英語教育を拡充し、global standard で

の医学・医療社会的コミュニケーション能力を備えた医

師育成を担当します。

（附属施設）地域医療科学教育センター
酒見 隆信 教授、竹生 政資 教授、堀川 悦夫 教授

医学部の基本理念に掲げている地域包括医療の向上

を目的とした、国内唯一の附属センターです。「医療連携

システム部門」「福祉健康科学（社会生活行動支援）部

門」「地域包括医療教育部門」の３部門で構成されてお

り、それぞれの部門が、地域医療ネットワークサービス、

高齢者・障害者の生活自立支援、地域包括医療人材育成

といった目標に向かって活動しています。

（附属施設）先端医学研究推進支援センター
（併）吉田 裕樹 教授、（併）寺東 宏明 准教授

「研究推進部門」「研究支援部門」「教育研究支援室」か

ら成り、学際分野を含む医学教育の先端的・中心的役割

を担い、もって学内外への発信を行うとともに、医学部に

おける教育研究の基盤となる高度な技術的支援とその

研鑽を組織的に行うことにより、関連する医学・看護学の

課題に関して重点的に研究を発展させることを目的とし

ています。

地域医療支援学講座

医
学
部
／
医
学
科
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高い倫理観 

早期からの臨地実習 

チューター制度 
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●看護師教育課程に加え、保健師や助産師への道を開く

ための教育課程を４年間のカリキュラムの中で一貫し

て行っています。

●病院等の施設や地域で行う臨地実習をカリキュラムの

核とし、１年次から４年次まで段階的に編成しています。

●自己学習・自己評価の実践を習慣づけています。

●チューター（指導教員）制度を採用しています。

現在、わが国の多くの看護系大学では４年間の大学教

育の中に、看護師教育課程を基盤に、保健師教育課程や

助産師教育課程を選択し学習するカリキュラムが導入さ

れています。

看護系大学では、４年間に、大学としての独自の教育も

盛り込みますから、学生にはかなりハードなカリキュラムに

なります。しかし、本学看護学科ではコアカリキュラムによ

る密度の濃い内容を教授することにより、余裕をもって４

年間の学生生活を送ることができるように工夫されてい

ます。

教育目的
高い倫理観に基づき健康についての問題を包括的にと

らえ、柔軟に解決する実践能力を持った看護職者を育成

する。

教育目標

1 看護職者にふさわしい豊かな感性を備え、人を

尊重する態度を身につける。

2 的確な看護実践ができるように、看護の知識と

技術を修得する。

3 看護の多様な問題に対処できるように、

自ら考え解決する習慣を身につける。

4 社会に対する幅広い視野をもち、地域における

保健医療福祉の活動に貢献できる基本的能力を養う。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私は以前から助産に興味があり、助産師の資格を取りたかったた

め、佐賀大学の看護学科へ進みました。大学４年間で助産師の資格

を取得できるのは佐賀大学看護学科の大きな魅力です。勉強は高校

とはまた違う意味で難しいですね。看護って知識や技術も大事です

が、「人」を理解することから始まるんです。学べば学ぶほど深い学問

だなと感じます。それに、大学では自分の考えを持つことがとても大

切なんです。臨床では、判断力や患者さんをアセスメントする力が求

められます。グループワークなどの演習を通してディスカッションを

し、考える力を養ったり、理解を深めたりしています。また、看護学科

の先生方は学生の意見を尊重しながらアドバイスしてくださって、自

主性を大切にしてくれます。

これからは、さらに多くの人と出会い、様々な経験を積んで、友達

と切磋琢磨しながら自分を成長させていきたいです。そして何より、

患者さんの立場にたって考えることのできる看護師になりたいですね。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■看護師国家試験受験資格
■保健師国家試験受験資格
■助産師国家試験受験資格
■第一種衛生管理者免許状（保健師免

許取得後、申請による）
■養護教諭二種普通免許状（保健師免
許取得後、申請による。在学中に指定
の単位を修得することが必要）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀大学医学部附属病院（２１名）
�福岡大学病院（５名、うち助産師２名）
�九州大学病院（４名、うち助産師１名）
�佐賀社会保険病院
（４名、うち保健師３名）
�横浜市立大学附属病院（３名）
�聖マリア病院（３名、うち保健師２名）
�北里大学病院（３名、うち助産師２名）
�国立病院機構九州がんセンター
（２名）
�長崎大学病院（２名）
�神奈川県立こども医療センター
（２名）
�市立長浜病院
�順天堂大学附属病院

�日本赤十字医療センター
�済生会八幡総合病院
�福岡市立こども病院感染症センター
�熊本赤十字病院
�熊本市民病院
�日本大学医学部附属病院
�帝京大学千葉総合医療センター
�国家公務員共済組合連合会浜の町病院
�久留米大学病院
�佐賀県庁（保健師）
�佐賀市嘱託職員（保健師）
�大分キャノン（保健師）
�伊万里市役所（保健師）
�大牟田市役所（保健師）
�国立病院機構佐賀病院（助産師）

主な進学先
�佐賀大学大学院医学系研究科
�九州医療センター附属福岡看護助産
学校

学生からのメッセージ

患者さんの心に
寄り添うことのできる看護師に

医学部
看護学科 ２年

上野 あかね
福岡市立福岡西陵高等学校出身

医
学
部
／
看
護
学
科
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4年次 3年次 2年次 1年次 

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 

大学入門科目 
看護の機能と方法 

ライフサイクルと看護 

ライフサイクル 
と看護 

情報処理科目 

外国語科目 

主題科目 

専門基礎科目 

専門基礎科目 

助産コース科目 臨地実習基礎 

地域における看護 地域における看護 

公衆衛生看護 
コース科目 

公衆衛生看護コース科目 

臨地実習 

臨地実習 
在宅 
統合 

臨地実習 
成人 
小児 
母性 
精神 
老年 
地域 ※ 

主題科目 主題科目 

看護の機能と方法 

※ 公衆衛生看護コース以外　選択必修 

　　　　教養教育科目   　　　  専門基礎科目　　　　　　　　　　　　　　　　   看護専門科目 

看護は、健康な人から病を持つ人まで、様々な健康レベ

ルの人々を対象とします。看護学を学ぶ者は、人間は生物

的・社会的存在で、人格を持つ統合された存在であると

いう視点で人間を全体的に理解することが大切です。こ

の視点を養うため、看護学科では、看護に必要な人間を理

解する学習から始まり、看護の専門科目および実習を通じ

て、４年間にわたって学習していきます。

臨地実習は、１年前期の早期体験学習から始まり、学年

ごとに臨地実習が核となり４年間のカリキュラムが構成

されています。３年次後期からの臨地実習に入る前には

「バリア」を設けており、３年次前期までに開講されている

必修科目にすべて合格し、適格認定を受けた者が、Stu-

dent Nurse の称号を与えられ、実習が許可されます。４

年次では自らのテーマを設定して行う統合実習や看護セ

ミナーを体験します。さらに１～３年次に学習した内容の

上級編にあたる、より高度な内容をもつ科目を選択して

学習できるよう配慮されています。

以上のカリキュラムの特徴として、一つの授業科目が次

の授業科目の土台になるところが大きく、したがって、前

段の履修なしに次段階の学習に進むことは容易ではあり

ません。また、学習が試験のためだけに行われることを避

け、試験も学習の一部という観点から、通常、試験は各科

目の終了ごとに行われます。こうした学習目標を達成する

ためには、高等学校での各教科について幅広く深みのあ

る基礎的学力を身につけていることが必要です。さらに、

早い時期から問題意識を持ち、適切な判断と処理ができ

る能力を養っておくことも大切なことです。

このように看護学科では１年次から早期体験学習を導

入して早くから看護職者としての心構えをしっかりと身に

つけるためのカリキュラムを編成し、さらに学習要項の活

用によって自己学習・自己評価が実践できるような仕組

みを設けています。

医学部

看護学科 ４年間で学ぶ授業（平成２４年度入学生）
卒 業 単 位

１２８

【チューター制度】

医学部では、学生のみなさんが充実したキャンパスライフを送られるように、チューター（指導教員）制度を採用していま

す。小グループの学生に１名の教員がチューターとして付いて、みなさんの修学、心身の健康などの問題についての相談

役となっています。お菓子を食べながら、あるいは食事をしながら近況報告ということも……。

学生のみなさんは自らの責任において勉強し、行動することを基本としていますが、グループ内あるいはグループ間で

互いに考え、話し合い、助け合うことも大切なことです。チューター制度は、このためのコミュニケーション力を高める役割

も担うものです。

上級学年では、国家試験合格に向けての対策や進路についてのアドバイスも行っています。
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医学部

看護学科 注目の授業

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）基礎的看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

看護についての専門的な知識や技術を学びます。看護の
基本となる、基礎的援助技術の学習や実技演習を通して、対
象者のニーズに応じた看護援助に必要な基礎的技術や態度
を身につけます。
Ⅰ：看護における安全・安楽に重点を置いた日常生活援助

技術の講義・演習を行います。看護技術試験を実施し、学生
の看護技術の修得状況を確認し、看護実践の向上に努めて
います。Ⅱ：コミュニケーション、Ⅲ・Ⅳ：診療に関する援助技術
を学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）国際保健看護論

国際保健及び国際看護に関する基本的な知識を習得しま

す。特に国際社会において広い視野に基づき看護師として諸

外国との協力を考え、国際保健医療における看護職の役割と

課題について学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●（専門基礎科目）解剖学・生理学

看護学を学ぶための基礎として、また看護を実施するうえ

で、人間の体を構成する組織や器官の正常な構造と、それら

の生理的機能や制御機構を知ることが重要です。人体がど

のような細胞、組織、器官により構成され、これらの形態がど

のような機能と対応しているかを系統的かつ局所的に理解し

ていきます。１年前期に開講されます。

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）発達看護論Ⅰ・Ⅱ

看護についての専門的な知識や技術を学びます。看護の

対象の特性に応じた看護を各論的に学修します。人間のライ

フサイクル、すなわち小児、成人、母性、老年の各期における

看護について講義や演習を通して学習します。Ⅰ：成人・老年、

Ⅱ：母性・小児の特性について身体的・心理的・社会的特徴と

発達課題を踏まえ、各期における健康を考察し健康レベルに

応じた看護について学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●（専門基礎科目）病態・疾病論Ⅰ・Ⅱ

様々な疾患をもつ患者に適切な看護と正しい生活指導を

行なうことができるようになるために、各臓器・系統別に主要

な疾患の病態、症候、検査法、診断、治療、経過と予後などの

基本的な医学知識について系統的に学びます。１年後期から

開講されます。

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）がん看護

がんと共に生きる患者および家族の生活の質を維持・向

上させるための援助の方法論を学びます。講義はがんの特

殊性とがん看護の概念、インフォームドコンセントと意思決定、

がん治療を受ける患者の看護、リハビリテーションとセルフケ

アなどで構成しています。

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）公衆衛生看護コース

保健師をめざす者のための選択コースで、保健師の国家
試験の受験に必要な科目を学修します。公衆衛生看護実習
は佐賀県内の主な自治体（行政機関）１２施設で実施予定です。
１学年４０名程度の学生が選択可能な状況です。

看護基礎科学（看護援助学分野）
井上 範江 教授、分島 るり子 助教、村田 尚恵 助教、古島 智恵 助教、高島 利 助教

当研究室では、看護師が提供する看護技術やコミュニケーションがどのような影響を患者に及ぼし
ているかを生理学的および心理学的な側面から捉え検討しています。患者の安全かつ快適で人間とし
ての威厳を保った入院生活を支えるためには、科学的根拠に基づいた看護（Evidence Based Nurs-
ing:EBN）の提供と看護職者としての倫理・哲学的視点の探究が求められます。看護学科は恒温恒湿
室を有しており、私たちはこの環境と生理機能測定機器を用いて実験・実証的研究を行うと共に、実際
の臨床現場をフィールドとした研究を行うことにより、EBNの構築および看護技術の向上にアプロー
チしています。
また現在、社会環境の変化や医療技術の目覚ましい進歩に伴い看護職者に求められる技術・能力は
高度化しています。私たちは、社会が求める高度な知識・技術を備える看護職者の育成に繋げるため、
学生に対する教育方法の開発研究にも取り組んでいます。

成人・老年看護学講座
大田 明英 教授、藤田 君支 教授

ライフサイクルや疾病の回復過程の観点から成人期・
老年期の対象者を十分に理解し、高度な看護実践・研究
を行うことができるように、「急性期看護学」、「慢性期看
護学」、「老年看護学」の３つの教育研究分野から構成さ
れています。

母子看護学講座
齋藤 ひさ子 教授

母子のライフサイクルに関する健康と看護を教育研
究する２つの専門分野で構成されています。「小児看護
学」は、子どもの成長・発達の過程で生じる健康問題の予
防や回復を図り、家族が健康に生活できるように看護援
助を教育研究する分野です。「母性看護・助産学」は、女
性が安全で満足な出産を経験することや、母性としての
機能が健全に発揮できるよう、女性の一生を通じてはた
らきかける看護を教育研究する分野です。

医学部

看護学科 研究室紹介

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）臨地実習

病院における実習と、地域・在宅における実習を一つにし

たものです。１年前期の早期体験学習、２年前期の実習、３

年後期の実習及び４年前期の実習で構成されています。３

年後期の臨地実習を行う学生はStudent Nurse(SN)の認

定を受けた後に実習に入ります。

…………………………………………

…………………………………………
●（看護専門科目）助産コース

助産師をめざす者のための選択コースで、助産師の国家
試験の受験に必要な科目を学修します。なお、主な実習施設
である佐賀大学医学部附属病院における分娩数の減少によ
り、今のところ１学年６名程度の学生が選択可能な状況です。

医学部

看護学科 講座紹介

…………………………………………

…………………………………………
●（大学入門科目）看護学入門

これから学ぶ看護学の全体像を把握し、看護を行う上で共
通となる基本的な概念を学ぶ授業です。近代・現代の初歩的
看護論を読み、そこに表されている看護について知ります。
それらの看護論に対する意見をもとにグループ討議を行い、
各自の意見を交換することにより、自分の考えを他者に明確
に表現する姿勢や他者の考えなどをよく聞く姿勢を身につ
けます。これらの作業を通して看護とは何かを考察し理解を
深めます。１年前期に開講されます。

地域・国際保健看護学講座
有吉 浩美 教授、新地 浩一 教授

地域で生活している人々の健康とQOLの向上に関
する教育や研究を行っています。「地域看護学分野」、「精
神・在宅看護学分野」、「国際保健看護学分野」の３分野
で構成されています。

看護基礎科学講座
井上 範江 教授、河野 史 教授

看護学の基礎となる理論及び技術を専門にする講座
で、人体の構造と機能、病態生理学に関する教育研究を
行う「看護機能形態学」と、看護実践の基盤となる看護の
理論、援助技術および人間関係等についての教育研究
を行う「看護援助学」の２つの分野から成ります。

医
学
部
／
看
護
学
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　佐賀大学理工学部は、建学時から、理学と工学の融合をテー

マとしてきました。地球上の生き物や環境と共生し、新たな希望

に満ちた未来を創造して行くには、双方の領域で自在に思考で

きる「知」が必要不可欠です。理学で原理を学び、工学で応用

技術を学び、「知」のハーモニーの中から次の世界を生み出す「人」

が育っています。 

　本学部は、現在7学科において、21世紀の高度科学技術時

代に活躍できる人材の育成と知的創造をめざして教育研究を

行っています。理学系と工学系の学科が同一学部にあるという

特色を最大限に発揮し、科学と技術の融合による基礎科学とハ

イテクノロジーの推進を旗印に、ユニークな教育と研究に意欲的

に取り組んでおり、まさに時代の要請に応えることのできる体制と

いえるでしょう。 

Harmonize  in  Sc ience  and  Engineer ing  
未来を創る「人」になる。 

理工学部 
Fac u l t y  o f  S c i e n c e  a n d  E n g i n e e r i n g

P.072

数理 
科学科 

P.076

物理 
科学科 

P.080

知能情報 
システム学科 

P.084

機能物質 
化学科 

P.088

機械システム 
工学科 

P.092

電気電子 
工学科 

P.096

都市 
工学科 
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本学部独自の高度な知識・技術 
◎理工学部の特徴 

　理工学部は、科学と技術の融合という独自の教育シ

ステムで、約50％の学部学生が進学している大学院工

学系研究科博士前期課程、及びそれに続く博士後期

課程では、さらに高度な専門知識や技術を学び、高いレ

ベルの研究を行っています。教員と学生が膝をつき合

わせた少人数教育の実践や外国人教員による国際性

豊かな講義も本学部の大きな特徴です。 

◎学年別男女比率（平成24年度） 
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は
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な
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1年生 
（計528人） 

2年生 
（計526人） 

3年生 
（計543人） 

4年生 
（計735人） 

■ 男　■ 女 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

86.2％（455人） 13.8％ 
（73人） 

85.0％（447人） 15.0％ 
（79人） 

83.8％（455人） 16.2％ 
（88人） 

86.9％（639人） 13.1％ 
（96人） 
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数学及び数理科学の領域において、 

広く社会で活躍できる 

高度な専門的知識・能力を持つ 

教育者、技術者、研究者を養成する。 
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本学科はあらゆる科学技術の基礎となる数学並びにそ
の直近の応用分野である計算機科学を勉強するところで
す。数学は自然界のさまざまな数理的現象に秘められた
普遍的原理及びその現象を支配する関係式を、ねばり強
い思考の積み重ねにより類推、発見、更には演繹する科学
です。
一年生： 専門科目の基礎となる微分積分学基礎、線形
代数学基礎の授業とともに、教養教育科目の大学入門科
目を行います。大学入門科目は新入生が数理科学科に馴
染むための授業であり、高校数学と大学の数学との橋渡

し講義です。
二年生： １年次の授業を踏まえ、より専門的な微分積分
学、線形代数学の講義を行います。また、現代数学の基礎
の１つである集合・位相も講義します。
三年生： 代数学、幾何学、解析学などの各専門分野の基
礎的内容や手法を講義します。
四年生： 数学講究及び卒業研究は本学科生総仕上げの
必修科目であり、外国語または日本語による文献を学生
主体のセミナー形式で勉強します。

数理科学科の教育目標は、

数学の基本的な考え及び論理的厳密性を

修得させる。

数学の思考力および表現力を身につけさせる。

数学の各分野における論理を修得させる。

直面する諸問題を正確に理解し解析する力と

プレゼンテーション能力を身につけさせる。

社会に広く存在する多様な需要や問題を認識

させる。

数理科学科の教育課程は「教養教育科目」と「専門教育

科目」により構成されている。教養教育科目は教育目標

E に対応し、社会の多様な需要や問題を認識するため
主題科目を習得し、国際社会の需要に応えるため、英語、

数理科学英語及び第２外国語を修得する。専門教育科目

は教育目標の A 、B 、C 、D に対応し、各年次にお
ける科目は以下のように構成されている。１年次の専門

基礎科目（微分積分学基礎�と�、線形代数学基礎�と
�）、２年次の専門必修科目（微分積分学�と�、線形代
数学�と�、集合・位相�と�）により、数学の基本的な考
え及び論理的厳密性を修得する。更に数学の思考力と表

現力を身につけるため、微分積分学基礎演習�と�、線形
代数学基礎演習�と�、微分積分学演習�と�、線形代
数学演習�と�、集合・位相�と�演習を修得する。数学
の各分野における論理を理解するため、３年次・４年次に

開講される専門選択科目を習熟する。４年次においては、

数学講究及び卒業研究の勉強を通して、広く社会で活動

できるよう、直面する諸問題を正確に理解し解析する力と

プレゼンテーション能力を身につける。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私は数学を専門的に学んでいます。１、２年次は必修科目を学ぶ

中で基礎知識を身につけ、３年次では幅広い分野から科目を選択し

て専門性を高め、最終的に４年次で専門分野を決定し、研究を進め

ていきます。

講義は、先生それぞれに個性があり、着眼点や捉え方が様々で考

え方に幅があるため、たくさんの知識を吸収しながら、楽しく受ける

ことができます。これは佐賀大学・数理科学科の特長であり魅力であ

ると思います。おかげで、私は高校時よりもさらに数学が大好きにな

りました。

また数学を学んだことで、物事を論理的に考えることの重要性を

肌で感じ、日々の生活の中でもいろいろなことに興味をもち、じっくり

考察できるようになりました。このように数学は、私たちの生活を充

実させる術ともなり得ます。

数学が好きで、もっと深く学びたいという気持ちを抱いている高

校生の皆さん、ぜひ数理科学科に来てください。さらなる数学の魅力

を発見できますよ！

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（数学）

■高等学校教諭一種免許状（数学）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先

�日本ビジネスエンジニアリング
�ダイハツ長崎販売所�
�（株）マルハン
�（株）ソフトジャパン

�（株）�州コ－ポレ－ション
�英進館（株）
�島原市役所

主な進学先

�九州大学（３名）
�佐賀大学（１１名）

学生からのメッセージ

発見につながる

理工学部
数理科学科 ３年

江頭 明佳
佐賀県立佐賀西高等学校出身
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理工学部

数理科学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位

１２４

理工学部

数理科学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●微分積分学�、�
数学、物理を始めとする自然科学の基礎を支える微分積

分学について、収束、連続性などの抽象的な概念に慣れるこ

とを目標とします。手法としての理解とともに、実数の連続性

に基礎をおいた微分積分の論理的な構造を講義します。

…………………………………………

…………………………………………
●代数学�、�
演算や変換、作用の持つ性質を抽象して得られる群、およ

び、加法や乗法などの演算の持つ性質を抽象して得られる環、

体の理論を学ぶと共に、そのさまざまな応用例を勉強するこ

とによって、数学の面白さと美しさを実感します。

…………………………………………

…………………………………………
●微分方程式論�、�
微分方程式は、数学、物理学、工学などの様々な分野にお

いて広く活用されています。この授業では、微分方程式の求

積法と解の定性的性質、連立線形常微分方程式の解法、ラプ

ラス変換などについて学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●線形代数学�、�
線形代数学は、微分積分学と並んで大学における数学の

基礎をなすものであり、現在数学のあらゆる分野において不

断に使用されています。この授業ではベクトル空間、一次独

立と一次従属、基底、次元、線形写像、固有値問題、行列の対

角化などについて講義します。

…………………………………………

…………………………………………
●幾何学�、�
微分幾何学の基礎学力を養うため、３次元ユークリッド空

間内の曲面論について講義します。特に、曲面の第一基本形

式及び第二基本形式、Gauss 曲率や平均曲率を学びます。

さらに、微分幾何学と位相幾何学を結びつける重要な

Gauss-Bonnet の定理を証明するために、外微分形式を理

解し、Stokes の公式を学習します。最終的にGauss-

Bonnet の定理を習得します。

…………………………………………

…………………………………………
●複素関数論�、�
複素数とその関数についての微分積分学について講義し

ます。正則関数がコーシー・リーマンの微分方程式を満たす

ことを示し、コーシーの積分定理を証明します。また孤立特異

点と有理型関数についての性質を詳しく学びます。特異点の

分類、ローラン展開、留数の計算、及び留数定理を使った定

積分の計算を習得します。

…………………………………………

…………………………………………
●集合・位相�、�
数学は科学における基本的言語の役割を果たします。その

文章は、舞台としての「集合」に様々な構造が備わったものの

上に綴られます。「位相」はそのような構造を与える最も基本

的な概念の一つです。本科目の目的は、集合と位相について

の基礎的事柄を修得することにより、現代数学を理解し利用

するために必要な読み書き能力を身に着けることです。

…………………………………………

…………………………………………
●解析学�、�
微分積分学ではリーマン積分を学びましたが、更に進んだ

現代数学を修めるためには測度論とルベーグ積分論が不可

欠です。また、その論理的完結性と多くの応用はそれ自身知

的充実感を得るのに十分な材料を提供しています。本講義で

は、この測度論とルベーグ積分論を講述します。

…………………………………………

…………………………………………
●確率解析学

現代の確率論は、Kolmogorov が与えた測度論的構成に

よって確立されました。本講義もそこでの確率の公理を出発

点として話を進めます。これは、高校までの「確率」でしつこく

やってきた数え上げの計算などとはあたかも無縁の、無味乾

燥のものであるかのように見えますが、確率現象を厳密に考

察したり、近似的かつ的確に見積もるためには不可欠なもの

です。

１年次 ２年次 ３－４年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

●線形代数学基礎�
●線形代数学基礎演習�
●微分積分学基礎�
●微分積分学基礎演習�
●線形代数学基礎�
●線形代数学基礎演習�
●微分積分学基礎�
●微分積分学基礎演習�
●数理科学英語

●数理文書作成�

●線形代数学�
●線形代数学演習�
●微分積分学�
●微分積分学演習�
●集合・位相�
●集合・位相演習�
●数理文書作成�
●線形代数学�
●線形代数学演習�
●微分積分学�
●微分積分学演習�
●集合・位相�
●集合・位相演習�

●代数学�
●代数学演習�
●幾何学�
●幾何学演習�
●解析学�
●解析学演習�
●微分方程式論�
●微分方程式論演習�
●複素関数論�
●複素関数論演習�
●プログラミング

●代数学�
●幾何学�
●解析学�
●微分方程式論�
●複素関数論�
●確率解析学

●数理統計学

●数学講究及び卒業研究
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■アフィン変換を用いた暗号について

■RSA暗号について

■Hilbert の定理について

■Minkowski の公式について

■シャノンの情報源符号化定理について

■シャノンの通信路符号化定理について

■結び目の彩色可能性について

■マルチンゲールによる確率積分

■ランダム置換における不動点の個数の分布

■確率変数列の振動が継続する長さについて

■線形常微分方程式の初期値問題について

■質点に対するエネルギー保存と惑星の運動につい

て

■常微分方程式の解法と基本定理について

■単峰数列とニュートンの補題

市川研究室 市川 尚志 教授
専攻／整数論、数論幾何学

当研究室は、自然数や整数の持つ奥深い性質を、代数学・幾何学・解析学など数学の諸分野を

広く用いて研究しています。現代において、整数論を用いた公開鍵暗号は、インターネットなどに

よる個人情報の伝達を安全に行うために、欠かせないものとなっています。学部・大学院のセミ

ナーでは、主に学部３年の代数学の授業に基づく合同式の理論と、RSA暗号など公開鍵暗号へ

の応用を研究します。またより進んだ内容として、楕円曲線、モジュラー形式、基本群など、重要

な空間の数論的な性質を表す対象を研究し、ガロア群の構造解析などに応用しています。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

理工学部

数理科学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

小林研究室
小林 孝行 教授

２１世紀に解決を期待する７つの未解決問題（ミレニア

ム懸賞問題）の一つ「ナヴィエ－ストークス方程式」を始

め、熱方程式、波動方程式など数理物理に現れる様々な

線形および非線形偏微分方程式の数学解析を研究して

います。偏微分方程式論を中心に、実解析学、関数解析

学的手法を取り入れ、偏微分方程式の最先端の研究を

目指しています。

梶木屋研究室
梶木屋 龍治 教授

複数の変数が入った関数をある変数について微分す
ることを偏微分と言います。偏微分方程式は、偏微分が
入った方程式で、数学、工学、物理学、生物学などの様々
な分野に使われています。特に非線形楕円型偏微分方
程式は、時間発展方程式の定常解として重要な位置を占
めています。定常解の構造は発展方程式の解の時刻無
限大での漸近挙動に密接に関連しています。楕円型偏微
分方程式の解の存在、一意性、解の対称性、非対称性、解
の形状などの定性的な性質を調べています。また、定常
解の安定性を研究しています。

市川研究室
市川 尚志 教授

自然数や整数の奥深い性質を、代数学、幾何学、解析

学を用いて研究しています。合同式の理論とRSA暗号

などの公開鍵暗号への応用、モジュラー形式や基本群を

用いたガロア群の研究を行っています。

梶木屋研究室 梶木屋 龍治 教授
専攻／楕円型偏微分方程式

当研究室は、微分方程式の解法と理論について学んでいます。微分方程式は、数学はもとより、

物理学、工学、生物学、経済学などの幅広い分野で応用されています。微分方程式には、１変数

関数を扱う常微分方程式、多変数関数を記述する偏微分方程式があります。自然界の様々な物

理法則が微分方程式により記述されています。当研究室では、いろいろな微分方程式を解きま

す。そのための解法を学びます。しかし、多くの微分方程式では具体的に解を表示することがで

きません。このような微分方程式については、その解がどのように振る舞うか、どのような性質を

持っているかを調べることがとても重要です。方程式を具体的に解かずに解の性質や方程式の

性質を調べます。このゼミでは、微分方程式の解法と解の定性的性質を勉強します。

前田研究室
前田 定廣 教授

微分法を使った幾何学、微分幾何学を専攻しています。

特に部分多様体論を研究しています。３次元（ユークリッ

ド）空間ではどこから見ても丸く見える曲面は、球面と平

面しかありません。平面は半径が無限大の球面と考えま

す。しかし５次元（ユークリッド）空間では、どこから見て

も丸く見える曲面としてベロネーゼ曲面という、平面や

球面とは全く異なる曲面があります。空間の次元を上げ

ることにより新しい幾何学が現れます。

宮崎研究室
宮崎 誓 教授

代数方程式で表わされる図形を研究するのが代数幾

何学です。高等学校で２次曲線を学習します。円・楕円・

放物線・双曲線・３次関数、これらは代数方程式による図

形です。図形は幾何学的特徴とともに、もともとの代数

方程式の代数的性質も特徴づけられます。ヒルベルトの

シジジー定理という２０世紀前半の可換環論の基礎に基

づいて、射影多様体の研究を続けています。

半田研究室
半田 賢司 准教授

世の中には確率の言葉でしか述べることができない

現象が数多く存在します。その解析は「確率論」と呼ばれ

る数学の一分野を動機づけ、発展を促してきました。本

研究室が目指すのは、確率論の道具を整備し活用するこ

とにより、自然界や社会で起こるランダムな現象の理解

を深めることはもちろんのこと、他の数学の分野へ貢献

することも視野に入れています。

日比野研究室
日比野 雄嗣 准教授

専門分野は確率論ですが、『確率論』は高校で習う『確

率』と違って、解析の一分野です。つまり、順列組合せで

はなく微分積分に近い分野なのです。本研究室では、過

去の情報を基に未来の状態を予測する「予報理論」に関

する研究を行っています。最近は、「量子確率論」にも興

味を持っています。量子論のほか、グラフ理論、古典的な

積分方程式など、様々な分野の手法に関係して研究を進

めています。

猿子研究室
猿子 幸弘 講師

断面曲率、放射断面曲率、放射リッチ曲率などの曲率

が下から押さえられたリーマン多様体の研究を行ってい

ます。また、曲率が下から押えられたリーマン多様体の

Gromov-Hausdorff 極限空間として現れる特異空間

の研究も行っています。研究手法としては、曲率の下限

などで測地線の振る舞いを制御し、リーマン多様体の位

相や幾何・微分構造、無限遠を研究します。主に使うのは

各種の比較定理（測地三角形の比較定理など）です。

岡田研究室
岡田 卓三 講師

いくつかの多項式の共通零点として記述される図形

を代数多様体といいます。代数多様体は純粋に代数的に

定義されますが、その研究は微分幾何学や数理物理学

などといった様々な研究領域と交錯する分野です。代数

多様体を荒い意味で分類すること（双有理分類）は代数

幾何学における最重要課題の一つです。ファノ多様体や

もっと一般に有理連結多様体と呼ばれる代数多様体の

双有理分類を目指した研究を行っています。
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あらゆる物質の現象に潜む 

単純で美しい法則性を学び 

最先端科学技術の基盤を担う人になる 
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１年次では、「物理学概論」で基礎的な物理学の体系を

概観し、物理数学や力学、熱力学といった基礎となる科目

を学びます。２年次では、さらに電磁気学を学び始めます。

また、「物理学実験」では２人組となって代表的な実験に

取り組み、自然が生み出す現象と、それに対する物理学の

アプローチに理解を深めます。

３年次になると、私たちには直接見ることのできない

原子や分子の世界を説明する、量子力学や統計力学が学

習の中心になります。宇宙物理学や相対論、物性物理学な

ど、専門性の高い科目も学ぶことができます。

４年次では、宇宙論や素粒子論、物性実験や高エネル

ギー実験などの研究室を選択して所属し、それぞれの専

門分野で卒業研究を行います。各研究室で最先端研究に

触れ、４年間で最も充実した１年間を過ごします。

物理学は、宇宙から私たちの身の回りの物質、物質を構

成する原子、さらには素粒子まで、自然の性質や現象の全

てを理解しようとする、夢とロマンに満ちた学問です。

ニュートンやアインシュタインなどが導いた物理法則を

基礎として、現在でもそれらを進展させる研究が行われ

ています。物理科学科では、広範な自然現象を理解する

試みを通して、現代の科学技術を支える学力と、柔軟性に

富んだ豊かな発想力を培い、広い分野で活躍できる人材

を育成することを目指しています。教育課程は、次の 1
～ 7 の教育目標に基づいて構成されています。

1 自然現象を理解する取組みを俯瞰する。

2 自然を記述する数学と論理表現の技術を学ぶ。

3 理工学を支える基礎的な物理学を学習する。

4 最先端科学技術の基盤となる物理学を学習する。

5 科学の国際性に対応した語学力を養う。

6 広範な領域の物理学を発展的に学ぶ。

7 輪講や実験活動を通して先端的な物理学を体験

する。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私は、今、物理科学科の３年生で電磁気学や量子力学などを勉強して

います。量子力学は学び始めたばかりですが、ミクロな世界を取り扱う分

野で、今までにない考え方が興味深いです。学年が上がるにつれ内容も

難しくなってきましたが、実験などもあり、物理への興味もますます湧い

てきました。

大学では、高校で勉強したような数学や物理を基礎として、専門的

な内容を学びますが、単に覚えた式を使って問題を解くのではなく、

式の背景にある現象を深く考えます。この考える過程がとても面

白いです。

私は、課外活動では管弦楽団に所属していて、フルートを演

奏しています。そこでは演奏会にむけて団員全員で一つの音楽

を創る楽しさがあります。また、他学部の人と活動しているので、

いろいろな考えを持った人と意見を交わすこともできます。

物理も音楽も大好きなので、今とても充実しています。私は、

特に物性物理に興味を持っているので、大学院に進学して磁性

体のしくみを調べる研究や、磁石を応用する研究をしたいと考

えています。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（理科）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�東京エレクトロン九州（株）
�イサハヤ電子（株）
�アイム電機工業（株）
�九州電力（株）
�アズマソーラー（株）
�佐世保通信システム（株）

�日鐵運輸（株）
�佐賀銀行（株）
�九州労働金庫
�福岡市役所
�秦野市役所

主な進学先
�佐賀大学大学院工学系研究科（１７名）
�九州大学大学院

�佐賀大学大学院教育学研究科
�早稲田大学大学院

理工学部
物理科学科 ３年

古賀 絵美
佐賀県立神埼高等学校出身

学生からのメッセージ

勉強とサークル活動で
充実したキャンパスライフ
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理工学部

物理科学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 研 究

１２４ 必修

理工学部

物理科学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●量子力学Ａ

原子の大きさ程度よりも小さい長さの領域では、１個の電

子が同時に異なる場所に存在し、あたかも広がった波のよう

に振る舞う。この粒子と波の二重性をどのように理解したら

良いのだろうか。この答えを探るため、電子がしたがう基礎

的な方程式を学び、それに基づいていくつかの力の場合につ

いて方程式を解く。このプロセスを通して、通常、ニュートン

力学に基づいて理解している粒子の運動との違いを考える。

…………………………………………

…………………………………………
●宇宙物理学

ビッグバン宇宙論は、宇宙空間の膨張、宇宙背景放射、軽

い元素の存在比を自然に説明できる理論で、現代的な宇宙

論の基礎となっている。この授業では、変化する空間をどの

ように記述し、どのような法則に従って変化するかを紹介し、

それを現在の観測と照らし合わせて宇宙を満たすエネル

ギーの中味がきまること、軽い元素の量がどのようにして決

まったのかといったビッグバン宇宙論の基本的な内容を学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●熱力学

熱力学は熱をいかに効率よく仕事に変換できるかという研

究から始まった学問です．熱力学を学ぶことで、多くの粒子

からなる物質が少数の物理変数で記述でき、物質の熱に関

する物理現象を包括的に理解できるようになります．授業で

はエントロピーという新たな変数を導入することで自然界の

可逆でない事象が熱の移動の過程と深く結びついているこ

とを学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●物理学実験Ａ

物理学の基礎分野、特に、力学、熱力学、電磁気学、原子物

理学、固体物理学の中の基礎的で重要な実験を行う。例えば、

高校の教科書でも登場する重力加速度や万有引力定数、さ

らにプランク定数等を、先人の素晴らしいアイデアを含んだ

方法によって測定する。これらの実験を通して、基礎的な実験

技術・統計処理法の習得とともに、物理現象およびその法則

性の理解を深める。さらに測定結果について考察し、これをレ

ポートにまとめる力を養う。

…………………………………………

…………………………………………
●科学英語�
卒業研究や大学院等で、物理学をより専門的に学ぶには、

英語で文献を読む力が必要となってくる。この授業では、科

学（特に物理）に関する英文を題材として、英語の科学文献を

読む基礎を身につけていくことを目標とする。また、英文の

題材を通し、物理の最先端の話題や、様々な分野にも触れて

いきたい。さらに、科学に関する英語だけでなく、受講者の英

語の総合力の向上も目指す。

…………………………………………

…………………………………………
●波動

光や音の波は、高校でも学習しますが、「場」（空間そのも

のに物理的な性質が表れているもの）という考え方を用いて、

あらゆる現象を波動として表し理解する方法を学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●電磁気学�
現代生活に電気・磁気の利用は欠かせません。磁気による

現象は、電気現象よりも古くから不思議な力としてその存在
が知られており、羅針盤などで実用化されてきました。電磁
気学�では、磁気現象を主テーマとして、「場」の考えを導入
し、磁場が電流によって発生すること、磁場と電流（運動する
電荷）の間に力が働くこと、時間的に変動する磁場が起電力
（電場）を生じさせることなど、磁気現象の特徴とその法則に
ついて、また一見別物にも見えた磁気・電気現象間の関連に
ついて学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●物理数学Ｂ

物理学を学ぶためには、微分積分学とベクトル・行列など

を扱う線形代数という数学が必要です。特に、物理学の方程

式のほとんどが微分方程式であるため、微分積分の知識は

必要不可欠です。この授業では、微分積分の基礎的な知識や、

関数の極値の問題、多変数の関数の解析の仕方などを学び

ます。

…………………………………………

…………………………………………
●統計力学Ａ

私たちの身の回りの物質は、１�あたり１０２３個もの原子や

分子から構成されている。一方で、そのような巨大な数の集

団は、たとえば気体の「圧力」のように、その性質を示す物理

量で表現することができる。ミクロな要素の集団からマクロ

な量が現れるのはなぜか、ミクロな視点からみた「熱」の正体

など、私たちが実感できる物理の概念を、ミクロな枠組みか

ら説明する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

●物理数学Ａ

●物理数学Ｂ

●物理学演習Ａ

●物理学演習Ｂ

●力学Ａ

●力学Ｂ

●熱力学

●物理学概論Ａ

●物理学概論Ｂ

●物理数学Ｃ

●力学Ｃ

●力学Ｄ

●電磁気学�
●電磁気学�
●物理学実験Ａ

●波動

●物理数学Ｄ

●回路理論

●電磁気学�
●電磁気学�
●量子力学Ａ

●量子力学Ｂ

●統計力学Ａ

●統計力学Ｂ

●科学英語�
●物理学実験Ｂ

●相対論

●宇宙物理学

●計算機物理学Ａ

●計算機物理学Ｂ

●物性物理学

●放射線物理学

●卒業研究

●科学英語�
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■シュバルツシルトブラックホール、カーブラックホールについて

■インフレーション宇宙、観測によるインフレーション模型の検証

■ビッグバン宇宙論と宇宙背景放射

■ビッグバン元素合成、軽元素の存在比の計算

■ダークマターの存在の証拠、及びダークマターの候補について

■宇宙線ミュー粒子の天頂角測定

■ガス増幅を用いた粒子測定器の開発

■クォーク物質の相転移と宇宙初期の状態

■超高密度天体の質量・半径の関係と状態方程式

■場の量子論における摂動論について

■場の理論の経路積分による量子化

■ LHC実験とヒッグス・ポータル

■時空と非平衡現象の統一的理解

■低次元導体の単結晶育成と電気的性質の研究

■酸化物高温超伝導体における不純物混入の影響

■新奇量子磁性物質の創製と物性解明

■マルチフェロ物質の開発

■金属絶縁体転移に現れるナノサイズ効果

■ナノ結晶を利用した磁気抵抗素子の開発

■カーボンナノチューブの発光

■カーボンナノチューブの電気伝導

■電子線干渉実験のための電子線ビームスプリッタの開発

■極小細線の伝導電子の振る舞い

■量子力学の電子回路によるシミュレーション

青木 一 准教授
素粒子物理、理論物理、超弦理論、場の理論

石渡 洋一 准教授
物性実験、ナノ結晶合成、放射光分光

遠藤 隆 教授
シュレディンガーの猫

岡山 泰 准教授
高圧下物性測定

河野 宏明 准教授
原子核理論、陽子、中性子、中間子、クォーク

杉山 晃 教授
素粒子実験（高エネルギー物理）、測定器開発

鄭 旭光 教授
固体物理学、磁性、ナノ物理、強相関物性

高橋 智 准教授
初期宇宙、インフレーション宇宙、宇宙の暗黒成分

橘 基 准教授
粒子理論、超高密度天体、重力波

豊島 耕一 教授
電界放出、量子的干渉、放射線計測、科学と社会

平良 豊 教授
物性実験、量子的干渉

船久保公一 教授
初期宇宙、素粒子、物質の起源

真木 一 准教授
物性実験、超伝導、強相関物性、低次元物性

米山 博志 教授
素粒子論、場の量子論、格子場の理論

高エネルギー物理学研究室 素粒子実験（高エネルギー物理）、
測定器開発；杉山 晃 教授

当研究室は、「神の粒子」と呼ばれるヒッグス粒子の精密測定をはじめ、宇宙創成の謎や質量の起源

を解き明かすことを目標とする「国際リニアコライダー計画（ILC）」を推進しています。ILC計画は、全

長３０�に及ぶ直線の地下トンネルに沢山の（陽）電子加速装置を配置し、一方の端から電子を、反対の
端から陽電子（電子の反粒子）を加速し、中央で衝突させる実験です。衝突により作られる高エネル

ギー状態からは、通常存在し得ない未知の粒子を発生させることも可能になり、それらを調べることで、

宇宙の初期に存在したと思われる素粒子の性質を解明することできます。既知のどんな素粒子とも異

なるヒッグス粒子の正体や、それによって決められる「真空の構造」、「暗黒物質」の探索など基本的で

重要な物理の課題を解明することが期待されます。また、このような測定をおこなうためには、最先端

の測定器が必要になります。当研究室では特に、新しい技術を使いガス増幅装置の開発や、シミュレー

ションによる測定器の設計、評価を進めながら、リニアコライダー実験の始まりに備えています。

宇宙論研究室
高橋 智 准教授

宇宙はどのように始まり、またどのように現在まで進化

してきたのであろうか。宇宙の暗黒物質、暗黒エネル

ギーの正体は一体何であろうか。宇宙には様々な謎があ

ります。本研究室では、それらの宇宙の謎の解明を目指

し、理論的な研究を行っています。

ハドロン物理学研究室
河野 宏明 准教授

物質の基本単位であるクォークは、通常は原子核の構
成粒子である陽子や中性子の中に閉じ込められていま
すが、高温や高密度ではクォークが溶けだしたクォーク
物質が存在すると予言されています。そのようなクォー
ク物質は天体の内部などに存在すると考えられています。
当研究室ではクォーク物質にかかわる理論的研究をして
います。

ハドロン物理学研究室
橘 基 准教授

物質を構成する素粒子の一つであるクォークの性質
について、理論的立場から研究を行っています。特に最
近のテーマは超高温・超高密度でのクォークの振る舞い
とその宇宙・天体現象との関わりで、クォークというミク
ロなものから、宇宙初期の様子や超新星爆発、中性子星、
重力波といったマクロな現象をどのように解明するかに
関心を持って取り組んでいます。

凝縮系物理学研究室
鄭 旭光 教授

研究テーマは物理学的に面白い新物質の創製と新奇

物性の開拓です。物理での研究分野で言うと物性実験

ですが、化学的な手法を駆使した新物質合成に片足を

置いたところが特徴です。国内外の加速器などの施設

（放射光、中性子、ミューオン等）を活用し、新奇物性の研

究を行っています。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

理工学部

物理科学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

凝縮系物理学研究室
真木 一 准教授

この世の中には金属になる物質と絶縁体になる物質
があります。この理由はバンド理論と呼ばれる理論で明
快に説明できます。しかし、実はバンド理論の枠組みを超
えて不思議な性質を示す物質がまだまだあるのです。そ
こでは強い電子間クーロン反発力や結晶構造の低次元
性などが重要な役割を果たします。そのような物質の性
質を実験的に調べ、物質に多様な性質が生まれる理由を
さらに幅広く理解したいと考えています。

量子干渉研究室
遠藤 隆 教授

量子力学は、粒子が波動のように振る舞ったり、異なっ

た状態が同時に重ね合わされたり、常識では理解できな

い不思議な現象を予言しています。この問題を、基礎に

立ち返って考え直すとともに、実験によって検証する方

法を考えたり、シミュレーションを行ったりしています。

素粒子論研究室
青木 一 准教授

物質は何から構成されているか、それらはどのような
相互作用をするか、時空間とは何か、という基本的な問
題を解明し、万物の統一理論の構築を目指しています。
標準模型が確立して４０年が経ちますが、LHC加速器実
験でのヒッグスなどに関する結果は、次の素粒子模型へ
発展をもたらすでしょう。また重力や時空の理解は２１世
紀に残された重要な問題です。これは初期宇宙やブラッ
クホールの解明にも不可欠です。

素粒子論研究室
米山 博志 教授

物質の究極の最小単位である素粒子の振る舞いを、

基礎理論としての場の量子論を用いて研究しています。

主に、自然界に存在する基本的な４つの力のうち強い力

が関係する、クォークの閉じ込めや質量の起源とも関係

したカイラル対称性の破れなどの性質について、有限温

度や有限密度の環境下でどのようになるのか、またどの

ように計算するかなどについて研究しています。

量子干渉研究室
平良 豊 教授

物質は多数の原子分子から構成されていることは理

解されている．金属の中では原子の中の電子が原子から

の束縛を逃れて比較的自由に動き回って大きな伝導性

を示すが、電子を入れている入れ物を非常に小さくして

いくと電子がもつ本来の奇妙な振る舞い（量子性）を観

測できる．極小細線の中の電子の振る舞いの研究に取り

組んでいます。
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高度情報社会は創造や発見の 

チャンスに満ちています 

★スマートフォン、インターネット、 

　ソーシャルメディア、人工知能、 

　ビッグデータ 

★質が保証された学力を備えて社会に出よう 

知能情報システム学科のカリキュラムは、情報技術者と

して必要なさまざまな知識や能力を修得することができ

るようにデザインされており、実施されている授業の目標

は、

（１）コンピュータのしくみの理解

（２）プログラミングの習熟

（３）情報技術のさまざまな応用の修得

（４）現実に起こる事象をコンピュータ上でモデリング

するために不可欠な数学や自然科学の理解

（５）日本語や英語での技術文章の読み書き、プレゼン

テーションといったコミュニケーション技術の習熟

（６）情報技術者としての倫理観の形成

（７）問題発見と問題解決の能力の開発

など多岐にわたっています。

当学科のカリキュラムは、第三者機関であるJABEE

（日本技術者教育認定機構）の認定を受けています。

情報科学及び情報工学の学問領域における専門知識・

能力及び広い視野を持ち、知識基盤社会を担う人材を育

成することとし、次の目標を設定します。

Ａ 情報システムが社会の様々な分野に及ぼす影響

を総合的に理解する能力を育成し、情報技術者と

しての責任を自覚させます。

Ｂ 各種の情報システムの原理や構造を理解し、その

設計および実装を効果的かつ系統的に行う能力

を育成します。

Ｃ コンピュータサイエンスを理解し、それを応用す

る能力を育成します。

Ｄ 情報システムに関連する、数学および自然科学を

中心とした理工学の基礎を習得し、それらを応用

する能力を育成します。

Ｅ 日本語での文書作成および口頭発表を通じて正

確かつ論理的に情報を伝えるとともに、効果的な

討論を行うコミュニケーション能力を育成します。

また、英語による文書作成に関する基礎能力を育

成します。

Ｆ 与えられた課題を解決するために、日本語および

英語で書かれた情報の収集、必要な知識の獲得、

計画の立案、自主的かつ継続的な計画推進の各

能力を育成します。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私が学んでいる知能情報システム学科は、ITスペシャリストやプ

ロダクトマネージャー等に代表される高度情報化社会を支える人材

を育成する学科です。情報技術の基礎から応用までを幅広く学び、

卒業生は、技術士（情報工学部門）の第一次試験の合格と同等だと認

められます。情報技術の基礎とは、コンピュータが保持する情報単位

や２進数の知識はもちろん、現代を支える高度な技術の基盤となる

線形代数や解析学、統計学などの幅広い分野の数学のことで、応用

とは実際に社会で活用されているプログラミング言語の学習や、

情報システムの開発・利用のことを指します。

理工学部では専門周辺科目という、自分が専攻している分野以

外の科目を学ぶことができます。私も電気電子工学科の先生

から生体医学への応用に関する講義を学び、情報技術に対する

視野がとても広がりました。このように佐賀大学は、基礎から

応用までの幅広い学問分野と柔軟な学習環境が整った大学

です。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（数学）
■高等学校教諭一種免許状（数学）
■高等学校教諭一種免許状（情報）
■技術士補

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�日本電気（株）（NEC）
�（株）NEC情報システムズ
�（株）アルプス技研
�（株）日立システムアンドサービス
�住友生命保険相互会社
�コンピュータシステムエンジニアリング
�（株）日本コンピュータコンサルタント
�（株）システムサービス
�正晃（株）

�（株）FCC テクノ
�（株）クラコーポレーション
�コトブキ製紙（株）
�三菱UFJインフォメーションテクノロジー（株）
�セントラルソフト（株）
�セコムテクノサービス（株）
�（株）メディアサイト
�（株）大島造船所
�鳥栖倉庫（株）

主な進学先
�佐賀大学大学院工学系研究科（１８名）
�佐賀大学大学院医学系研究科（２名）

�宮崎大学大学院教育学研究科（１名）

理工学部
知能情報システム学科 ３年

千々岩 舞
福岡県 筑紫女学園高等学校出身

学生からのメッセージ

幅広い学問分野と
柔軟な学習環境の下で



082

理工学部

知能情報システム学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２７ 必修

理工学部

知能情報システム学科 注目の授業・講義

…………………………………………

…………………………………………
●データ構造とアルゴリズム

コンピュータにデータを格納させるしくみを「データ構造」、

問題を解かせる手順を「アルゴリズム」といいます。本講義で

は、データ構造とアルゴリズムに関する基本知識を学び、優

れたプログラム開発に応用できるようにします。

…………………………………………

…………………………………………
●人工知能

人間の知的活動をコンピュータで実現する「人工知能」の

基礎知識を学びます。推論を実現する導出のしくみや、導出

を計算機に実現する論理プログラミング、人工知能が対象と

する領域に関する知識の表現について学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●ソフトウェア工学

数百万行以上の規模を持つ現代の大規模ソフトウェアを、

系統的に企画・開発・検証する技術を身につけます。ソフト

ウェア工学は、ソフトウェア開発者だけでなく、ソフトウェア開

発の委託者にとっても必須技術です。

…………………………………………

…………………………………………
●ハードウェア実験

Ｚ８０ワンボードマイコンのタイミングチャートの観測や回

路図を読むことにより、マイクロコンピュータの基本原理・制

御の基本を学びます。また、ハンドアセンブルで機械語のプ

ログラムを作成し、実行とデバッグを行います。

…………………………………………

…………………………………………
●情報理論

確率論という数学的手法を用いて情報とは何かを考えま

す。情報量、情報の符号化法、高信頼情報伝送を実現するた

めの通信路符号化、通信路容量、アナログ信号のデジタル変

換法など、コンピュータ科学の基礎となる理論を学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●情報ネットワーク

情報ネットワークを支える基礎技術である通信プロトコル

の学習、具体的にはインターネットプロトコルの学習を通じて、

情報ネットワーク全般に関する学習を行います。実験を併せ

て行うことで、理解を深めます。

…………………………………………

…………………………………………
●情報数理

数と式の表示と法則、集合と論理、様々な証明法、初等関

数、数列の収束、関数の連続性など、知能情報システム学を

学習するために必要な数理・数学の基礎理論を学びます。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

●情報数理�
●情報数理�
●プログラミング概論�
●プログラミング演習�
●線形数学�
●線形数学�
●基礎解析学�
●基礎解析学�
●論理設計

●計算機アーキテクチャ

●技術文書作成

●プログラミング概論�
●プログラミング演習�
●工業数学�
●工業数学�
●情報理論

●データ構造とアルゴリズム

●確率統計

●ソフトウェア工学

●オブジェクト指向開発

●データベース

●形式言語とオートマトン

●ハードウェア実験

●応用線形数学

●情報代数と符号理論

●コンピュータグラフィックス

●記号論理学

●オペレーティングシステム

●情報ネットワーク

●科学英語�
●科学英語�
●情報社会と倫理

●情報システム実験

●システム開発実験

●情報ネットワーク実験

●シミュレーション実験

●プログラム言語論

●数値解析

●グラフと組合せ

●信号処理

●人工知能

●コンパイラ

●情報と職業

●画像情報処理

●モデリングとシミュレーション

●卒業研究

●情報学特別講義

…………………………………………

…………………………………………
●計算機アーキテクチャ

コンピュータの構造、コンピュータの内部での数値や音声、

画像データの表現方法、プログラムを動かした時のコン

ピュータ内部での動き、ディスプレイ、プリンタやCDや

DVDといった周辺機器のしくみについて学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●プログラミング概論・演習

コンピュータを動かすためのプログラミング技術を勉強し

ます。毎回、概論（講義形式）の時間にプログラムを理解した

後、演習の時間に、自分のノートPCを用いて実際にプログ

ラムを作成し、動かします。
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■パターン照合を用いた病床自動割り当てシステム

■学習可能な自由結合ネットワークの構築

■PS３上の並列CGプログラムにおける動的負荷分散

■PS３上での画像バッファへの描画データのDMA転送

■多変数公開鍵暗号の構成

■離散値による積和アルゴリズム復号法の計算

■特異値分解を利用したデジタル画像への電子透かし

■WTMMを利用したデジタル画像のノイズ除去

■ iPhoneを用いた大学内の擬似Street Viewアプリ

■プログラミングレポートのオンライン添削ツール

■Webカメラを用いた３次元位置取得の方法検討

■PDFドキュメント添削ツールGABA２の評価と改良

■球面SOMMを用いたデータの可視化

■演習支援システムにおける自動テスト結果表示ツール

■マイクロ波及び熱赤外放射形を併用する海面温度推定

■時間次元カービングによる動画像データ圧縮方法

■ウェーブレットによる画像検索

■脳波センサを用いた心理効果解析システムの試作

■USBカメラを用いた異常縮瞳時視認画像

■コメント機能追加による“iアプリ”食育学習システム

■Androidを利用した地形図学習支援システムの開発

■無線 LAN利用者情報表示のAndroidアプリ開発

■ボードゲームによる電子マネー体験システムの開発

■学習と記憶の想起を表現する脳機能の物理モデル

林田 行雄 教授
情報ネットワーク

山下 義行 教授
プログラム言語

上原 健 教授
代数的符号理論

渡邉 義明 教授
神経回路網

新井 康平 教授
情報認識／理解／最適化等手法論

渡邉 健次 教授
教育システム、インターネット

松前 進 准教授
並列分散アルゴリズム

中山 功一 准教授
創発システム、最適化手法

皆本 晃弥 准教授
精度保証付き数値計算、非線形解析

掛下 哲郎 准教授
データベース、ソフトウェア工学

奥村 浩 准教授
リモートセンシング、画像処理

岡崎 泰久 准教授
知的教育システム、インターネットと教育

大月 美佳 講師
ソフトウェア工学、オブジェクト指向、遠隔教育

杉町 信行 助教
コンピュータネットワーク

前田 明子 助教
コンピュータネットワーク

山口 暢彦 助教
パターン認識、機械学習

第１研究グループ 林田 行雄 教授、山下 義行 教授、松前 進 准教授、
中山 功一 准教授、杉町 信行 助教

キーワード：ネットワーク、プロトコル、コンパイラ、コード最適化、並列分散コンピューティング、創発、最適化

・情報ネットワークプロトコルの性能評価に関する研究：インターネットで利用されているTCPや

UDPをベースとした次世代プロトコルの開発を目指した研究を行っています。インターネットの利

用活用に関する研究も行っています。

・コンピュータ上で様々な処理を高速に行うためのソフトウェアの構築法を研究しています。具体的に

はプログラミング言語処理系の開発、高性能並列処理プログラムの開発を行っています。

・コンピュータに問題を効率良く解かせる研究をしています。１台のコンピュータだけではなく、多数

のコンピュータを連携させて問題を解く際、理論的限界スピードが出るアルゴリズム開発を目指します。

・「知能を創る」のではなく「知能を生み出す仕組みを創る」研究をしています。生き物の進化の仕組み

／成長（学習）の仕組みをコンピュータでシミュレートし、システムが勝手に賢くなる新しい仕組みを

目指しています。

第２研究グループ
上原 健 教授、皆本 晃弥 准教授、前田 明子 助教

キーワード：精度保証付き数値計算、画像・信号処理、誤り訂正符号、整数論と暗号理論

・情報通信においてノイズによる誤りが発生するとき、受信情報に含まれる誤りを除去する

技術があります。その技術の基礎理論である誤り訂正符号の理論について、誤り訂正符号

の代数的構成法を研究しています。

・数学を利用して、画像や音楽へ第三者に分からないような情報を埋め込む電子透かし技

術やノイズ除去法などを開発しています。また、いろいろな方程式をコンピュータで解く

ための方法も開発しています。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

理工学部

知能情報システム学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

教 員 紹 介

第３研究グループ
渡邉 義明 教授、掛下 哲郎 准教授、大月 美佳 講師、山口 暢彦 助教

キーワード：ネットワーク利用管理、組み合わせ最適化手法、情報サービス、ソフトウェア、デー
タベース、情報専門教育、データ可視化

・快適かつ安全なネットワーク利用を実現するためのシステム開発

・自然界の仕組みにヒントを得た各種の最適化方法の開発

・ソフトウェアの理解容易性を高めるための技術およびソフトウェアツールの企画・開発

・大量のデータを系統的に整理するための技術およびソフトウェアの企画・開発

・情報専門教育の成果と社会の要求の関連を明確化するための調査研究

・時系列データにおける状態推移の可視化に関する研究

第４研究グループ
新井 康平 教授、奥村 浩 准教授

キーワード：情報技術の産業、環境への応用、リモートセンシング、画像処理

・情報技術の農林水産、健康福祉介護、防災環境監視等への応用研究を行っています。視覚

正常の障害者が情報技術の恩恵を受けられるような視線によるコンピュータ入力、優良茶

園、有害赤潮の衛星によるモニタ、環境防災衛星を開発しています。

・衛星画像やセンサのデータを用いた地球環境のリモートセンシング（遠隔計測）、医用画

像を用いたコンピュータ自動診断、人間の視覚シミュレータや特異色覚者用の色覚認識

支援システムの開発といった画像関連の研究を行っています。

第５研究グループ
渡邉 健次 教授、岡崎 泰久 准教授

キーワード：教育システム、インターネット、複雑系

・コンピュータやスマートフォンなどの情報通信技術（ICT）を活用して、学習支援を行うシ
ステムに関する研究を行っています。新しい技術を積極的に取り入れ、新しい学びを提案
することを目指しています。
・ネットワークアプリケーション、インターネット運用管理技術、次世代インターネット応用技
術の研究を行っています。研究成果を実際に利用することを指向し、実践的な開発を進め
ています。
・自然や社会等に現れる複雑なパターンや現象を、統計力学的観点か理解することを目指
した研究を行っています。特に、交通流やネットワーク構造に注目し、理論、シミュレーショ
ン、実験を行っています。
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機能物質化学科では、化学を基礎とし、エレクトロニク
スやバイオなどの先端材料、資源のリサイクルや環境の
浄化などに関する教育・研究を行っています。
１年次は、すべての学生が同一カリキュラムで基礎科

目を学習するとともに、「課題研究」を行って化学への親し
みを育みます。２年次に希望コースを選択し、それぞれ独
立したカリキュラムに従った履修が始まります。
学術教育プログラムである「物質化学コース」では、幅

広い知識を習得し、理科教員などの専門的な個性を伸ば
すことができます。一方、技術者教育プログラムである

「機能材料化学コース」は、JABEE（日本技術者教育認定
機構）認定を取得している国際的に学力保証された教育
プログラムで、基礎から応用にわたる化学の知識を習得
し、社会の要請に応え得る実践力を身につけることができ
ます。
４年次では教員指導の下に、これまでの知識と技術を

活かし、新原理の発見、新しい機能材料の合成、環境問題
の解決など学問や社会の発展に貢献できる卒業研究を
行います。

機能物質化学科は、基礎化学から応用化学までの幅広
い知識を身につけることで、エネルギー問題や環境問題
を克服した豊かな地域社会・国際社会を構築していくた
めの実践力を養い、化学を通して継続的に社会に貢献で
きる人間を育成することを目標としています。この目標を
達成するために、広範な視点を持つ人材を育成するため
の「物質化学コース」と化学技術者を目指した「機能材料
化学コース」の２つの教育プログラムを置き、以下の教育
目標を定めています。

物質化学コース

A 基礎化学から応用化学までの幅広い知識と実践
力を修得し、化学を通して社会に役立つ能力を身
につける。

B 幅広い教養に裏付けられた広範な視点をもつ化

学者としての能力を身につける。

C 情報技術、プレゼンテーション、コミュニケーショ
ン能力を養い、自主的に仕事を計画、実行、総括
する能力を身につける。

機能材料化学コース

A 基礎化学から応用化学までの幅広い知識と実践
力を修得し、自立した化学技術者としての能力を
身につける。

B 幅広い教養に裏付けられた広範な視点をもつ化

学技術者としての能力を身につける。

C 情報技術、プレゼンテーション、コミュニケーショ
ン能力を養い、自主的に仕事を計画、実行、総括
する能力を身につける。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私は機能物質化学科に所属し化学の勉強をしています。例えば
ファインセラミックスという言葉を聞いたことがあると思いますが、
これは陶器の持つ特性を進化させ、非常に硬くて強い新たな物質を
生み出したものです。
授業では多くの実験をしています。高校と大きく違うのは、いろい

ろな文献を調べ、仲間と議論しながら自分の考えをまとめ実験結果
に関するレポートを作成しなければならないことです。考えがまとま
らずつらい思いもしますが、書き上げた時の爽快感は格別です。
学生生活では高校時代と比較し自由になる時間も多くあります。

部活に打ち込む人、バイトを行う人などいろいろですが私は、趣味の
バイオリンとネイルを楽しんでいます。
また、周囲には一人暮らしの人も多くいますが、私は福岡から通学

しています。慣れればそう苦痛ではなく一人暮らしに不安がある人は
福岡からなら十分通学できます。
勉強と趣味の双方を楽しみながら充実した大学生活を送りたいと

思います。

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（工業）

■技術士補（機能材料化学コースのみ）
■毒劇物取扱者

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの、
受験が有利になるもの
■危険物取扱者（甲種）
■消防設備士（甲種）
■火薬類保安責任者
■発破技師

■第一種および第二種作業環境測定士
■第一種および第二種衛生管理者
■ガス溶接作業主任者
■労働衛生コンサルタント

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�株式会社九州 INAX
�田口電機工業株式会社
�日本磁力選鉱株式会社
�株式会社 JMS
�佐世保重工業株式会社
�ダイワボウレーヨン株式会社
�東亜非破壊検査株式会社
�ゼオライト株式会社
�株式会社チューケン日本医薬中央研究所
�理工協産株式会社
�ダイキョーニシカワ株式会社

�九州テクニカルメンテナンス株式会社
�トーカロ株式会社
�山崎製パン株式会社
�広島トヨタ自動車株式会社
�株式会社トヨタプロダクションエンジニアリング
�コストコホールセールジャパン株式会社
�NTTデータカスタマーサービス株式会社
�セントラルソフト株式会社
�応研株式会社
�佐賀市広域消防局
�福岡県警

主な進学先
�佐賀大学大学院工学系研究科（４４名）
�佐賀大学大学院医学系研究科（２名）
�九州大学大学院理学研究院（３名）
�九州大学大学院総合理工学研究院（５名）

�熊本大学大学院自然科学研究科
�東京工業大学大学院理工学研究科（２名）
�ソウル大学大学院
�各種専門学校（５名）

学生からのメッセージ

化学の知識を身につけて化粧品開発など
女性の美にかかわる仕事がしたい。

理工学部
機能物質化学科 ３年

林 由佳子
福岡県立福岡高校出身

理
工
学
部
／
機
能
物
質
化
学
科
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理工学部

機能物質化学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１３０ 必修

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

物
質
化
学
コ
ー
ス

●基礎数学及び演習� ●基礎化学実験�
●基礎数学及び演習�
●基礎物理学及び演習�
●基礎物理学及び演習�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学演習�
●基礎化学演習�
●基礎化学実験�

●機能物質化学実験� ●基礎分析化学

●機能物質化学実験� ●化学工学基礎�
●無機化学� ●材料分析化学

●錯体物性化学

●固体科学

●有機化学�
●有機反応化学�
●構造生物化学

●化学熱力学�
●量子化学�
●量子化学�

●機能物質化学実験� ●有機金属化学�
●機能物質化学実験� ●高分子物性化学

●科学英語� ●化学熱力学�
●科学英語� ●分子分光学

●無機化学� ●統計熱力学

●錯体物性化学 ●構造化学

●電子材料工学 ●分離化学

●セラミックス工学 ●物質循環化学

●機能物質化学特講� ●溶液物理化学

●機能有機化学� ●化学工学基礎�
●有機金属化学� など

●卒業研究

●技術英語�
●技術英語�

機
能
材
料
化
学
コ
ー
ス

●基礎数学及び演習� ●基礎化学実験�
●基礎数学及び演習�
●基礎物理学及び演習�
●基礎物理学及び演習�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学�
●基礎化学演習�
●基礎化学演習�
●基礎化学実験�

●機能物質化学実験� ●工業数学

●機能物質化学実験�
●無機化学

●応用無機化学

●有機化学

●応用有機化学

●物理化学�
●物理化学�
●化学工学�
●分離分析化学

●機器分析化学

●機能物質化学実験� ●反応工学

●機能物質化学実験� ●環境化学

●科学英語�
●科学英語�
●無機材料科学

●無機材料工学

●生物化学

●高分子化学

●応用物理化学

●化学工学�
●分離工学

●卒業研究

●技術英語�
●技術英語�
●化学技術者倫理

●知的財産権法

理工学部

機能物質化学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●錯体物性化学

錯体あるいは配位化合物とは、“中心の原子あるいはイオ

ンに、いくつかのイオンや分子が配位結合している化合物”

のことです。配位化合物は、化学工業や生命現象において重

要な役割を演じています。これら一群の化合物について、電

子状態と配位化合物特有の物理化学的性質や立体構造につ

いて学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●無機材料工学

無機（セラミック）材料の製造に係る基礎を講義しています。

具体的な内容は、①セラミックスの性質と一般的製造法、②

状態図を利用した凍結乾燥法（無機粉末の作製）や帯溶融法

（宝石の製造）、③無機粉末の熱分解反応および固体反応（着

火素子用材料の合成）、④薄膜作製法（硬い金色膜の製造）、

⑤単結晶の作製法（半導体シリコンウエハーの製造）、⑥無機

粉末の焼結（各種セラミック製品の製造）、などです。

…………………………………………

…………………………………………
●有機化学

有機化学は、有機化合物を扱う学問です。有機化合物は炭

素を含む化合物で、天然物だけではなく、人工的に作られて

いる材料のかなりの割合を占めています。講義では、有機化

合物の合成方法（有機合成）、有機化合物の反応の仕組み（反

応機構）、有機化合物の性質などを学びます。また、有機化合

物の基礎のみならず（理学的側面）、それらを応用した材料の

基礎についても修得できるよう（工学的側面）に講義を進め

ていきます。

…………………………………………

…………………………………………
●生物化学

この授業では生物、細胞の基本構造と生体を構成する物

質の化学構造と性質を学習します。私達の体はちいさな細胞

の集まりです。この細胞の仕組みとそれをつくる生体物質を

学習し、体の構造と機能を化学の言葉で理解することが目的

です。また、より高機能の生体材料の開発を目的として、アミ

ノ酸・タンパク質、DNAとRNA、糖質、脂質など生体物質の

構造と機能を学習します。

…………………………………………

…………………………………………
●高分子物性化学

スーパーやコンビニで利用されるレジ袋、ペットボトル、タ

イヤ、衣料繊維等々、私たちの身近にある物の多くが、千個以

上の原子がつながった大きな分子、高分子からできています。

「高分子物性化学」は、高分子の形や、それらが集合した高分

子材料が金属等とは異なる独特な性質を生じる原理を学び、

理解する科目です。

…………………………………………

…………………………………………
●量子化学Ⅰ

皆さんは、２個の水素原子（Ｈ）が衝突すると、なぜ水素分
子（H２）ができるか理由が分かりますか？一方で、２個のヘリ
ウム原子（He）が衝突してもヘリウム分子（He２）はできませ
ん。なぜか分かりますか？この問題は簡単なようで、実は科学
者を１００年以上も悩まし続けてきた難問でした。これに対す
る答えを最初に見つけたのは、ハイトラーとロンドンという二
人の科学者でした。彼らは当時できあがって間もない量子力
学という学問を使って、理由を明らかにしたのです。量子化学
Ⅰでは、そのような量子力学の基礎を勉強します。

…………………………………………

…………………………………………
●溶液物理化学

私たちは、多くの化学現象を利用して様々な機能を実現し、

生活を豊かにしています。これらの化学現象の多くは溶液、特

に水溶液中で生じています。この講義では、これまでに学ん

できた物理化学の基礎にもとづいて、様々な現象のエネル

ギー的側面や現象を引き起こす原因である電気的相互作用

と熱運動との関係などを理解し、これらの化学現象が生じる

溶液系のさまざまな物性を総合的に捉える方法を学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●反応工学

化学反応には１次反応、２次反応、可逆反応、併発反応、逐

次反応などさまざまな種類があります。本講義の前半では、

積分法や微分法を用いてこれら化学反応の反応速度に関す

る反応次数や反応速度定数を決定し、解析することを目的と

しています。また、後半では反応速度解析を応用し、企業の工

場などで利用されるさまざまな反応器を用いた場合の反応

物の物質収支について講義し、反応器設計に役立てることを

目的としています。

…………………………………………

…………………………………………
●環境化学

地球温暖化、資源エネルギー、人工化学物質など、多様な

地球環境問題を理解するために、地球環境を化学的観点か

ら解説します。環境化学の講義では、気圏、地圏、水圏、それぞ

れの場の物質循環を理解したうえで、地球全体の物質循環

のメカニズムを総合的に学びます。地球は生命を育んでいま

すが、生命自身が地球環境を巧妙に制御していることが判っ

てきました。このシステムを理解し、更に制御するための基本

的考え方を学びます。
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■リチウムイオン電池用負極材料の開発

■新規電気二十層キャパシタの開発

■蛍光性チアカリックス［４］アレーンの合成

■新規モノフルオロビニル化合物の合成と反応

■単分子膜によるペロブスカイト構造の形成

■イオン性界面活性剤と腐植物質の会合挙動

■ホウキ分子によるホルムアルデヒドの除去

■クリーク底泥の安全性及び有効性

■チタン酸ナトリウムナノ構造体薄膜の合成

■分子磁石的性質を有する四核金属錯体の合成

■ウレアーゼ様ペプチド合成と好中球遊走活性

■ポリヨウ素化合物の簡便合成

■ポリマーミセルによるエコ色素の安定化

■ペリレン誘導体の電気特性の評価

■イミダゾリウム系イオン液体と分子性液体

■セシウムイオン選択性電極の開発

■Ca-Sr-Eu-Nd-O 系蓄光体の製造と特性

■光学活性Ｓ架橋複核錯体の立体特異的集積化

■エナンチオ特異的フォトクロミック反応

■HDAC１‐SIRT１阻害ペプチド創成

■紫外共鳴ラマン分光装置の開発

■糖応答性マイクロカプセルの薬剤放出

■Zr-SOJRのリン吸収・脱着と回収

■フェノール誘導体の重合および金属吸着

大石 祐司 教授
有機凝縮系、構造解析、走査プローブ顕微鏡

大渡 啓介 教授
イオン認識、分離、大環状化合物

北村 二雄 教授
有機合成化学、有機ヘテロ元素化学、グリーンケミストリー

鯉川 雅之 教授
錯体化学、磁気化学、生物無機

兒玉 浩明 教授
生物化学、ペプチド化学、分子薬理学

高椋 利幸 教授
溶液化学、溶液錯体化学、X線・中性子散乱

滝澤 登 教授
溶液物理化学、コロイド化学、両親媒性物質

中島 謙一 教授
光化学、分子分光学、高分子コロイド

野口 英行 教授
セラミックス、電池材料、リチウム

花本 猛士 教授
有機化学、有機フッ素化学、含フッ素複素環化学

宮島 徹 教授
腐植物質、イオン反応、水環境

大和 武彦 教授
有機合成化学、構造有機化学、超分子化学

渡 孝則 教授
無機材料のリサイクル、半導体セラミックス、環境浄化セラミックス

海野 雅司 准教授
分子分光学、量子計算化学、光受容タンパク質

江良 正直 准教授
有機光電子材料、ナノハイブリッド、フォトニクス

長田 聰史 准教授
有機合成化学、ペプチド化学、アミノ酸ミミック

川喜田英孝 准教授
金属回収、生体高分子、分離

竹下 道範 准教授
フォトクロミズム、分子認識、光スイッチ

中村 博吉 准教授
リチウム電池、キャパシター、電気メッキ

森貞真太郎 准教授
化学工学、コロイド・界面工学、液相吸着

矢田 光徳 准教授
ナノ構造セラミックス、ナノチューブ、ナノテクノロジー

山田 泰教 准教授
無機化学、錯体化学、多核錯体

磯野 健一 助教
電気化学、分析化学、無機化学

梅木 辰也 助教
複雑流体、機能性溶液、核磁気共鳴

坂口 幸一 助教
有機エレクトロニクス、炭素系材料、固体物理化学

成田 貴行 助教
ゲル、高分子溶液、パターン形成

米田 宏 助教
錯体科学、配位高分子、双安定性

蓄電材料研究室 野口 英行 教授、中村 博吉 准教授、磯野 健一 助教
専攻／無機化学、電気化学、電子材料工学

当研究室は地球環境にやさしいリチウムイオン電池やキャパシタ等のエネルギー関連材料の研究を

行っています。リチウムイオン電池は携帯電話やノートパソコンの電源であり、１９９１年発売以来急激に

需要が伸びているエネルギーデバイスです。また、近年は電気自動車の電源として期待され、電池の

大型化が進められていることに伴いコスト・環境・安全性などが要求されています。研究内容は、現在主

に使用されている電極材料の代替材料の創成です。たとえば正極材料ではCo系酸化物からLi-Mn-

Ni-Co 固溶体系・LiMn２O４・LiFePO４といったMn、Fe、Ni、Coなどの酸化物、負極材料ではグラファイ

トからSiや SnとLi の合金・Ti 酸化物など燃えにくい材料への転換を進めています。また、電解液も

同様に開発に取り組んでおり、電極表面での電解液の分解抑制や燃えにくい機能性電解液の開発を

行っています。そのほかにハイブリッドキャパシタやグラフェンオキサイドの応用技術の研究をしてい

ます。

有機化学研究室
北村 二雄 教授

ノーベル賞を受賞された鈴木先生や根岸先生のクロ

スカップリング反応のようなパラジウムなどの金属触媒

を使って、医薬・農薬等の合成に役立つ反応の開発を研

究しています。炭化水素化合物を直接合成原料に用いる

触媒反応を開発することにより、環境に優しい、グリーン

ケミストリーを目指しています。また、日本は世界第２位

のヨウ素産出国であることを知っていますか？このヨウ

素を利用した新しい合成反応も研究しています。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

理工学部

機能物質化学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

有機合成化学研究室
竹下 道範 准教授

光によって動く分子の研究をしています。例えば、超高

密度光記録材料として、光照射によって可逆的に構造が

変わるとともに色が変わる「フォトクロミズム」を示す有

機化合物や、その特性を生かした、光によって動く「分子

機械」や「ナノマシーン」の開発を行っています。研究は、

コンピューター等を用いた化合物の設計、化合物の有機

合成、スペクトル測定などを用いた化合物の評価のよう

に進めています。

化学工学研究室
川喜田 英孝 准教授

放射性元素であるウランやセシウムは、人体に悪影響
を与える場合があります。これらの元素を回収するため
に、吸着あるいは抽出という技術が開発されています。
吸着とは、固体の内部に金属を捕捉する部位を導入して、
それと金属溶液とを接触させて固体の内部に金属を取
り込む方法です。抽出とは、水に溶解しない有機溶媒中に
金属と結合する分子（抽出剤）を溶解させ、有機溶媒中に
金属を取り込む方法です。固体や抽出剤の設計と調製で
化学が活躍します。

環境化学研究室
宮島 徹 教授

今日、正確に地球の物質循環のプロセスを理解し、こ

れを精密に制御することが求められるようになっていま

す。私達の生きる基盤である「水環境」や「土壌環境」の

物質循環はその場の微生物活動によって制御されてい

ますが、最近、極微量の鉄イオンが大きな役割を演じて

いることがわかってきました。私たちはそのメカニズム

を詳細に研究し、鉄イオンによる「水環境」や「土壌環境」

の精密な制御技術を確立することを目指しています。

錯体化学研究室
鯉川 雅之 教授

我々が普段目にする磁石は、ナノサイズまで小さくし

ていくと磁力のもととなる原子間の相互作用が少なくな

るため磁気特性が失われてしまいますが、ある種の金属

錯体は分子サイズで磁石として振舞う「単分子磁石」の

性質を示すことが見出されています。このような単分子

磁石は、次世代の技術である量子コンピューターや量子

メモリへの応用が期待されており、私たちは磁気特性の

優れた単分子磁石の開発に取り組んでいます。

セラミックス工学研究室
矢田 光徳 准教授

セラミックスのかたちをナノメートル(nm)の大きさで

制御して新しい機能を発現させる研究を行っています。

１nmとは１０億分の１mのことを言いますが、nmの大

きさのセラミックスは、私たちが直接目で見ることがで

きる㎝や㎜の大きさのセラミックスとは異なる性質を示

します。私たちは“ナノ”セラミックスの医療材料や発光

材料や触媒材料等の高機能材料への応用を目指してい

ます。

物理化学研究室
海野 雅司 准教授

私たちの身体のなかで重要な働きをしているタンパ

ク質などの生体分子の機能は分子構造のわずか違いで

変化します。私たちの研究室では生体分子のわずかな構

造の違いを“見る”ことができるラマン円偏光二色性分

光装置を独自に開発し、作った装置を用いてさまざまな

生体分子の構造を調べています。
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すべての工業分野に 

不可欠な機械技術 

新製品や先端技術の 

開発を担う工学 

本学科は、機械工学およびその関連領域において、専
門的な基礎知識およびその応用力、ものづくりの素養を
身につけた技術者となる人材を育成するための教育を
行っています。本学科の教育課程は、JABEE（日本技術者
教育認定機構）認定プログラムであり、卒業生はJABEE
プログラム修了者の資格が得られます。
１年次は、機械工学を学ぶ動機付けを行う新入生導入

教育「創造工学入門」および、「教養教育科目」と専門科目
を学ぶ上での礎となる数学、力学、図学などの「専門基礎
科目」を中心に学びます。
２年次は、機械工学の基礎を担う流体力学、熱力学、材

料力学および機械設計、工作実習、設計製図などの「専門
科目」の必修科目を中心に学びます。
３年次は、「専門科目」の選択科目を中心に学び、より深

い専門科目の知識を身につけます。
４年次は、各教員の直接指導の下で『卒業研究』を行い、

それまでに修得した知識と育んできた能力を生かして、
新しいものを作り出すことや、未知の問題解決を図ること
への挑戦を行います。また、卒業論文作成や試問会での
プレゼンテーションを通して、資料調査、文書作成、コミュ
ニケーションの能力を身につけます。

航空機、船舶、鉄道、自動車のような輸送機械から発電

プラントや各種の動力機械、工作機械やロボットなどの産

業用機械、ロケットや人工衛星などの宇宙機器、さらには

身の回りの家電製品や情報・通信機器に至るまで、機械技

術が関わる分野は大変広範である。機械システム工学科

では、将来このような分野で広く活躍できる人材育成を

目指して、学習・教育目標を次のように定める。

1 人間社会と自然環境の調和を目指し、グローバル

な視点から多面的に物事を考察することができ

る。

2 良識を備え、技術者として社会に対する責任を認

識できる。

3 機械工学習得に不可欠な、基礎数学と力学の応

用力を身につける。

4 機械工学の基礎およびその応用力を身に付ける。

5 工作実習、設計、製図を通してものづくり（作り

make、造りdesign、創りcreate）の素養を身に

つける。

6 実験などを計画・遂行し、結果を工学的に考察す

ることに関して、課題の発見、問題解決ができる。

7 プレゼンテーションをはじめとする国際的な技術

コミュニケーション能力を身につける。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

機械システム工学科への進学の契機は、小さい頃から好きだった自動車

レースでよく耳にした「車体の空力性能」って何？という疑問でした。今の私は、

その思いが叶い流体工学の研究室で気体や液体の流れの解析と実験に関す

る卒業研究を行っています。

研究は難しいですが、先生や先輩、友人のサポートもあり、とても心強いで

す。卒業生の半数以上の人が、大学院に進学します。私も自分の研究のテーマ

にとても興味があるので、進学してさらに勉強を続けていきたいと考えていま

す。

大学での勉強は、大変ですが自主的に行うことが重要です。機械システ

ム工学科では、数学や力学などの基礎科目から始めて、流体工学、熱工学、

材料力学、機械制御、設計工作など、幅広く機械工学の専門知識が学べ

ます。座学に留まらず実験・実習・設計製図などの科目も充実しているの

で、ものづくりの素養も身につきます。一番印象に残る科目は、３年で

のロボット制御プログラミングの実験です。グループで話し合って思

い通りに動かせたときは、大きな達成感が得られました。

機械システム工学科は、「ものづくりが好きな人がもっと好きにな

る」そのような学び舎だと思います。

取得できる資格・免許あるいは試験
などの一部が免除される資格・免許

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■高等学校教諭一種免許状（工業）
■技術士補

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■第一種ボイラー・タービン主任技術者

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�日立造船株式会社
�株式会社きんでん
�豊田合成株式会社
�西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）
�第一精工株式会社
�NECエンジニアリング株式会社
�株式会社唐津鉄工所
�株式会社佐賀鉄工所（２名）
�株式会社ワイビーエム

�株式会社丸新
�株式会社三興
�株式会社志摩テック
�アークレイ株式会社
�九州積水工業株式会社
�株式会社佐賀共栄銀行
�長崎県警察
�佐賀県警察
�佐賀市役所

主な進学先
�佐賀大学大学院工学系研究科（４３名） �九州工業大学大学院工学府

備考 大学院進学率５９．５％

理工学部
機械システム工学科 ４年

鶴 若菜

学生からのメッセージ

興味のあることが、もっと好きになる



090

理工学部

機械システム工学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２６ 必修

理工学部

機械システム工学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●微分積分学�・�
微分積分学は、大学に入ってすぐ受けるべき最も基礎的な

科目であり、他の専門基礎科目や専門科目を理解する上で

欠かせないものである。本科目では、高校数学の学習内容を

前提として、さらに詳しく１変数関数の微分積分学を学んだ

後、２変数関数の微分積分学と簡単な微分方程式について

学ぶ。また、各科目には演習科目がそれぞれ開講されており、

講義と演習が一体となって、講義内容の理解を深めることが

できる。

…………………………………………

…………………………………………
●機械工作実習�・�
「ものづくり」の基本を１年次の機械工作の座学だけで学
ぶには限界があるため、その内容について実際に手足を動か
しながら実習で学ぶ。実習は、小グループに分かれたロー
テーション方式或いはアラカルト方式で準備された実習テー
マについて取り組む。「機械工作実習�」では、機械や工具に
慣れることに主眼をおいた基本作業を学ぶ。さらに「機械工
作実習�」では、受講生が３つの作業工程を選択し、時間に
縛られることなく、自分のレベルやペースに合わせた実習を
通して、特定の作業工程のスキルを身に付けることができる。

…………………………………………

…………………………………………
●材料力学

高校物理、微分積分学、工業力学の知識を前提として、�
部材に外力が加わったとき、どの程度変形し、どの程度の外
力に耐えうるのかなどの機械的・力学的性質、�使用する材
料の強さを考慮した加えられる力と部品や部材の寸法・形状
との関係について学ぶ。そして、現在の産業において『材料力
学』が、�機械が使用される期間中、安全に使用できること、
�できうる限り安いコストを維持する、�それゆえ、機械や構
造物部材の設計において、最も基本的で不可欠な学問分野
であることを理解する。

…………………………………………

…………………………………………
●線形代数学

線形代数学は、微分積分学とともに数学の基礎を支える重

要な科目である。特に、数学が物理学や機械工学などに応用

される場面において、ベクトルや行列の知識は必ず必要とな

る。本科目では、ベクトル・行列の基礎的事項から具体的な工

学系の応用について学ぶ。また、本科目と並行して演習科目

が開講されており、問題を解くことにより授業で学んだ専門

用語とその意味、定理、理論についての理解を深めることが

できる。

…………………………………………

…………………………………………
●流体工学

流体工学は、種々のエネルギー機器内部の流体の流れを
適切な設計によりコントロールすることでより高性能な機械
を実現するための学問分野である。本講義では、力学基礎と
微分積分学の知識を前提として、流体の諸現象を力学的、お
よび工学的に考察し、よりよい機械の設計に資する知識と能
力を養う。すなわち、�流体の性質および流体運動を伴う諸
現象の力学的な理解。�エネルギー輸送の役割を担う流体
運動、�一次元的理論により簡単な流体システムの計算・設
計の基本的能力を身につける。

…………………………………………

…………………………………………
●機械要素設計製図�・�
図面は工業言語のひとつであり、その作成技能は技術者と

して必須と言われる程、重要である。機械部品の形状・大き
さ・姿勢・位置、さらに面の肌・材料・加工方法などの機械設
計情報を正確に伝えるには、図面を一定の規約に従って正確
に、分かりやすく描く必要がある。「機械要素設計製図�」で
は、厳選された演習問題を解いて設計製図の基本知識、製図
規格および製図の基本的技能を身につける。さらに、「機械要
素設計製図�」では、「歯車減速機の設計製図」を通して、与
えられた設計仕様に対する設計から製図に至る一連の作業
を学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●工業力学�・�
力学は、微分積分学、線形代数（ベクトル解析学）とともに

機械工学を学ぶ上で重要な基礎科目である。本科目では、ま
ず物体が運動しない条件すなわち平衡条件を対象とする静
力学を学んだ後、時間とともに変化する力と質点或いは剛体
の運動状態との関係を対象とする動力学を学ぶ。本科目と
同時開講される演習科目との連係を図りながら、トラス、くさ
び、ねじ、ベルトや軸受などの摩擦といった実際の静力学問
題を解く能力、力学の原理の正しい理解とその適用に基づい
た動力学的問題の解決能力を身につける。

…………………………………………

…………………………………………
●熱力学�
熱力学を学ぶ上で不可欠となる「熱と温度」の概念、エネ

ルギー全般についての明確な定義、物理量を表すために必

要な状態量の概念を身につけた上で、力学基礎と微分積分

の知識を前提として、熱と仕事のエネルギー変換を支配する

熱力学の第１法則「仕事と熱は同等なエネルギー」と第２法

則「可逆と不可逆過程の存在」を学ぶ。同時開講される演習

科目と一体となって、理想気体を用いた熱と仕事の変換の基

本計算能力を身につける。

…………………………………………

…………………………………………
●創造工学演習

３年次までに学んだ知識や育んできた能力を総動員して、
エンジニアリングデザインの基礎を修得する。エンジニアリ
ングデザイン能力とは、設計図面制作能力ではなく、構想力、
種々の学問・技術を統合して必ずしも正解のない問題に取り
組み、実現可能な解を見つけ出していく能力をいう。本演習
では、客先要求仕様を自ら設定し、３次元CAD設計ソフト
ウェアを用いて解決策の立案とその評価（性能のみならず、
安全性、経済性なども含む）を行い、最適な解を見出すまで
の一連の過程を学ぶ。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

必
修
科
目

●実用英語基礎�
●実用英語基礎�
●微分積分学�
●微分積分学演習�
●物理学概説

●工業力学�
●工業力学演習�
●微分積分学�
●微分積分学演習�
●線形代数学

●線形代数学演習

●工業力学�
●工業力学演習�
●図学製図

●機械工作�
●機構学

●ベクトル解析

●材料力学�
●材料力学演習

●流体工学

●流体工学演習

●熱力学�
●熱力学演習

●数値計算法

●確率・統計

●機械材料

●機械設計�

●機械工作実習�
●機械工作実習�
●機械要素設計製図�
●機械要素設計製図�

●科学技術英語

●機械制御�
●計測工学

●機械力学�
●技術者倫理

●機械工学設計製図

●機械工学実験�
●機械工学実験�
●創造工学演習

●卒業研究

選
択
科
目

●機械工作� ●構造力学

●材料力学�
●流体力学

●熱力学�

●流体機械

●伝熱工学

●機械設計�
●基礎電気電子工学

●弾・塑性力学

●機械力学�
●エネルギー変換工学�
●機械制御�
●メカトロニクス

●ロボット工学

●生産管理

●自動車工学

●トライボロジー概論

●圧縮性流体力学

●エネルギー変換工学�
●生産システム概論
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■波力発電用タービンの研究・開発

■超音速旋回流れを利用した二相流分離装置の研究・開発

■斜流ファンや超音速気液二相ノズルの研究・開発

■マイクロポンプ、圧力波を利用した治療法、水ジェットの医療応用

■小型プロペラファンの性能向上と低騒音化に関する研究

■ CFRP製軽量水素圧力容器への安全な水素充填法の開発

■地球温暖化防止に対応した冷凍機・ヒートポンプシステムの開発

■材料製造時の高温面の急速冷却特性の解明

■水素ステーションにおける高圧水素中の微量水分の影響について

■住宅用基礎杭による地中熱の有効利用

■強度計算に用いる解析方法に関する研究、人工関節の解析と開発

■ステンレス鋼の疲労特性、機械構造物の疲労強度評価

■多結晶金属材料のマルチスケールモデリングと実用解析への応用

■水素雰囲気下での鉄の破壊メカニズムの解明

■マグネシウム合金の微細構造と繰返し変形・破壊挙動に関する研究

■セラミック球の超精密高能率加工、磁気ヘッド・ディ

スク界面におけるトライボロジー

■プラズマプロセスによる低摩擦セラミックス薄膜の開発

■弾性流体潤滑油膜のせん断挙動とトラクション特

性・転がり要素の耐久性向上に関する研究

■歯車の高能率加工および振動騒音低減に関する研究

■近接場ホログラフィにもとづく心音カメラ、動的歪み

解析法によるCFRPの非破壊検査

■人間とロボットのコミュニケーションを実現する次

世代インタフェース技術の研究

■どんなものでも思い通りに動かせる制御装置の開発

■適応・学習システムに関する研究

■６Ｄセンシングへのカメラモアレ像の画像処理技術の適用に関する研究

■ワイヤを用いた柔軟アームに関する研究

■新形式波力発電装置の開発

■新しい海洋温度差発電の高性能化に関する研究

■浮体型振り子式波力発電装置の開発

■海洋温度差発電で使用するアンモニアの沸騰特性の解明

■浮体型波力発電装置の発電性能向上に関する研究

瀬戸口俊明 教授
流体工学、流体機械、自然エネルギー利用工学

松尾 繁 教授
流体工学、圧縮性流体力学、数値流体力学

木上 洋一 教授
流体工学、流体機械、混相流

橋本 時忠 講師
流体力学、衝撃波、医療応用、光学可視化

塩見 憲正 助教
流体工学、流体機械、内部流動計測

門出 政則 教授
熱工学、伝熱工学、沸騰熱伝達

宮良 明男 教授
熱工学、伝熱工学、冷凍空調、ヒートポンプ、熱交換器

光武 雄一 教授
熱工学、伝熱工学、沸騰熱伝達

石田 賢治 講師
熱工学、伝熱工学、熱物性

椿 耕太郎 助教
熱工学、伝熱工学、冷凍空調

萩原 世也 教授
計算固体力学、数値構造解析

服部 信祐 教授
材料力学、機械材料、疲労

只野 裕一 准教授
計算固体力学、材料モデリング

武富 紳也 准教授
材料強度学、水素脆性、分子動力学

森田 繁樹 准教授
材料強度学、構造用マグネシウム合金

張 波 教授
トライボロジー、超精密加工、機械設計工学

長谷川裕之 准教授
プラズマ合成、表面処理

馬渡 俊文 助教
EHL、転がり要素、トライボロジー

大島 史洋 助教
歯車、機械工作

寺本 顕武 教授
音響イメージング、波動情報処理、逆問題解析

中山 功一 教授
再生医療、整形外科、医工学

�村 健 教授
ロボット計測制御技術、情報処理通信技術

佐藤 和也 准教授
制御工学、ロボット制御、メカトロ制御

泉 清高 准教授
適応・学習、知的制御、ソフトコンピューティング

イスラム・カーン 准教授
モアレトポグラフィ、運動応用センシング、音響解析

林 喜章 助教
福祉ロボティクス

永田 修一 教授
海洋工学、海岸工学、波力発電

池上 康之 准教授
海洋温度差発電、エネルギー変換工学

豊田 和隆 准教授
海洋工学、波力発電

有馬 博史 准教授
熱工学、伝熱工学

今井 康貴 准教授
海洋工学、波力発電

知能ロボティクス研究室
�村・泉 研究室；専攻／ロボット工学、知能情報工学；�村 健 教授；泉 清高 准教授；専攻／ロボット工学

私たちの研究室では、ロボティクス・知的制御技術・ITシステムなどに関する研究に和気藹々

と取り組んでいます。たとえば、以下のような研究テーマに挑戦しています。

� AKB（Aligned Kindling Broadband）４．８のチームでは、新しいレーザ通信ロボットシス

テム完成をめざした研究

� レーザによる教示や歩行・跳躍制御技術を検討し、メッチャ良いモバイルロボット実現のた

めの要素技術として、筑波大学とネットワークで結んだ遠隔コントロール実験

� デラックスな小惑星探査システムDERAX（Distributed Exploration with Remote

Astro-rover by Xbee）を「はやぶさ」に搭載するための開発

� メタヒューリスティックスを始めとする最先端の制御理論を駆使した賢いロボットに関する

革新的な研究

先端材料システム学分野
萩原 世也 教授、服部 信祐 教授、只野 裕一 准教授、
武富 紳也 准教授、森田 繁樹 准教授

近年、産業分野で用いられる材料に課せられる要求は、

多様かつ過酷なものとなってきています。しかし、種々の

材料の組織レベルでの変形や特殊環境下における材料

特性など、高精度な製品の設計・評価に必要な情報の多

くが、未だ明らかにされていません。そこで、力学的・材

料学的観点から実験的な研究を進めるとともに、実験だ

けでは解明困難な現象をコンピュータシミュレーション

により明らかにすることにも取り組んでいます。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

理工学部

機械システム工学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

熱エネルギーシステム学分野
門出 政則 教授、宮良 明男 教授、光武 雄一 教授、
石田 賢治 講師、椿 耕太郎 助教

エネルギー有効利用による地球環境負荷の低減を目
的として、熱・物質移動現象の解明からエネルギー変換
機器の高性能化までを総合的に検討しています。
水素タンクへの高圧水素充填法や水素中の高沸点不

純ガス成分の凍結問題、金属材料製造に必要な液体に
よる高温面の冷却速度制御法、さらにはフロン系冷媒に
代わる次世代冷媒を用いた冷凍空調機器について、冷
媒の熱物性やサイクル解析、熱交換器の伝熱促進技術
を用いた高性能冷凍空調システム、地中熱利用ヒートポ
ンプなどの研究開発に取り組んでいます。

環境流動システム学分野
瀬戸口 俊明 教授、松尾 繁 教授、木上 洋一 教授、
橋本 時忠 講師、塩見 憲正 助教

流体エネルギーの環境融和を目的として、流体機械や

流体関連機器の開発と高性能化までを工学的また医工

学的な観点より総合的に検討することを主な課題として

います。具体的には、流体機械（タービン、ポンプ、ファン、

医療用マイクロポンプ等）の小型・高性能化のための研

究や、蒸気タービン、翼周り、冷凍サイクルのエジェク

ターなどで生ずる二相流動場の解明および高性能な機

器の研究・開発に取り組んでいます。

設計生産システム学分野
張 波 教授、長谷川 裕之 准教授、馬渡 俊文 助教、大島 史洋 助教

持続可能な社会を実現するための「ものづくり」を目指して、高耐久性、高信頼性、高能率、

高効率をキーワードとした設計・加工技術開発に取り組んでいます。摩擦はエネルギー消費

の直接原因であり、摩耗は機械の損傷に繋がります。私たちは摩擦や摩耗に対処する有効な

手段である潤滑と表面工学に関する研究を展開しています。また、最新のプラズマ技術等を

駆使して、耐摩耗性の表面薄膜製作技術に関する研究開発も行っています。

知能機械システム学分野
寺本 顕武 教授、中山 功一 教授、�村 健 教授、佐藤 和也 准教授、
泉 清高 准教授、イスラム・カーン 准教授、林 喜章 助教

機械システムの各種問題解決に必要となるセンシングシステム、メカトロニクスの課題に

取り組んでいます。

センシングシステムに関しては、高次元逆問題の基礎研究と人間の持つ感覚を実現する

知能化センサシステムの開発を主な課題として取り組んでいます。

メカトロニクスに関しては、インターネットを用いたロボット群制御、機械と人間の次世代イ

ンタフェース技術、適応ロバスト制御の理論と応用を主な課題として取り組んでいます。

教 員 紹 介
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電気電子工学は現代社会を支える 

中核的基盤技術であると共に 

人と地球に優しい 

革新的な未来技術の創出に貢献します 
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電気や電子を利用して製品を作ったり、産業に応用して

いくためには、その根本となる原理や法則をしっかり理解

する必要があります。そのためには高校よりも高度な数学

や物理を修得することが不可欠で、本学科では、まず始め

にそれらの専門基礎教育科目を学びます。

その後、電気電子工学の基礎となる電気回路、電磁気

学、電子回路などの専門科目を学び、さらにそれらを応用

したより高度で専門的な科目を学びます。多くの専門科

目は選択科目となっており、各自が目指す将来ビジョンに

よって体系的に履修することが可能です。

４年生になると研究室に配属され、教員による個別指

導のもとに各自の卒業研究を通じて問題解決能力を養い

ます。研究成果は中間報告会や卒業研究発表会で発表し、

卒業論文にまとめます。多くの学生はこの過程で研究に打

ち込む楽しさを知り、大学院博士前期課程へ進んでさら

に研究を進めます。

電気電子工学は、現代のあらゆる産業の基盤です。

スマートフォン、タブレット型コンピュータ、ロボット、自

動車などのような、私たちの生活を豊かで快適にする機

器は、電気電子工学の高い技術で支えられています。また、

太陽光発電などの発電技術、バイオテクノロジー、プラズ

マ応用環境対策技術などのような、地球環境や人類の持

続的繁栄のためのテクノロジーにも、電気電子工学の知

識や技術が不可欠です。

「もの作り日本」を支えています。

４６年間の国立大学としての歴史の中で、本学科を巣

立っていった多数の卒業生たちは、「もの作り日本」を支

える技術者として産業界の第一線で活躍しています。

日本の産業を支える電気電子工学科は就職に強い。

電力関連、各種エレクトロニクスメーカ、電子部品、情報

通信技術（ICT）の他、ソフトウェア、自動車、医用機器、光

学機器、鉄道、造船、建設、化学など、ほとんどあらゆる業

種から多数の求人があります。就職活動の際には、就職担

当教授が個別にきめこまかに就職相談にのり、ほとんどの

学生が学科推薦で内定をもらいます。

高い教育・研究レベル

４年生になると卒業研究を行い、その成果を積極的に

学会で発表しています。毎年多数の学生が優秀な発表で

あることを認められ、各種の学会表彰を受賞しています。

平成２３年度には、大学院生を含めて、のべ２０名もの学生

が国内外の学会賞を受賞しました。

カリキュラムの特色

http://www.ee.saga-u.ac.jp
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

この学科に来て一番良かった事は、専門知識を身に付け様々な学生と関わ

りを持つ事によって、自分に強い自信が持てるようになったことです。

私は２年生なので、今は主に電気・電子回路、電磁気学などを勉強していま

す。放課後は、友達と一緒に電子工作の動画を見たりして話が弾みます。楽器

が趣味の友達がいるので、一緒にアンプを作ってみようかなんて話をしたりし

ています。

学科の学生たちは男女共に仲が良く、雰囲気はとても良いです。特に女子学

生には縦の繋がりがあり、学科の女子の先輩方が優しく学生生活のサポー

トをしてくれるので、とても心強いですよ。

就職難が叫ばれる今日ですが、電気電子工学科の就職率は非常に良

好です。先輩方の就職先は、電気・電子機器のメーカーや電力会社はも

ちろん、造船業やシステム開発など、分野は多岐に渡ります。電気電子工

学の裾野の広さ、需要の大きさを改めて感じます。

友達と一緒に大学生活を楽しみながら、専門知識をしっかり身に付け

ていきたいと思っています。その過程で、幅広い就職先の中から自分の

目指す分野を見つけて、社会の役に立つ人材になりたいと思っています。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■高等学校教諭一種免許状（工業）

必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験を経て、資格が得られるもの
■第一種電気主任技術者
■第二種電気主任技術者

■第三種電気主任技術者

必要な科目の単位を取得することにより、
試験科目の一部が免除されるもの
■電気通信主任技術者

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先（平成２２年度実績）
�九州電力（３名）
�三菱電機（２名）
�東京電力
�関西電力
�中部電力
�中国電力
�富士通
�マツダ
�スズキ
�セイコーエプソン
�昭和電工
�ダイキン

�ミツミ電機
�豊田合成
�明電舎
�日本触媒
�戸上電機製作所（３名）
�きんでん
�トヨタテクニカルディベロップメント
�NECマイクロシステム
�東芝プラントシステム
�ドコモエンジニアリング九州
�地方公務員（２名）

主な進学先（平成２２年度）
�九州大学大学院（２名）
�佐賀大学大学院工学系研究科（４１名）

理工学部
電気電子工学科 ２年

中島 麻貴
佐賀県立致遠館高等学校出身

学生からのメッセージ

専門知識を身に付けて、
就職に強い人材になる！
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理工学部

電気電子工学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２４ 必修

理工学部

電気電子工学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●LSI 回路設計

LSIは大規模集積回路と呼ばれ、さまざまな機能が１つの

ICチップ上に構成されている電子回路のことです。我々の身

の回りにあるほとんどの機器の頭脳として、LSI が活躍して

ます。このような LSIについて、ディジタル回路の基礎から

ディジタル・アナログ変換器などの応用回路までその動作原

理と回路設計法を学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●プログラミング論及び演習

コンピュータプログラムを作成する能力は、パソコンや携
帯電話などの電子機器を思い通りに動かしたい場合や、発電
所や各種の電気機器をコンピュータで設計・解析したい場合
など、電気電子工学の多くの分野で必要とされる能力です。
３年次生を対象とする本講義では、２年次までの授業で身
につけたＣ言語によるプログラム作成能力をさらに向上さ
せ、関数やポインタを駆使した高度なプログラムの作成能力
を身につけます。また、各種の演習問題を通して、実践的なプ
ログラム作成能力を身につけます。

…………………………………………

…………………………………………
●システム制御学

制御対象の数式による表現から自動制御を行うための制
御器設計までの一連の手順を修得するために、古典制御と
現代制御の重要な部分について講義を行います。特に、制御
対象の微分方程式による表現、制御対象の伝達関数表現、ブ
ロック図を用いた制御系の表現、システムの安定性、定常偏
差、PID調節計とその設計、制御対象の状態方程式による表
現、状態方程式と伝達関数の関係、行列の対角化、可制御性
と可観測性、極配置レギュレータ、オブザーバなどについて
学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●理工学先端技術（シンクロトロン光応用科学）

２１世紀の科学技術にとって必要不可欠なシンクロトロン光

設備が鳥栖市に建設されており利用が開始されています。こ

の最先端設備に関係する科学技術を理解するための基礎と

シンクロトロン光を利用した応用についての講義です。加速

器、光の発生、相対論的電子、最先端分光技術などの学習を

通じて、可視光からX線までを統一的に理解できます。

…………………………………………

…………………………………………
●医工学入門

心電図は心臓の収縮活動に伴って発生する電気現象を体

の表面で検出するもので、患者に全く不快感を与える事なく

心臓の病気を簡単に見つける事を可能にしました。心電図測

定を実現する鍵となる技術は、体の表面に現れる極めて微弱

な電気信号を安定に増幅する技術で、これには電気電子工学

の知識や技術が不可欠です。心電図、CT、人工臓器をはじめ

とする工学と医学の融合によって初めて可能となった様々な

医療装置について、ビジュアルに紹介します。

…………………………………………

…………………………………………
●パワーエレクトロニクス

現代は環境・エネルギーの時代です。電気エネルギーは、

発電所から消費者、工場まで、電圧、周波数等の形態を変え

る必要がありますが、それを支えるのがパワー（電力）変換回

路やパワーデバイス等の基盤技術です。この分野の発展は

速く、大きな社会的なニーズがあります。講義では、その原理

やインバーター等の回路を学ぶと共に、研究開発の最前線に

ついても解説します。

…………………………………………

…………………………………………
●オプトエレクトロニクス

LED、太陽電池をはじめとする各種光デバイスは、今日の

ユビキタス社会、および環境を考慮したエネルギー問題解

決手段の基幹技術として益々重要になっています。本講義で

は、波動性や粒子性といった光の性質、光デバイスで使用さ

れる半導体のエネルギーバンドや電気伝導のしくみ、発光・

受光の基本原理などを学んだ後、各種光デバイスの構造や

動作原理とその特徴を学びます。また、その応用技術につい

ても学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●電気機器学

電気機器には、電気エネルギーを産み出す発電機、効率良
い送電・配電に必要な変圧器、さらに電気エネルギーを利用
する電動機などがあり、現代社会の基盤を支えています。電
動機は、情報通信用の超小形モータから、エアコン・冷蔵庫な
どの家電用のモータ、電気自動車などの車両用モータ、さら
には産業用大形モータなど様々な分野で用いられています。
この講義では、変圧器、発電機、電動機（モータ）の電気機器
を、原理から、構造、利用・運転方法、特性計算、応用まで解説
します。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

専
門
必
修
科
目

●微分積分学Ａ及び演習

●微分積分学Ｂ及び演習

●線形代数学Ａ及び演習

●線形代数学Ｂ及び演習

●電気系基礎数学及び演習

●ベクトル解析学

●電気系基礎物理学

●基礎電気電子工学及び演習

●電気回路Ａ及び演習

●微分方程式及び演習

●複素関数論

●電気回路Ｂ及び演習

●電気回路Ｃ及び演習

●電磁気学Ａ及び演習

●電磁気学Ｂ及び演習

●電子回路Ａ及び演習

●電子回路Ｂ及び演習

●電気電子工学実験Ａ

●電気電子工学実験Ｂ

●電気回路Ｄ及び演習

●電磁気学Ｃ及び演習

●電磁気学Ｄ及び演習

●技術英語

●技術者倫理

●電気電子工学実験Ｃ

●電気電子工学実験Ｄ

●卒業研究

専
門
選
択
科
目

●論理回路

●信号解析論

●電子計測

●電子物性論

●工業力学

●エネルギーシステム工学

●情報通信工学

●基礎情報理論

●アナログ回路設計

●電気電子材料学

●放電工学

●半導体デバイス工学

●電気機器学

●システム制御学

●プログラミング論及び演習

●電気設計学

●通信法規

●LSI 回路設計

●オプトエレクトロニクス

●プラズマエレクトロニクス

●環境電気工学

●電気法規及び電力管理

●エネルギー変換工学

●パワーエレクトロニクス

●コンピュータ概論

●情報伝送工学

●マイクロ波光工学
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■レーダーシステムに適したマイクロ波ミリ波発振器

■電波を使って電力を送る高機能システム

■スマートフォン等の携帯端末向け LSI 回路

■高速・多機能LSI の性能を十分発揮させる実装技術

■夜間の太陽電池利用のための光物性

■プラズマを用いた水や油を弾く薄膜の合成

■放電プラズマを用いた酸化亜鉛セラミックスの生成

■緑色発光ダイオード（LED）の開発

■環境にやさしい薄膜太陽電池の開発

■パルスパワー放電を用いた水処理

■スマートグリッド・エネルギー教育支援システム

■自己組織化マップによるオンライン文字認識

■日常言語による３次元CG作成

■細胞機能のバイオイメージング解析

■バイオイメージングで解き明かす癌の転移メカニズム

■複合型センサの介護福祉領域への応用

■高速並列計算システムを用いた大規模電磁界解析

■低消費電力・低騒音なインバータの開発

■解放感のあるMRI 検査室を可能にするオープン型磁気シールドルーム

■携帯端末使用者のくせを自動学習する個人認証方式

■障害者支援のための生体信号コミュニケーション技術開発

■海洋温度差発電システムのモデリングと制御

■ロボットのモデリング・設計と制御

■電力システムの信頼性解析

郭 其新 教授
半導体工学

嘉数 誠 教授
パワーエレクトロニクス、ダイヤモンド半導体

鎌田 雅夫 教授
シンクロトロン、表面界面、ナノ、光エネルギー

後藤 聡 教授
プラント制御、信頼性解析、ロボット制御

佐藤 三郎 教授
産学連携、材料加工・処理、科学教育

高橋 英嗣 教授
バイオイメージング、培養細胞、生理学、医工学

豊田 一彦 教授
通信工学、無線システム、マイクロ波回路、アンテナ

西尾 光弘 教授
電子材料工学、結晶成長、LED

古川 達也 教授
電気機器、電力工学、計算力学、組込みシステム

村松 和弘 教授
電磁界シミュレーション、電気機器、電磁装置

猪原 哲 准教授
高電圧パルスパワー工学、放電工学

大津 康徳 准教授
プラズマエレクトロニクス、機能性薄膜

木本 晃 准教授
センシング工学、イメージング工学

佐々木伸一 准教授
システム実装技術、環境電磁工学、センサーネットワーク

杉 剛直 准教授
生体信号処理、プラント制御

高橋 和敏 准教授
シンクロトロン、光電子分光、表面界面、ナノ

田中 徹 准教授
半導体、発光ダイオード、太陽電池

堂薗 浩 准教授
ソフトコンピューティング、バイオインフォマティクス、セキュリティ

原 重臣 准教授
ネットワーク解析

深井 澄夫 准教授
電子回路設計、集積回路、信号処理回路

和久屋 寛 准教授
人工頭脳工学、ニューラルネットワーク、医用生体工学

伊藤 秀昭 講師
計算機応用、人工知能、知的ロボット

田中 高行 講師
マイクロ波・ミリ波工学

今村 真幸 助教
固体光物性、半導体機能性材料

高 炎輝 助教
電磁工学、数値解析

斉藤 勝彦 助教
シンクロトロン光、化合物半導体、エピタキシャル成長

西山 英輔 助教
アンテナ工学、マイクロ波工学、通信工学

福本 尚生 助教
画像処理、信号処理

松田 吉隆 助教
制御系設計論、ロボット制御、プラント制御

三沢 達也 助教
放電プラズマ焼結、パルス通電焼結、プラズマ理工学

現在は「情報通信革命」の時代と言われ、情報通信技
術（ICT）の果たす役割がますます大きくなってきます。
本研究室では、ワイヤレス通信に焦点を当てた高周波回
路やアンテナ、情報機器の高機能・高性能化を実現する
LSI や実装技術など
のハードウェア技術
を中心に研究を進め
ており、未来に対して
大きなインパクトを
与える研究課題に積
極的にチャレンジし
ています。

光や電気を使って生体の状態をモニターし、それを
刻々変化する画像としてビジュアル化する事で、生体の
機能や病気のメカニズムを解明しようとしています。１
個の細胞からヒトまでが研究対象です。研究室には、分子
生物学や細胞生理学のテク
ニックを駆使する学生もい
れば、独自の電子回路を設
計製作したり、マイコンのプ
ログラミングができる学生
もいるといった具合で、バイ
オと電気電子工学の融合が
着々と進行しています。

夢の光であるシンクロトロン光と無限の可能性を持つ
プラズマに関連する研究を行っています。佐賀大学シン
クロトロン光応用研究センターにおいて、夜間の太陽電
池利用のための光物性や時間分解光電子分光システム
の開発などの研究を推進しています。また、水や油を弾
く薄膜の合成、高速
プラズマプロセス処
理装置の開発や微粒
子含有酸化亜鉛薄膜
の作成などの研究を
行っています。

並列コンピュータを用いた大規模電磁界シミュレー
ション法などの各種解析手法の開発を行うとともに、そ
の応用として環境問題に対応した低損失・低騒音電気機
器の開発、MRI 用オープン型磁気シールドルームなど
の高性能電磁装置の最適設計などを行っています。さら
に、生体情報を用いた
携帯端末の個人認証方
式の開発、WEBペー
ジ分類システムなどの
開発を行っています。

人に優しいシステムや知的なスマート・システムの研
究に取り組んでいます。例えば、電力送電線の状態を計
測するためのセンサ、電気・電子回路やスマートグリッド
についての学習支援システム、手書き文字を認識する方
法、スマートフォン上で動作する賢いアプリ、人間の言葉
を理解する計算機や
ロボット、表面筋電信
号を用いて口の動き
だけから発話を認識
するシステム、など
の開発に取り組んで
います。

医用、プラント、ロボット、電力などの様々な対象をシ
ステム制御の観点から研究しています。例えば、身体を
動かすことができない筋委縮性側索硬化症患者が、眼
電図を利用して他者とコミュニ
ケーションするシステム、地球温
暖化やエネルギー問題等で注目
されている再生可能エネルギー
の一つである、海洋の表層の温
海水と深層の冷海水との温度差
を利用して発電する海洋温度差
発電システムなどに関する研究
を行っています。

光半導体研究室 西尾 光弘 教授、郭 其新 教授
田中 徹 准教授、斉藤 勝彦 助教

「光」と「半導体」をキーワードに、新材料による発光ダイオードや太陽電池の開発、新し

い電子材料の開拓、ナノ加工技術の開発、シンクロトロン光を利用した半導体プロセス開

発と物性評価を進めています。低消費電力かつ長寿命であるLEDは火、電球、蛍光灯に

続く第４世代の灯りとして注目されています。すでに光の３原色である赤、緑、青が実用化

され、信号機、携帯電話のバックライト、大型ディスプレイなど身近な物にも数多く使用さ

れています。しかし、緑色の領域では効率の良い LEDが得られておらず、グリーンギャップ

と呼ばれています。本研究室では、テルル化亜鉛（ZnTe）というLEDでは新しい半導体材

料を用いて、高効率緑色 LEDの実現を目指した研究を進めています。具体的には、同半導

体の結晶成長や物性制御、電極開発、デバイス化技術の開発などに取り組んでいます。

情報通信・電子回路研究室
豊田 一彦 教授

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

理工学部

電気電子工学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

高度情報処理・人工知能研究室
古川 達也 教授

シンクロトロン光・プラズマ研究室
鎌田 雅夫 教授

システム制御研究室
後藤 聡 教授

バイオセンシング・イメージング研究室
高橋 英嗣 教授

シミュレーション研究室
村松 和弘 教授
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これからの 

地域環境づくりを 

学びませんか？ 

都市工学科では、環境部門と都市基盤部門を抱合する
都市環境基盤コースと建築・デザイン部門を充実した建
築・都市デザインコースの２コースによるコース制による
教育カリキュラムを特色とします。
・１年次から２年次前学期までは、都市工学科の全ての
学問領域の基礎をなす科目（数学・力学・基礎製図）に
関する演習科目が中心となります。

・２年次前学期には、都市工学科の中核をなす学問領域
の重要な基礎知識や技能、工学的現象把握のための考
え方について学ぶ、専門基礎科目（選択）の科目が開講
されます。

・２年次前学期が終了した時点で、学生の希望により都
市環境基盤コースか建築・都市デザインコースのいず
れに進学するかについて選択します。

・コース進学後は、それぞれのコース科目とコース共通
科目より、所定の単位を選択履修し修得することになり
ます。
・４年次には、４年間の大学生活で学んだ知識を基礎に
して、各研究室の教員の指導の下に１つの研究・計画
をまとめ上げる能力の養成を目的とした卒業研究を行
います。建築系の計画に関しては、卒業制作をもって卒
業研究とすることもできます。

都市工学科は、現代社会における都市工学分野の専門

家の育成を目的として、数理的能力、コミュニケーション

能力、美的感性といった基礎学力の向上を図りつつ、社会

基盤、都市環境、土木、建築などのあり方について個々の

適性や志向に応じた教育を行います。

「都市環境基盤コース」と「建築・都市デザインコース」

の２コース制により、多種多様なニーズに応えられる人材

を育成します。「都市環境基盤コース」の学生は以下の

1 ～ 4 を、「建築・都市デザインコース」の学生は 1
～ 3 と 5 を教育目標に定めます。

教育目標

1 心の知能指数EQを高めます（コミュニケーショ

ン能力の涵養、教養教育の重視）

2 数理分析能力を高めます（数理理解・処理能力の

涵養、物性理解）

3 都市・地域とデザインに関する理解を深めます

（都市・地域に関する理解、建築とデザイン）

4 都市・地域の環境に関する専門知識を習得します

（水環境、地盤環境に関する専門知識）

5 建築・都市デザインに関する専門知識を習得しま

す（デザイントレーニング、建築専門知識）

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

私が所属している都市工学科、建築都市デザインコースでは主に

建築デザイン、都市デザインに関する勉強を行っています。設計演習

では“５�キューブ”に始まり住宅といった身近なものから美術館、
小学校という規模の大きなものまで自分で１から設計して行きます。

このコースの大きな特徴としては“卒業設計”というものができるこ

とです。これは４年生の時に卒業論文のような形で、自分で課題や

敷地を決めて建築を作っていくというものです。

今、世の中で活躍している多くの建築家も通っていった道です。ま

た建築というのは学外にも多くのコンペというのがあり、学生でも参

加できるものも多く、そういったことに参加できるのも大きな魅力で

はないかと思います。

そもそも建築の勉強というのは今までの高校の勉強とは全

く違い、単に計算したり暗記したりするものではなく、新しく何か

自分で創造していくというもので、勉強しているという感じで

は全くありません。理系だけど文系のような柔軟さもあると

ても面白い分野です。

是非皆さん、都市工学科に入って一緒に頑張りましょう。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■高等学校教諭一種免許状（工業）
■測量士補

試験に必要な科目の単位を取得することにより、
受験資格が得られるもの
■二級建築士（指定科目４０単位以上取得）

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■測量士
■火薬類保安責任者
■二級土木施工管理技士

■一級土木施工管理技士
■一級建築士
■技術士補

■二級建築士（指定科目４０単位未満取得）

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�北川ヒューテック株式会社
�三軌建設株式会社
�株式会社竹中道路
�東急建設株式会社
�戸田建設株式会社
�日本建設技術株式会社
�松尾建設株式会社
�矢作建設工業株式会社
�株式会社高崎総合コンサルタント
�株式会社東京設計事務所

�日本上下水道設計株式会社
�三井共同建設コンサルタント株式会社
�セキスイハイム九州株式会社
�積水ハウス株式会社
�佐世保重工業株式会社
�株式会社佐電工
�不二コンクリート工業株式会社
�九州旅客鉄道株式会社（JR九州）
�西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）
�鹿島市役所

主な進学先
�佐賀大学大学院工学系研究科
�九州大学大学院人間環境学府

�熊本大学大学院自然科学研究科
�大阪市立大学大学院

理工学部
都市工学科 ３年

副田 和哉
福岡県立筑紫丘高等学校出身

学生からのメッセージ

“夢は建築家”
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理工学部

都市工学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文・卒 業 製 作

１２４ 必修（いずれか選択）

理工学部

都市工学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●基礎設計製図演習

建築・土木分野においてプロジェクトを実践していくために

は、アイディアや建設手法を統合して空間を計画設計し、そ

れを２次元の図面に表現（製図）していく技術が必須である。

この演習では、その専門技術修得の入り口として、設計と製

図の基礎的知識及び建築的なスケール感覚を養うための課

題に取り組む。具体的には、図面のトレース、模型の作成を通

した作品分析、小空間の計画を行い、３次元空間の創造能力、

２次元への表現能力、プレゼンテーション能力の基礎を学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●建築空間史�
建築や都市は長い間の営為の積み重ねであり、それらを歴

史的に検証することは、現在から近未来への創造行為を育ん

でいく大きな糧となる。本講義では、主にわが国の建築を対

象に取り上げ、背景の技術や生産にも配慮しながら歴史的視

点から主な空間的特質について学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●水環境システム工学

水環境の質を評価するための基準や水質指標の意義を理
解する。水循環、炭素・窒素循環など水環境における物質循
環の概念と意義を理解する。河川、湖沼などの水域における
自然システムと浄水処理施設、下水処理施設の人工的なシ
ステムとの間には、物質輸送・変換現象としての共通点が多
いことから、双方のシステムにおける素過程（流れ過程、生物
反応、物質輸送など）について基礎的な知識を習得する。物
質収支の概念を用いて主要な水環境モデルの定式化を習得
し、応答特性を理解する。

…………………………………………

…………………………………………
●基礎地盤設計演習

建物や構造物等は、地盤上（掘削や盛土を含む）もしくは地
下に建設されます。このとき、建物自身は堅固であっても、地
盤にしっかり支えられ沈下や傾きが起きないようにしなけれ
ば意味がありません。地盤はいつも安定しているわけではな
いので、建物等だけでなく、地盤も含めた設計が行われてい
ます。本科目は、地盤の力学に関する基礎的な学問（土質力
学、地盤工学）を履修した上で、この地盤に関する種々の設計
法の中から、擁壁、盛土、構造物基礎等を対象とした設計演習
を行います。

…………………………………………

…………………………………………
●建築環境工学�
環境の世紀と言われる現代において、都市・建築のあり方

を環境的な視点から見直すことが求められている。例えば、

地球温暖化や省エネルギーを考えると、都市・建築が担う部

分は大きく、それらに関わる諸問題を理解した上で、まちづく

りや建築設計に携わっていく必要がある。本講義では、環境

工学的な視点から都市・建築を捉えるために必要となる光・

熱・音・空気質環境に関する基礎的な知識を学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●地震工学

日本はプレート境界部に位置するため世界有数の地震国

である。したがって、土木・建築構造物の設計においては地震

荷重が支配的となり、構造物の地震に対する安全性照査は非

常に重要な項目となる。この授業では、過去の巨大地震から

学んできた地震工学上の基礎知識、構造物の動的特性とし

て重要なファクターである固有周期と減衰定数、橋梁および

建築物の耐震照査の基本的な考え方、近年多くの構造物に

応用されている免震設計について学ぶ。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

（
卒
業
研
究
は
専
門
科
目
）

●専門基礎数学演習�
●専門基礎数学演習�
●専門基礎力学演習

●測量学�
●測量学実習�

●専門基礎数学演習�
●構造力学基礎

●構造力学基礎演習

●都市工学概論

●都市工学基礎演習

●基礎設計製図演習

●建設構造力学演習

●現代建築概論

●建設材料学

●都市構成論

●土質力学

●水理学

●建築環境デザイン学

●コミュニケーション英語

●技術英語 ●卒業研究

専
門
科
目

（
コ
ー
ス
共
通
）

●測量学�
●測量学実習�
●統計数理

●工業数学

●システム分析

●構造力学実験演習

●都市・地域計画

●都市交通システム学

●都市防災工学

●鉄骨構造学

●建設材料実験演習

●インターンシップ

●地震工学

●建設施工・維持管理学

●都市・地域環境計画

●地区環境計画演習

●コース共通特別演習

●技術者倫理

専
門
科
目

（
都
市
環
境
基
盤
コ
ー
ス
）

●地盤工学実験演習

●水工水理学

●鉄筋コンクリート工学

●水環境システム工学

●地盤工学

●地盤環境学

●水工学実験演習

●環境衛生工学

●環境生態工学

●コンクリート構造工学

●基礎地盤設計演習

●流域水工学

●廃棄物処理

●都市環境基盤特別講義

専
門
科
目

（
建
築
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）

●居住環境デザイン演習

●居住環境計画

●建築空間史�
●建築環境工学�
●鉄筋コンクリート構造

●建築都市デザイン演習�
●建築都市デザイン演習�
●地域施設計画

●アーバンデザイン

●建築空間史�

●建築環境工学�
●建築環境工学演習�
●建築環境工学演習�
●鉄筋コンクリート構造設計

●建築法制度とデザイン

●建築・都市デザイン特別講義

●建築デザイン手法

…………………………………………

…………………………………………
●構造力学基礎

土木・建築構造物は他の工業製品に比べスケールが大き
いため、その建設コストは高額である。しかし、むやみなコスト
カットが人々の財産や生命を危険にさらすことも少なくない。
経済性と安全性のバランスが取れた設計を行うためには、た
とえば、構造物の形を見ただけで何処に力が集中しているか
が瞬時に判断できるような「力学的感覚」を持つことが必須
である。この講義では、構造物の内部に分布している力(＝部
材力）と変形の計算法を学び、その分布を図化する訓練を徹
底して行うことによって、建設技術者に求められる力学的感
覚を養う。

…………………………………………

…………………………………………
●都市工学概論

都市工学科の教育システムは「都市環境基盤コース」と

「建築・都市デザインコース」の２コースによって構成されて

いる。カリキュラムは各コース固有の科目とコース共通の科

目からなる。この講義では、「都市と社会基盤施設」と「建築と

都市のデザイン」の枠組構成の下で、両コースで学ぶ基本的

内容を把握し、都市工学の守備範囲を理解する。さらに、社会

情勢の変化に目を向け、選択したコースで必要となる科目を

自ら選択履修してゆく学びの姿勢を身に付ける。

…………………………………………

…………………………………………
●都市交通システム学

過度に車に依存した現在の交通政策の問題点を明らかに
するとともに、今後進めるべき持続可能な交通政策について
概説する。公共交通機関や自転車を活かした街づくりを進め
てきたヨーロッパの代表的な都市の事例を紹介し、日本の自
動車依存型都市と比較することによって、今後取るべき交通
政策について検討する。また、都市の交通システムをどのよ
うに整備し、維持・管理すれば交通の効率性や信頼性、安全性、
快適性を向上させることができるかを検討するための考え
方および手法について学ぶ。



理
工
学
部
／
都
市
工
学
科
 

099

■経年鉄筋コンクリート構造物の劣化状況の詳細調査

■膜構造物の構造計算法の開発

■構造物の地震応答計算法に関する研究

■佐賀県の土木遺産に関する調査と評価

■諫早干拓調整池の水質管理と将来予測に関する研究

■筑後川水系の水利用と河川管理に関する研究

■パーキングパーミット制度の改善に向けての取り組み

■建築環境設計のための教育プログラムに関する研究

■海水が浸透する石灰混合処理土の劣化に関する研究

■感潮河川河岸域でのヨシ群落の生長とその分布特性

■全国の高齢者施設の立地特性と防災意識

■まちなか空き家改修プロジェクトにおける学習機会

■コンクリート構造物の維持管理方法の研究

■骨組構造「テンセグリティ」の形態解析

■真空圧と載荷荷重を組み合わせた粘性土圧密変形特性

■生石灰やセメントを混合した有明粘土の強度変化

■地震時における地盤の挙動および擁壁の安定性

■流域治水に関する総合研究

■現代住宅作品にみる「水回り空間」の特徴と変化

■肥前浜宿の共助・公助からみた避難経路の研究

■佐賀平野の集落の立地環境と住居配置

■登り窯跡における若手職人のアトリエの提案

■熱環境測定による佐賀市のクールスポット推定

■リンを下水から回収する新しい技術開発

石橋 孝治 教授
コンクリート構造工学、地下構造学

井嶋 克志 教授
構造工学、地震工学

大串浩一郎 教授
水工学、河川工学

清田 勝 教授
交通工学、交通計画学

古賀 憲一 教授
水環境システム工学、総合水管理

柴 錦春 教授
地盤工学、環境地盤工学

丹羽 和彦 教授
建築歴史・意匠

外尾 一則 教授
都市計画学、都市構成論

荒木 宏之＊
教授

水環境工学、衛生工学

山西 博幸＊
教授

環境工学、応用生態工学

伊藤 幸広 准教授
コンクリート工学、維持管理

帯屋 洋之 准教授
構造解析学、形態解析

小島 昌一 准教授
建築環境工学、建築設備学

後藤隆太郎 准教授
建築計画、農村計画

坂井 晃 准教授
地盤工学、地盤動力学

平瀬 有人 准教授
建築設計・建築デザイン

三島 伸雄 准教授
アーバンデザイン、地区空間計画

日野 剛徳＊
准教授

地盤工学、地盤環境学

末次 大輔＊
准教授

地盤工学、防災工学

中大窪千晶 准教授
都市・建築環境工学

田口 陽子 講師
建築計画

根上 武仁 助教
地盤工学、環境地盤工学

渕上貴由樹 助教
建築歴史・意匠

内田 慎哉 助教
コンクリート工学、維持管理

当研究室は居住者にとって健康で快適な住環境や省エネルギー

な建築に関する研究を行っています。居住者にとって快適な室内

熱環境は、建物自体の様々な工夫や機械・電気的な設備によるエ

ネルギーの効果的な使用により実現されます。したがって、更なる

省エネルギーが急務の我が国においては、居住環境の快適性と省

エネルギーを両立させる技術の進展がますます重要になっていま

す。当研究室では実際の建物を対象にして、建物の熱的性能とエネ

ルギー消費特性の解析を実測により行っています。これにより建物自体の問題点や空調システムの不具合を検知し、改善策を考案しています。また、放射暖房器

を利用した暖房方法について省エネルギーと熱的快適性の観点から研究を行っています。現在主流の温風による暖房には快適性の点で課題が残されているの

で、放射暖房器の効果的な併用により快適性と省エネルギーの両立を実現する技術の開発を行います。

流域水環境工学研究室
古賀 憲一 教授

水に係る環境問題は、都市用水、農業用水等の水資源

や生態系の保全、上下水道施設等の環境保全対策に至

るまで広汎に渡るテーマを対象にしなければなりません。

人間活動が水環境に及ぼす影響を把握し、かつその影

響を可能な限り少なくすることが重要です。当研究室で

は、主に水質に重点を置いて、河川、海域、湖沼における

解析や将来予測モデルの開発などを行っています。

都市計画研究室
外尾 一則 教授

人口減・市街地縮小という成熟期の課題を抱える日本
の都市、対照的に人口増・市街地拡大という成長期の問
題に直面するアジアの都市。いずれもライフサイクルを
基軸に持続的成長都市の構築が重要課題であることを
物語るものです。本研究室では、成長都市の都市開発環
境影響評価、持続的アーバンフォームの解析手法、市民
参加型GIS支援システム等上記課題に応える研究を
行っています。また在籍の多国留学生と日常的な国際交
流が実践できる環境です。

環境・構造材料学研究室
石橋 孝治 教授

戦後わが国は大量の社会資本（道路、港湾、ダム等の

土木施設と学校、病院等の建築設備）を精力的に整備し

て来ました。これら構造物も高齢化をむかえ、恒常的に

サービスを提供し続けるには維持管理と更新が必要と

なります。本研究室では、コンクリート構造物の劣化状況

の捕捉と診断に必要な劣化メカニズムの解明と技術開

発、および新造構造物の長寿命化のための初期欠陥抑

制技術と施工法に関する調査研究を行っています。

軟弱地盤工学研究室
柴 錦春 教授

すべての構造物（宇宙ステーション以外）は地盤上に

建てています。従って、地盤の状況は我々の生活に密接

しています。軟弱地盤上に道路、橋梁と建物を建設する

際、地盤改良が必要になります。本研究室は、数値解析、

モデル試験と現場データの分析によって軟弱地盤改良

技術を研究しています。また、廃棄物最終処分上の建設

技術、ジオシンセティックスの応用に関する研究も行っ

ています。

居住環境計画研究室
後藤 隆太郎 准教授

「住まう」ことは建築、都市・地域の基本的かつ重要な

要素です。個々の機能や利便性を追求することと同時に、

集まって住む形として環境と共生し持続できることが今

日の重要な課題となっています。本研究室では、都市や

農村地域におけるフィールドワークを重視し、空間的資

源の価値及び居住環境のシステムを考究する理論的研

究と、より良い居住環境を構築する計画実践的研究を

行っています。

アーバンデザイン研究室
三島 伸雄 准教授

人々が生活している地区空間は、単に機能的で安全・
安心なだけでなく、それぞれの地域性も反映させながら
個性的で魅力的なものであることが求められます。本研
究室では、「真実は現地にあり」をモットーとして、主に
フィールド調査を中心に、文献調査も絡めながら、都市空
間の特質の解明、その特質を生かす計画・設計手法の探
究を行っています。歴史的環境などにおける防災計画の
立案、まちなか居住プロジェクトなども近年のテーマと
して取り組んでいます。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

理工学部

都市工学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

建築環境工学研究室 小島 昌一 准教授

＊印の教員は、低平地沿岸海域研究センター所属で都市工学科の教育にも関わっている教員を示します。



　21世紀は、人類が大量生産・大量消費・大量廃棄型社会から

循環型社会へ大転換する時代です。「食料」、「生命」、「環境」、

「情報」、「エネルギー」、「地域社会」などどれをとっても、今ほど

人類がその重要性を強く意識した時代はないでしょう。そして、

これらの課題こそ農学が得意とするところであり、時代は農学の

発展を必要としています。 

　農学は、理系から文系にわたる分野を含む、基礎から応用に

及ぶ総合科学です。農学部には、「食料」、「生命」、「環境」、「情

報」、「エネルギー」および「地域社会」を対象とする様々な教育

研究分野が揃っています。ミニ総合大学といっても過言ではあ

りません。したがって、農学部の中には皆さんが希望する分野が

きっと見つかるはずです。 

農学の発展を必要とされる時代、 
社会のニーズに応える力を習得する。 

農学部 
Fac u l t y  o f  A g r i c u l t u r e

P.102

応用生物 
科学科 

P.106

生物環境 
科学科 

P.110

生命機能 
科学科 
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新たな教育システムで専門性充実 
◎農学部の特徴 

　農学部では、21世紀の社会的要請に応えるために、

学科の専門性を明確にし、創造性豊かな専門職業人養

成のための新しい教育システムを用意しています。農学

部を卒業後、大学院へ進みたい学生諸君には充実した

修士課程と、さらに鹿児島大学、琉球大学、佐賀大学か

らなる連合大学院博士課程へ進学することが可能です。 

◎学年別男女比率（平成24年度） 

1年生 
（計153人） 

2年生 
（計158人） 

3年生 
（計162人） 

4年生 
（計190人） 

0 50 100 150 200

35.3％（54人） 64.7％（99人） 

48.7％（77人） 51.3％（81人） 

40.7％（66人） 59.3％（96人） 

53.7％（102人） 46.3％（88人） 

■ 男　■ 女 
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さまざまな生物機能を理解し 

人類の未来を支える 

生物資源の応用について学ぶ 
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応用生物科学科は、生物学および化学を基礎科目とし、

１年次は植物、動物、微生物などさまざまな生物に関する

遺伝学、生理学また生態学の基礎を学びます。２年次から、

生物と化学に関連した学生実験科目が始まり、幅広く、基

礎的な実験手法を修得します。専門科目は、より高度な分

子生物学、微生物学、生態学等の分野について学びます。

３年次からは、各研究室に配属され、少人数での分野実験、

指導教員とのマンツーマンでの実験指導やセミナーが始

まり、４年次の卒業研究まで一貫した、より専門的で先端

的な教育・研究が行なわれます。

ウイルスやカビなどの微生物、園芸植物や薬用・食用植

物、また昆虫、線虫や哺乳動物など、さまざまな生物を教

育・研究対象としています。教育研究分野についても、遺

伝子や細胞のレベルから、個体レベル、さらには生物間相

互作用を基本とする生態系レベルまで、幅広い内容の専

門教育と研究をおこなっています。フィールドワークや豊

富な実験科目が組み込まれたカリキュラムで学ぶことに

より、生物機能を幅広く理解し、新しい生物資源の開発や

生物保護に応用できる専門知識と先端技術を修得するこ

とができます。応用生物科学科では、これらの課程により、

将来の地球、また人類の食糧と健康を支える新しい生物

資源の開発と利用に携わる能力と知識を持つ専門的職業

人を養成することを教育目標としています。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

野瀬 昭博 教授
熱帯作物、光合成制御、CAM植物、炭素代謝

和田 康彦 教授
動物遺伝育種学、ゲノム解析、発現解析

山中 賢一 准教授
動物繁殖学、発生工学、生殖細胞

石丸 幹二 教授
植物二次代謝、ポリフェノール、発酵茶

一色 司郎 教授
ナス、雄性不稔、野生種

穴井 豊昭 准教授
植物育種学、植物分子生物学、植物生理学

大島 一里 教授
植物病理学、植物ウイルス病学、分子進化

早川 洋一 教授
昆虫、タンパク質、遺伝子

野間口眞太郎 教授
行動生態学

徳田 誠 准教授
システム生態学、応用昆虫学、生物間相互作用

吉賀 豊司 准教授
線虫学、寄生虫、害虫防除

草場 基章 准教授
植物病理学、カビ、ゲノム

私の所属する応用生物科学科では、ウイルスや細菌といったミクロのもの
から、線虫、昆虫、植物、動物といった非常に広い範囲の生物を研究対象とし、
開発と制御という大きく２つの視点から環境問題、食糧問題などの解決を目
指しています。
この学科では２年生になるとフィールドセンターでの実習があり、田植えや
作物の収穫、ハムやみかんジュース作りなどの様々な作業を協力して行うこ
とで農業の厳しさや楽しさを学べると同時に学科のみんなと仲良くなれます。
大学生活では自分の時間がたくさんあるので、積極的に行動して色々な人

と出会い、色々な経験をすることが大切と思います。私は、２年生の夏休みに
１ヵ月間カナダに留学をしたのですが、たくさんの人と出会い、現地で生活を
して異文化に触れたことで自分の視野が大きく広がり、その経験が今の大学
生活に生かされています。
今後は、様々なことにチャレンジしていろんな経験をし、より充実した大学生

活を送っていきたいです。

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（理科、農業）
■家畜人工授精師受験資格

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■農業改良普及指導員

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀県庁（２名）
�大分県庁
�農林水産省 中国四国農政局
�佐賀大学技術職員（佐賀県）
�九州大学医学部技術職員
�糸島市役所
�佐賀県教育委員会
�中原種苗（福岡県）
�佐賀農業組合
�株式会社ヨコオ
�佐賀西信用組合
�佐賀共栄銀行
�長崎銀行
�久留米農業共同組合
�株式会社サンライフ
�株式会社フジ環境サービス

�株式会社 JAビバレッジ
�株式会社トスデリカ
�株式会社コスモス薬品
�株式会社スカイゲイト
�株式会社NTTファシリテイーズ九州
�大分県農業組合
�林兼産業株式会社
�グリーンライフ産業株式会社
�佐賀広域消防局
�鳥栖キユーピー株式会社
�株式会社フレイン
�京つけもの 西利
�株式会社やずや
�新日本科学株式会社
�美容師

主な進学先
�佐賀大学農学研究科（１４名）

農学部
応用生物科学科 ３年

藤田 美帆
福岡県立宗像高等学校出身

学生からのメッセージ

充実した大学生活

教 員 紹 介
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農学部

応用生物科学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２６ 必修

農学部

応用生物科学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●熱帯農業論

熱帯の殆どが発展途上国と呼ばれる国々で、伝統的な自

給型農業と先進国の大資本による企業的農業が行われ、そ

れぞれに固有の問題を持っています。本講では自給的農業の

生産性向上に対する環境及び社会的阻害要因の解析とその

改善策、さらには熱帯・亜熱帯及び乾燥地域における植物生

産の特徴について解説します。

…………………………………………

…………………………………………
●植物生理学

植物が持っている特徴的な生理機能について解説します。

植物は動けないことから、さまざまな環境ストレスに対してす

べて代謝物で応答しています。植物が地球上で生きていくた

めに進化してきた形態、組織の構造、また細胞の機能（水の

吸収・移動、光合成やさまざまな二次代謝物生産）について、

古典的な植物個体レベルの実験の紹介から、最近の分子生

物学分野における細胞・遺伝子レベルの研究データをもとに

講義します。

…………………………………………

…………………………………………
●線虫学

地球上の様々な場所に生息する動物“線虫”。この非常に

小さい動物について、その種類や身体のつくり、生理・生態な

どの基礎的なことから、植物寄生性線虫の防除や線虫を使っ

た応用研究や有効利用に付いて学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●動物遺伝育種学

脊椎動物を材料に現代遺伝学と分子生物学の基礎をマス

ターするとともに、それらの応用としての遺伝子工学や家畜

育種等の技術の概要を理解します。具体的には、遺伝子と

DNA、遺伝子工学とゲノム解析、家系分析、連鎖と組換え、分

子進化と系統樹、動物の進化と遺伝子の進化、量的形質の遺

伝学、家畜の遺伝能力評価法、我が国における家畜育種の体

制、家畜におけるゲノム解析などを講義します。

…………………………………………

…………………………………………
●蔬菜園芸学

蔬菜は他の農作物とは異なり、種類が多く、新鮮な状態で

利用されるので、常に供給されなければなりません。生産に

当たっては集約的な管理が必要となります。本講では、以上

のような特性をもつ蔬菜の種類、育種、繁殖および栽培の基

礎について解説します。さらに、このような蔬菜の種類につい

て、どの科に属するかを示し、また、各科の蔬菜ごとに育て方、

品種の種類、有用成分、県別の生産量、作型、起原についても

紹介します。蔬菜全般について学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●昆虫学

記載種だけでも８０万種、ヒト１人に対して数億匹が現存す
ると言われる昆虫は、地上に進出した動物の内で最も繁栄を
遂げている生物と言えます。そうした昆虫の起源、形態、行動
や生理について基本的知識を講義した上で、最後に最新の昆
虫分子生物学的研究知見を紹介します。これらの講義を通し
て、昆虫に興味を抱いてもらうことが本講義の第一の目標と
言えます。その上で、公務員専門試験の『昆虫学』で出題され
る試験問題が解ける程度の知識を付与することも目標の一
つと言えます。

…………………………………………

…………………………………………
●動物行動生態学

動物は、自分のおかれた環境の中で、捕食、防衛、繁殖等に

関する様々な情報を取り込み、内部でそれを整理し、外界へ

の反応としての行動を返していきます。そのインプットからア

ウトプットへのプロセスは、長い進化の過程で、適応的なもの

になるように調整されてきました。ここでは様々な動物（時に

は植物、菌類、原生動物、バクテリア、ウィルスも含めて）にお

いて、進化の結果として獲得された適応的行動のメカニズム

と機能について学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●動物繁殖生理学

生物が連綿として生き続けるためには、生殖によって寿命

を新しい個体に引き継ぐことが必要です。この生命の連続性

を理解するために、動物の生殖に関係する器官の構造と機能、

ならびに性成熟、受精、妊娠といった生殖に関わる諸現象の

仕組みについて概説します。また、本分野において集積され

た知識を利用して開発された繁殖技術は、産業動物の効率

的な生産からヒトの不妊治療まで広く応用されており、それ

らの技術の原理や今後の課題についても紹介します。

…………………………………………

…………………………………………
●遺伝学

生物の様々な特徴を決定している遺伝子について、その分

子的なメカニズムから個体、集団の中での動きについての講

義です。具体的には、DNAの構造や複製・転写・翻訳、あるい

はこれらの調節機構や形質発現機構といった、分子遺伝学的

な内容から様々な形質に関与する遺伝子の個体レベルでの

遺伝様式に基づいた連鎖分析、特定の家系や集団の中での

遺伝子の動き等についても学びます。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

●生物学

●化学

●作物生産学

●動物資源開発学

●生物化学

●植物生理学

●遺伝学

●生物統計学

●熱帯農業論

●応用動物昆虫学

●土壌学 ●植物病原学

●植物病理学� ●昆虫学

●植物育種学 ●動物繁殖生理学

●線虫学 ●熱帯作物改良学

●動物行動生態学 ●植物工学

●システム生態学 ●生物学実験

●果樹園芸学 ●応用生物学実験

●食料流通経済学 ●応用化学実験

●蔬菜園芸学

●フィールド科学基礎実習�
●フィールド科学基礎実習�

●植物発生生理学

●植物分子遺伝学

●植物生態生理学

●動物遺伝育種学

●動物生体生理学

●観賞園芸学

●植物病理学�
●動物生産管理学

●食用作物学

●熱帯有用植物学

●農業政策論

●経営資源管理学

●科学英語

●生物科学英語

●生物情報処理演習

●各研究分野実験

●飼料資源学

●植物栄養学

●卒業研究

…………………………………………

…………………………………………
●システム生態学

生態系における生物同士の相互作用や生物の生存戦略に
ついて理解することを目的とし、植物―植食者間相互作用、寄
主―捕食・寄生者間相互作用、動植物と微生物の共生、生物同
士の間接的な相互作用や共進化、生物多様性と生態系機能
について最新の知見を学びます。また、授業時に小レポート
課題を提示し、生物間相互作用に関する諸課題を解明するた
めの調査手法や仮説の検証法の考案、結果の妥当性の解釈
や考察を通して、論理的な思考力や問題解決能力を養いま
す。

…………………………………………

…………………………………………
●植物病理学

植物病理学は，微生物学の基礎から病気の予防・防除まで
幅広い分野を含む総合的な学問です。農作物などの有用植
物を対象とし，菌類，細菌，ウイルスなど多様な病原体と植物
とのかかわりを研究することによって，病気による被害を防
ぐことを可能とします。病理学の歴史，感染と発病，糸状菌病，
細菌病・ファイトプラズマ病，ウイルス病・ウイロイド病，病気
の伝染，病気の診断，病害の防除，さらには植物病理学におけ
るバイオサイエンスについて，病原体の制御に資する基本的
な概念を学びます。

…………………………………………

…………………………………………
●植物病原学

植物の病気はカビやバクテリアによる感染症が主になりま
す。我々が病気にかかると医師は先ず診断（その病気が何に
よって引き起こされるのか原因を突き止めること）をするよ
うに、植物を病気から守るためにも、病気の診断は重要になり
ます。このような診断技術の基礎的知識を得るために、植物
病原学では植物病原性の種を中心にカビやバクテリアの分
類を学習します。また、重要な病気についてはその見分け方
や防除法についても解説し、より実践的な知識の獲得を目指
します。
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■アイスプラントの塩化ナトリュウム吸収特性に関する研究

■炭素代謝特性からみたイネ紋枯病抵抗性メカニズムの研究

■カンキツ近縁属の分子分類

■果実の機能性成分の分析法の開発

■中国産発酵茶の機能性成分

■微生物発酵茶の新規カテキン代謝物

■ナスの種なしを作るための研究

■ツチカメムシ類等の昆虫類における保育行動の生態・進化学的研究

■ブタの免疫関連遺伝子についての研究

■高品質な受精卵の生産技術開発

■昆虫による植物形態操作のメカニズム解明

■植物－植物食昆虫間のアリを介した間接的な相互作用の検出と解析

■寄生性線虫の宿主探索行動の解析

■線虫に寄生する病原体の探索

■昆虫の食欲を調節する遺伝子の研究

■突然変異遺伝子を利用したダイズ開花期の制御

■ダイズ種子の糖含量を制御する遺伝子についての研究

■植物ウイルスの分子進化と分子生態学に関する研究

■植物ウイルスと宿主植物との相互作用に関する研究

■植物病原糸状菌の病原性変異の研究

■植物病原糸状菌の病原性関連遺伝子の単離

■シチメンソウの遺伝子を導入して耐塩性コムギを創る

■柔らかいトゲのバラは創れないか？

熱帯作物改良学研究室 野瀬 昭博 教授
専攻／熱帯作物、光合成、炭素代謝

地球温暖化にともない地球規模での砂漠の拡大が懸念されています。土地の砂漠化は、まず

乾燥に伴う土壌への塩化ナトリュウム等の塩が集積し植物が生育できなくなり、その後に砂漠が

形成されるというプロセスを経て生じます。サボテンやアイスプラントなどのCAM植物は、乾

燥や塩類集積土壌でも生育できる植物で、特にアイスプラントは土壌から塩化ナトリュウム等の

塩を積極的に吸収・蓄積することができます。当研究室では、アイスプラントの塩類吸収・蓄積能

力を活用した塩類修復技術の開発と塩類吸収・蓄積のメカニズムを分子生物学のレベルから生

態学的レベルにわたって研究を実施しています。また、アイスプラントは野菜としても利用するこ

とができるために食品としての研究開発も行っています。さらに、同様な手法を用いて地球温暖

化に伴い拡大が懸念されるイネの紋枯病抵抗性品種の育成と耐病性メカニズムの研究も実施

しています。

動物資源開発学研究室
山中 賢一 准教授

私たちが消費する大量の乳製品や食肉を安定的かつ
安価に得るためには、ウシやブタといった産業動物をい
かに効率的に増やすかということが非常に重要となりま
す。私たちの研究室では、主に卵子や精子といった生殖
細胞を用いた実験を通して、効率的に子供を生産する技
術の開発に取り組んでいます。また、これらの研究から得
られた知識や技術は、ヒトの不妊治療にも応用すること
ができ、食糧生産だけでなく医学分野への貢献も視野に
入れた研究を行っています。

蔬菜花卉園芸学研究室
一色 司郎 教授

野菜および花の品種改良ならびに効率的な繁殖技術
の開発を目指した教育と研究を行います。主なテーマは、
野菜および花の遺伝分析、ゲノム解析、細胞質置換、系
統分類でありますが、現在、特に、ナスに関する細胞質雄
性不稔性の研究に力点を置いています。野生種を種子
親、ナス栽培種を花粉親とし、連続戻し交雑を行うことに
よって、細胞質雄性不稔性をもったナスができます。こ
れを研究することで、ナスにおいて細胞質と核の関係な
どを探ることができます。

植物遺伝育種学研究室
穴井 豊昭 准教授

我々の研究室では、効率的な作物（ダイズやイネ等）
の品種改良を実現するための技術について研究を行っ
ています。特に近年力を入れて研究を進めているのは、
特定の標的遺伝子に突然変異を生じた植物を素早く探
し出す方法で、逆遺伝学と呼ばれるアプローチです。こ
の方法を使うと、ゲノム塩基配列情報が明らかになって
いる植物種であれば、思い通りの遺伝子についての突然
変異体を作り出し、作物の改良に使用することが出来ま
す。

植物代謝解析学研究室
石丸 幹二 教授

植物成分の探索、新しい有用成分の構造解析とその
生理機能について研究しています。化学構造の解析には、
最先端の分析機器を活用するとともに、組織培養や遺伝
子導入等のバイオテクノロジーを利用して、特定成分の
生産制御も検討しています。また、食品や医薬分野で応
用が期待される成分については、新しい加工法（生物発
酵、物理的加熱、また化学合成等）を開発しています。最
近、微生物発酵茶から、抗メタボリックシンドローム活性
を有する新規カテキン代謝成分を発見し、特許を取得し
ました。

動物行動生態学研究室
野間口 眞太郎 教授

無脊椎動物や魚において、親が子の保育をする種が
小数ですが知られています。どのような条件が保育行動
の進化につながったでしょうか？また、動物の群れの中に
は、先導的な個体や、臆病な個体がいます。このような他
と少し違った個体は、群れの中でどのような役割を果た
しているのでしょうか？このような動物行動への疑問を
解く研究を進めていきながら、農地環境に生息する身近
な動物の行動・生態を調べることで、日本の農地や山林
が果たしてきた野生生物環境としての重要性も明らかに
していきます。

農学部

応用生物科学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

植物ウイルス病制御学研究室
大島 一里 教授

植物ウイルスは農作物に甚大な被害を与えています。
研究室では、植物に病気を引き起こすウイルスを対象に
研究しています。中でも世界で最も大きな被害を与えて
いる昆虫伝搬性のウイルス、さらにアブラナ科やナス科
植物に被害を与えているウイルスについて、植物病理学
を基礎・基盤として分子進化学、生態学、疫学、集団遺伝
学、さらにバイオインフォマティクスを融合させ研究して
います。またウイルスと植物の相互作用についても最先
端の技術を用いて研究しています。

植物病制御学
草場 基章 准教授

これまで、多くの農作物で病気に強い品種（抵抗性品
種）が作られてきました。一方、このような抵抗性品種を
長期間栽培すると、病原体に突然変異が起こり、抵抗性
品種に感染できるものが出現します。植物病原菌の病原
性変異がどのようにして起こるのかを突き止めれば、病
原菌の変異に対して安定した抵抗性品種を作ることが
できます。私の研究室では日本で最も重要な作物であ
るイネに病気を起こすイネいもち病菌を中心に、病原性
変異の原因となる遺伝子の同定・そして変異機構の解明
を目指した研究をしています。

システム生態学研究室
徳田 誠 准教授

植物と昆虫を中心とする生物同士の相互作用につい
て研究しています。生物の特徴がどのように進化してき
たのか、環境に適応する上でどのような意義があるのか
を解明し、生物多様性を産み出すメカニズムを明らかに
する研究に取り組んでいます。また、地球温暖化などの
環境変動が生物に及ぼす影響、害虫による被害を防ぐ方
法、生物の大発生や絶滅が生じる原因などについても研
究を進めています。遺伝子から生態系まで、様々なレベ
ルで研究を進めています。

動物資源開発学研究室
和田 康彦 教授

本研究室では、最先端の学術理論と科学技術を用い
て、人間社会に役に立つ動物の開発と増殖についての研
究を行うとともに、人間社会に役に立つ動物の開発と増
殖に関わる業務に従事できる人材を養成することを目
的としています。なお、動物遺伝育種学部門では、現在、
ブタの白血球表面抗原遺伝子や核内受容体遺伝子の発
現解析、烏骨鶏特異的DNA領域の探索、佐賀牛におけ
る脂肪交雑原因遺伝子の探索などの研究を実施してい
ます。

線虫学研究室
吉賀 豊司 准教授

線虫は、地球上の様々な環境に適応した、最も繁栄し

ている動物の一つです。微生物を摂食するものから動植

物に寄生する種まで、多種多様な生活史を持ちます。私

たちは、特に昆虫や植物に寄生する線虫の宿主探索機構

の解明ならびに、線虫と共生・寄生関係をもつ微生物と

の相互作用の研究を中心に行っています。

昆虫学研究室
早川 洋一 教授

昆虫は私達人類よりも遥か昔に地球に現れ、現時点で
も生態的に地上で最も繁栄している動物と言えます。彼
らはこれまでも、そして現在も、様々な環境ストレスに抗
して生き抜く為に行動や生理レベルで優れた調節能力
を駆使しています。当研究室では、そうした昆虫が持つ
潜在能力を分子（主に、タンパク質や遺伝子）レベルで明
らかにする為の研究を行っています。こうした基礎的昆
虫分子生物学的研究は、農業害虫の制御や有用昆虫の
保護、さらには、基礎医学的な分野においても貢献でき
るものと期待できます。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ
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科学的合理性や科学的論理に基づいて 

判断し問題解決に取り組む 

人間理解に立った良い人間関係の形成、 

協調・協働した行動 

社会生活で守るべき規範を順守し、 

自己の能力を社会の健全な発展に寄与しうる姿勢 

 

生物環境科学科は、農学分野の基礎的な知識・技術を
体系的に身に付けるために専門基礎科目（数学、物理学、
生物学、化学）と農学基礎科目（作物生産学、動物資源開
発学、生物化学、土壌学、食料流通経済学）を１～２年次
に配置。農学分野における課題発見と解決能力の修得の
為に、情報収集・分析力、研究技能と研究マインド、リー
ダーシップを発揮する指導力などの要請に関する講義科
目、実験・演習科目及び卒業研究を専門科目として配置す
る。生物環境科学に関する専門的な知識、技術を修得し、
農学に関わる業務を遂行する職業人としての実践能力を

養うために、専門科目と実験科目、演習科目を体系的に配
置する。社会との関わりを理解し、持続的な自己実現を図
るための能力、習慣を身に付けるために、専門科目として
演習やインターンシップを配置する。さらに、卒業研究修
了まで専門的な研究環境を長期間経験することにより、
学士（農学）として十分な専門知識と先端技術を修得する
とともに、研究チームの一員としての協調性、高い倫理観
と豊かな人間性を養う専門科目（各研究分野実験、卒業
研究）を配置する。

環境保全と持続的食料生産の為の技術開発及び資源

循環型地域社会の構築を担う人材の育成を目指して教育

を行う。生物環境保全学コースでは、地球・生物・人の調和

を図り、環境に負荷の少ない生物生産環境の創出・保全と

豊な生活空間の創造に関する教育研究を行う。資源循環

生産学コースでは、農業における資源、エネルギー、環境

などの課題に取り組み、高度な生物生産システムに関す

る教育研究を行う。地域社会開発学コースでは、持続可能

な循環型社会の構築を目指し、国際的視野で民族、地域

資源、人類生態、環境社会、農林水産業に関わる地域ビジ

ネス開発に関する教育研究を行う。生物環境科学科では、

これらの課程により、将来の地球、また人類の食糧と健康

を支える能力と知識を持つ専門的職業人を養成すること

を教育目標とする。

カリキュラムの特色
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私が所属している生物環境科学科は、一言でいうとスケールの大きい学科です。

取り扱う対象は、「生物環境」とあるように、人間、植物、動物、微生物など考えられ

る全ての「生物」と、それらを取り巻く「環境」はもちろんの事、さらに分子レベル

から社会学までと幅広いものとなっています。またこの学科は、屋外活動が他

学科より比較的多いのも特徴で、２年生からは郊外にあるフィールドセン

ターで様々な農業体験を行います。簡単に見えても難しい作業ばかりで、

農家の方の技術が高い事を実感します。学生はほとんど初心者ばかり

ですが、難しい作業でも助け合いながら毎回賑やかな実習になって

います。

私は、人の手によって自然環境を創り出す「ビオトープ管理士」

に興味があって、環境や生物に様々な角度からアプローチするこ

の学科は、自分にとても合っているなと思います。学科内は、や

りたい事、興味関心等が似たもの同士の集まりなので、色々な

事を相談したり、協力し合える友人も沢山できます。また、先生

方や先輩方とも交流できて、分からない事があっても安心し

て大学生活を送れます。

佐賀大学は、真面目な大学だと思います。ですが、農学部

生物環境科学科は真面目なだけではなく、個性的で楽しい人

達ばかりですから、刺激されること間違いなしですよ。ぜひ一

度佐賀大学農学部へ見学にお越しください。

取得可能な免許・資格
所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（農業）

■家畜人工授精師受験資格
■土木施工管理技士受験資格

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■農業改良普及指導員 ■測量士補・測量士

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�佐賀県庁（２名）
�福岡県庁
�福岡市役所
�八女市役所
�那珂川町役場
�佐賀県警
�岡山県警
�神奈川県警
�佐賀県教育委員会中学校
�八女地区消防職
�JA佐賀（４人）
�JA福岡中央会
�JA天草
�JA鹿本
�（医）聖マリア病院

�（医）小池病院
�有明スカイパークふれあい郷
�日本放送協会（NHK）
�（株）毎日コミュニケーションズ
�（株）エムエムデー
�（株）森永乳業
�（株）コカ・コーラウェストプロダクト
�（株）ジャパンフーズ
�（株）日本配合飼料
�（株）久光製薬
�（株）アース環境サービス
�（株）三菱電機住環境システムズ
�（株）佐電工
�（株）タマホーム

主な進学先
�佐賀大学農学研究科（１４名）
�佐賀大学大学院医学系研究科（２名）
�熊本大学大学院医学教育部

�筑波大学大学院生命環境科学研究科
�琉球大学大学院農学研究科

学生からのメッセージ

スケールの大きい学科です！！

農学部
生物環境科学科 ２年

中村 聡美
福岡県 祐誠高等学校出身
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農学部

生物環境科学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 論 文

１２６ 必修

農学部

生物環境科学科 注目の授業・講義
…………………………………………

…………………………………………
●水環境学

地球上には膨大な量の水が存在しているが、人間が容易に

利用可能な河川水や湖沼水などの淡水の割合はわずかであ

る。水は人々の生活および食料生産において欠かせない貴

重な資源といえる。本講義では、生活に潤いと安らぎをもた

らし、生態系にも配慮した水環境保全のあり方について考え

る。�水循環、�水資源、�水質の基礎、�水質汚濁、�水質
浄化、�日本の水環境、�農業と水、	水田の水環境、
水環
境保全などについて学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●栽培環境制御学

農業の技術革新が発生するたびに地球上の人口は大幅に

増加してきた。この講義では、農業の歴史的展開と私たちが

直面している食料生産の現状を理解し、限られた環境下で効

率的に食料を生産するために必要となる農業技術として、施

設園芸を中心とした環境制御の考え方と方法を学ぶ。具体的

には、光環境、温湿度、及びガス組成を対象とした環境制御、

養液栽培の基礎と応用（土耕栽培から野菜工場）、地域特有

のエネルギー利用等を取り上げる。

…………………………………………

…………………………………………
●食料流通経済学

日本の農業を巡る国際的な市場環境、戦後の日本経済の

発展に果たした農業の役割、戦後の食料消費の動向とその

特徴などを平易に説明した後、国内産の米、野菜、果実、畜産

物、工芸作物等の国内流通の現状、さらに、食品製造業、食品

流通業、小売業による経済活動の実態を説明する。国民の豊

かな生活と農業・農村の関連性について学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●環境汚染化学

化学物質は我々の豊かな生活に貢献する一方で、さまざ

まな環境汚染問題を引き起こしてきた。環境を汚染しやすい

物質の性質やその毒性、それらを使うヒトの考え方などにつ

いて、実例を紹介すると共に環境化学的な視点から解説して

いく。化学物質の効果（薬）と汚染（毒）は諸刃の剣であり、バ

ランスとった上手な利用が重要であることを詳説する。�汚
染物質とはなにか、�環境汚染の歴史、�化学物質と食品安
全評価、�洗剤と環境問題、など

…………………………………………

…………………………………………
●土壌学

地球の大きさからすると、土壌はリンゴに付いた手垢のよ

うに薄い。しかし、地球上のほぼ全ての生物をはぐくむかけが

えのない存在だ。実は人類は、土壌を劣化荒廃させる歴史を

繰り返してきたのであって、持続的な社会を作るには、土壌の

持続的な利用が欠かせない。授業では、土壌の持つ養分保持

力や環境調節効果などの巧妙な仕組みや土壌微生物の働き

について分かりやすく解説し、作物生産の増進や環境保全に

関わる土壌の役割について考える。

…………………………………………

…………………………………………
●観光人類学

この授業は、観光をめぐる開発と環境保全、伝統的な社会
の変化の問題などを社会文化的側面と地域振興的側面にお
ける問題意識および、地域社会（特に農村地域）の持続可能
な発展などについて理解を深める。
�講義のガイタンス、�観光人類学とは何か、�諸観光の

概念・グリーンツーリズムとエコツーリズムを中心に、�観光
における人類学・観光人類学からみた伝統的な地域資源の
利用について、�観光＝開発と持続可能性の問題、�事例考
察・観光人類学における韓国と日本の比較などについて学ぶ。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
教
育
科
目

生
物
環
境
保
全
学
コ
ー
ス

●数学

●物理学

●化学

●生物学

●作物生産学

●動物資源開発学

●生物化学

●生物環境保全学概説

●資源循環生産学概説

●地域社会開発学概説

●生産情報処理学�

●土壌学

●実験生物環境保全学

●植物栄養学

●環境汚染化学

●環境基礎解析学

●食料流通経済学

●実験水気圏環境学

●地球環境学

●土壌環境科学

●水環境学

など

●地盤環境学

●測地学�
●測地学演習�
●環境水理学�
●環境水理学演習�
●インターンシップ�
●環境植物学

●現代環境学

●環境浄化生物学

●干潟環境学

など

●生物環境保全学演習

●卒業研究

資
源
循
環
生
産
学
コ
ー
ス

●土壌学

●栽培環境制御学

●生物科学実験実習

●生産情報処理学�
●食料流通経済学

●農業生産機械学

●環境保全型農業論

●植物遺伝資源学

●農産食品流通貯蔵学

●フィールド科学基礎実習�
など

●農業資源物質工学

●植物生態生理学

●土壌微生物学

●動物生産管理学

●設計・製図学

●生産エンジニアリング

●フィールド科学総合実習

●雑草学

●飼料資源学

●生物物理化学

など

●生物有機化学

●遺伝子工学

●分子細胞生物学

●各研究分野演習

●卒業研究

地
域
社
会
開
発
学
コ
ー
ス

●国際環境農業論

●食料流通経済学

●経営資源管理学

●地域ビジネス開発論

●地域資源論 I

●人類生態学

●観光人類学

●環境地理学

●土壌学

●フィールドワーク基礎演習

など

●環境保全型農業

●アジア比較農業論

●国際地域開発論

●生態人類学

●食料市場論

●アジア開発教育論

●農業会計学

●社会統計学

●アジアフィールドワーク

●インターンシップ�・�
など

●卒業研究
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■マイクロコロニー蛍光染色法および培養法による農業

用水中の大腸菌Ｏ１５７およびサルモネラの分布調査

■クリンカアッシュによる富栄養化クリーク水の水質改善の適用性について

■乾燥地畑地圃場における蒸発散フラックスの解析

■有明海奥部底泥におけるアンモニアの生成速度ポテンシャル

■ホタル再生のための水環境保全に関する研究

■九州北部・南部地方における降水特性の長期変動について

■ ガリウム、ゲルマニウムおよびビスマスに対するリーフレタスの吸収特性と生育応答

■ 東日本大震災被災地で採取された二枚貝類中PCBs濃度の時系列的変動

■ メタン発酵消化液を用いた水稲栽培における肥培かんがいの効果～肥料成分の分布

■ SEN１遺伝子によるマメ科植物の窒素固定能向上に関する研究

■ユリの花粉からの細胞単離技術の開発

■アスパラガスの実生とカルスを用いたアレロパシー活性の雌雄相互作用

■清酒醸造過程における酵母ミトファジーの役割の解明

■裸麦の硝子質分布に関する研究

■有機質肥料がダイズの生育と収量に及ぼす影響

■サツマイモ栽培における株間の違いが雑草抑制と収量に及ぼす影響

■都市近郊農村における農業経営規模拡大と地域社会

―小城市三日月町久米集落Ｎ農産を事例に―

■ 市民協働によるまちづくり ―長崎県平戸市崎方町における町なみ環境整備事業を事例に―

■ 災害復興と農業の再生 ―南島原市深江町大野木場地区を事例に―

■一村一品運動のその後 ―大分県日田地区を事例に―

■佐賀市近郊のバラ農家における生産とマーケティング戦略

―色彩やファッションの流行はどれほど意識されているのか―

長 裕幸 教授
Preferential flow、TDR、水分移動、溶質移動

原口 智和 准教授
水質負荷、近赤外線画像、灌漑、長短波放射

近藤 文義 准教授
粘土、沈降、圧密、リモートセンシング、土壌調査

宮本 英揮 准教授
物質循環、農地環境制御、モニタリング、物質移動シミュレーション、粘質土

井上 興一 教授
水耕栽培、高機能性野菜、含鉄資材、深層中和、トレーサビリティ

上野 大介 講師
環境汚染、人体汚染、有機化学物質、化学分析

染谷 孝 准教授
土壌微生物、蛍光染色法、FISH、土壌浄化、水浄化

廣間 達夫 教授
タイヤ、走行解析、発熱植物、体温制御機構

稲葉 繁樹 准教授
ゴム履帯、走行解析、情報、生産管理データベース、画像処理

北垣 浩志 准教授
酵母、育種、酒類、醸造、ミトコンドリア

田中 宗浩 准教授
廃棄バイオマス、液肥、近赤外分光分析法、流通貯蔵

有馬 進 教授
農作物、栽培技術、水生植物、根系、農業環境

鈴木 章弘 准教授
共生窒素固定、根粒形成、遺伝子組み換え植物、遺伝子発現、根粒菌

尾野 喜孝 教授
家畜、筋肉、食肉生産、循環型農業、動物福祉

上埜 喜八 准教授
循環型農業、雑草、発芽、イネ、ムギ

駒井 史訓 准教授
アレロパシー、園芸作物、雌雄異株植物、新品種開発、有機農業

堀元 栄枝 助教
循環型農業、雑草、発芽、イネ、ムギ

白武 義治 教授
農産物市場、食品加工業、地場地域流通、農協共販

辻 一成 准教授
農業の組織と管理、経営の持続的成長、経営者機能、ベトナム

李 應 講師
地域資源、生業活動、人、アメニティ、地域活性化

稲岡 司 教授
オセアニア、東南アジア、開発途上国、環境問題、健康問題

藤村 美穂 准教授
地域資源、コモンズ、山村、ローカリティ

五十嵐 勉＊
准教授

郡山 益実＊
准教授

＊全学教育機構の教員であるが、本学科で卒業研究等を担当してい
ます。

地圏環境学研究室
長 裕幸 教授

農地における植物の生育は、土壌中の水分や養分の

吸収の上に成り立っています。では、その水分や養分はど

こからやって来てどこに行っているのでしょうか。本研究

室では、このような農地における土壌中の水分や養分の

循環を最新の測定法を用いて観測し、シミュレーション

を行って再現し、適切な管理法の提案を行っています。

対象地域は国内のみならず海外に及び、乾燥地域の沙

漠化と塩害対策は、重要なテーマとなっています。

浅海干潟環境学研究室
郡山 益実 准教授

有明海にはたくさんの干潟が残っています。干潟は毎
日潮の満ち干きに応じて水没と干出を繰り返す場所で、
特有の生態系が形成されています。また、干潟はめずら
しい生物の宝庫であると同時に、いろいろな機能を併せ
持つ場所でもあります。私たちの研究室では、干潟の環
境と機能について教育・研究しており、現在は、�．有明
海（海）と干潟底泥中の栄養物質循環、�．干潟に住む生
物（ベントス）の生息分布と活動状況、�．生物（ベント
ス）活動が干潟の環境に及ぼす影響などに関する研究を
行っています。

作物生態生理学研究室
有馬 進 教授・鈴木 章弘 准教授

植物の発育生理と生存戦略ならびに農作物の生産生
態を解析し、得られた成果により、安全で多収穫を可能と
する作物栽培理論の構築及び品種開発に関する教育研
究を行う。特に、化学肥料（窒素）の多用で世界的に問題
化している環境汚染の解決を目的に、マメ科植物と根粒
菌における共生窒素固定メカニズムならび遺伝情報の
解析に基づいて、ダイズなどのマメ科作物における根粒
の窒素固定能力を高め、その栽培利用ならびに減化学
肥料による環境保全型農業の確立に貢献する。

資源循環フィールド科学研究室
尾野 喜孝 教授・上埜 喜八 准教授・駒井 史訓 准教授・堀元 栄枝 助教

附属資源循環フィールド科学教育研究センターで作
物、野菜、花卉、果樹、家畜の育て方の理論と実際につい
て総合的に研究を行う。植物に関する研究では環境保全
型農法による作物の高品質・安定栽培技術の開発（上
埜）、有機栽培における作物生産と雑草防除技術の開発
（堀元）、バイオテクノロジーを活用した新しい植物遺伝
資源の開発（駒井）を行っている。畜産に関する研究では
家畜と人間の共生のあり方、家畜のセラピー利用および
有用未利用資源の家畜用飼料化に関する研究を行って
いる（尾野）。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

教 員 紹 介

農学部

生物環境科学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

地域ビジネス開発学研究室
白武 義治 教授・辻 一成 准教授

日本や東・東南アジアなどを中心に世界の食料・農

業・農村に関する経済的側面の問題を取り上げ、それら

の解決と持続的な開発や発展の方法について教育・研

究する研究室です。フィールドワーク（現地調査）が好き

で地域資源の循環システムや農商工連携の構築を担う

農業者の実践やその支援組織の役割に関心がある人に

おススメの研究室です。

人類生態学研究室
稲岡 司 教授・藤村 美穂 准教授

日本の地域社会の環境や自然にかかわる諸問題、途
上国の開発に伴う環境・健康問題について、生物人類学・
社会学・民俗学的手法を用いたフィールドワークを基に
して調査研究します。具体的には地域社会の価値や技術、
環境管理システムや環境政策のあり方、ヒトの生物学的
特性等を検討することにより、環境・健康問題の本質で
ある環境変化に対するヒト及び地域社会の対応と変化を
明らかにします。現在研究室では、日本やアジアの山村
の地域資源管理、バングラデシュの地下水砒素汚染問
題やラオス農村の健康問題等のテーマについて主に取
り組んでいます。

生産システム情報学 北垣 浩志 准教授
専攻／酵母、育種、酒類、醸造、ミトコンドリア

生産システム情報学分野研究室は農産資源を活かした新しい産業や雇用を創出するための

研究開発を行い、また研究開発を通じて学生の教育に活かすことを目指しています。たとえば、

近年焼酎の製造量の増大に伴いその発酵物である焼酎粕の量が増えておりその高付加価値化

が求められています。当研究室では焼酎粕から保湿効果のある成分であるスフィンゴ脂質が高

濃度で含まれていることを初めて発見し、伝統微生物である麹菌がスフィンゴ脂質を生産する

ことも明らかにしました。この成果は焼酎粕や伝統微生物である麹菌を活用した化粧品や機能

性食品の開発に道を開くものです。この研究は佐賀ビジネスプランコンテストで研究室の学生

たちが最優秀賞グランプリを受賞し、学生たちも全国的なメディアに多く取り上げられると同時

に、NHKの全国版の放送でも紹介されました。
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・生命現象を分子レベルで解明 
・生物資源がもつ特異的な機能を 
　開発・利用 
・生命科学を理解し科学的に思考 
　できる人材の育成 
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生命機能科学科では、様々な生物の生命現象を探求し、

その研究結果に基づいて、有用な生物機能の開発や生物

資源の利用に関する教育・研究を行っています。

学生は、１年次に幅広い教養に裏打ちされた広範な視

野を育みます。

その後２・３年次に、生命現象を探求し、生物機能・生

物資源を開発・利用するために必要な、基礎から応用に至

る化学的な教養及び実践的な研究能力を身につけます。

４年次では教員指導の下に卒業研究を行い、情報を収

集する能力、計画を作成する能力、結果を集約し解析する

能力、プレゼンテーションを行う能力を身につけます。

様々な生物の生命現象を探求し、その研究成果に基づ

いて、有用な生物機能の開発や生物資源の利用に関する

教育と研究を行う。ダイナミックな生命現象や多様な生物

資源の構造と機能を、生物化学を基礎に、実験によって明

らかにしていくという過程を通して、生命科学について基

本的な理解を深め、科学的に思考できる人材、社会の要

請にかなう人材の育成を目的としている。教育目的を達

成するために 1 ～ 3 の教育目標を定める。

教育目標

1 幅広い教養に裏打ちされた広範な視野をもつ人

材を育成する。

2 生命現象を探求し、生物機能・生物資源を開発・

利用するために必要な、基礎から応用に至る化学

的な教養および実践的な研究能力を身につけさ

せる。

3 情報を収集する能力、計画を作成する能力、結果

を集約し解析する能力、プレゼンテーションを行

う能力を身につけさせる。

カリキュラムの特色
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Pick Up!!

Pick Up!!

Pick Up!!

渡邉 啓一 教授
生物化学、タンパク質工学

本島 浩之 助教
タンパク質工学

上田 敏久 准教授
ペプチド化学

宗 伸明 准教授
分析化学、バイオ材料化学

神田 康三 教授
応用微生物学、微生物遺伝学

小林 元太 准教授
応用微生物学、微生物工学

林 信行 教授
食品工学、環境科学

光富 勝 教授
食品化学、糖質工学

関 清彦 講師
生物資源化学、酵素化学

濱 洋一郎 准教授
生物資源利用化学、糖質化学

永尾 晃治 准教授
栄養化学、栄養生理学、食糧化学工学

私は農学部生命機能科学科に所属しており、生体内の化学反応や
食品成分の機能性などについて学んでいます。私たちの学科の魅力
は、２年後期から３年前期にかけて行われる学生実験だと思います。
化学実験、微生物学実験、生化学実験などが行われます。時には失敗
することもありますが、先生方がサポートしてくれたり、班の仲間が協
力してくれたりしますし、実験を通して学科の皆とよりいっそう仲を深
めることができます。実験は午後毎日行われ、実験テーマごとにレ
ポートも課されるので、実験時期はとても忙しいですが、１つ１つの
実験を終えた時は、達成感を味わえますよ。
大学での勉強は、ただ専門的語句や計算法を覚えるのではなく、

内容をきちんと理解し、内容にどれだけ興味関心を持って自主的に
勉強するかが大切です。また、私は勉強だけでなくサッカーサークル
やボランティア活動もしており、様々な人と関わり、充実した大学生
活を送っています。

取得可能な免許・資格

所定の単位を取得することにより、
卒業時に資格が得られるもの
■中学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（理科）
■高等学校教諭一種免許状（農業）

■食品衛生管理者
■食品衛生監視員

試験に必要な科目の単位を取得し
卒業後の実務経験後、受験資格が得られるもの
■農業改良普及指導員

卒業生の主な就職・進学先

主な就職先
�キユーピー（株）（３名）
�（株）ジェイエイビバレッジ佐賀（２名）
�（株）JA総合食品佐賀
�明治チューインガム（株）
�（株）エヌ・エル・エー
�九星飲料工業（株）
�佐々木食品工業（株）
�（株）宇都宮化成工業株式会社
�藤本製薬（株）
�鹿児島医療生活協同組合

�福岡市農業協同組合（JA福岡市）
�鹿児島県曽於地区消防職
�長門記念病院
�佐賀県教育委員会高等学校
�大和ハウス工業（株）
�三愛オブリガス九州（株）
�（株）トータルオフィスネットワーク
�（株）永池
�（株）中央コンタクト
�（株）損害保険ジャパン

主な進学先
�佐賀大学大学院農学研究科（１５名）
�九州大学大学院医学系学府（２名）
�熊本大学大学院薬学教育部（２名）

�九州大学大学院生物資源環境学府
�熊本大学大学院生命科学研究部

学生からのメッセージ

たくさんの人と関わり、
技術や考え方を身につけた

農学部
生命機能科学科 ３年

渡邊 美奈
大分県立大分上野丘高等学校出身

教 員 紹 介
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農学部

生命機能科学科 ４年間で学ぶ授業
卒 業 単 位 卒 業 研 究

１２６ 必修

農学部

生命機能科学科 注目の授業・講義

…………………………………………

…………………………………………
●食品工学

店舗には、魚や野菜のような生鮮食品から冷凍食品や飲

料・菓子などの多くの食品が並んでいる。これらは鮮度を保

つための冷蔵技術、品質を維持するための冷凍技術、加工に

際しての撹拌・混合、加熱や冷却、濃縮あるいは分離など多く

の工学的要素技術の集大成で生まれている。食品工学の授

業では食品製造・保蔵・殺菌等に必要な工学的理論や方法を

平易に解説する。

…………………………………………

…………………………………………
●有機化学

有機化合物は、炭素原子の連なりを骨格としてできており、

生物とかかわりの深いたいへん重要な物質である。この有機

化合物について、炭素原子の特徴や原子同士を繋ぐ化学結

合などの基礎的事項から分子の形やどのような反応を起こ

すかなどの重要事項までを学ぶ。また、官能基（分子の特徴

的な反応のカギとなる原子やグループ）が炭素骨格に付くこ

とで有機化合物はさらに多彩となることから、代表的な官能

基についても学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●食品衛生学

全ての食品には、程度の差こそあれ、健康被害を引き起こ

すリスクが存在している。これら食品に潜在するリスクを正し

く理解するとともに、その防止手段を学ぶことが本講義の目

的である。本講義は、生命機能科学科の必修科目であり、生

命機能科学科学生が食品衛生監視員・管理者の有資格者と

なるにあたって、基礎となる知識および情報を提供する。主

な授業内容は、食品の変質・腐敗、細菌性食中毒などである。

…………………………………………

…………………………………………
●食品機能化学

栄養成分と身体、組織、細胞との相互作用を知り、我々が栄

養素の摂取量や摂取方法によって、どのような影響を受ける

かについて学ぶ。特に、日常摂取している食事中には様々な

微量ではあっても必須の栄養素（ビタミンやミネラル）が含

まれており、正しい知識もなく好き嫌いや痩身目的で偏った

食事をすることは、身体にとって危険をもたらすことを理解

する。

…………………………………………

…………………………………………
●分析化学

私達が、安心・安全で快適な生活を営むためには、モノを

“はかる（分析する）”技術が極めて重要である。特に、農学部

においては、生物生産物を食品として取り扱うため、それらに

含まれる化学成分を正確に分析することが非常に大切とな

る。本授業では、化学分析の基礎となる物質の定量的な取り

扱いを身につけると共に、様々な機器を用いた分析法につい

て、原理と方法の実際について学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●食品化学

食品は生物に由来し、きわめて複雑な複合成分系である。

食品中に含まれる個々の物質の性質が、貯蔵、加工、調理の

過程で変化する様子を化学的に理解し、より高い機能を備え

た食品を作り出すための基礎知識を習得することが必要に

なる。食品化学では、食品の一般成分の化学と食品成分が食

品中に存在する状態や役割について概説し、食品の品質に関

わる成分変化や成分間の反応について解説する。

…………………………………………

…………………………………………
●分子細胞生物学

様々な生物の全DNA配列が解読された現在、生命を構

成する細胞に対する分子レベルでの理解が急速に深まりつ

つある。この新しい研究の潮流を踏まえつつ、真核生物の分

子生物学について講義する。特に、染色体の構造が細胞に与

える影響、遺伝子発現調節の詳細なメカニズム、全DNA配

列解読から明らかにされたこと、細胞間および細胞内の情報

伝達メカニズムを講義する。

…………………………………………

…………………………………………
●応用微生物学

微生物は我々の身近に多数存在しており、人類の生存に大

きく貢献している。その微生物を利用するためには、微生物

の性状や取り扱い方法、育種方法などについて理解すること

が必要である。まずは身近な発酵食品・酒類・飲料等の製造

工程における微生物の役割を理解し、さらに環境浄化やエネ

ルギー生産等の分野における微生物の役割を多方面に渡っ

て学ぶ。すなわち微生物を利用した物質生産から環境浄化ま

での実例を幅広く詳細に学ぶ。

…………………………………………

…………………………………………
●遺伝子工学

有用生物の分子育種を目的とした遺伝子工学は、分子遺

伝学の知識を応用して様々な用途に対応できる生命体の変

異体を作り出す技術である。その技術に必要な分子生物学的

知識とそれに関する酵素の関わりを明確に理解させることを

第一の目標とする。試験問題には必ずあるキャラクター(Doji

Doccano 博士）が登場し、彼のもつ疑問（野望）とそれを克

服する対応方法を彼に代わって答えてもらう。

…………………………………………

…………………………………………
●生物資源化学

バイオマスは、太陽エネルギーを使って、植物などの生物

が、水と二酸化炭素から光合成により生成した有機物をはじ

めとする資源である。私たちのライフサイクルの中で生命と

太陽エネルギーがある限り、持続的に再生可能な資源である。

本講義では、バイオマスの中で最も大量に存在するセルロー

ス系の「植物資源」とキチン・キトサンなどの「動物資源」の機

能と性質を化学的に解説し、エネルギー資源・生物資源とし

てのバイオマスの展望について紹介する。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
養
教
育
科
目

全 学 教 育 科 目

専
門
科
目

●物理学
●化学
●生物学
●数学
●作物生産学
●生物化学
●動物資源開発学
●物理化学
●有機化学
●分析化学
●科学英語
●遺伝学
●植物生理学
●生物統計学

●土壌学
●食糧流通経済学
●生物有機化学
●生化学
●生物物理化学
●微生物学
●生命化学概説
●食糧科学概説
●食品衛生学
●栄養化学
●食品化学
●分子生物学
●化学実験�
●化学実験�
●アカデミック英語プレゼンテーション

●微生物学実験
●生化学実験
●食糧安全学
●食品工学
●食品機能化学
●応用微生物学
●海洋生物資源化学
●食糧流通貯蔵学
●インターンシップ�
●植物栄養学
●分子細胞生物学
●農産物利用学
●生物資源化学
●遺伝子工学
●専門外書購読
●アカデミック英語プレゼンテーション

●卒業研究
●生物学基礎実験
●演習

…………………………………………

…………………………………………
●生化学

生化学は、生命現象を化学的に分子レベルで解明・理解し

ようとする学問である。本講義では、細胞の中で起こる物質

代謝（分解と合成反応）とエネルギー代謝およびその調節機

構について学ぶ。特に糖質代謝を中心に学び、生物が生命活

動に必要なエネルギーをどのようにして取り出し、利用する

かを分子レベルで理解することを目的としている。
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■高温高圧溶媒を用いた生物活性物質の抽出

■加圧熱水プロセスを用いた機能性食品の製造

■タンパク質／人工化合物ハイブリッド材料の開発

■生体分子計測用蛍光試薬の開発

■最古の生物、超好熱アーキアにおけるＤ‐アミノ酸代謝

■１アミノ酸変異による酵素活性触媒能力の改変

■複合体型脱水素酵素の立体構造解析

■海藻に含まれる多糖の構造と機能に関する研究

■魚類体表粘質物の構造と機能に関する研究

■カビの成育を妨げるペプチドを合成し、効果と効く

秘密を探る。

■酵素処理した食品から健康維持に役立つペプチドを

見つけ出す。

■糖質分解酵素を利用した機能性オリゴ糖の酵素合成

■穀類に含まれるキチン結合性抗真菌ペプチドの抗

菌メカニズムの解明

■肥満が誘発する糖・脂質代謝異常の発症機構の解明

■食事成分による生活習慣病の予防・改善に関する研究

■遺伝子組換え技術を効率が良いものにする

■タンパク質の立体構造に基づいて薬を開発する

■南極産好冷細菌酵素の低温適応機構

■有用酵素のＸ線結晶構造解析

■酵素の触媒反応に必要な動きと構造の関係

■酵素機能の有効利用のためのタンパク質工学

■新規有用乳酸菌の分離と同定

■バイオマスを原料としたアセトンブタノール発酵に

よるバイオ燃料の生産

■有明海の細菌相解析

■ビブリオ・バルニフィカス感染症の発症メカニズム解析

■有用微生物およびバクテリオファージの遺伝子解析

と分子育種

機能高分子化学研究室
上田 敏久 准教授

アミノ酸が２個以上つながったものをペプチドと呼び

ます。ペプチドは、つながっているアミノ酸の種類や個数

によって多種多様であり、それぞれがいろいろな仕事を

こなしています。私たちはカビの成育を妨げるペプチド

に注目しています。アミノ酸の種類と数が異なる何種類

ものペプチドを合成し、それらを用いて、カビに対する効

果はどのようにして発揮されるのか・どのようなペプチド

が強い効果をもつのか、を探っています。

機能高分子化学研究室
宗 伸明 准教授

生体内では、様々な生理活性種が精緻な役割を果た

すことにより、生命活動を担っています。しかし、その詳細

については、未だにわかっていないことも多く残されて

います。私達は、蛍光性の新たな機能性分子を開発し、生

命機能の解析に貢献することを目指しています。一方で、

生体分子は、人工分子では真似できない優れた機能材

料と見なすこともできます。そこで、生体分子と人工物

から成るハイブリッド材料の開発も行っています。

応用微生物学研究室
神田 康三 教授、小林 元太 准教授

微生物は目には見えませんが、我々の身近に多数存在

しています。我々人類の生存には微生物の存在は欠かす

ことが出来ません。微生物の能力を活用するために、新

規な有用微生物を分離したり、微生物が有する遺伝子機

能を解明したり、微生物の利用について研究を行ってい

ます。

生物資源利用学研究室
林 信行 教授

水は大気圧下では１００℃で沸騰して蒸気になりますが、

加圧条件下で加熱すると３７４℃まで液体の状態を保つこ

とができます。このような高温かつ液体の水は温度をコ

ントロールすることで多糖を加水分解したり、ダイオキシ

ンのような難分解性の物質を無毒化する特殊な性質を

発揮します。当研究室ではこのような高温高圧の水を用

いて、植物を有用な物質に変換したり、植物中に含まれる

機能性の物質の抽出を行っています。

食品化学研究室
光富 勝 教授、関 清彦 講師

カニやエビなどの甲羅を形作っている多糖類（キチン

質）を分解して得られる糖質には様々な生理機能があり

ます。食品化学研究室では、キチン質を分解する酵素の

働きを調べたり、糖質を分解する酵素を利用して生理作

用を持つオリゴ糖を調製する方法を開発しています。ま

た、穀類に含まれるキチン結合性抗真菌ペプチドの抗菌

メカニズムの解析と抗真菌剤への応用に取り組んでい

ます。

農学部

生命機能科学科 研究室・ゼミナールでの取り組み

食糧安全学研究室
濱 洋一郎 准教授

海藻の主成分の一つは糖質で占められていますが、多

くの海藻では、含有する糖質関連物質の構造は十分には

解明されていません。私たちは、海苔に含まれる多糖に

注目し、その構造を明らかにするとともに、それらが持つ

機能を解明することを目指しています。さらに、これを応

用し、糖質分析に基づく乾海苔製品の評価法の確立にも

取り組んでいます。また、魚類体表粘質物の本体である

糖タンパク質の構造と機能についての研究も行っています。

Pick Up!! 主な卒業論文テーマ

食品栄養化学研究室 永尾 晃治 准教授
専攻／栄養化学、栄養生理学、食糧化学工学

当研究室は、食品の栄養成分と生体との相互作用に関する栄養学的研究を通じて、人の健康保持

及び疾患の予防・改善に最適な食物の質と量に関する教育と研究を行っています。メタボリック症候

群は、内臓に脂肪がたまる肥満に、高血圧や糖尿病が合併した状態であり、心筋梗塞や脳梗塞を起こ

す危険性が増す病気です。４０代以上の日本人男性の半数が該当者や予備軍とされているため、毎

日の食事中に機能性のある成分を取り入れることで健康維持を図る事が望まれています。最近、タ

マネギ、大豆、レンコン、ムキタケ、ノリ、ナルトビエイなど佐賀県で収穫量が多い農水産物中に、抗メ

タボリックシンドローム作用成分が含まれていることが見出され、その生理活性本体の同定と生理

作用メカニズムの解明に取り組んでいます。

生化学研究室 渡邉 啓一 教授、本島 浩之 助教
専攻／生物化学、生化学、生物物理化学

当研究室は、生命現象の根幹となる酵素タンパク質の分子構造解析、機能発現機構の解明、タン

パク質工学についての研究と教育を行っています。現在の主な研究テーマは、氷温付近でも活発に

増殖する南極産好冷細菌を材料に、低温酵素の活性発現機構の解明、それに酵素活性や安定性を

変えるためのタンパク質工学的方法の開発です。酵素が固有の機能を発現するためには、その構造

の動きが必要です。私たちは、タンパク質構造の中にひそむ機能に必要な動きを生み出す仕組みを

知ることを目指しています。応用面においては、低温酵素は食品加工、バイオエネルギー生産、洗剤、

環境浄化などにおいて有用性が高いと考えられます。最近、私たちは、低温タンパク質分解酵素の

構造と機能を解析し、その知見に基づき中温酵素に対して柔軟性を増すための変異を導入し、低温

活性の高い酵素に変換することに成功しました。このような私たちの研究に欠かせないのが、ナノ

（１０億分の１）メータより小さな原子の世界を画像化できるシンクロトロン光です。２００５年、鳥栖市

で佐賀県立九州シンクロトロン光研究センターが運転を開始し、ここでタンパク質構造解析のため

のデータ収集を行っています。
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大学院 
Gr a d u a t e  S c h o o l

教育学 
研究科 

経済学 
研究科 

医学系 
研究科 

工学系 
研究科 

農学 
研究科 

鹿児島大学 
大学院連合 
農学研究科 

1  年 
2  年 
3  年 
4  年 
5  年 
6  年 
7  年 
8  年 
9  年 
10 年 

教育学研究科

文化教育学部

経済学研究科

経済学部

工学系研究科
博士前期課程

医学系研究科
修士課程

医学系研究科 
博士課程

医学部
医学科

工学系研究科
博士後期課程

理工学部
医学部
看護学科

農学研究科

連合大学院

農学部

大
学
院
 

学

部
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教育学研究科｜修士課程｜ 

　教育学研究科では、教育の理論と実践、研究を基盤として、専門

性の高い人材を育成しています。教育現場や社会で指導性を発

揮し得る高度の専門的学識を授け、理論と実践の研修を通して、

総合的・専門的な研究を推進することを目的としています。本研

究科は、「学校教育専攻」と「教科教育専攻」の2つの専攻を置い

ています。 

　「学校教育専攻」は、幼児、児童・生徒の諸相を学ぶもので、教育

学コース、教育心理学コース、障害児教育コースの3つのコース

があります。 

　「教科教育専攻」は、自分の専攻する教科を学ぶもので、国語教

育専修、社会科教育専修、数学教育専修、理科教育専修、音楽教育

専修、美術教育専修、保健体育専修、技術教育専修、家政教育専修、

英語教育専修の10専修があります。 

工学系研究科 

　工学系研究科は、来るべき高度科学技術社会、国際化社会に

より一層積極的に対応していくために、理学と工学の融合を目指

しています。科学技術が高度に多様化した社会において、研究者・

技術者・職業人として社会に貢献し、進展に寄与するとともに、国

際的コミュニケーション能力と幅広い基礎知識から高度な専門

知識を有した独創性で幅広い視野を持った人材を育成します。 

　本研究科は、「博士前期課程」と「博士後期課程」の2つの課

程があります。 

　「博士前期課程」は、数理科学専攻、物理科学専攻、知能情報シ

ステム学専攻、循環物質化学専攻、機械システム工学専攻、電気

電子工学専攻、都市工学専攻、先端融合工学専攻の8つの専攻を

置いています。 

　「博士後期課程」は、「システム創成科学専攻」に、電子情報シ

ステム学コース、生産物質科学コース、社会循環システム学コー

ス、先端融合工学コースの4つのコースがあります。 

経済学研究科｜修士課程｜ 

　経済学研究科は、今日の知識集約社会の発展に即し、より高度

な経済学、経営学、そして法律学を修得することで、様々な組織に

おいて意思決定の中心に立つ有用な人材を育成します。本研究

科は、「金融・経済政策専攻」と「企業経営専攻」の2つの専攻を

置いています。 

　「金融・経済政策専攻」は、金融と経済政策を軸に経済構造・企

業行動を研究することを基本にしています。くわえて、同専攻では、

政策分析を軸に地方自治体等での政策立案のための研究と教育

を柱にしております。また、それらの基礎となる統計分析、経済理

論の教育にも力を入れております。 

　「企業経営専攻」は、経営、会計、企業関係法の知識の修得を軸

に、より経済・経営の実態にちかい領域の研究と教育を基本として

います。一般に言う、“ビジネススクール”の役割も兼ねております。 

農学研究科｜修士課程｜ 

　農学研究科は、近年の科学技術の高度化・情報化・国際化の中で、

社会・国際ニーズにこたえられる高度な専門知識と技能を持った

創造性豊かな農学・生命科学に関する研究者・専門家になる人材

を育成することを目的としています。本研究科は、「生物資源科学

専攻」を置いています。 

　「生物資源科学専攻」は、応用生物科学コース、生物環境保全学

コース、資源循環生産学コース、地域社会開発学コース、生命機能

科学コースの5コースがあります。また、九州およびアジアの諸地

域における農業とアグリビジネスの中核を担う農業者の育成プロ

グラムとして、農業技術経営管理学コース（農業版MOT）が設け

られています。 

医学系研究科 

　医学系研究科は、医学・医療の専門分野において、社会の要請

に応えうる研究者および高度専門職者を育成し、学術研究を遂行

することにより、医学・医療の発展と地域包括医療の向上に寄与す

ることを目指しています。 

　本研究科は、「修士課程医科学専攻」、「修士課程看護学専攻」、

「博士課程医科学専攻」の3つの専攻を置いています。 

　「修士課程医科学専攻」は、医学部医学科以外の理系・文系4年

制大学学部出身の多様なバックグラウンドを持つ学生を受け入れ、

医学の基礎およびその応用法を体系的・集中的に修得させること

により、医学、生命科学、ヒューマンケアなど包括医療の諸分野に

おいて活躍する多彩な専門家を育成します。 

　「修士課程看護学専攻」は、高度の専門性を有する看護職者に

ふさわしい幅広い視野に立った豊かな学識と優れた技能を有し、

国内および国際的に看護学の教育・研究・実践の各分野で指導的

役割を果たすことができるような人材を育成します。また、現在、

専門看護師教育課程の認可申請計画中です。 

　「博士課程医科学専攻」は、医学・医療の領域において、自立し

て独創的研究活動を遂行するために必要な高度な研究能力と、そ

の基礎となる豊かな学識と豊かな技術を有し、教育・研究・医療の

各分野で指導的役割を担う人材を育成します。 

鹿児島大学大学院 
連合農学研究科｜博士課程｜ 

　鹿児島大学大学院連合農学研究科は，佐賀大学の農学研究科、

鹿児島大学の農学研究科、同水産学研究科、琉球大学の農学研究

科の4つの研究科の修士課程を母体として編成され、これらの研

究科の綿密な連携のもとに運営されている新しいスタイルの博

士課程大学院です。学生の研究指導は、学生1名について複数の

大学から指導教員3名が担当することになっており、この点が連合

大学院の大きな特徴と言えます。 

博士前期課程・ 
博士後期課程 

修士課程・ 
博士課程 

大
学
院
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